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発刊のご挨拶 
 

高松第一高等学校 
校長 北堀 礼子 

 
2024 年度の校長としての最大の使命の一つは，SSH 第Ⅳ期の申請に通過することでした。校長 

ヒアリングのため，本校 SSH の歴史や特徴，第Ⅲ期の成果や第Ⅳ期のテーマ等を頭にたたき込み，

2025 年 1 月，リモートで行われた本番に臨みました。ヒアリングでは厳しい意見もある一方で， 

本校の取り組みを高く評価してくださる審査官もいました。2025 年 3 月末，無事通過したとの  

吉報が届き，思わず涙しました。それほど SSH は本校にとって必要不可欠の事業だと考えています。 

2025 年度は「かがわ総文祭 2025」も開催され，自然科学部門で本校生の発表を目にすることが

できました。高校生ならではのユニークな視点で研究に取り組んでおり，専門教科が国語の私でも

発表を楽しめました。本校 SSH は国の目指す「国際的な科学技術人材の育成」という大テーマに 

寄与しており，本校卒業生が将来的に様々な分野で活躍することを確信しています。 

本校の SSH 事業は，平成 22 年度に第Ⅰ期の指定を受け，計 16 年の歩みを刻んできました。  

第Ⅳ期は，研究開発課題を「知的好奇心・探究心を源に，共創的科学力を発揮して新たな価値を 

創造し続ける人材の育成」として，次の 4 項目に関するプログラム開発や実践を進めています。 

  Ⅰ カリキュラム・マネジメントの視点で視野の広がりを生む授業改善の実践とその評価 

  Ⅱ 共創的科学力を発揮し多様な価値を創造する場としての専門深化型課題研究・教科継走型

課題研究の実践 

  Ⅲ 外部連携を活用した視座の高まりによる地域市民育成のための持続可能なプログラムの 

開発・実践 

  Ⅳ 地域における科学技術人材の裾野を広げるサイエンスネットワークの形成 

 Ⅰの授業改善は，全ての教科においてアクティブ・ラーニングの視点からの授業改善を行って 

います。チームでの授業改善やパフォーマンス課題，ルーブリックによる評価なども定着しました。 

Ⅱについて，専門深化型課題研究は，特別理科コースの生徒が 1 年次後半から取り組むもの  

です。教科継走型課題研究は，特別理科コース以外の全ての生徒が 2 年次に探究の手法を学び， 

多面的な視野を身につけることを目的として，各教科・科目毎の様々な課題に取り組むものです。 

Ⅲについては，第Ⅰ期 2 年目から始まった海外研修に加え，SSH 総合科学講演会（旧：自然科学

講演会）や関東合宿，科学英語向上プログラムなど多様なプログラムを開発してきました。 

Ⅳについては，第Ⅳ期に充実を図ったテーマで，卒業生の活用や高松市教育委員会との連携を

さらに発展させたいと考えています。 

本誌は，本校 SSH 事業の今年度の成果を報告するものです。ご覧いただき，忌憚のないご意見 

ご助言をいただければ幸いです。 

最後になりましたが，文部科学省，国立研究開発法人 科学技術振興機構，香川県教育委員会，

高松市教育委員会，大学をはじめとする教育研究機関や研究者の皆様，SSH 運営指導委員の皆様 

からご支援とご助言をいただいておりますことに，重ねて御礼申し上げます。 
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高松第一高等学校 基礎枠 

指定第Ⅳ期目 指定期間：07～11 

 
❶令和７年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約） 

 

 ① 研究開発課題  
知的好奇心・探究心を源に，共創的科学力を発揮して新たな価値を創造し続ける人材の育成 
 ② 研究開発の概要  
Ⅰ カリキュラム・マネジメントの視点で視野の広がりを生む授業改善の実践とその評価 

各教科内で授業改善チームを編成し，真正のアクティブラーニングの実践を目指す。資質・能力の

変容を検証するため，パフォーマンス課題を開発・実施し評価を行う。 

Ⅱ 授業での学びを探究へとつなげる専門深化型課題研究・教科継走型課題研究の実践 

普通科特別理科コースは「Science Research」で専門深化型課題研究を，普通科理系・国際文科・

文系・美術専門コース及び音楽科は「未来への学び」で教科継走型課題研究を開発・実施する。 

Ⅲ 外部連携を活用した持続可能なプログラムの開発・実践 

大学，博物館，研究機関，企業等との連携プログラムによって充実させる。理工系領域を志す女子

生徒育成のため，女性研究者・技術者の話題に触れる機会を設定する。 

Ⅳ 地域における科学技術人材の裾野を広げるサイエンスネットワークの形成 

地域の恒久的な科学技術人材育成のため，小中高を一貫するサイエンスネットワークを形成する。 

 ③ 令和７年度実施規模  
課程（全日制） 

学科 
第 1 学年 第 2 学年 第 3 学年 計 実施規模 

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 全校生徒を対象に実施する。ただし，

学校設定科目「Science ResearchⅠ（1
年次 2 単位）」,「Advanced Science Ⅰ
（2 年次 2 単位）」，「Advanced Science 
Ⅱ（3 年次 1 単位）」は普通科特別理科

コース各学年 1 クラスを対象に実施す

る。 
また，学校設定科目「未来への学び 

（2 年次 2 単位）」は普通科理系・国際

文科・文系・美術専門コース 6 クラス

と音楽科 1 クラスを対象に実施する。 

普通科 239 6 242 6 238 7 719 19 
特別理科 40 1 25 1￭ 28 1 93 3 
国際文科 40 1 40 1 40 1 120 3 

文理 159 4 － － － － 159 4 
理系 － － 96 3￭ 93 3 189 5 
文系 － － 79 2 76 2 155 4 

美術専門 － － 2 － 1 － 3 － 
（内理系） （40） （1） （121） （3） （121） （4） （282） （8） 

音楽科 28 1 19 1 21 1 68 3 
課程ごとの計 267 7 261 7 259 8 787 22 

■ 第２学年特別理科コースと理系コースの１クラスは合併クラスとなっている。 

  その他の箇所においてはこのクラスは特別理科の学級数に数えている。 

※ 各学年に「特別理科コース」「国際文科コース」を 1 クラスずつ開設している。 
※ 1 年次に文理，2 年次から理系，文系（美術専門を含む）の類型を開設している。 

 ④ 研究開発の内容 ※）ページは学校 HP で公開中の実施報告書（本文）内のものに対応 
○研究開発計画 

（Ⅰ～Ⅳについてはテーマ名で記載しているため，「②研究開発の概要」欄と表記が異なっている。） 

Ⅰ カリキュラム・マネジメントの視点で視野の広がりを生む授業改善の実践とその評価（P.17
～P.36） 
授業改善 第 1 年次 第 2 年次 第 3 年次 第 4 年次 第 5 年次 

アクティブ 
ラーニング 

アクティブラーニングの実践・検証・開発 
融合・横断導入分野の検討 
プログラム開発と試行 

文理融合・教科横断型アクティブラーニングの 
実践・検証・開発 

パフォーマンス 
課題・評価 

パフォーマンス課題の開発・実践とパフォーマンス評価による検証 
小規模のパフォーマンス課題の開発 

分掌による支援 
様式改良，教員アンケートの実施・分析 
研修会の企画・運営， 他校実践の情報収集・提供 
ホームページでの教員成果物の公開 

Ⅱ 共創的科学力を発揮し多様な価値を創造する場としての専門深化型課題研究・教科継走型課題

研究の実践（P.37～P.54） 

－1－
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学校設定科目 第 1 年次 第 2 年次 第 3 年次 第 4 年次 第 5 年次 

Science Research 
（普通科特別理科） 

プログラム開発・評価法開発 
（SRⅠ→SRⅡ→SRⅢの年次進行） 

講座・教材の 
改良 

第Ⅳ期講座の
検証 

専門深化型課題研究の実践・評価・検証 
国際学会・国内学会，各種発表会・コンテストへの参加 

未来への学び 
（普通科理系・国際文科
文系・美術専門，音楽科）

（全講座） 
自然科学・人文科学・社会科学の探究活動の実践・評価・検証 
文系・音楽講座での共通講座の開発・実践・検証 

Ⅲ 外部連携を活用した視座の高まりによる地球市民育成のための持続可能なプログラムの開発・

実践（P.55～P.67） 
プログラム 第 1 年次 第 2 年次 第 3 年次 第 4 年次 第 5 年次 

Science Research 外部機関と連携して講座開発・検証 
（SRⅠ→SRⅡ→SRⅢの年次進行） 

外部機関と連携して実施 

関東合宿 外部機関と連携して実施 
学びたいこと 
プログラム 

候補地プレゼンテーション大会開催，生徒研修企画チームの結成 
学びたいことプログラムの企画・運営・検証 

英国海外研修 
Content-Based Instruction，科学英語向上プログラムの実施・検証 
事前学習，事後学習の充実 

SSH 総合科学講演会 外部機関と連携して講演会を実施・検証 

Ⅳ 地域における科学技術人材の裾野を広げるサイエンスネットワークの形成（P.68～P.71） 

プログラム 第 1 年次 第 2 年次 第 3 年次 第 4 年次 第 5 年次 

科学体験教室 
管理機関と連携し「実験教室」「サイエンス教室」を開催 
外部科学体験イベントへの出展 

中学生課題研究支援 高松市教育文化祭科学体験発表会での講評・本校生徒による研究発表 
小中学校教員連携 講演会や発表会などの参加案内 
ロールモデル活用 同窓会と連携しデータ更新，メンターや講師・TA の依頼，外部連携事業を活用 

○教育課程上の特例 

普通科特別理科コースは 1 年次に，科学に対する興味・関心や進路意識を高め，科学の学習意欲

を喚起すると共に情報技術を向上させるため「Science ResearchⅠ」を開設する。また，この講座で

は課題研究とその発表を行い科学研究の方法を学ぶ。2・3 年次に，課題研究とその発表を行い科学

研究の方法を学び，3 年次引き続き，少人数のグループで課題研究を実施し，論文作成及び研究発表

を行うため，「Science ResearchⅡ」「Science ResearchⅢ」を開設する。 
また，普通科理系コース・国際文科コース・文系コース・美術専門コース・音楽科は，2 年次に

課題研究を行い，各教科・科目専門の探究の手法を学び，さまざまな探究の手法を身につけ，物事を

多面的に捉えられるようになるため「未来への学び」を開設する。 
なお，開設する教科「未来」（科目「Science ResearchⅠ」「Science ResearchⅡ」「Science Research

Ⅲ」「未来への学び」）は特例を必要とする。 
◯適用範囲： 

令和 5・6 年度入学生 
学科  

（コース）  
開設する教科・科目名  代替される教科・科目等  

対象  
教科・科目名  単位数  教科・科目等  単位数  

普通科  
（特別理科）  

未 来 ・  
Introductory  Science  2 総合的な探究の時間  1 

第 1学年  
情報・情報Ⅰ  1 

未 来 ・  
Advanced  Science  Ⅰ  2 総合的な探究の時間  1 

第 2学年  
保健体育・保健  1 

未 来 ・  
Advanced  Science  Ⅱ  1  総合的な探究の時間  1  第 3学年  

 令和 7 年度入学生 
学科  

（コース）  
開設する教科・科目名  代替される教科・科目等  

対象  
教科・科目名  単位数  教科・科目等  単位数  

普通科  
（特別理科）  

未 来 ・  
Sc ience  Research  Ⅰ  2 

総合的な探究の時間  1 
第 1学年  

情報・情報Ⅰ  1 
未 来 ・  
Sc ience  Research  Ⅱ  2 総合的な探究の時間  1 

第 2学年  
保健体育・保健  1 
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未 来 ・  
Sc ience  Research  Ⅲ  1  総合的な探究の時間  1  第 3学年  

令和 5・6・7 年度入学生 
学科  

（コース）  
開設する教科・科目名  代替される教科・科目等  

対象  
教科・科目名  単位数  教科・科目等  単位数  

普 通 科  
（ 理 系 ・ 国 際 文 科 ・

文 系 ・ 美 術 専 門 ）  
音 楽 科  

未 来 ・ 未 来 へ の 学 び  2  総合的な探究の時間  2  第 2学年  

○令和７年度の教育課程の内容のうち特徴的な事項 
普通科（特別理科（各学年 1 クラス））において，次の学校設定科目を履修 

第 1 学年：未来・「Science Research Ⅰ」（2 単位） 
理学，工学，農学，医学等に関する講義・実験・実習とその事前・事後指導及び， 
課題研究及び発表等。前期は本校教員が中心となり，物理・化学・生物における実験の 
基本操作，プレゼンテーション・統計処理をテーマとしたコンピュータ実習，変数に 
関する講座を実施する。後期は，前期の内容を踏まえ，少人数のグループによる課題研究

と中間発表を進めながら，大学教員による講義・実習，本校外国語指導助手による 
英語による理科・数学の授業を教科の授業進度と調整しながら 1 ヶ月に 1 度実施する。

課題研究では香川大学・広島大学等の連携機関の協力を得て指導する。 
第 2 学年：未来・「Advanced Science Ⅰ」（2 単位） 

実験・実習，コンピュータ実習，「科学プレゼンテーション」講義，課題研究及び発表等 
第 3 学年：未来・「Advanced Science Ⅱ」（1 単位） 

課題研究，論文作成，研究発表 
普通科（理系・国際文科・文系・美術専門コース（6 クラス））および音楽科（1 クラス）において， 
次の学校設定科目を履修 

第 2 学年：未来・「未来への学び」（2 単位） 
実験・実習，フィールドワーク，文献調査，課題研究及び発表等 

学科・ 

コース 
第１学年 第２学年 第３学年 

対 象 
教 科 ・ 科 目 名 単位数 教 科 ・ 科 目 名 単位数 教 科 ・ 科 目 名 単位数 

普通科・ 

特別理科 

未来・Introductory 
Science 2 未来・Advanced 

Science Ⅰ 
2 未来・Advanced  

Science Ⅱ 
1 R5・6年度 

入学生全員 

普通科・ 

特別理科 

未来・ 

Science Research Ⅰ 2 未来・ 

Science Research Ⅱ 2 未来・ 

Science Research Ⅲ 1 R7年度 

入学生全員 

普 通 科 ・  

理 系 ・ 国 際

文 科・文 系・

美 術 専 門 , 

音 楽 科  

なし  
未来・ 

未来への学び 
2 なし  全員 

○具体的な研究事項・活動内容 

Ⅰ カリキュラム・マネジメントの視点で視野の広がりを生む授業改善の実践とその評価（P.17
～P.36） 

教員の指導力向上と，知識・技能に加え思考力・判断力・表現力・学びに向かう力などの育成を 
目標に，全教科でのアクティブラーニング実践を一層充実させた。5 月末までに各教科で 2～4 名の

授業改善チームを編成し，形式的でない「深い学び」につながる授業設計と個々の指導力向上を 
図ったほか，生徒の変容を検証するためパフォーマンス課題を開発・実施し，パフォーマンス評価

で効果を測定した。また，成果普及のためレポート様式を改良した。 
専門性を深める教科内型と文理融合・教科横断型の双方で学習内容の相互関係を再構築し，教科書

での学習を実社会や他教科と結び付け知識のチャンク化を促す授業やティームティーチング（世界

史×英語，国語×情報など）を実践・検証した。第Ⅲ期目開発の大規模な三観点評価の課題に加え，

単元単位で変容を捉える小規模なパフォーマンス課題も充実させた。 
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Ⅱ 共創的科学力を発揮し多様な価値を創造する場としての専門深化型課題研究・教科継走型課題

研究の実践（P.37～P.54） 

普通科特別理科コースの生徒は「Science Research（令和 7 年度入学生対象）」「Advanced Science
（令和 5・6 年度入学生対象）」で専門深化型課題研究を，普通科理系・国際文科・文系・美術専門

コース及び音楽科の生徒は「未来への学び」で教科継走型課題研究を開発・実施する。「Science 
Research」については，第Ⅲ期までの「Advanced Science」で開発した実施方法，指導方法及び 
評価方法を改良して年次進行で研究・開発している。「未来への学び」は，第Ⅲ期の課題より， 
理系講座はテーマの充実のための研究を進め，文系・音楽講座は情報リテラシーやデータの利活用

などの探究の手法を学ぶ共通講座（2 時間）を新たに開発・実施した。また，各講座において， 
生徒がより興味・関心を高められるよう，課題研究テーマの改良および新テーマの開発を行う。 
それにより，主体的に生徒が取り組め，より多面的な視点をもつことのできる教科継走型課題研究

のプログラム等の研究・開発を継続して行う。 
Ⅲ 外部連携を活用した視座の高まりによる地球市民育成のための持続可能なプログラムの開発・

実践（P.55～P.67） 

普通科特別理科コースでは，「Science ResearchⅠ」「Advanced ScienceⅠ」を，大学・博物館・

研究機関・企業等との連携により充実させ，高校段階では扱いにくい最先端の研究や技術を含む 
講義・実験・実習を計画的に実施した。これらの取組では，探究活動や課題研究に必要な科学的な 
ものの見方・考え方，実験ノートの重要性，変数の制御や分析方法，統計処理，プレゼンテーション

技法などを体系的に指導し，ICT 機器も活用しながら，データの収集・整理・分析・考察の一連の

過程を通して基礎的な知識・技能の定着を図った。 
海外研修に向けては，本校 ALT および高松市教育委員会の外国人英語指導助手と連携し，科学 

英語向上プログラムを 1 月から集中実施した。科学的内容を英語で表現する語彙力や表現力に加え，

聴衆に応じた説明や質疑応答を含む科学的コミュニケーション能力の育成を図り，3 月の英国研修

では現地交流校の生徒に対して課題研究の成果発表を英語で行う計画とした。 
また，「関東合宿」「学びたいことプログラム」「海外研修」については前年度の成果を踏まえ， 

事前研修を充実させ，教員主導の学習に加えて生徒主体の活動を取り入れた。理工系分野を志す 
女子生徒の育成に向けては，各種外部連携講座や講演会において女性研究者・技術者に触れる 
機会を設定し，多様な立場の参画が科学技術の発展につながることへの理解を促した。さらに， 
SSH 総合科学講演会等を通して，自然科学と人文・社会科学の境界領域にも目を向けさせ，総合知

を活用し共創的に科学力を発揮する姿勢を育成した。 
Ⅳ 地域における科学技術人材の裾野を広げるサイエンスネットワークの形成（P.68～P.71） 

本県には科学館がないという地域的課題を踏まえ，小中高を一貫してつなぐサイエンスネット 

ワークを構築し，地域における恒久的な科学技術人材育成の拠点となることを目的に，各種事業を

実施した。自然科学系部活動が中心となった科学体験教室では，本校生徒が企画・運営を担い， 

文化祭や市内小学校，外部科学イベント等で実験・体験活動を実施し，科学の魅力を地域に 
発信した。中学生課題研究支援としては，市主催の科学体験発表会に教員 4 名と生徒 2 名を派遣し， 

中学生の発表への助言と本校生徒による研究発表を行った。さらに，小中学校教員との連携では，

SSH 総合科学講演会や成果報告会への参加を促し，指導者の科学的関心と専門性の向上を図った。

加えて，同窓会と連携したロールモデル活用事業により，卒業生や地元研究者・技術者をメンター

や講師として活用し，課題研究の深化と生徒の将来のキャリア意識の向上につなげた。 
 ⑤ 研究開発の成果  
Ⅰ カリキュラム・マネジメントの視点で視野の広がりを生む授業改善の実践とその評価（P.72～
P.76） 

生徒，教員，学校の変容を捉えるため，授業改善への取り組みに関して，6 つの項目「①チームに

よる授業研究」「②チームによるパフォーマンス課題の実践と評価」「③教科横断型アクティブラー

ニングの実践」「④アクティブラーニングを取り入れた授業改善（個人の取り組みを含む）」 

「⑤カリキュラムマップ・長期的ルーブリックの導入」「⑥今後の授業改善」について，全教員 59 名

（昨年度 60 名）を対象にアンケート調査を行った。 

① チームによる授業研究について 
チームによるアクティブラーニング実施状況を過去のアンケート結果と比較すると，「1 年間を 

通して実施」（36.7％→30.6％）が昨年度より少し減少し，「課題に取り組む時のみ実施」（26.6％→
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44.0％）が増加した。「1/ 2/ 3 学期を通して実施」（16.7％→10.2％）は昨年度より少し減少し, 
「していない」（20.0％→15.2％）も昨年度より少し減少した。これは，観点別評価の導入が進み，

課題を通して授業改善に取り組む仕組みが定着してきた一方で，研究対象や科目の細分化などに 
よりチームで取り組む時間が十分に取れなかったためだと考えられる。 

取り組み状況については，「チームリーダーや担当者がたたき台を作った」という回答が昨年と 

同様最も多かった（62.7％）。「全員がアイデアを持ち寄る」「ミーティングを行う」といった協働的

な取組が前年度より増加し，チームで授業研究に取り組む体制が徐々に定着しつつある。今年度は，

授業録画の分析，教科会を活用した協議，日常的な確認作業など，多様な工夫も見られた。 
② チームによるパフォーマンス課題と評価について 
 平成 30 年度から，チームによるパフォーマンス課題を取り入れた授業研究にも取り組んでいる。

「主体的・対話的で深い学び」の実現と，資質・能力のバランスの取れた多面的・多角的な学習評価

を行っていくことを目指したものである。また，令和 4 年度から導入された「観点別評価基準」と

併せて課題内容や評価の仕方について研究を進めた。 
全学年において，1 学期にパフォーマンス課題の設定と年間計画を行い，その後 1 学期内の実施・

評価の開始を目指した。また，生徒の変容を捉えやすくするため，2 回の実施を試みた。まず，

「年間目標と指導計画」及び「単元指導案」の作成を行った教員のうち，「年間目標と指導計画」に

ついては 22.4％と低く，まずはリーダーが中心となり 1 年間の見通しを立てたことが分かる。その後の

「単元指導案」については 38.7％が作成したと回答している。また，チームとして「パフォーマンス

課題を何回実施したか」については，過去と比較して，「1 回実施した」（25.0％→28％）が昨年度

より少し増加し，「複数回（2 回以上）実施した」（66.7％→62.0％）は少し減少した。一方で，

「実施していない」と回答した人が 10.0％（昨年度 8.3％）と昨年度より少し増加した。その主な理由は，

チームの対象科目が専門外の科目であったためであり，この数名の教員の「個人での実施」を

含めると，ほぼ全員がパフォーマンス課題を実施している。パフォーマンス課題への取り組みが

着実に浸透していると言える一方で，チーム内での役割分担の見直しなどを視野に入れながら，今後も

引き続き 1 学期の早期実施開始の徹底を目指し，継続してプログラム開発を行っていく必要がある。 
評価については，チームによるパフォーマンス課題を実施した教員 41 人（昨年度 44 人）を対象

に調査した。今年度は，「評価した」（84.0％→65.9％），「まだ評価していないがこれから取り組む」

（16.0％→24.4％），「取り組めない」（0％→9.7％）であった。今年度はさまざまな事情で年度途中

から授業を引き継いだ教員がおり，取り組めなかったケースがあったと考えられる。また，「ALT と

各クラスの担当者が評価した」などの回答が見られた。 
③ 教科横断型アクティブラーニングの実践について 

今年度は，国語・情報と世界史・英語の 2 つのチームで開発を行った。国語・情報は「情報時代

における言葉の発信とその影響」，世界史・英語では「歴史的事象の理解と英語表現力を同時に 

高めること」をテーマに，各分野の専門的な側面からアプローチする授業を開発した。実践後の 

生徒アンケートから，教科横断型の授業を望む声が多くあることや授業を楽しんでいた様子が 

うかがえた。授業を参観された他校の教員が，自身の勤務校で教科横断型研究授業を実践された 

事例を報告していただいており，本校の取り組みが少しずつ他校へ広まっている。 

④ アクティブラーニングを取り入れた授業改善（個人の取り組みを含む）について 
アクティブラーニング実施に関しては，全体の 98.4％（昨年度 95.0％）が，チームによる授業 

研究以外にも個人としてアクティブラーニング型の授業を導入している。今後も「深い学び」を 
実現するための一手法と捉え，効果的な実践に取り組みたい。 
⑤ カリキュラムマップ・長期的ルーブリックについて 

令和 2 年度に各教科で作成した「カリキュラムマップ」「長期的ルーブリック（3 年間の到達 

目標）」の活用状況を尋ねた。パフォーマンス課題の「年間目標と指導計画」や「ルーブリック」を

作成する際に活用した人は，昨年度からどちらも減少し，「意識せず授業を作っている」「活用しよ

うとしたができなかった」と回答した人が増加した。しかし，「AL 教材開発レポート」を作成する

際に活用した人や，教科横断型の研究授業の際に参考にした人は増加しており，さまざまな活用

方法があることが分かる。学校教育目標と各教科で身につけさせたい力（3 年間の到達目標）の整合性

を図るためにも，来年度以降も，これらを活用しながら，改善すべき点を模索していきたい。 
⑥ 今後の授業改善について 

アクティブラーニング型授業の実践やパフォーマンス課題やルーブリックによる評価について
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は，生徒の利点として，「AL 型授業により主体的・対話的に学ぶことで学習意欲が増す／学んだこ

とを習得しやすい」「パフォーマンス課題を通して思考力・判断力・表現力の育成につながる」 
「ルーブリックにより到達目標を示すことで，何を学ぶのかが明確になる」などが挙げられた。 
また，教員にとっての利点としては，「チームで意見交換や情報共有をすることで，他の先生から 
多くのことを学んだ／視野が広がった」「パフォーマンス課題を通して多面的に評価することがで

きた」「科目を学ぶ意味や意義を考える機会になった」「年間計画を立てて長期的な視点で改善を 
取り入れられた」などの意見が聞かれた。日々，新しい取り組みに試行錯誤しながら少しずつ前進

してきたが，生徒同士が協働して学び，自己表現できる場を継続して与えることで，授業への参加

姿勢が「主体的に学ぶ」「深く学ぶ」に移行していっていると感じる。チームによる授業改善を粘り

強く実践することで，「授業の在り方」や「評価の仕方」など教員同士が様々な意見を出し合い， 
協力して取り組む環境にも少しずつ慣れてきたと感じる。 
Ⅱ 共創的科学力を発揮し多様な価値を創造する場としての専門深化型課題研究・教科継走型課題

研究の実践（P.77・P.78） 
特別理科コースの生徒は，1 年次から 3 年次までの学校設定科目の中で，探究活動を通して 

科学的なものの見方や考え方，科学的に探究する方法を身につけることができるようなプログラム

を継続実施している。 
1 年次に開設している「Science Research Ⅰ」は，今年度から新設した講座である。7 月までは

毎週月曜日の 5・6 時間目，9 月以降は毎週水曜日の 3・4 時間目に実施した。前年度まで実施して

きた「Introductory Science」を基盤とし，前半では産業技術総合研究所（産総研）と連携して研究

の進め方に関する講座を開発した。実験の基本操作，考える科学，フィールドワークといった要素

を整理・統合することで，円滑に課題研究へ移行できる下地を整えた。後半では，生徒の興味・関心

に応じたテーマ設定に約 1 か月をかけ，その後に課題研究を開始した。この際，指導に当たる教職

員の人数を前半の 4 名から 14 名に増やし，より専門性の高い指導が可能となる体制を整備した。

「プレゼンテーション講座」では，発表における ICT の活用技術や態度について，実践を通して 
身につけさせることができた。また，過去の SSH 生徒研究発表会の発表動画を，生徒の興味・関心

に応じて視聴させたところ，発表時の姿勢や研究への取り組み方だけでなく，テーマの掘り下げ方

や質疑応答への対応について多くの気付きが見られ，大きな刺激となっていた。さらに，出張講義

の回数を前年度の半分に減らし，講義間の間隔を確保することで，課題研究と両立させ，さらに 
各々をじっくりと考察する時間を確保することができた。これらの取組が次年度以降の探究活動に

どのような変化をもたらすかについては，今後の生徒の活動を通して比較・検証していく。 
2 年次の「Advanced Science Ⅰ」では，本格的に課題研究に取り組んだ。生徒の興味・関心に 

応じたテーマ設定に約 1 か月をかけ，テーマ決定後には「実験ノートについて」と題した講義を 
実施した。今年度の 2 年生も，1 年次から SSH 生徒研究発表会の動画を視聴し，全国高等学校総合

文化祭への参加を見据えて発表要旨を読み込むなど，例年より早い段階から最終的な到達目標を 
意識する機会が多く設けられた。また，関東合宿を例年の 8 月ではなく 6 月に実施したことでも，

生徒がこれまでより早くから将来像をより具体的にイメージしながら研究活動に取り組むことが 
できた。その結果，昼休みや放課後に自主的に課題研究を進める生徒が多く見られた。7 月および

12 月の中間発表会については，特別理科コースの卒業生にオンデマンド配信で視聴してもらい， 
助言や指導を受けながら研究を深化させた。その成果として，1 月に実施された「あきた総文祭 2026
自然科学部門 香川県代表選考会」において，「段差で自転車のハンドルが取られる条件」を 
研究テーマとする班が，物理部門の香川県代表に選出された。 

3 年次には「Advanced Science Ⅱ」を開設し，7 月までの毎週水曜日 3・4 時間目に課題研究を

実施した。7 月に行われた ASⅡ課題研究成果発表会は，情報通信交流館 e-とぴあ・かがわと連携し

て開催した。当日現地参加が困難な関係者に対しては，ライブ配信およびオンデマンド配信の 
両方を実施し，成果の普及を図った。全課題研究班が，SSH 生徒研究発表会，かがわ総文祭 2025，
香川県高校生科学研究発表会，サイエンスファーム 2025 など，校外の研究発表会に積極的に参加

し，そこで得られた助言をもとに研究論文をまとめた。論文は，日本学生科学賞，高校生・高専生 
科学技術チャレンジ（JSEC），坊ちゃん科学賞などの各種論文大会に投稿した。日本学生科学賞で

は音の屈折をテーマとした班が香川県審査優秀賞を，サイエンスファーム 2025 では昆虫と色の 
関係をテーマにした班が優秀アカデミア賞を，坊ちゃん科学賞では植物による消臭をテーマにした
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班が優良入賞に選ばれるなど，各課題研究班が多くの成果を挙げた（P.40・P.41）。 
評価法については，第Ⅰ期に香川大学教育学部と連携して開発したルーブリックを用いた評価を

継続している。学期ごとの中間発表会と最終発表会では，研究が科学的な探究方法により進められ，

研究結果が明確になっていることを評価する「研究の視点からの評価」を行い，研究に対して 
真摯に取り組み，熱心に粘り強く努力を重ねていること，すなわち日常の活動状況を見る 
「教育の視点からの評価」を実験ノートの記載事項から評価した。今年度も，指導に関わる全教員

（1・3 年生：15 名，2 年生 14 名）の教員で全班の発表および実験ノートの評価を行った。なお，

生徒へ各評価結果をフィードバックすることを通して，科学的な探究活動で重要視されるポイント

について効果的に指導することができた。 
理系・国際文科・文系・美術専門コース，音楽科の生徒は学校設定科目「未来への学び（2 年次 2

単位）」の中で，教科・科目特有の探究の手法を学ぶことや物事を多面的に捉える視点を身につける

ことを目的に教科継走型の課題研究に取り組んでいる。今年度，大きな改良点としては，文系・音楽

講座の再編成と学年全体での発表会開催が挙げられる。文系・音楽講座では情報リテラシーやデー

タの利活用などの探究の手法を学ぶ講演会をガイダンス後に実施した。また，探究の深化のため各

講座の実施週数を 4 週から 5 週へ変更した。これらに伴い，今年度は生徒の希望に応じて 4 講座開

講した中から 3 講座を選択させて実施することとした。授業時間中の活動時間が増えただけでなく，

探究に携わっている期間も 1 週間増えることとなるので，講座の内容がより生徒の中に浸透してい

たように感じる。しかし，この点に関しては主観での評価となるため，適切に評価するための方法

を検討したい。もう 1 つの改良点である学年発表会については，以前から出ていた各クラスの良い

取組を全体で共有したいという意見を参考に実施した。生徒が探究することによって行き着いた 
良い事例を学年全体で共有する機会となったと同時に，理系生徒には文系テーマの，文系生徒には 
理系テーマの，クロス講座ではたどり着けなかったそれぞれのコースならではの思考法・表現法を

学ぶ機会ともなった。通常の授業と違い，課題解決の方法を自ら考えることで，探究することの 
楽しさと難しさを体験することができた。また，その方法について学ぶことができたと考えている。 
Ⅲ 外部連携を活用した視座の高まりによる地球市民育成のための持続可能なプログラムの開発・

実践（P.78・P.79） 
「Science Research Ⅰ」のアンケート結果（P.78）より，講義・実験が面白く（89.7%），内容が

分かりやすく（85.2%），理解できている（81.3%）。また，講義全体を通して 89.6%の生徒が積極的

に取り組めたと自己評価している。講義内容をもっと知りたい（85.3%），自分で調べたい（72.1%）

と感じている生徒が 8 割ほどを占めており，生徒の科学的探究心を向上させることができたと考え

る。さらに，78.5%の生徒が，研究者を身近に感じ，研究に対する興味・関心が増した（77.3％）， 
研究に対して具体的なイメージを持つようになった（70.9%）と回答しており，多くの生徒が研究者

をロールモデルとして捉えることができたと考える。 
全校生徒対象の「SSH 総合科学講演会」（P.79）では，2 回の講演会とも，普通科・音楽科全体の

アンケート結果を見てみると，およそ 90%近くの生徒が興味をもって講義を聴けていたということ

が分かる。例年と比べても多くの項目で高い値を示しているが，特に「もっと知りたい」や「自分で

調べたい」に関しては高い水準で評価をされており，生徒たちの知的好奇心・探究心を高めること

ができた。自分の進路や最新の研究分野について講演者と話す生徒も増えているため，キャリアに

対しての視野が広がることにつながり，キャリア教育的な観点からもコースを問わず有意義な講演

会であったと考えている。全校生対象の講演会のテーマ設定や講演内容について，焦点をどこに 
するかということについては，これまでの実践を踏まえ今後も検討する必要があると考えている。 

「関東合宿」では，教員主導の「学ばせたいことプログラム」に加え，生徒が自身の興味・関心に

応じて訪問先から講義内容までを企画・運営する「学びたいことプログラム」を実施した。 
今年度においても積極性や進路意識に向上が見られた。また，卒業生と語る会を昨年度に続き開催

し，課題研究や大学生活などについて質問を繰り返した。生徒にとって一番の身近なロールモデル

である卒業生や地元で活躍する研究者，各機関と共に講座を開発・実施できた。「英国海外研修」に

おいては，科学的コミュニケーションを充実させられるよう，課題研究のプレゼンテーションに 
研究動機や研究で面白いと感じていることなどの内容を充実させた（報告書編集時点では「英国 
研修」実施前のため効果の検証はできていない）。全ての SSH プログラム終了後に 3 年生に実施し

た事業評価アンケートからは「関東合宿」「英国海外研修」の満足度が非常に高かった。関東や英国
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でしか触れられない本物を自分の目で見たり研究者や技術者と同じ空気を吸ったりすることが 
生徒に及ぼす影響の大きさを再確認した研修となった。 
Ⅳ 地域における科学技術人材の裾野を広げるサイエンスネットワークの形成（P.79～P.81） 

物理部と化学・生物部が中心となり科学体験教室を校内外で開催し，地域の小中学生，保護者を

中心に科学の楽しさや魅力を発信した。生徒が講師となり教室を運営することで，本校生徒に 
とっても科学をより深く理解する機会となった。中学生課題研究支援として，市主催の科学体験 
発表会に教員 4 名と課題研究班 1 班を派遣し，発表の講評と本校生徒による研究発表を行った。 
小中学校教員への取組としては，教員の科学への関心と専門性の向上を目的として本校 SSH 事業へ

の参加を促し，これまで参加がなかった小学校教員の参加につなげた。同窓会と連携した 
ロールモデル活用事業として，卒業生をメンターや講師として活用し，課題研究の深化と生徒の 
キャリア意識の向上につなげた。校内の課題研究発表会のオンデマンド視聴を依頼し，延べ 11 名の

卒業生から発表に対するコメントを送ってもらった。自分たちの経験を後輩に還したいという思い

が感じられた。発表会の案内を送ってほしいという卒業生も増え，連携の輪が広がっている。 
第Ⅳ期に掲げた 4 つの研究課題ごとの効果とその評価について，ルーブリックを用いた専門深化

型課題研究における生徒の変容評価，教員アンケート，生徒アンケート，概念理解度調査テスト等

をもとに分析した。 
・ルーブリックを用いた専門深化型課題研究における生徒の変容評価（P.41・P.42） 

プレゼンテーションに対するルーブリック評価は，2 年次の第 1 回，第 2 回，3 年次の第 4 回の

中間発表と最終発表の計 4 回実施している。本校のルーブリック評価は，第 1 回の発表から 
最終発表まで，一貫して同じ基準を用いて各項目を 1（不十分）から 4（十分）の 4 段階で， 
全課題研究班を理科・数学の教員 15 名程で評価している。それぞれの班に着目すると，その結果 
から生徒の変容を時系列で捉えられる（下図は，3 年生のある班の第 1 回から最終発表までの 
各項目の評価の推移を示したものである）。評価結果については，評価の平均値ではなく，4 段階の

各評価をつけた教員が何名いるかをバルーンの大きさで示している。各発表会の評価結果は 
このバルーンの形で生徒にフィードバックし，返却の際には指導担当教員と改善していくところを

明確にし，その後の指導に活かしている。 

右図より，多くの項目において発

表会を重ねる毎に少しずつ高い評価

をした教員の数が増えていっている

ことがわかる。なお，この他の課題研

究班でも同じようなバルーンの上昇

傾向が見られた。1 年半の課題研究

期間において，生徒の変容としては

望ましいものとなっている。これは，

対面形式やオンライン形式，ポスタ

ー発表やプレゼンテーションソフト

を用いての発表など，様々な形式での発表があったことで，データの整理やその表現について生徒

達が工夫を重ねていったからではないかと考えられる。また，通常の課題研究の授業時間の中に 
おいても積極的に議論し，計画的に研究に取り組むなど意欲的に取り組んだためと考えられる。 
・概念理解調査テストから見る変容（生徒およびアクティブラーニング型授業の効果）（P.80･P.81） 

事業の評価・検証のため本校では，第Ⅱ期 2 年次の 2016（H28）年度より継続的に，物理のアク

ティブラーニングによる効果の評価法の一つである概念理解度調査テストとして「Force Concept 
Inventory（力と運動に関する概念調査テスト）」（以下 FCI）（Hesteness ほか, The Physics 
Teacher, 30, 1992）を実施している。形式は質問紙調査で，30 問の 5 肢選択肢問題となっている。

各問題の誤答選択肢は学生・生徒の間に普遍的に存在する素朴概念・誤概念をあぶり出すよう設計

されており，概念の理解度・定着度や学習効果を次式で算出される規格化ゲインで評価する。 

（ 規格化ゲイン ） （ ポストテストのクラス正答率 ）－（ プレテストのクラス正答率 ）
1 －（ プレテストのクラス正答率 ）  

本校の調査実施時期は，プレテストが物理学習前の 2 年生 4 月，ポストテストが力学分野の学習

終了後の 3 年生 9～1 月である。各年度の FCI の結果は，次頁の表の通りである。 
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▼各年度の高松第一高等学校の FCI の結果 

この結果を，「FCI を用いたアメリカの高校・大学物

理教育の大規模調査（Hake 1998）」の結果と比較す

る。右図はこの調査結果が掲載されている Edward F. 
Redish 著の「Teaching Science with the Physics 
Suite (WILEY)」の日本語版「科学をどう教えるか（丸

善出版）」より抜粋したグラフである。アメリカでの調

査では能動参加型授業，いわゆるアクティブラーニン

グを実施した場合のゲインは 0.34～0.69 と高い数値

を示すが，伝統的授業の場合はそれに全く及ばないと

いう結果が示されている。本校の特別理科コース・理

系コースともに，アクティブラーニングを取り入れた

授業を展開しており，そのゲインも非常に高くなって

いることが分かる。今年度は特別理科コースのゲイン

は高い水準で例年と同程度だが，理系コースのゲイン

は大きく増加した。専門深化型課題研究を継続してき

たことと，教科継走型課題研究のカリキュラムを改良

してきたことによるものではないかと分析している。 
日本国内でも，「国際共通の評価ツールを用いた我が国の物理教育の現状調査と改革指針の探究

（JSPS 科研費 26282032）」において，2014～2016 年に全国調査が実施されている。この調査の結

果では，プレテストの正答率の全国平均は 34％と，本校結果よりもやや低いが大きな開きがないの

に対して，ポストテストの正答率が 52％にとどまり，規格化ゲインの全国平均は 0.27（推定値）と

学習前後の効果があまり得られていない結果となっている。本校のゲインの高さが日本国内では突

出していることが分かる。現在進めている授業改善や課題研究等の取組の成果の一つと考えられる。 
 ⑥ 研究開発の課題（P.85）  

本校 SSH 事業の取組は概ね当初の計画に沿って，推進できていると考えている。一方，第Ⅰ期 

から 16 年目を迎えた取組の改善点や今後の課題も明らかになってきた。以下に，各テーマ別の課題

を挙げる。 
Ⅰ カリキュラム・マネジメントの視点で視野の広がりを生む授業改善の実践とその評価 

教員 59 名を対象に，個人の授業改善の課題を調査した。「生徒の関心を高める発問の仕方」 
「情報収集と授業のバリエーションの幅を広げる」「単元ごとの指導計画を見直して，アクティブ

ラーニングを効果的に実施できるようにすること」という回答が見られた。また，今後の授業改善

の取り組みに求めるものについては，「今後の学校を見据えた持続可能な取り組みを模索すること」

「これまでの取り組みの実践例を知りたい」「教科横断の時期や単元，学年など最も適切な 
タイミングで実施したい」など建設的な意見が多かった。シンプルで持続可能な授業改善の実現を

目指して，これまでのシステムや報告書様式の見直しを継続する。また，生徒への負担が大きく 
なり過ぎていないか，取組の全体的なバランスにも目を向け検証する必要がある。 

チームによる授業研究では，現在のチームによる協働体制を維持しながら，教員一人一人の資質・

能力を上げていきたいと考えている。「チームによるパフォーマンス課題の実践と評価」では， 
1 年という期間において段階的に生徒の変容が測れるよう課題の内容を改良し，実践に臨みたい。 
あわせて，各教科の観点別評価基準に沿ったパフォーマンス課題の評価の在り方やルーブリックの

内容の見直しも必要である。教科横断型アクティブラーニングの実践では，教科の枠を超えて学ぶ

 

▲ 図 高校，カレッジ，大学の物理クラスで，異なった授業方法を採用し

た場合の，FCI の事前テストと事後テストのクラス平均の分布 
［Hake 1998］「科学をどう教えるか（丸善出版）」に本校のデータを追記 

年度 第Ⅳ期

コース
2016年
（H28）

2017年
（H29）

2018年
（H30）

2019年
（R元）

2020年
（R2）

2021年
（R3）

2022年
（R4）

2023年
（R5）

2024年
（R6）

2025年
（R7）

プレテスト正答率 41.4% 43.3% 47.3% 40.4% 40.6% 43.2% 44.2% 38.3% 47.6% 40.9%
ポストテスト正答率 77.6% 79.8% 73.8% 77.5% 67.3% 73.7% 83.0% 69.6% 75.6% 69.4%

規格化ゲインg 0.62 0.64 0.5 0.62 0.45 0.54 0.70 0.51 0.53 0.48
プレテスト正答率 ― 36.0% 38.3% 38.7% 40.9% 37.0% 36.9% 41.6% 40.2% 36.6%

ポストテスト正答率 64.8% 61.8% 62.4% 64.5% 65.1% 64.5% 58.9% 64.3% 65.2% 68.9%
規格化ゲインg 0.4 0.39 0.42 0.41 0.44 0.35 0.39 0.42 0.51

特別理科
コース

理系
コース

第Ⅱ期 第Ⅲ期
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意義について，学校全体で共通認識を持ちながら，これまでの実践を踏まえ，教員一人一人が柔軟

な考え方でアイデアを持ち寄ることで，生徒の気づきや深い学びにつなげたい。また，転入者にも

取組の意図や利点などを十分に説明し，チーム内で経験者の取組についてだけでなく転入者の前任

校での実践事例や個々のアイデアの共有を促したい。視野の広がりを生む授業改善の実践に向けて，

まずは日常の対話から持続可能な授業改善に近づけたい。カリキュラムマップや長期的ルーブリッ

クを活用し，学校目標に照らし合わせて生徒に身につけさせたい力を確認しながら実践することが

重要である。今後も，これまで開発してきたものを継承しさらに進化（深化）させていくため， 
随時共通理解を図り，学校全体で授業改善の取り組みを進めていく。日々の授業を通して， 
それぞれがともに勉強しながら，教員の意識の統一やチームによる協働体制を強化し，新しい 
授業を進んで実践していくことや，さらには教科を超えた授業参観，実践事例の共有などから， 
継続的な授業研究を推進する。 
Ⅱ 共創的科学力を発揮し多様な価値を創造する場としての専門深化型課題研究・教科継走型課題

研究の実践 

専門深化型課題研究（「Science ResearchⅠ」）では，生徒研究に対し研究者の視点を取り入れる

ため，香川大学と連携した課題研究相談会を開催した。研究が速やかに始まった班にとっては 
課題点に対する助言を得られる機会となったが，研究テーマの設定が遅れた班にとっては， 
深まりがあまり見られなかった部分もあった。振り返りから，次年度の開催時期や実施形態 
（対面・オンライン），先生方に事前に示しておく指導の観点などを再検討したい。 

教科継走型課題研究（「未来への学び」）では，講座によっては猛暑の影響を受けたものがあった。

気候の影響を受けにくいテーマの開発が課題と言える。文系・音楽講座では，講演会を新たに 
設定したことにより情報リテラシーやデータの利活用については改善が見られた。今年度の講演会

で効果的であった部分を教材に落とし込んでいく必要がある。 
Ⅲ 外部連携を活用した視座の高まりによる地球市民育成のための持続可能なプログラムの開発・

実践 

「Science ResearchⅠ」では，課題研究に関する講座と，生徒の進路意識を高める外部連携講座

の 2 つが軸となっている。第Ⅲ期までの「Introductory Science」「Advanced Science」を参考に 
プログラム設計を行ったが，1 年目の本年は 2 つの良いところを混ぜただけという色合いが濃い。 
2 つの軸が相乗効果をもたらせるように講座内容や配列の工夫が必要である。これまでに外部連携

を通じ多くの研究者や技術者と接する機会があり，その方々から現在に至るまでの道のりなどに 
ついてもうかがった。彼らに共通する点は，「自ら考え行動している」という主体性であった。 

各プログラムにおいて，生徒がより主体的に取り組めるようにするためにはという視点や 

3 年間のカリキュラムを意識した視点で，「Science ResearchⅠ」の改良と次年度から始まる 

「Science ResearchⅡ」の開発を行う。 
Ⅳ 地域における科学技術人材の裾野を広げるサイエンスネットワークの形成 

今年度も，本校卒業生が講師となり指導に当たる機会がしばしばあった。座談会を含むそれらの

講座においては，いつも以上に生徒の主体性や意欲に高まりが見られ，生徒にとって最も有効な 
ロールモデルは卒業生の先輩たちであることを再確認した。本校生にとっては卒業生がそうである

ように，小中学生にとっては本校生がその役割を果たす。管理機関である高松市教育委員会は， 
主に高松市立小中学校を管轄するため，高松市立小中学校との連携は密である。今年度，その強み

を生かし，各小中連携事業を再開・拡大することができたが，枠組みとしてまだまだ脆弱な部分が

ある。実施できた行事をシステム化し，真のサイエンスネットワーク構築のため，管理機関と 
連携した取組を継続する。 

第Ⅲ期から更新を続けている卒業生データベースを生かし，協力可能な卒業生に対し，校内の 
課題研究発表会のオンデマンド視聴と発表に対するコメントの依頼をした。コメントは感想だけ 
でもよいという形で依頼したが，すべての班に紙面いっぱいの研究に対するアドバイスと励ましの

メッセージが書かれていた。自分たちの経験を後輩に還したいという思いが感じられた。中間発表

会の案内を送ってほしいという卒業生も増え，連携の輪が広がっている。人材活用データベースを

更新し，引き続き課題研究指導や外部連携講座における卒業生の活用を推進したい。 
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第第 11 章章  研研究究開開発発のの課課題題  

 
11  学学校校のの概概要要  

（1）学校名     高 松 第 一 高 等 学 校
たかまつだいいちこうとうがっこう

 
校長名       北堀 礼子  

（2）所在地    〒760-0074 香川県高松市桜町 2 丁目 5 番 10 号  
電話番号   (087) 861-0244        FAX 番号   (087) 861-0246 

（3）課 程 ・ 学 科 ・ 学 年 別 生 徒 数 ， 学 級 数 及 び 教 職 員 数  
① 課 程 ・ 学 科 ・ 学 年 別 生 徒 数 ， 学 級 数  

課程  学科  第1学年  第2学年  第3学年  計  
生徒数  学級数  生徒数  学級数  生徒数  学級数  生徒数  学級数  

 

普通科  
(理系 ) 

239 
(40) 

6 
(1) 

242 
(121) 

6 
(3) 

238 
(121) 

7 
(3) 

719 
(282) 

19 
(7) 

音楽科  28 1 19 1 21 1 68 3 
計  267 7 261 7 259 8 787 22 

※ 各学年に「特別理科コース」「国際文科コース」を 1 クラスずつ開設している。  
第 2 学年特別理科コースと理系コースは合併クラスとなっている。 

※ 1 年次に文理，2 年次から文系，理系の類型を開設している。  
②教職員数  

校長  教頭  教諭  養護  講師  実習指

導講師  
事務  
職員  技師  その他  合計  

教諭  助教諭  常勤  非常勤  
1 2 55 1 1 6  35 1 5  2  8  117  

 
 
22  研研究究開開発発課課題題  

知的好奇心・探究心を源に、共創的科学力を発揮して新たな価値を

創造し続ける人材の育成  
 （ 右 図 は 第 Ⅳ 期 開 発 の イ メ ー ジ 図 ）  

 
33  研研究究開開発発のの目目的的おおよよびび概概略略  

（1）目的  
国際社会や国家，地域で活躍し，人類の福祉や文化の向上に貢献で

きる創造的な知性や豊かな人間性，社会性を身につけるとともに，

生涯にわたって自己実現を図ることができる，心身ともにたくましく，

自主と自律に拠る自由の精神を備えた科学技術人材の育成，および

研究者・技術者として理工系領域を志す理系女子生徒の育成  
 

（2）各研究開発テーマの概略  
 

ⅠⅠ  カカリリキキュュララムム・・ママネネジジメメンントトのの視視点点でで視視野野のの広広ががりりをを生生むむ授授業業改改善善のの実実践践ととそそのの評評価価  

 目的 

 学習内容を様々なものと結びつけることで，知的好奇心・探究心を喚起し，科学力の基礎となる知

識体系の構築と視野の広がりを生む。また，教員の指導力を教材開発や授業改善を通して向上させ，

スクールミッションに沿った教育を実現する。 

 期待される効果 

 協働的なアクティブラーニング型授業を展開することでメタ認知が高まる。また，知識をチャンク

化（塊化）することにより，知識体系の構築や意味関係に応じた知識の結び直しができ認知バイアス

の防止や，教科の枠を越えた視点の形成ができる。授業で身に付けた知識や技能の活用を求める

パフォーマンス課題によって評価することで，授業での学びが場面を変えたとしても通用する

汎用性のある資質・能力となっているかを客観的に把握できる。また，評価がフィードバックされる

ことにより，自己調整的な学びが促される。 

 目標 

 各教科内で 2～4 名の授業改善チームを編成し，形式的なアクティブラーニング型の授業ではなく，

深い学びへとつながる真正のアクティブラーニングの実践を目指す。また，授業実践による生徒の

資質・能力の変容を検証するため，パフォーマンス課題を開発・実施しパフォーマンス評価を行う。

成果の普及の観点から，取り組みやすいレポート様式の開発を行う。 

  

ⅡⅡ  共共創創的的科科学学力力をを発発揮揮しし多多様様なな価価値値をを創創造造すするる場場ととししててのの専専門門深深化化型型課課題題研研究究・・教教科科継継走走型型課課題題研研究究

のの実実践践  
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 目的 

 教科教育と社会的現実の結びつきを強め，変化の大きい時代を主体的に生きるため，自然科学，  

社会科学，人文科学などの様々な視点で探究していく力を身に付ける。 

 期待される効果 

生徒自身が試行錯誤し実践的に様々な科学力を駆使することにより，授業で得た知識を科学力に 

昇華させ活用することができる。探究のサイクルを繰り返すことにより探究力の向上，粘り強さ，  

科学的思考力，計画実行力，情報収集能力が身に付く。また，協働的に探究活動に取り組むことにより，

科学的コミュニケーション能力の向上や解を生み出す創造性，社会性を身に付ける。物事を多面的に

捉えられるようになり，課題に対して知を集結して解を創造することができる力が身に付く。 

 目標 

普通科特別理科コースの生徒は「Science Research」で専門深化型課題研究を，普通科理系・   

国際文科・文系・美術専門コース及び音楽科の生徒は「未来への学び」で教科継走型課題研究を開発

・実施する。 

  

ⅢⅢ  外外部部連連携携をを活活用用ししたた視視座座のの高高ままりりにによよるる地地球球市市民民育育成成ののたためめのの持持続続可可能能ななププロロググララムムのの開開発発・・実実践践  

 目的 

様々な科学分野やその研究者・科学者に直接触れる機会を充実させることで豊かな人間性を育み，

現実の問題について一段高い視点から分析し，当事者意識を持ち持続可能な視点で解決策を    

創造できる地球市民を育成する。 

 期待される効果 

直接体験が充実することで，自分事として捉えられるようになる。高校の授業では取り扱わない 

事象や最先端の研究や技術をテーマとする講座に参加することにより，知的好奇心や探究心，視座が

高まる。また，授業で得た「知」を総合化でき，実社会に通用する創造性や強靱さが育まれる。    

理系女子育成をテーマとする事業に男子生徒も参加することで理解を深め，男女が自然と協働する雰囲気

を醸成する。生徒がプログラムを作ることで，自主性や積極性，計画性や学習意欲の向上につながる。 

 目標 

普通科特別理科コースの生徒に対する「Science Research」の講義を，大学，博物館，研究機関，

企業等との連携プログラムによって充実させる。海外研修にあたって「科学英語向上プログラム」や

英語による化学・海洋科学の授業「CBI(Content-Based Instruction)」を実施し，聴衆に合わせた  

科学的コミュニケーション指導を充実させ，英国海外研修でのコミュニケーションを活性化させる。 

理工系領域を志す女子生徒育成のため，年間で実施する各種外部連携講座において，女性研究者・

技術者の話題に触れる機会を設定し，男女がともに参画する社会が科学分野においてもさらなる進歩

や技術革新にもつながることに気付かせ，より良い環境の醸成を図る。 

  

ⅣⅣ  地地域域ににおおけけるる科科学学技技術術人人材材のの裾裾野野をを広広げげるるササイイエエンンススネネッットトワワーーククのの形形成成  

 目的 

   地域の恒久的な科学技術人材育成のため，小中高を一貫するサイエンスネットワークを形成する。 

 期待される効果 

 地域の小中学生の自然科学に対する興味・関心が高まり，理科好きや科学技術系分野を志す児童 

生徒の増加につながる。科学体験教室では本校生が小中学生に説明することで，小中学生にとっては

身近なロールモデルから進路意識の向上に，本校生にとっては自然科学の面白さを再確認でき科学的

コミュニケーション能力が高まる。それぞれの段階におけるロールモデルの活用により，次の段階に

向けてのキャリア意識を高まりや，自身の適性の見極めにつながる。 

 目標 

科学館がない本県における地域の恒久的な科学技術人材育成の拠点を目指し，高松市教育委員会と

連携し「科学体験教室」，「中学生課題研究支援事業」，「小中学校教員連携事業」，「ロール

モデル活用事業」を実施する。  
 
 
44  研研究究開開発発のの実実施施規規模模  

全校生徒を対象に実施する。ただし，学校設定科目については以下のように実施する。  
（令和５・６年度の入学生）  

学校設定科目「Advanced Science Ⅰ（2 年次 2 単位）」，「Advanced Science Ⅱ（3 年次 1 単位）」

は普通科特別理科コース各学年 1 クラスを対象に実施する。  
（令和７年度以降の入学生）  

学校設定科目「Science Research Ⅰ（1 年次 2 単位）」,「Science Research Ⅱ（2 年次 2 単位）」，

「Science Research Ⅲ（3 年次 1 単位）」は普通科特別理科コース各学年 1 クラスを対象に実施する。 
（令和５・６年度の入学生，令和７年度以降の入学生共通）  

学校設定科目「未来への学び（2 年次 2 単位）」は普通科理系・国際文科・文系・美術専門コース 6
クラスと音楽科 1 クラスを対象に実施する。  

－12－

 



 
 
 
 
 
 
 
 

第第 22 章章  研研究究開開発発のの経経緯緯  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  





第 2 章 研究開発の経緯 

17 
 

第第 22 章章  研研究究開開発発のの経経緯緯  

 
11  研研究究開開発発のの内内容容・・実実施施方方法法・・検検証証評評価価  

Ⅰ カリキュラム・マネジメントの視点で視野の広がりを生む授業改善の実践とその評価 

ⅰ）研究開発の内容・実施方法 

教員の指導力向上と，生徒に知識・技能だけではなく思考力・判断力・表現力や学びに向かう力・

人間性などの資質・能力を育成することを目的に，SSH 指定以降，全教科で取り組んできた各教科

の学習内容を深めるアクティブラーニングの実践をさらに充実させた。5 月末までに各教科内で 2～
4 名の授業改善チームを編成し，授業改善に対する共通認識を確認し，個のスキルを高めることや

教科内の意識を高め，形式的なアクティブラーニング型の授業ではなく，深い学びへとつながる

真正のアクティブラーニングの実践を目指した。また，授業実践による生徒の資質・能力の変容を

検証するため，パフォーマンス課題を開発・実施しパフォーマンス評価を行った。  
成果の普及の観点から，誰にとっても分かりやすいレポート様式となるよう，SSH 研究開発係を

中心に様式の改良を行った。  
○視野の広がりを生むアクティブラーニングの実践・検証・開発  

第Ⅲ期まで取り組んできた，教科の専門性を深めるアクティブラーニングと文理融合・教科横断

型のアクティブラーニングの開発をさらに充実させるため，学習内容の相互関係を捉え直し，教科

書による学びが生徒の視野の広がりや深い学びにつながるよう，専門分野，他教科・他科目に加え，

実社会や実生活とも結びつけ，知識のチャンク化（塊化）を促し，科学力を発揮するために必要な

基礎を形成する授業実践を行っている。  
教科・科目による開発のほか，教科・科目の枠を越えて協働した授業開発やティームティーチン

グ形式の授業を実践し，その効果を検証した。今年度は，情報と国語，英語と世界史の 2 チームを

つくり取組を行った。  
○パフォーマンス課題の開発・実践とパフォーマンス評価による検証  

スクールミッションや科目で育成する生徒像を意識したパフォーマンス課題の作成および評価

基準の開発を行った。第Ⅲ期目開発の三観点を評価する大きいパフォーマンス課題だけでなく，

観点を限定した小さいパフォーマンス課題も充実させ，長いスパンだけでなく，単元単位などの

より短いスパンでの変容を捉えられるようにする。  
 

ⅱ）検証評価 

アクティブラーニングの効果や生徒の変容を検証するため，授業アンケート，「科学的思考力・

推論力テスト」，「概念理解度調査テスト」を実施した。授業アンケートに関しては，7 月（全学年）

と 12 月（1・2 年生）に実施した。第Ⅰ期から継続している「科学的思考力・推論力テスト」を 1 年

生は 5 月，3 年生は 10 月に実施した。また，第Ⅱ期に導入した学習前後の「概念理解度調査テスト」

を 2 年生は 4 月，3 年生は 7 月に実施し，全国調査の結果と比較・分析し，その成果を検討した。

また，アクティブラーニングを通して生徒に身につけさせたい資質・能力を測るためのパフォーマ

ンス課題を開発・年間で複数回実践し，その評価により生徒の変容を捉えようとした。 

 
Ⅱ 共創的科学力を発揮し多様な価値を創造する場としての専門深化型課題研究・教科継走型課題研究

の実践 

ⅰ）研究開発の内容・実施方法 

普通科特別理科コースの生徒は「Science Research（令和 7 年度入学生対象）」「Advanced Science
（令和 5・6 年度入学生対象）」で専門深化型課題研究を，普通科理系・国際文科・文系・美術専門

コース及び音楽科の生徒は「未来への学び」で教科継走型課題研究を行った。「Science Research」
については，第Ⅲ期までの「Advanced Science」で開発した実施方法，指導方法及び評価方法を改良

して年次進行で研究・開発している。「未来への学び」は，第Ⅲ期の課題より，理系講座はテーマの

充実のための研究を進め，文系・音楽講座は情報リテラシーやデータの利活用などの探究の手法を

学ぶ共通講座（2 時間）を新たに開発・実施した。  
「Science Research」「Advanced Science」においては，昨年度，数学分野をテーマとする研究

の実験ノートを評価するルーブリックを改良し，その妥当性を検証した。以前のものより効果的で

あることが分かったため，今年度から改良版ルーブリックを用いての評価を開始した。  
○Science Research Ⅰ  

（第 1 学年 2 単位，4 月～7 月は月曜 5・6 限に，9 月～3 月は水曜 3・4 限に実施）  
第Ⅲ期目までに開発した「Advanced Science」における探究の手法をもとに開発を行った。生徒

自ら，身の回りの事象や興味・関心のある事柄からテーマを設定し，課題研究に取り組んだ。テー

マ設定では，全員によるブレインストーミングと各自による先行研究の調査・整理，プレゼンテー

ションを繰り返し，1 ヶ月程度の期間をかけてグループごとのテーマを決定した。研究は 2～4 名

の少人数でのグループ研究とし，研究計画を立てて，実験・観察を行い，考察し，新たな課題を検

討するといった探究のサイクルを繰り返しながら，結論につながるように進めた。テーマ設定や研
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究計画の立案，実験について連携先である香川大学に協力を依頼して，12 月に研究相談会を実施

した。また，課題研究の中間発表会を 2 月に実施し，第 2 学年での「Science Research Ⅱ」につな

げるよう指導した。  
〇Advanced Science Ⅰ（第 2 学年 2 単位，金曜 5・6 限に実施）  

生徒自ら，身の回りの事象や興味・関心のある事柄からテーマを設定し，課題研究に取り組んだ。

テーマ設定では，全員によるブレインストーミングと各自による先行研究の調査・整理，プレゼン

テーションを繰り返し，1 ヶ月程度の期間をかけてグループごとのテーマを決定した。研究は 2～
4 名の少人数でのグループ研究とし，研究計画を立て，実験・観察を行い，考察し，新たな課題を

検討しながら進めた。また，課題研究の中間発表会を学期ごとに年間 3 回実施し，定期的に研究を

整理しながら進め，第 3 学年の「Advanced Science Ⅱ」につなげるよう指導した。  
〇Advanced Science Ⅱ（第 3 学年 1 単位，4 月～7 月の水曜 3・4 限に実施 ) 

第 2 学年の「Advanced Science Ⅰ」に引き続き，少人数のグループで課題研究に取り組んだ。

7 月をめどに研究内容をまとめ，最終の成果報告会を地域の中高生や教員，保護者に公開する形で

実施した。最終発表会の様子は，情報通信交流館「e-とぴあ・かがわ」と連携し，インターネット

を利用して公開した。また，SSH 生徒研究発表会，かがわ総文祭 2025，四国地区 SSH 生徒研究

発表会，香川県高校生科学研究発表会等の校外の研究発表会に，参集やオンラインの形で参加し

た。最終的にまとめた論文は，日本学生科学賞や高校生・高専生科学技術チャレンジ（JSEC）を

はじめ，様々なコンテストに応募した。  
○未来への学び（第 2 学年 2 単位，火曜 6・7 限に実施）  

年間の流れは，各教科・科目により設定された複数のテーマから興味・関心に応じてテーマを

選択し，研究計画を立て，実験・観察，文献調査，フィールドワーク，インタビュー，アンケート

調査などを行い，考察し，レポートにまとめ，校内の課題研究発表会での発表となっている。  
3～5 名の少人数班をつくり，クラスを解体し，各分野における探究の手法獲得を目的として実

施した。4 月から 11 月中旬までの期間，理系生徒は 4 週単位で 4 回の課題研究を，文系・音楽科

生徒は探究に関する共通講座 1 週と 5 週単位 3 回の課題研究を行った。講座については，理系生

徒は「数学」「物理」「化学」「生物・地学」の 4 講座を，文系・音楽科生徒は「国語」「地歴公

民」「英語」「保健・音楽」の 4 つの中から 3 つを選択し課題研究を行った。その後，理系生徒に

は文系 1 講座を，文系生徒には理系 1 講座を実施し，自身のコースとは違うコースの探究の手法

を 4 週にわたり学ぶ機会を設定した。全講座が終了した 1 月から，生徒がこれまで学んだ講座の

中から 1 講座選択し，追加で実験や調査を行う深める活動を 3 週間行い，最終的にその内容を

2 月のクラス内発表会および学年発表会で発表した。前年度のアンケート結果などをもとに

各教科・科目において講座の改良を行うとともに，今年度のアンケート結果から，次年度以降の

開発に向けて内容や運営方法，年間計画の見直し，課題のあぶり出しを行った。  
 

ⅱ）検証評価 

専門深化型課題研究においては，香川大学教育学部と連携して開発した第Ⅲ期までの「Advanced 
Science」のノートルーブリック（数学分野）を改良し「Science Research」の評価を行った。また，

教科継走型課題研究「未来への学び」においても第Ⅲ期に開発したルーブリックをもとに生徒の

三観点における変容を評価した。事業については，生徒成果物や生徒アンケート，連携機関による

外部評価なども取り入れ，多面的に評価している。  
 

Ⅲ 外部連携を活用した視座の高まりによる地球市民育成のための持続可能なプログラムの開発・実践 

ⅰ）研究開発の内容・実施方法 

普通科特別理科コースの生徒に対する「Science ResearchⅠ」「Advanced Science Ⅰ」の講義を，

大学，博物館，研究機関・企業等との連携プログラムによって充実させた。一方，海外研修の事前研

修として本校 ALT や高松市教育委員会の外国人英語指導助手による「科学英語向上プログラム」

は，科学英語の表現方法や語彙力，聴衆に合わせた科学的コミュニケーション能力の向上を目指し

て，1 月より集中プログラムとして実施し，3 月の英国研修では課題研究の発表を現地交流校の生徒

に対して英語で行った。また，「関東合宿」，「学びたいことプログラム」，「海外研修」に関して

は，前年度実績から事前研修を充実させられるよう計画的に取り組んだ。以上の取り組みでは，高

校の授業では扱わない事象や最先端の研究や技術をテーマとした実験・実習を含む講義を設定した。 
理工系領域を志す女子生徒育成のため，年間で実施する「出張講義」「SSH 総合科学講演会」

「関東合宿」「英国海外研修」等の各種外部連携講座において，女性研究者・技術者の話題に触れる

機会の設定を試みた。男女がともに参画する社会が科学分野においてもさらなる進歩や技術革新にも

つながることに気付かせ，より良い環境の醸成を目指した。  
○Science Research Ⅰ  

（第 1 学年 2 単位，4 月～7 月は月曜 5・6 限に，9 月～3 月は水曜 3・4 限に実施）  
大学・博物館・企業等の外部連携機関に講師を依頼し，校内での講義と連携機関での体験講座を

年間 7 回実施した。講義内容は基礎科学分野や応用科学分野，博物館学などからバランス良く

計画し，講義の事前・事後指導を充実させた。また，探究活動や課題研究，成果発表を行う際に
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必要な，科学的なものの見方や考え方，実験ノートの重要性，変数とその制御や分析方法，

プレゼンテーションの技法，統計処理などの内容については，本校教諭および産業技術総合研究所と

新たに連携し講座を行った。その他，実験計測やプレゼンテーション，統計処理において ICT 機器を

実践的に活用し，データの収集・整理・分析・考察という流れの中で，基礎的な知識と技術を習得

させることを目的とした。  
〇Advanced Science Ⅰ（第 2 学年 2 単位，金曜 5・6 限に実施）  

少人数のグループで課題研究を実施するほか，課題研究を進める上で参考となる実験ノートの

書き方と重要性に関する講義を実施した。また，個人及び社会生活における健康・安全に対する

理解を深めるため，体の構造と機能等について大学医学部から講師を招へいし，解剖実習や

先端医療に関する講義を実施した。そのほか，課題研究を実施する中で，社会生活における健康の

保持増進に不可欠な環境問題や，科学者・技術者が身に付けておくべき倫理観や環境に対する

配慮についても指導し，生徒の将来像と重ね合わせて考えさせた。  
○関東合宿（第 2 学年 6 月）  

3 泊 4 日の日程で，大学や研究機関での特別講義や施設見学を実施した。教員主導の「学ばせた

いことプログラム」に加え，生徒主導の「学びたいことプログラム」を企画・運営させた。また，

研究レポートや班別の研修報告ポスターを用いて文化祭や成果報告会で報告を行った。  
○英国海外研修（第 2 学年 3 月）（報告書作成時は実施前である）  

イギリスは，3 月に国を挙げてのサイエンス・ウィークを設置しており，教育機関や博物館など

の社会教育施設を含めて，自然科学や STEAM 分野を身近に感じさせる科学の裾野を広げる様々

な取組がなされている。また，1960～70 年代からイギリスでは高等学校段階で課題研究や探究

活動が実施され，理科教育に関しても先進的な取組が多くある。この研修では科学教育に力を注い

でいる現地交流校で，実験実習やディスカッションを行う。さらに，課題研究の発表を行い，国際

性や英語による科学的コミュニケーション能力を身に付ける。また，博物館や施設見学での研修

を通して，自然科学や科学技術の発展の歴史，現状についても学ぶ。  
○SSH 総合科学講演会（全校生対象，2 回（9 月・12 月）実施）  

各分野で活躍されている研究者・技術者に依頼して，自然科学に対する興味・関心を喚起する

ような内容の講演会を実施した。特に，最先端技術や環境問題解決に向けての科学技術などの

テーマに加えて，自然科学分野と人文・社会科学分野の境界領域の研究に関するテーマも設定し，

授業や課題研究の意義や効果を理解するだけでなく，総合知の活用や共創的に科学力を発揮する

ことの重要性に気付かせるような講演テーマを設定した。  
 

   ▼国内の外部連携機関（R7 年度実績） 

大学・高等専門学校  博物館等  研究機関・企業等  
香川大学  
徳島文理大学  
東京大学  
東京学芸大学  
筑波大学  
京都大学  
大阪公立大学  
九州大学  

国立科学博物館  
愛媛県総合科学博物館  

高松帝酸株式会社  
産業技術総合研究所四国センター  
高エネルギー加速器研究機構（KEK）  
物質・材料研究機構（NIMS）  
国立環境研究所（NIES）  
国立天文台（NAOJ）  
宇宙航空研究開発機構（JAXA）  
海上技術安全研究所（NMRI）  
maxell AQUA PARK 
JAL SKY MUSEUM 
CYBERDYNE 

 
ⅱ）検証評価 

各事業を通しての自然科学をはじめとする科学に対する総合的な興味・関心や進路意識の変容を

観点として，アンケートや意識調査，報告書や成果物（ポスター）の内容から多面的に評価した。

また，普通科特別理科コース 3 年生へは全 SSH 事業が終了した 11 月に，卒業生へは 12 月に

アンケートを実施し，本校の SSH 事業が進路選択等に与えた影響や効果について検証した。さらに，

アンケートの記述内容に関してはテキストマイニングの手法を用い，各事業の特徴や成果等の

分析を行い，改善及び精選を図った。  
 

Ⅳ 地域における科学技術人材の裾野を広げるサイエンスネットワークの形成 

ⅰ）研究開発の内容・実施方法 

科学館がない本県において地域の恒久的な科学技術人材育成の拠点となるべく小中高を一貫する

サイエンスネットワークを形成することを目的として，以下の講座を実施した。 

○科学体験教室  
自然科学系部活動が中心となり開催した。各部が科学の魅力を伝える複数の実験を企画し，本校

生が先生となり運営した。物理部，化学・生物部が，文化祭（9 月）で「サイエンス教室」（2 教

－15－

 



第 2 章 研究開発の経緯 

20 
 

室）を，高松市教育委員会と連携し高松市立小学校（3 校）を対象に「実験教室」（2 月）を開催

した。また，化学・生物部は，産総研四国センターの一般公開（8 月），かがわけん科学体験フェ

スティバル（11 月）などの外部科学体験イベントに積極的に参加し，実験・体験教室を開催した。 
○中学生課題研究支援事業  

高松市主催の児童生徒科学体験発表会（10 月）に，4 名の理科教員（物化生地各 1 名）を派遣

し中学生の発表の講評と，本校生による課題研究の発表（1 件）を行った。  
○小中学校教員連携事業  

高松市教育委員会と連携し， SSH 総合科学講演会（ 9 月・ 12 月）や課題研究成果報告会

（9 月・2 月）などへの参加を呼びかけ，地域の児童生徒を指導する者の科学的な取組に対する

興味・関心の高揚を図った。また，最新の科学を学ぶ研修の機会とても活用した。  
○ロールモデル活用事業  

本校同窓会と連携し，卒業生の人材活用データベースの更新を定期的（7 月・12 月・（3 月

予定））に行った。身近なロールモデルとして卒業生や地元出身の技術者などを，課題研究の

メンター（ 7 月・ 12 月）や出張講義・関東合宿（ 8 月）・卒業生と語る会（ 9 月）の講師や

TA として活用し，生徒の課題研究やキャリアに対する意識を高めた。  
ⅱ）検証評価  

参加児童生徒や教員に対し，各事業を通して自然科学への興味・関心の変容やロールモデルが

効果的であったのかを観点として，アンケートや意識調査の内容から評価した。また，ロールモデル

として参加した本校生・卒業生の感想などから，効果を検証した。  
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第第 33 章章  研研究究開開発発のの内内容容  

ⅠⅠ  カカリリキキュュララムム・・ママネネジジメメンントトのの視視点点でで視視野野のの広広ががりりをを生生むむ授授業業改改善善のの実実践践ととそそのの評評価価  
a.仮説 

様々な科学力を発揮するためには，主観による偏った思考ではなく，根拠に基づく思考が重要となる。認知バイアス

の防止や偏りのない思考の促進には，協働学習によるメタ認知の高まりや知識のチャンク化（塊化）が有効といわれて

いる。また，米国等での学問分野に根ざした教育研究（Discipline Based Education Research）によると，アクティブ

ラーニングは適切に用いられた場合，教科内容の深い理解に大きな効果があることが明らかにされている。このような

効果的な手法を活用した協働的なアクティブラーニングを実践することにより，生徒は，既存の概念をもとに論理的 

かつ科学的に思考し，自ら新しい概念を構築することができるようになる。また，学習内容を教科書の枠を越えて，  

より専門的な分野や他教科・他科目，生活と結びつけることで学びに広がりを持たせ，学習した内容が単独で存在する

のではなく，様々なものとの結びつきの中で塊的に存在していることに気付かせることで，新たな知識体系の構築や 

意味関係に応じた既存の知識の結び直しにつながる。これにより，認知バイアスを修正しながら生徒の中に視野の  

広がりを生み，より発展的，文理融合・教科横断的な視点を形成できる。 
学習者が当該の概念を真に形成したか，知識・技能を日常生活や場面で活用できるのかを質的に判断する「真正の  

評価」の一つにパフォーマンス評価がある。第Ⅲ期では生徒の変容を客観的データに基づいて捉えるため，同じ生徒を

対象に各科目が複数回のパフォーマンス課題・パフォーマンス評価を開発・実施した。第Ⅳ期ではスクールミッション

や科目で育成を目指す生徒像との関係をさらに意識したカリキュラム・マネジメントの視点となるよう教材の開発だけ

でなく，それに至るまでのプロセスの開発を継続する。これにより，教員は，その教授法や授業実践の効果をスクール

ミッションと照らし合わせて確認できるようになり，常にカリキュラム・マネジメントの視点で授業改善に役立てる 

ことができる。一方，生徒は評価がフィードバックされることにより，自己の知識面だけでない技能面やスキルの変容

や 3 年間の中で現在の成長段階に気付くことができ，新たな取組へのモチベーションとなるとともに，自己調整的に 

学びを豊かにすることができる。 
 
b.研究内容・方法・検証 

第Ⅳ期の指定を受け，令和 7 年度から上記の目標を掲げ，研究開発に取り組んでいる。4 月の職員会議で，目標と   

実施内容を共有し，以後各教科・科目・チームで取り組んできた。主な実施内容は，次の 5 点である。 
 実施内容  

① 全教科，研究授業の実施（※資料①参照） 
② 全教科，チームによる，生徒の変容を捉えるパフォーマンス課題の開発・実践・検証（各教科内チーム） 
③ 全教科，チームによる，アクティブラーニングの実践・検証（各教科内チーム） 
④ 教科横断型アクティブラーニングのプログラム開発・実践・検証（教科横断型チーム） 

⑤ カリキュラムマップ及び 3 年間の到達目標（長期的ルーブリック）の検証（各教科） 
Ⅱ期目までは，「全教科によるアクティブラーニングの実践」という目標のもと，上記①～③を継続して実践してき

た。令和 2 年度（Ⅲ期目）からは，アクティブラーニングを通して生徒に身につけさせたい資質・能力を明確にし，   

生徒の変容を捉える「評価」を研究していくため，実施内容⑤の「3 年間の到達目標（長期的ルーブリック）」を設定

し，昨年度に引き続き，令和 2 年度に作成された「カリキュラムマップ」も併せて，様々な課題を評価するルーブリッ

ク（評価基準）のもととして使用している。また，生徒の変容を捉えやすくするため，昨年同様パフォーマンス課題の   

設定を 2 回とした。令和 4 年度からは，新しく導入された観点別評価基準とも照らし合わせ，実施内容②のパフォー  

マンス課題の内容や評価のあり方について，さらなる研究に取り組んでいる。また，全教科で取り組んでいる学習内容

を俯瞰的に見て，関係のあるものを結びつけ，さらに深い学びにつなげる「文理融合・教科横断型のアクティブラーニ

ングの開発」を進めるために，実施内容④の「教科横断型アクティブラーニングのプログラム開発・実践・検証」の   

研究を進めている。今年度は，昨年度開発した複数の教科が共有して使用できる「学習指導案」のテンプレートを

使用し，持続可能な実践を目指した「深める」授業の実践，検証を行うことを目標としている。 
 

11.. 授授業業改改善善のの実実践践  
令和 2 年度までに，「各教科で育てたい生徒像・身につけさせたい力」と合わせて，生徒が 3 年間でどのような段階

を踏んでその目標に到達できるかを各教科で考え，⑤「3 年間の到達目標（長期的ルーブリック）」を完成させている。

長期的ルーブリックで設定する観点は，「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体的に学習に取り組む態度」の 

3 点で，令和 4 年度から始まった「観点別学習状況の評価」の観点と一致している。この長期的ルーブリックが，パフ

ォーマンス課題や生徒のさまざまな学習活動を評価する際の基準になっている。また昨年度からは，学校教育目標と 

各教科で身につけさせたい力（3 年間の到達目標）の整合性を図るため，令和 2 年度に作成された「カリキュラム    

マップ」を導入し，「年間目標と指導計画」作成時に設定することとした。 
 
②「全教科，チームによる，生徒の変容を捉えるパフォーマンス課題の開発・実践・検証」と③「全教科，チームに

よる，アクティブラーニングの実践・検証」は，教科内チーム（※資料②参照）で取り組んでいる。 
【②・③の実施方法】 

②・各教科・科目で 2～4 人のチームを作り，研究対象科目・学年・単元（2 回分）を決める。実施時期は全チー

ム一学期開始とする。（1 学期 1 回，2 学期 1 回など複数回の実施を目指す。） 
・チームで対象科目の「年間目標と指導計画（※資料③参照）」を決め，パフォーマンス課題を取り入れた   
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「単元指導案（※資料④参照）」を 2 回分作成する。 
・指導案をもとに実践する。授業参観や協働作業などにより，改善点や成果などを話し合う。 
・パフォーマンス課題を実施しルーブリックで評価をする。生徒のパフォーマンス作品（※資料⑤参照）を   

レポートとともに提出する。 
③・アクティブラーニングを取り入れた授業を協働で作る。「アクティブラーニング教材開発レポート」を作成  

する。指導案をもとに実践し，授業参観後，改善点や成果などを話し合う。改善後，レポートを提出する。    

（※資料⑥参照） 
 
④「教科横断型アクティブラーニングのプログラム開発・実践・検証」については，昨年度は新たに「生物×英語」

「保健体育×家庭科」でペアを組み，T・T で研究授業を行うとともに「教科横断型」授業指導案のテンプレートを開

発した。今年度も継続して，全教員に対して「広く」新しい教材の開発機会を設け小さな実践を進めて行くとともに，

「より深く」探究的に教科横断型 AL の開発・実践を行う【探究グループ】を作り研究開発を進めていきたいと考える。 
【④の実施方法】 

・教科横断型授業を実践する教員を指定し，研究対象科目や協働で授業を行う科目・教員の決定，学習指導案   

作成など授業内容に関する部分の開発を一任する（※資料⑦⑧参照）。 
・教育研究部担当者が授業実施者へ開発段階において聞き取りと，実施前・後においてアンケート調査を行い，  

それぞれの過程での様子を調査する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資資料料①① 研究授業者一覧（各教科研究会で実施したものは除く） 
 SSH 成果報告会 （R7 年度 9/26）       市教委訪問 （R7 年度 11/18） 
 H30 R 元 R2 R3 R4 R6 R7 H30 R 元 R2 R3 R4 R5 R6 R7 
国 語 片岡  竹下  宮武  宮武  杉上  牛田  白坂 岡  
数 学 松下 吉田 丸山  木村 脇    田中   松岡  川邊 

理

科 

物 理 本田 佐藤 岡田 本田 佐藤 小谷 小谷      小谷  松本 
生 物 三好  鵜木  大砂古 大砂古 帆玉         
化 学 片山 伊賀 川西  片山  石川      永木   
地 学  増田   岩澤 岩澤 増田    岩澤 増田    

地歴公民  寒川  和田  森 新谷 十河  森田  森 後藤   
英  語   鍋井  葛西 鍋井 山崎 山上 鍋井  野村 葛西 餅 野村 鍋井 
保健体育    鎭田  搆口 武内 久保 宮本 搆口 田中 黒田 大西 搆口  
情  報       宮岡    宮岡     

芸

家 

音 楽     村山     石川    三好 
石川  

美 術                
家 庭 杉尾     杉尾     杉尾     

 
※チームでの授業改善を推進するため，全教科において研究授業を，SSH 成果報告会および市教委訪問の際に    

実施している。令和 5 年度の SSH 成果報告会では，学校設定科目「未来への学び」の公開をテーマとしたため，     

成果報告会での教科による研究授業の公開は実施していない。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以降，実践の資料①～⑧を掲載しています。各教科・科目の実践（資料③～⑥）については， 

ページの都合上，順番が入れ替わっている場合があります。左肩の資料番号でご確認ください。 
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月

 
上

旬
・

中
旬

・
下

旬
 

②
 

Le
ss

on
 6

 
（

10
）
月

 
上

旬
・

中
旬

・
下

旬
 

B 
餅

，
長
山

，
櫛

橋
 

論
理

・

表
現

Ⅱ
 

2 
①

 
Le

ss
on

 2
 

（
 5

）
月

 
上

旬
・
中

旬
・

下
旬

 
②

 
Le

ss
on

 6
 

（
10

）
月

 
上

旬
・

中
旬

・
下

旬
 

C 
佐

野
，
山
崎
，
道
久

 
C 

Ⅲ
 

3 
①

 
Le

ss
on

 4
（
速

読
）

 
（

 6
）
月

 
上

旬
・
中

旬
・

下
旬

 
②

 
長

文
読
解

問
題

（
速

読
）

 
（

11
）
月

 
上

旬
・
中

旬
・

下
旬

 

保
健

 
体

育
 

A 
武

内
，
黒
田

，
久

保
，

搆
口

 
体

 育
 

1 
①

 
器

械
運
動

 
（

 5
）
月

 
上

旬
・

中
旬

・
下

旬
 

②
 
器

械
運
動

 
（

 6
）
月

 
上

旬
・

中
旬

・
下

旬
 

B 
宮

本
，
大
西
，
山
地

 
体

 育
 

2 
①

 
ダ

ン
ス

 
（

 5
）
月

 
上

旬
・

中
旬

・
下

旬
 

②
 
ダ

ン
ス

 
（

 6
）
月

 
上

旬
・

中
旬

・
下

旬
 

情
報

 
A 

宮
岡

 
情

報
Ⅰ

 
1 

①
 
情

報
デ
ザ

イ
ン

 
（

 9
）
月

 
上

旬
・

中
旬

・
下

旬
 

②
 

AI
（

人
工

知
能

）
 

（
10

）
月

 
上

旬
・

中
旬

・
下

旬
 

－19－

 



〈
資

料
③

〉
 
 

令
和

7
年

度
〈

年
間

目
標

と
指

導
計
画

〉
 

１
．
（
 

理
 

）
科

 
 

 
 
チ

ー
ム
（

 
D
 

），
メ
ン

バ
ー

（
 
○

増
田

 ・
 岩

澤
 
）

 
２

．
 

教
科

・
科

目
 

全
体

目
標

 
  

地
球

や
地

球
を

取
り

巻
く

環
境

に
関

わ
り

，
理

科
の

見
方

・
考

え
方

を
働

か
せ

，
見

通
し

を
も

っ
て

観
察

，

実
験

を
行

う
こ

と
な

ど
を

通
し

て
，

地
球

や
地

球
を

取
り

巻
く

環
境

を
科

学
的

に
探

究
す

る
た

め
に

必
要

な
 

資
質

・
能

力
を

次
の

と
お

り
育

成
す
る

こ
と

を
目

指
す

。
 

（
1）

日
常
生

活
や

社
会

と
の
関

連
を
図

り
な

が
ら
，
地
球
や

地
球
を

取
り

巻
く

環
境

に
つ

い
て
理

解
す

る
と

と

も
に

，
科

学
的

に
探

究
す

る
た

め
に
必

要
な

観
察

，
実

験
な

ど
に
関

す
る

基
本

的
な

技
能

を
身
に

つ
け
る

よ
う

に
す

る
。

 
（

2）
観

察
，

実
験

な
ど

を
行
い

，
科
学

的
に

探
究

す
る

力
を

養
う
。

 
（

3）
地

球
や

地
球

を
取

り
巻

く
環

境
に

主
体

的
に

関
わ

り
，

科
学

的
に

探
究

し
よ

う
と

す
る

態
度

と
，
 

自
然

環
境

の
保

全
に

寄
与

す
る

態
度
を

養
う

。
  

３
．

対
象

科
目

 
地

学
基
礎

 
４

．
対
象

学
年

 
２

 年
 

５
．
【
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ
】

 

教
 
育

 目
 標

 
多

様
化

し
た

国
際

社
会

で
生

き
て

い
く

た
め

に
各

教
科

の
専

門
性

を
深

め
る

と

と
も

に
、

学
際

的
な

幅
広

い
教

養
を
 

身
に

つ
け
る

 

社
会

の
様

々
な

事
象

に
好

奇
心

を
 

持
ち

、
よ

り
よ

い
未

来
を

創
造

す
る

た

め
試

行
錯

誤
し

、
課

題
を

解
決

し
よ

う

と
す

る
力
を

身
に
つ

け
る
 

他
を

尊
重

し
な

が
ら

協
働

す
る

中
で

、

適
切

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
用

い

て
、

自
分

の
考

え
を

表
現

す
る

力
を
 

身
に

つ
け
る
 

学
校

内
外

に
わ

た
っ

て
教

育
活

動
に

 

積
極

的
に

関
わ

り
、

自
ら

目
標

を
定

め

て
主

体
的

・
計

画
的

に
取

り
組

み
、

 

自
ら

律
し

て
品

位
あ

る
生

活
を

営
む

 

姿
勢

を
身
に

つ
け
る
 

国
際

社
会

で

生
き

る
た

め

の
基

礎
学

力
 

論
 理

 的
 

思
 考

 力
 

専
 門

 的
 

な
 知

 識
 

課
題

発
見

 

・
 

解
決

能
力

 

粘
り

強
く

取
り

組
む

力
 

発
想

力
と

創
 
造

 
力

 

協
働

す
る

姿
勢

・
力

 

自
分

の
意

見
・
 

考
え

を
表

現

で
き

る
力

 

学
ん

だ
力

を

活
用

・
応

用
 

で
き

る
力

 

物
事

に
 

主
体

的
に

取
り

組
む

力
 

計
 
画

 
を

 
 

立
 
て

 
て

 

行
動

す
る

力
 

豊
 
か

 
な

 

人
 
間

 
性

 

・
 

社
 
会

 
性

 

 
 

○
 

  
 

○
  

 
○

  
  

○
 

 
 

 ６
．

 
対

象
科
目

の
 

年
間

到
達

目
標

 
 

①
 

知
識

・
技

能
 

・
自

然
の

事
物

・
現

象
に

対
す

る
概
念

や
原

理
・

法
則

な
ど

を
理
解

し
て

い
る

。
 

・
科

学
的

に
探

究
す

る
た

め
に

必
要
な

観
察

，
実

験
な

ど
に

関
す
る

技
能

を
身

に
つ

け
て

い
る
。
 

・
日

常
生

活
や

社
会

と
の

関
わ

り
の
中

で
，

科
学

を
学

ぶ
楽

し
さ
や

有
用

性
を

実
感

し
な

が
ら
，
 

自
ら

の
力

で
知

識
を

獲
得

し
，

理
解
を

深
め

て
体

系
化

し
て

い
る
。
 

②
 

思
考

・
判

断
・

表
現
 

・
自

然
の
事

物
・
現

象
の

中
に

問
題
を

見
い

だ
し
，
見
通
し

を
も
っ

て
観

察
，
実

験
な
ど

を
行
う

こ
と

が
で

き
，

得
ら

れ
た

結
果

を
分

析
し

て
解

釈
し
，

表
現

す
る

な
ど

，
探

究
の
方

法
を

習
得

し
て

い
る

。
 

③
 

主
体

的
に

学
習

に
取

り
組

む
態
度
 

・
自

然
の

事
物

・
現

象
に

進
ん

で
関
わ

り
，

与
え

ら
れ

た
課

題
や
活

動
に

取
り

組
み

は
十

分
で
，
 

自
ら

課
題

を
設

定
し

て
主

体
的

に
探
究

し
よ

う
と

し
て

い
る

。
 

７
．
【
年

間
指

導
計

画
】

※
パ
フ

ォ
ー
マ

ン
ス

課
題

に
つ

い
て

 

学
期

（
段

階
）
 

単
元

ご
と

な
ど
 

 
 
↓ 

到
達

目
標

・
活

動
内

容
 

評
 

 
価

 
評

価
方
法

 
（

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
課

題
の

内
容

）
 

評
価

観
点

・
基

準
 

   1・
2・

3
学

期
 

  

地
球

や
地

球
を

取
り

巻
く

環
境

に
関

す
る

事
物

・
 

現
象

を
対

象
に

，
情

報
の

収
集

，
デ

ー
タ

の
分

析
・

解
釈

，
地

学
的

ス
ケ

ー
ル

の
置

き
換

え
な

ど
を

繰
り

返
さ

せ
る

こ
と

に
よ

り
 

探
究

の
方

法
を

習
得

さ
せ

る
と

と
も

に
，

報
告

書
を

作
成

さ
せ

た
り

発
表

さ
せ

た
り

し
て

，
科

学
的

に
探

究
す

る
力

を
育

て
る

。
 

成
果

物
を

ク
ラ

ス
全

員
に

配
付

し
，

他
者

の
成

果
物

と
比

較
さ

せ
，

気
づ

き
を

促
す

。
 

・
レ

ポ
ー

ト
課

題
 

（
仮

想
の

場
面

を
設

定
し

，
様

々

な
対

象
に

向
け

て
，

地
学

の
内

容

を
説

明
す

る
た

め
の

プ
レ

ゼ
ン
 

テ
ー

シ
ョ

ン
資

料
を

作
成

す
る

。）
 

 

①
 知

識
・
技

能
 

・
テ

ー
マ

に
つ

い
て

ま
と

め
ら

れ
て
お

り
，

科
学

的
根

拠
を

示
し

て
説

明
が

な
さ

れ
て

い
る

。
 

②
 思

考
・
判

断
・

表
現
 

・
地

学
ス

ケ
ー

ル
を

実
感

す
る

た
め

の
，
 

効
果

的
な

例
え

が
あ

っ
た

り
置

き
換

え
を

利
用

し
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

て
い
る

。
 

・
レ

イ
ア

ウ
ト

に
つ

い
て

配
慮

さ
れ

て
お

り
，
独

自
の

工
夫

が
見

ら
れ
る

。（
新
聞

風
，

漫
画

風
な

ど
，

読
み

た
く

な
る

よ
う

な
 

工
夫

が
な

さ
れ

て
い

る
。
）

 
③

 主
体

的
に

学
習

に
取

り
組
む

態
度
 

・
授
業

の
内

容
を

踏
ま

え
，
様

々
な
資

料
を

活
用

で
き

て
い

る
。
ま

た
，
内

容
に
オ

リ
ジ

ナ
ル

要
素

を
追

加
で

き
て

い
る

。
 

    
長

期
休
業

 
（

夏
季
・
冬

季
） 

・
レ

ポ
ー

ト
課

題
 

（
学

期
中

に
学

習
し

た
も

の
や
 

関
連

す
る

も
の

の
中

か
ら

，
各

自

一
つ

の
テ

ー
マ

を
選

択
し

，
文

献

調
査

を
行

い
，

他
者

が
理

解
 

し
や

す
い

よ
う

に
例

え
な

ど
を
 

使
い

な
が

ら
，

読
ん

だ
者

が
よ

り

地
学

を
楽

し
む

こ
と

が
で

き
る
 

レ
ポ

ー
ト

を
各

自
の

視
点

で
作

成

す
る

。）
 

・
相

互
評

価
 

 

地
学

は
空

間
的

に
も

，
ま

た
時

間
的

に
も

非
常

に
広

い
範

囲
を

対
象

と
し

て
い

る
。

そ
の

た
め

ス
ケ

ー
ル

が
大

き
く

な
り

す

ぎ
て

し
ま

い
感

覚
的

に
捉

え
に

く
か

っ
た

り
，

誤
っ

た
概

念
を

形
成

し
や

す
か

っ
た

り
と

い
っ

た
状

況
に

な
っ

て
い

る
。

そ

こ
で

，
本

校
の

地
学

科
で

は
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
型

授
業

を
取

り
入

れ
，
次

の
よ

う
に

課
題

改
善

に
取

り
組

ん
で

い
る

。
 

①
地

学
的

空
間

，
ま

た
時

間
ス

ケ
ー

ル
に

関
す

る
予

想
を

各
自

の
既

知
の

内
容

な
ど

を
も

と
に

立
て

さ
せ

，
言

語
活

動
を

 

通
し

て
情

報
を

整
理

さ
せ

な
が

ら
正

し
い

地
学

的
ス

ケ
ー

ル
感

覚
の

獲
得

や
概

念
の

形
成

を
目

指
す

。
 

②
実

験
や

観
察

な
ど

感
覚

を
伴

っ
た

経
験

を
さ

せ
る

こ
と

で
，

科
学

的
体

験
の

充
実

を
図

る
。

 

③
調

べ
学

習
に

お
い

て
は

，
教

員
が

内
容

を
指

示
す

る
の

で
は

な
く

，
生

徒
自

身
に

各
々

の
興

味
・

関
心

に
応

じ
て

内
容

を

決
め

さ
せ

調
べ

学
習

を
行

わ
せ

る
こ

と
に

よ
り

，
地

学
に

主
体

的
に

取
り

組
む

姿
勢

を
身

に
つ

け
さ

せ
る

。
 

資資
料料

⑥⑥
【【

地地
学学

チチ
ーー

ムム
】】
  
 
令

和
７

年
度

 
ア

ク
テ

ィ
ブ
ラ

ー
ニ
ン

グ
教

材
開

発
レ

ポ
ー

ト
 

第第
33
学学

年年
  

地地
学学

基基
礎礎

でで
のの

実実
践践

事事
例例

「「
地地

磁磁
気気

」」
  

増
田

裕
明

，
岩

澤
圭

希
 

           １
 

学
習

指
導

過
程

 
 

 
 

地
磁

気
（

1時
間

）
･･

･全
単

元
履

修
後

に
発

展
的

に
実

施
 

○
本

時
の

目
標

 
 

知
識

や
デ

ー
タ

を
も

と
に

科
学

的
に

思
考

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

学
習

活
動

 
指

導
上

，
留

意
し

た
点

 
1．

北
極

点
に

行
く

方
法

を
考

え
る

。
 

 2．
現

在
の

磁
北

極
を

推
定

す
る

。
 

深
：

本
時

の
テ

ー
マ

で
あ

る
磁

北
極

が
地

理
的

北
極

と
 

 
異

な
る

こ
と

と
，

そ
れ

ら
の

定
義

を
明

確
に

す
る

。
 

深
：

デ
ー

タ
の

活
用

法
を

考
え

さ
せ

る
。

 
   3．

古
地

磁
気

デ
ー

タ
を

読
む

。
 

・
熱

残
留

磁
化

の
仕

組
み

と
地

磁
気

と
の

関
係

を
学

ぶ
。

 
・

1
地

点
の

古
地

磁
気

デ
ー

タ
か

ら
分

か
る

こ
と

を
考

え
る

。 
・

複
数

地
点

の
デ

ー
タ

か
ら

分
か

る
こ

と
を

考
え

る
。

 
    

    主
：

思
考

・
対

話
の

手
助

け
と

な
る

図
表

を
適

宜
提

示
す

る
。 

対
：

班
で

意
見

交
換

す
る

た
め

の
時

間
を

確
保

す
る

。
 

深
：

基
本

事
項

を
解

説
し

た
後

，
デ

ー
タ

を
読

ま
せ

る
。

 
 

デ
ー

タ
に

つ
い

て
は

1
地

点
か

ら
複

数
地

点
，

1
つ

の
時

代
か

ら
複

数
の

時
代

へ
と

展
開

す
る

。
デ

ー
タ

を
 

鵜
呑

み
に

さ
せ

ず
，そ

れ
が

表
す

現
象

を
考

え
さ

せ
る

。 
   4．

古
地

磁
気

デ
ー

タ
か

ら
プ

レ
ー

ト
運

動
を

推
定

す
る

。
 

・
デ

ー
タ

を
も

と
に

プ
レ

ー
ト

の
動

き
を

考
え

る
。

 
・

モ
デ

ル
化

さ
れ

た
例

題
と

実
際

の
デ

ー
タ

を
比

較
す

る
。

 
 

   主
：

日
本

の
古

地
磁

気
デ

ー
タ

を
モ

デ
ル

化
し

て
例

と
す

る
。

演
習

後
，

日
本

で
あ

る
こ

と
を

伝
え

，
興

味
・

関
心

の
高

ま
り

を
促

す
。

 
対

：
班

で
意

見
交

換
す

る
た

め
の

時
間

を
確

保
す

る
。

 
生

徒
間

，生
徒

−
教

員
間

の
対

話
を

も
と

に
展

開
す

る
。 

深
：

そ
れ

ぞ
れ

の
デ

ー
タ

が
表

す
現

象
を

考
え

さ
せ

る
。

 

２
 

実
践

後
の

生
徒

の
変

容
 

○
事

後
ア

ン
ケ

ー
ト

で
は

，
授

業
内

容
が

「
面

白
か

っ
た

・
楽

し
か

っ
た

（
82

％
）」

，「
班

で
協

力
し

て
取

り
組

め
た

（
74

％
）」

と
回

答
し

て
い

る
。

発
展

的
な

内
容

で
あ

っ
た

が
，

班
活

動
を

中
心

に
授

業
を

展
開

し
た

こ
と

に
よ

り
，

多
く

の
生

徒
が

 
 

探
究

す
る

こ
と

や
学

習
内

容
の

面
白

さ
，

既
習

事
項

と
の

つ
な

が
り

に
気

付
け

て
い

た
。

 
○

「
帰

っ
て

自
分

で
も

調
べ

て
み

よ
う

と
思

っ
た

（
30

％
）」

生
徒

も
お

り
，

学
習

意
欲

を
高

め
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

○
「

デ
ー

タ
を

も
と

に
考

え
る

こ
と

が
で

き
た

（
43

％
）」

と
も

回
答

し
て

お
り

，
普

段
の

授
業

で
は

知
識

の
修

得
が

中
心

と
 

 
な

り
な

か
な

か
で

き
て

い
な

か
っ

た
科

学
的

に
思

考
す

る
こ

と
を

行
え

る
機

会
と

な
っ

た
。

 
３

 
本

実
践

で
の

課
題

 

■
日

頃
か

ら
ペ

ア
ワ

ー
ク

を
中

心
に

授
業

を
展

開
し

て
い

る
た

め
，生

徒
は

い
つ

も
通

り
協

力
し

，よ
く

対
話

で
き

て
い

た
が

，
学

習
内

容
が

発
展

的
で

難
し

い
た

め
，

そ
う

で
な

い
場

合
，

同
様

の
効

果
が

得
ら

れ
る

か
は

検
証

が
必

要
と

感
じ

た
。

 

〔
期

待
す
る

生
徒
の

ま
と
め

の
こ
と

ば
〕

 

古
地

磁
気

デ
ー

タ
を

分
析

す
る

と
，

各
大

陸
が

ど
の

よ
う

に
運

動
し

た
か

推
定

で
き

る
。
 

Q
1
）

古
地

磁
気

デ
ー

タ
か

ら
分

か
る

こ
と

は
何

だ
ろ

う
？

 

Q
2
）

古
地

磁
気

デ
ー

タ
か

ら
プ

レ
ー

ト
の

運
動

を
推

定
し

て
み

よ
う

 

〔
期

待
す
る

生
徒
の

ま
と
め

の
こ
と

ば
〕

 

磁
北

極
は

移
動

す
る

。
古

地
磁

気
デ

ー
タ

を
分

析
 

す
る

こ
と

で
大

陸
が

移
動

し
た

こ
と
が

分
か

る
。
 

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
通

し
て

生
徒

に
つ

け
さ

せ
た

い
力

 

－20－

 



〈
資

料
④

〉
  
 

 
 
 

 
 
令
和

7
年

度
 

単
元
指
導

案
①

（
 

 
理
 
 

）
科

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
チ

ー
ム

：（
 

D
：
地

学
 

）
メ

ン
バ

ー
：（

 
増

田
，

岩
澤

 
）

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

科
目

名
 

地
学

基
礎
 

学
年
 

2 
年
 

１
．

単
元

名
 

第
3
部

 
移
り

変
わ

る
地

球
 
第

1
章

 
地
球

の
誕

生
 

 
お

よ
び

 
第

1
部

 固
体
地
球

と
そ
の

活
動

 
第

1
章

 地
球

 

２
．
期
間
（

時
数

） 
6
月

（
該

当
単

元
に

お
い

て
適

宜
実
施

）
 

３
．

単
元

目
標
 

【
到

達
目

標
】
 

観
点

別
評

価
基

準
 

※
育

て
た

い
生

徒
像

・身
に

つ
け

さ
せ

た
い

力
 

・
授

業
で

学
習

し
た

内
容

を
参

考
に

，
要

点
を
 

ま
と

め
た

レ
ポ

ー
ト

を
作

成
で

き
る
。

 
・

指
定

さ
れ

た
設

定
に

応
じ

て
，

学
習

し
た

内
容

を
図

や
表

，
自

分
の

言
葉

で
わ

か
り

や
す

く
 

説
明

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

・
実

感
し

づ
ら

い
地

学
現

象
の

空
間

的
・

時
間

的

ス
ケ

ー
ル

を
，

例
え

を
用

い
た

り
自

分
が

普
段

実
感

し
て

い
る

も
の

で
置

き
換

え
た

り
し

て
，

把
握

し
よ

う
と

す
る

。
 

観
点

 
配

点
 

評
価

内
容

 
配

点
 

知
識

・
技

能
 

 

40
 

定
期

考
査
 

35
 

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
課

題
 

5 
 

 
思

考
・
判

断
・
 

表
現

 
40

 
定

期
考

査
 

30
 

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
課

題
 

10
 

 
 

主
体

的
に

学

習
に

取
り

組

む
態

度
 

20
 

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
課

題
 

5 
提

出
物

（
ノ

ー
ト

）
 

12
 

授
業

・
課

題
に

取
り

組
む

態
度
 

3 

４
．

評
価

方
法
 

【
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

課
題

】
 

※
具
体

的
内

容
 

「
あ

な
た

は
地

球
博

物
館

で
の

職
場
体

験
（

3
日

間
）
に
参
加

す
る
こ

と
に

な
り

ま
し

た
。
職

場
体

験
の

最
終

日
に

は
，

中
学

生
が

遠
足

で
博

物
館

を
訪

れ
る

こ
と

に
な

っ
て

い
て

，
そ

こ
で

の
解

説
を

任
さ

れ
る

こ
と

と
 

な
り

ま
し

た
。

あ
な

た
は

解
説

員
と

し
て

現
象

の
ス

ケ
ー

ル
（

大
き

さ
，

時
間

の
長

さ
な

ど
）

を
少

し
で

も
 

感
じ

て
も

ら
え

る
よ

う
に

し
た

い
と

考
え

，
普

段
目

に
し

た
り

感
じ

た
り

し
て

い
る

も
の

を
例

と
し

て
説

明
 

す
る

こ
と

に
し

ま
し

た
。

限
ら

れ
た

時
間

で
簡

潔
に

説
明

で
き

る
よ

う
，

事
前

に
解

説
資

料
を

作
ろ

う
と
 

思
い

ま
す

。
自

分
で

ス
ケ

ー
ル

の
基
準

を
作

り
，
図
な

ど
を

用
い
て

資
料
（
レ

ポ
ー

ト
）
を

作
成

し
な

さ
い

。」
 

５
．

評
価

観
点

・
 

基
準
 

（
パ

フ
ォ

ー
マ

ン

ス
課

題
の

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

）
 

レ
ベ

ル
 

観
点
 

１
（

改
善

を
要

す
る

）
 

（
1
点
）
 

２
（

合
格

）
 

（
3
点
）
 

３
（

良
い

）
 

（
5
点
）

 

知
識

の
整

理
 

に
つ

い
て

 

（
知
識
・
技
能
）
 

テ
ー

マ
に

つ
い

て
の

説
明

は
 

あ
る

が
，

 
要要

点点
がが

まま
とと

まま
っっ

てて
いい

なな
いい

。。
  

テ
ー

マ
に

つ
い

て
説

明
が
 

さ
れ

て
お

り
，

 
要要

点点
がが

まま
とと

まま
っっ

てて
いい

るる
。。

 

テ
ー

マ
に

つ
い

て
ま

と
め

ら
れ

て

お
り

，
 

科 科
学学

的的
根根

拠拠
（（

科科
学学

的的
理理

論論
やや

  

仮仮
説説

のの
証証

拠拠
））

をを
示示

しし
てて

説説
明明

がが

なな
ささ

れれ
てて

いい
るる

。。
 

ス
ケ

ー
ル

の

例
え

・
置

き

換
え

 

に
つ

い
て

 

（思
考
・判

断
）
 

地
学

ス
ケ

ー
ル

に
関

す
る

 
記記

述述
がが

なな
いい

。。
 

地
学

ス
ケ

ー
ル

を
実

感
す

る
 

た
め

の
，

 
例 例

ええ
やや

置置
きき

換換
ええ

にに
関関

すす
るる
  

記記
述述

がが
ああ

るる
もも

のの
のの

，，
スス

ケケ
ーー

ルル

をを
実実

感感
しし

づづ
らら

いい
もも

のの
をを

用用
いい

てて
しし

まま
っっ

てて
いい

るる
。。

 

地
学

ス
ケ

ー
ル

を
実

感
す

る
た

め

の
，

 
効効

果果
的的

なな
例例

ええ
がが

ああ
っっ

たた
りり

  

置置
きき

換換
ええ

をを
利利

用用
しし

たた
りり

すす
るる

  

ここ
とと

がが
でで

きき
てて

いい
るる

。。
 

レ
イ

ア
ウ

ト

に
つ

い
て

 

（
表

現
）

 

レ
イ

ア
ウ

ト
に

つ
い

て
，

配配
慮慮

  

ささ
れれ

てて
いい

なな
いい

。。
 

（（
文文

字字
だだ

けけ
でで

のの
説説

明明
とと

なな
っっ

てて
いい

るる
。。
項項

目目
のの

タタ
イイ

トト
ルル

がが
なな

いい
。。

図図
やや

表表
なな

どど
がが

なな
いい

なな
どど

））
  

 

レ
イ

ア
ウ

ト
に

つ
い

て
配

慮
 

さ
れ

て
お

り
，

 
図図

やや
表表

，，
項項

目目
なな

どど
がが

適適
切切

にに
  

見見
やや

すす
いい

よよ
うう

にに
配配

置置
ささ

れれ
てて

いい
るる

。。
 

 

レ
イ

ア
ウ

ト
に

つ
い

て
配

慮
さ

れ

て
お

り
，

 
独独

自自
のの

工工
夫夫

がが
見見

らら
れれ

るる
。。

 
（ （

新新
聞聞

風風
，，

漫漫
画画

風風
なな

どど
，，

  

読読
みみ

たた
くく

なな
るる

よよ
うう

なな
工工

夫夫
がが

なな

ささ
れれ

てて
いい

るる
。。））

 

調
査

内
容

 

に
つ

い
て

 

（主
体的

な態
度）

 

調
査

内
容

が
，

 

授授
業業

のの
まま

とと
めめ

直直
しし

だだ
けけ

にに
  

なな
っっ

てて
いい

るる
。。

  

授授
業業

のの
内内

容容
をを

踏踏
まま

ええ
，，
資資

料料
集集

やや
イイ

ンン
タタ

ーー
ネネ

ッッ
トト

なな
どど

をを
  

活活
用用

しし
てて

いい
るる

。。
  

授
業

の
内

容
を

踏
ま

え
，

様様
々々

なな

資資
料料

をを
活活

用用
でで

きき
てて

いい
るる

。。
  

ま
た

，
内

容
に

オオ
リリ

ジジ
ナナ

ルル
要要

素素

をを
追追

加加
でで

きき
てて

いい
るる

。。
  

６
．

単
元

の
指

導
 

計
画
  

・
期

間
中

に
登

場
す

る
空

間
的

な
広
が

り
や

時
間

的
な

ス
ケ

ー
ル
を

身
近

な
基

準
を

用
い

て
適
宜

説
明

す
る
。 

 
例

）
太

陽
系

の
広

が
り

 
→

 
太
陽

系
を

飛
行

機
で

旅
す

る
と
，
各
惑

星
に

到
達

す
る

の
に
ど

れ
く

ら
い
の

時
間

が
か

か
る

か
。

 
プ

レ
ー
ト

の
運

動
 

→
 

爪
の

伸
び
る

速
さ

と
プ

レ
ー

ト
の

運
動
は

ど
ち

ら
が

早
い

か
。

 
・

生
徒
の

レ
ポ

ー
ト

を
共

有
し

，
よ
り

よ
い

置
き

換
え

や
イ

メ
ー
ジ

に
気

づ
か

せ
る

。
 

ま
た

，他
者
と

の
比

較
を

通
し
て

ま
と
め

方
に

つ
い

て
も

よ
い

も
の
を

確
認

さ
せ

，次
回
の
参

考
と
さ

せ
る

。 

資資
料料

⑤⑤
--
11
  

【【
理理

科科
チチ

ーー
ムム
】】

  
  

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
課

題
 
生
徒
作

品
①
 

チ
ー

ム
：
（
 

D
：
 
地
学

基
礎
 

）
 
メ

ン
バ

ー
：（

 
増
田
、

岩
澤
 

）
  

  
  

                                                                          

 
工

夫
し

た
点

・
感

想
（

左
：
生

徒
A，

右
：
生
徒

B）
  

生
徒

A
の
 

成
 
果

 物
 

生
徒

B
の
 

成
 
果

 物
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令
和

7
年

度
 

単
元
指
導

案
①

／
②

（
 
 
理

 
 

）
科

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
チ

ー
ム

：（
 

D
：
地

学
 

）
メ

ン
バ

ー
：（

 
増

田
，

岩
澤

 
）

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

科
目

名
 

地
学

基
礎
 

学
年
 

2 
年
 

１
．

単
元

名
 

第
1
回

 
：
 
第

3
部

 移
り
変
わ

る
地
球

 
お

よ
び

 
第

1
部

 
固
体

地
球

と
そ

の
活

動
 
の

学
習
し

た
範

囲
 

第
2
回

 
：
 
第

1
部

 固
体
地
球

と
そ
の

活
動

 
お

よ
び

 
第

3
部

 
移
り

変
わ

る
地

球
 
の

学
習
し

た
範

囲
 

２
．
期
間
（

時
数

） 
該

当
単
元

に
お

い
て

適
宜

実
施

。
レ
ポ

ー
ト

作
成

は
第

1
回

：
夏
季

休
業

中
，
第

2
回
：

冬
季
休

業
中
 

３
．

単
元

目
標
 

【
到

達
目

標
】
 

観
点

別
評

価
基

準
 

※
育

て
た

い
生

徒
像

・身
に

つ
け

さ
せ

た
い

力
 

・
授

業
で

学
習

し
た

内
容

を
参

考
に

，
要

点
を

ま

と
め

た
レ

ポ
ー

ト
を

作
成

で
き

る
。

 
・

指
定

さ
れ

た
設

定
に

応
じ

て
，

学
習

し
た

内
容

を
図

や
表

，
自

分
の

言
葉

で
わ

か
り

や
す

く
説

明
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 
・

実
感

し
づ

ら
い

地
学

現
象

の
空

間
的

・
時

間
的

ス
ケ

ー
ル

を
，

例
え

を
用

い
た

り
自

分
が

普
段

実
感

し
て

い
る

も
の

で
置

き
換

え
た

り
し

て
，

把
握

し
よ

う
と

す
る

。
 

観
点

 
配

点
 

評
価

内
容

 
配

点
 

知
識

・
技

能
 

 

40
 

定
期

考
査
 

35
 

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
課

題
 

5 
 

 
思

考
・
判

断
・
 

表
現

 
40

 
定

期
考

査
 

30
 

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
課

題
 

10
 

 
 

主
体

的
に

学

習
に

取
り

組

む
態

度
 

20
 

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
課

題
 

5 
提

出
物

（
ノ

ー
ト

）
 

12
 

授
業

・
課

題
に

取
り

組
む

態
度
 

3 

４
．

評
価

方
法
 

【
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

課
題

】
 

「
1（

2）
学
期

の
学

習
内

容
を

テ
ー
マ

に
ク

ラ
ス

で
レ

ポ
ー

ト
集
を

作
る

こ
と

に
し

ま
し

た
。
レ
ポ

ー
ト

は
，

授
業

の
ま

と
め

だ
け

で
は

な
く

，
地
学

に
対

す
る

興
味
・
関
心

を
高
め

つ
つ

入
試

で
も

参
考

書
と
し

て
使

え
る

も
の

と
す

る
こ

と
に

し
ま

し
た

。
レ
ポ

ー
ト

テ
ー

マ
で

現
象

の
ス
ケ

ー
ル
（
大

き
さ

，
時

間
の
長

さ
な

ど
）
が

日
常

の
も

の
と

違
い

す
ぎ

直
感

的
に
理

解
す

る
こ

と
が

困
難

な
も
の

に
関

し
て

は
，
普
段
目

に
し
た

り
感

じ
た

り
し

て
い

る
も

の
に

現
象

の
ス

ケ
ー
ル

を
置

き
換

え
て

説
明

す
る
こ

と
に

し
ま

し
た

。自
分

で
ス
ケ

ー
ル

の
基

準
を

作
り

，
図

な
ど

を
用

い
て

「
最
強

の
一

冊
」

に
ふ

さ
わ

し
い
資

料
（

レ
ポ

ー
ト

）
を

作
成
し

な
さ

い
。」

 

５
．

評
価

観
点

・
 

基
準
 

（
パ

フ
ォ

ー
マ

ン

ス
課

題
の

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

）
 

レ
ベ

ル
 

観
点
 

１
（

改
善

を
要

す
る

）
 

（
1
点
）
 

２
（

合
格

）
 

（
3
点
）
 

３
（

良
い

）
 

（
5
点
）

 

知
識

の
整

理
 

に
つ

い
て

 

（
知
識
・
技
能
）
 

テ
ー

マ
に

つ
い

て
の

説
明

は
 

あ
る

が
，

 
要要

点点
がが

まま
とと

まま
っっ

てて
いい

なな
いい

。。
 

テ
ー

マ
に

つ
い

て
説

明
が
 

さ
れ

て
お

り
，

 
要要

点点
がが

まま
とと

まま
っっ

てて
いい

るる
。。

 

テ
ー

マ
に

つ
い

て
ま

と
め

ら
れ

て

お
り

，
 

科 科
学学

的的
根根

拠拠
（（

科科
学学

的的
理理

論論
やや

  

仮仮
説説

のの
証証

拠拠
））

をを
示示

しし
てて

説説
明明

がが

なな
ささ

れれ
てて

いい
るる

。。
 

ス
ケ

ー
ル

の

例
え

・
置

き

換
え

 

に
つ

い
て

 

（思
考
・判

断
）
 

地
学

ス
ケ

ー
ル

に
関

す
る

 
記記

述述
がが

なな
いい

。。
 

地
学

ス
ケ

ー
ル

を
実

感
す

る
 

た
め

の
，

 
例例

ええ
やや

置置
きき

換換
ええ

にに
関関

すす
るる
  

記記
述述

がが
ああ

るる
もも

のの
のの

，，
スス

ケケ
ーー

ルル

をを
実実

感感
しし

づづ
らら

いい
もも

のの
をを

  

用用
いい

てて
しし

まま
っっ

てて
いい

るる
。。

 

地
学

ス
ケ

ー
ル

を
実

感
す

る
た

め

の
，

 
効効

果果
的的

なな
例例

ええ
がが

ああ
っっ

たた
りり

  

置置
きき

換換
ええ

をを
利利

用用
しし

たた
りり

すす
るる

  

ここ
とと

がが
でで

きき
てて

いい
るる

。。
 

レ
イ

ア
ウ

ト

に
つ

い
て

 

（
表

現
）

 

レ
イ

ア
ウ

ト
に

つ
い

て
，

配配
慮慮

  

ささ
れれ

てて
いい

なな
いい

。。
 

（（
文文

字字
だだ

けけ
でで

のの
説説

明明
とと

なな
っっ

てて
いい

るる
。。
項項

目目
のの

タタ
イイ

トト
ルル

がが
なな

いい
。。

図図
やや

表表
なな

どど
がが

なな
いい

なな
どど

））
  

 

レ
イ

ア
ウ

ト
に

つ
い

て
配

慮
 

さ
れ

て
お

り
，

 
図図

やや
表表

，，
項項

目目
なな

どど
がが

適適
切切

にに
  

見見
やや

すす
いい

よよ
うう

にに
配配

置置
ささ

れれ
てて

いい
るる

。。
 

 

レ
イ

ア
ウ

ト
に

つ
い

て
配

慮
さ

れ

て
お

り
，

 
独独

自自
のの

工工
夫夫

がが
見見

らら
れれ

るる
。。

 
（ （

新新
聞聞

風風
，，

漫漫
画画

風風
なな

どど
，，

  

読読
みみ

たた
くく

なな
るる

よよ
うう

なな
工工

夫夫
がが

  

なな
ささ

れれ
てて

いい
るる

。。
））

 

調
査

内
容

 

に
つ

い
て

 
（主

体的
な態

度）
 

調
査

内
容

が
，

 

授 授
業業

のの
まま

とと
めめ

直直
しし

だだ
けけ

にに
  

なな
っっ

てて
いい

るる
。。

  

授授
業業

のの
内内

容容
をを

踏踏
まま

ええ
，，
資資

料料
集集

やや
イイ

ンン
タタ

ーー
ネネ

ッッ
トト

なな
どど

をを
  

活活
用用

しし
てて

いい
るる

。。
  

授
業

の
内

容
を

踏
ま

え
，

様様
々々

なな

資資
料料

をを
活活

用用
でで

きき
てて

いい
るる

。。
  

ま
た

，
内

容
に

オオ
リリ

ジジ
ナナ

ルル
要要

素素

をを
追追

加加
でで

きき
てて

いい
るる

。。
  

6．
単
元

の
指

導
 

 
 計

画
  

・
期

間
中

に
登

場
す

る
空

間
的

な
広
が

り
や

時
間

的
な

ス
ケ

ー
ル
を

身
近

な
基

準
を

用
い

て
適
宜

説
明

す
る
。 

 
例

）
太

陽
系

の
広

が
り

 
→

 
太
陽

系
を

飛
行

機
で

旅
す

る
と
，
各
惑

星
に

到
達

す
る

の
に
ど

れ
く

ら
い
の

時
間

が
か

か
る

か
。

 
プ

レ
ー
ト

の
運

動
 

→
 

爪
の

伸
び
る

速
さ

と
プ

レ
ー

ト
の

運
動
は

ど
ち

ら
が

早
い

か
。

 
・

生
徒
の

レ
ポ

ー
ト

を
共

有
し

，
よ
り

よ
い

置
き

換
え

や
イ

メ
ー
ジ

に
気

づ
か

せ
る

。
 

ま
た

，他
者
と

の
比

較
を

通
し
て

ま
と
め

方
に

つ
い

て
も

よ
い

も
の
を

確
認

さ
せ

，次
回
の
参

考
と
さ

せ
る

。 

資資
料料

⑤⑤
--
22
  

【【
理理

科科
チチ

ーー
ムム
】】

  
  パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
課

題
 
生
徒
作

品
②
 

チ
ー

ム
：
（

D：
 地

学
基

礎
 
）

 
メ
ン

バ
ー

：（
 
 

増
田
、

岩
澤
 

 
）
 

                                                                                                

 

－22－

 



 2
学

期
 

等
差

数
列

や
等

比
数

列
な

ど
の

考
え

方

を
学

び
、

問
題

を
解

決
す

る
。

 
自

然
現

象
や

実
生

活
で

生
じ

る
現

象

を
、

数
列

を
用

い
て

表
現

し
、

問
題

を
 

解
決

す
る

。
 

等
比

数
列

と
漸

化
式

の
考

え
方

を
用

い
て

生
物

の
個

体
群

動
態

を
数

列
で

表
現

す
る

。
生

物
の

競
争

や
補

食
・

被
食

、
共

存
や
 

絶
滅

の
条

件
を

考
察

す
る

。
 

①
 

知
識

・
技

能
 

・
漸

化
式

か
ら

各
項

の
値

を
計

算
に

よ
っ

て
求

め
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

・
表

計
算

ソ
フ

ト
を

用
い

て
計

算
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

②
 

思
考
・
判
断
・
表
現

 
・
生

物
の

個
体

群
動

態
を

、
漸

化
式

を
用

い
て

表
現

し
、

説
明

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

・
計

算
結

果
を

も
と

に
生

物
の

共
存

や
絶

滅
に

関
す

る
条

件
に

つ
い

て
思

考
し

、
考

察
内

容
を

説
明

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

③
 

主
体

的
に

学
習

に
取

り
組

む
態

度
 

・
与

え
ら

れ
た

課
題

に
粘

り
強

く
取

り
組

み
、

結
論

を
導

く
こ

と
が

で
き

る
。

 

3
学

期
 

平
面

ベ
ク

ト
ル

の
加

法
と

減
法

や
内

積

な
ど

の
知

識
を

空
間

に
適

用
さ

せ
る

こ

と
で

理
解

の
深

化
を

図
り

、
応

用
の

幅

を
広

げ
る

。
 

空
間

図
形

か
ら

平
面

図
形

を
的

確
に

抽

出
し

て
表

現
す

る
。

 

ベ
ク

ト
ル

方
程

式
と

直
交

座
標

系
に

よ
る

方
程

式
の

関
連

を
 

調
べ

る
。

多
方

面
か

ら
解

答
 

方
針

を
立

て
ら

れ
る

力
を

身
に

付
け

、
図

形
問

題
の

解
決

能
力

を
高

め
る

。
 

 

資資
料料

③③
  

【【
数数

学学
チチ

ーー
ムム

】】
 

 
令

和
７
年

度
〈

年
間

目
標

と
指

導
計
画

〉
 

１
．
（
 

数
学

 
）

科
 

 
 
 

チ
ー
ム

（
 

B 
）
、

メ
ン
バ

ー
（
 

○
松

岡
、

木
村

、
脇

、
川
田

 
）

 
２

．
教
科

・
科

目
 

全
体

目
標

 
数

学
的

な
見

方
・

考
え

方
を

働
か

せ
、

数
学

的
活

動
を

通
し

て
、

数
学

的
に

考
え

る
資

質
・

能
力

を
育

成
す

る
。

内
容

の
 

基
本

的
概

念
や

原
理

・
法

則
を

体
系

的
に

理
解

す
る

と
と

も
に

、
事

象
を

数
学

化
し

た
り

、
数

学
的

に
解

釈
し

た
り

、
 

数
学

的
に

表
現
・
処

理
し

た
り

す
る

能
力

を
身

に
付

け
る

。
物

事
を

多
面

的
に

み
る

力
、
論

理
的

に
考

察
し

て
表

現
す

る
力

、

事
象

を
的

確
に

表
現

し
て

そ
の

特
徴

を
表

、
式

、
グ

ラ
フ

を
相

互
に

関
連

付
け

て
考

察
す

る
力

、
適

切
な

手
法

を
用

い
て

 

分
析

を
行

い
、

問
題

を
解

決
す

る
力

、
解

決
の

過
程

や
結

果
を

批
判

的
に

考
察

し
判

断
す

る
力

を
養

う
。

数
学

の
よ

さ
を

 

認
識

し
数

学
を

活
用

し
よ

う
と

す
る

態
度

、
粘

り
強

く
考

え
数

学
的

論
拠

に
基

づ
い

て
判

断
し

よ
う

と
す

る
態

度
、
 

問
題

解
決

の
過

程
を

振
り

返
っ

て
考

察
を

深
め

た
り

、
評

価
・
改

善
し

た
り

し
よ

う
と

す
る

態
度

や
創

造
性

の
基

礎
を

養
う

。  
３

．
対
象

科
目

 
数

学
BC

 
４

．
対
象

学
年

 
2 

年
 

５
．
【
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ
】

 

教
 
育

 目
 標

 
多

様
化

し
た

国
際

社
会

で
生

き
て

い
く

た
め

に
各

教
科

の
専

門
性

を
深

め
る

と

と
も

に
、

学
際

的
な

幅
広

い
教

養
を
 

身
に

つ
け
る

 

社
会

の
様

々
な

事
象

に
好

奇
心

を
 

持
ち

、
よ

り
よ

い
未

来
を

創
造

す
る

た

め
試

行
錯

誤
し

、
課

題
を

解
決

し
よ

う

と
す

る
力
を

身
に
つ

け
る
 

他
を

尊
重

し
な

が
ら

協
働

す
る

中
で

、

適
切

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
用

い

て
、

自
分

の
考

え
を

表
現

す
る

力
を
 

身
に

つ
け
る
 

学
校

内
外

に
わ

た
っ

て
教

育
活

動
に

 

積
極

的
に

関
わ

り
、

自
ら

目
標

を
定

め

て
主

体
的

・
計

画
的

に
取

り
組

み
、

 

自
ら

律
し

て
品

位
あ

る
生

活
を

営
む

 

姿
勢

を
身
に

つ
け
る
 

国
際

社
会

で

生
き

る
た

め

の
基

礎
学

力
 

論
 理

 的
 

思
 考

 力
 

専
 門

 的
 

な
 知

 識
 

課
題

発
見

 

・
 

解
決

能
力

 

粘
り

強
く

取
り

組
む

力
 

発
想

力
と

創
 
造

 
力

 

協
働

す
る

姿
勢

・
力

 

自
分

の
意

見
・

 

考
え

を
表

現

で
き

る
力

 

学
ん

だ
力

を

活
用

・
応

用
 

で
き

る
力

 

物
事

に
 

主
体

的
に

取
り

組
む

力
 

計
 
画

 
を

 
 

立
 
て

 
て

 

行
動

す
る

力
 

豊
 
か

 
な

 

人
 
間

 
性

 

・
 

社
 
会

 
性

 

○
 

○
 

○
 

  
○

 
  

 
○

  
○

  
○

 
 

 

 ６
．

対
象

科
目

の
 

年
間

到
達

目
標

 
 

①
 

知
識

・
技

能
 

 
各

分
野

に
お

け
る

基
本

的
な

概
念

や
原

理
・

法
則

を
理

解
し

、
数

学
的

活
動

で
活

用
で

き
る

。
事

象
を

数
式

化
し

た
り

、

数
学

的
に

処
理

し
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 
②

 
思

考
・

判
断

・
表

現
 

 
各

分
野

の
概

念
・

原
理
・

法
則
を

活
用

し
て

問
題

を
解

決
し

、
過

程
・

結
果

の
意

味
を

考
察

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
数

学

の
事

象
か

ら
問

題
を

見
い

だ
し

、
そ

れ
ら

を
数

学
的

に
解

決
し

、
既

習
の

知
識

・
技

能
と

関
連

づ
け

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

数
学

的
な

表
現

を
用

い
て

事
象

を
的

確
に

表
現

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

③
 

主
体

的
に

学
習

に
取

り
組

む
態

度
 

 
課

題
に

対
し

て
、
興

味
を

持
っ

て
積

極
的

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
。
質

問
や

説
明

な
ど

が
で

き
、
理

解
が

深
ま

っ
て

い
る

。
 

７
．
【
年

間
指

導
計

画
】

※
パ
フ

ォ
ー
マ

ン
ス

課
題

に
つ

い
て

 

学
期

（
段

階
）

ご
と
、
 

単
元

ご
と

な
ど
 

 
 
↓ 

到
達

目
標

・
活

動
内

容
 

評
 

 
価

 
評

価
方
法

 
（

パ
フ

ォ
ー

マ
ン
ス

課
題
の

内

容
）
 

評
価

観
点

・
基

準
 

1
学

期
 

ベ
ク

ト
ル

に
お

け
る

内
積

の
考

え
方

と
計

算
方

法
を

用
い

て
問

題
を

解
決

す
る

。
 

既
に

学
習

し
た

内
容

と
の

関
連

を
 

発
見

す
る

。
 

復
習

を
行

っ
て

基
礎

力
の

定
着

を
 

図
る

と
と

も
に

、
分

野
を

超
え

た
関

連

を
学

ぶ
こ

と
で

理
解

を
深

化
さ

せ
る

。
 

計
算

と
説

明
を

用
い

て
内

容
を

的
確

に
表

現
す

る
。

 

ベ
ク

ト
ル

の
内

積
を

定
義

す
る

式
か

ら
な

す
角

θ
を

求
め

る
 

式
を

導
き

出
す

。
こ

の
計

算
は
 

1
年

次
に

学
習

し
た

他
分

野
の

内
容

と
本

質
的

に
同

じ
で
 

あ
る

。
そ

の
内

容
を

見
つ

け
 

出
し

、
求

め
方

を
復

習
す

る
と

と
も

に
、

本
質

が
同

じ
で

あ
る

こ
と

を
示

す
こ

と
が

課
題

。
 

①
 

知
識

・
技

能
 

・
ベ

ク
ト

ル
の

内
積

に
つ

い
て

、
そ

の
考

え
方

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 
・

内
積

と
な

す
角

θ
を

求
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

 
②

 
思
考
・
判
断
・
表
現

 
・
他

分
野

か
ら

関
連

す
る

内
容

を
見

つ
け

出
す

こ
と

が
で

き
る

。
 

・
計

算
と

説
明

を
用

い
て

内
容

を
的

確
に

表
現

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

③
 

主
体

的
に

学
習

に
取

り
組

む
態

度
 

・
与

え
ら

れ
た

課
題

に
粘

り
強

く
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

て
い

る
。
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【【
数数

学学
チチ

ーー
ムム
】】

  
  パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
課

題
 
生
徒
作

品
①
 

チ
ー

ム
：
（
 

B
 
: 
数
学

B
C 

）
 
メ

ン
バ

ー
：（

 
松
岡
、

木
村
、

脇
、

川
田

 
）

  

  
  

                                

              

                                                  

資資
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④④
--
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【【
数数

学学
チチ

ーー
ムム
】】

  

令
和

７
年
度

 
単
元
指

導
案

①
（

 
数
学
 

）
科

 

チ
ー

ム
：
（
 

Ｂ
 

）
メ

ン
バ
ー

：（
 

○
松

岡
，

木
村

，
脇
，

川
田
 

）
  

科
目

名
 

数
学

Ｂ
Ｃ
 

学
年
 

2
年
 

１
．

単
元

名
 

平
面

上
の

ベ
ク

ト
ル

と
そ

の
演

算
 

２
．

期
間

（
時

数
）
 

４
月

 ～
 
５
月

 
（

10
時
間
）

 

３
．

単
元

目
標
 

【
到

達
目

標
】
 

観
点

別
評

価
基

準
 

※
育

て
た

い
生

徒
像

・身
に

つ
け

さ
せ

た
い

力
 

・
ベ

ク
ト

ル
の

内
積

及
び

そ
の

基
本

的
な
 

性
質

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
 

・
平

面
図

形
の

性
質

を
見

出
し

，
他
分

野
と

の

関
連

を
含

め
て

多
面

的
に

考
察

す
る
。
 

・
計

算
と

説
明

を
用

い
て

学
習

内
容

を
的

確

に
表

現
す

る
。
 

観
点

 
配

点
 

評
価

内
容

 
配

点
 

知
識

・
技

能
 

40
 

定
期

考
査
 

40
 

思
考
・
判

断
・

表
現
 

40
 

定
期

考
査
 

40
 

主
体

的
に

学

習
に

取
り

組

む
態

度
 

20
 

パ
フ

ォ
ー

マ

ン
ス

課
題
 

10
 

平
常

点
（

提

出
物

）
 

10
 

４
．

評
価

方
法
 

【
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

課
題

】
 

問
題

：
2

つ
の

ベ
ク

ト
ル

 
𝑎𝑎，

𝑏𝑏�⃗  
の

内
積

は
 
𝑎𝑎･
𝑏𝑏�⃗ =

| 𝑎𝑎|
�𝑏𝑏�⃗ �

co
s𝜃𝜃

 
で

定
義

さ
れ

る
。

こ
こ

で
，

θ
は

ベ
ク

ト
ル

 

𝑎𝑎，
𝑏𝑏�⃗  

の
な

す
角

で
あ

る
。

こ
れ

を
求

め
る

た
め

に
，

内
積

の
定

義
式

か
ら

 

 
co
s𝜃𝜃

=
��⃗ ･
��⃗

| ��⃗
| � ��⃗

� 

を
得

る
。

こ
こ

で
得

ら
れ

る
 
co
s𝜃𝜃

 
の

値
は

，
1

年
次

に
数

学
の

他
分

野
で

学
習

し
た

，
あ

る
内

容
と

本
質

的
に

同
じ

で
あ

る
。

 
そ

の
内
容

を
見

つ
け

出
し

，
計

算
方
法

と
数

式
の

意
味

を
説

明
せ
よ

。
 

５
．

評
価

観
点

・
 

基
準
 

（
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

課
題

の
ル

ー
ブ

リ

ッ
ク

）
 

観
 

点
 

記
 

述
 

語
 

レ
ベ

ル
 

（
点

数
）
 

①
知

識
・

技
能

 
 

ベ
ク

ト
ル

の
内

積
の

構
造

を
理

解
し

，
な

す
角

θ
の

値
を

求
め

る
こ

と
が

 

で
き

る
。
ま

た
，
2
種

類
の

デ
ー

タ
か

ら
相

関
係

数
を

求
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

こ
れ

ら
が

本
質

的
に

同
じ

で
あ

る
こ

と
を

理
解

で
き

る
。

 
4 

ベ
ク

ト
ル

の
内

積
か

ら
な

す
角

θ
を

求
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

2
種

類
の

 

デ
ー

タ
か

ら
相

関
係

数
を

求
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

 
3 

な
す

角
θ

，
ま

た
は

，
相

関
係

数
を

求
め

る
こ

と
が

で
き

な
い

。
 

1 

②
思

考
・
判

断
・

表
現

 
 

2
つ

の
分

野
の

関
連

に
気

付
き

，
論

理
的

に
思

考
し

，
的

確
な

表
現

を
用

い
て

説
明

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

4 

2
つ

の
分

野
の

関
連

に
気

付
き

，
計

算
に

よ
っ

て
表

現
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
 

3 

2
つ

の
分

野
の

関
連

に
気

付
く

こ
と

が
で

き
な

い
。

 
1 

③
主

体
的

に
 

学
習

に
取

り
組

む
態

度
 

与
え

ら
れ

た
課

題
に

粘
り

強
く

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
て

い
る

。
的

確
に

 

説
明

が
で

き
，

理
解

が
深

ま
っ

て
い

る
。

 
2 

与
え

ら
れ

た
課

題
に

取
り

組
み

，
自

分
な

り
の

結
論

を
導

く
こ

と
が

で
き

る
。
 

1 

与
え

ら
れ

た
課

題
に

最
後

ま
で

取
り

組
め

て
い

な
い

。
 

0 

6．
単
元

の
指

導
 

 
 

計
画
 

＜
平

面
上

の
ベ

ク
ト

ル
と

そ
の

演
算

＞
 

 
平

面
上

の
ベ

ク
ト

ル
(
1)

，
ベ

ク
ト

ル
の

演
算

(
3)

，
ベ

ク
ト

ル
の

成
分

(
2)

，
ベ

ク
ト

ル
の

内
積

(
3)

，
 

問
題

演
習

(
1)

 

 

－24－

 



資資
料料

④④
--
22
  

【【
数数

学学
チチ

ーー
ムム
】】

 

令
和

７
年
度

 
単
元
指

導
案

②
（

 
数
学
 

）
科

 

チ
ー

ム
：
（
 

Ｂ
 

）
メ

ン
バ
ー

：（
 

○
松

岡
，

木
村

，
脇
，

川
田
 

）
  

科
目

名
 

数
学

Ｂ
Ｃ
 

学
年
 

2
年
 

１
．

単
元

名
 

数
学

的
帰

納
法
 

２
．

期
間

（
時

数
）
 

1
1
月

 ～
 
12

月
 

（
11

時
間

）
 

３
．

単
元

目
標
 

【
到

達
目

標
】
 

観
点

別
評

価
基

準
 

※
育

て
た

い
生

徒
像

・身
に

つ
け

さ
せ

た
い

力
 

・
数

学
的

帰
納

法
の

考
え

方
と

威
力

に
 

つ
い

て
理

解
す

る
。
 

・
数

学
的

帰
納

法
の

正
し

い
証

明
方

法
を
 

身
に

付
け

る
。
 

・
身

近
な

も
の

と
の

関
連

に
つ

い
て

考
え

，
 

多
面

的
に

考
察

す
る

力
を

身
に

付
け
る

。
 

観
点

 
配

点
 

評
価

内
容

 
配

点
 

知
識

・
技

能
 

40
 

定
期

考
査
 

40
 

思
考
・
判

断
・

表
現
 

40
 

定
期

考
査
 

40
 

主
体

的
に

学

習
に

取
り

組

む
態

度
 

20
 

パ
フ

ォ
ー

マ

ン
ス

課
題
 

10
 

平
常

点
（

提

出
物

）
 

10
 

４
．

評
価

方
法
 

【
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

課
題

】
 

問
題

1：
Y

o
uT

u
be

を
見

始
め

る
と

や
め

ら
れ

な
く

な
り

ま
す

。
な

ぜ
で

し
ょ

う
か

。
 

問
題

2：
自

然
数
n

に
つ

い
て

，
次

の
等

式
が

成
り

立
つ

こ
と

を
証

明
せ

よ
。

 

 

1+
2+

2�
+
⋯
+
2�

��
=
2�

−
1 

 

５
．

評
価

観
点

・
 

基
準
 

（
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

課
題

の
ル

ー
ブ

リ

ッ
ク

）
 

観
 

点
 

記
 

述
 

語
 

レ
ベ

ル
 

（
点

数
）
 

①
知

識
・

技
能

 
 

数
学

的
帰

納
法

の
考

え
方

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

数
学

的
帰

納
法

を

用
い

て
等

式
が

成
り

立
つ

こ
と

を
証

明
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 
4 

数
学

的
帰

納
法

の
考

え
方

を
理

解
し

，
証

明
に

お
け

る
2
段

階
の

枠
組

み
を

作
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

3 

数
学

的
帰

納
法

に
お

け
る

2
段

階
の

枠
組

み
を

作
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

1 

②
思

考
・
判

断
・

表
現

 
 

数
学

的
帰

納
法

の
考

え
方

を
用

い
て

身
近

な
も

の
の

仕
組

み
に

つ
い

て
 

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

数
学

出
来

帰
納

法
の

証
明

に
お

い
て

，
未

知
の

 

事
柄

と
既

知
の

事
柄

を
整

理
し

て
考

え
，

読
み

手
に

分
か

り
や

す
く

 

表
現

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

4 

身
近

な
も

の
の

仕
組

み
と

数
学

的
帰

納
法

の
考

え
方

を
結

び
つ

け
る

こ
と

が

で
き

る
。

数
学

的
帰

納
法

を
用

い
た

証
明

文
を

記
述

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

3 

数
学

的
帰

納
法

を
用

い
た

証
明

の
定

型
文

を
記

述
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 
1 

③
主

体
的

に
 

学
習

に
取

り
組

む
態

度
 

与
え

ら
れ

た
課

題
に

対
し

て
様

々
な

角
度

か
ら

考
え

，
取

り
組

む
こ

と
が

 

で
き

て
い

る
。

的
確

に
説

明
が

で
き

，
理

解
が

深
ま

っ
て

い
る

。
 

2 

与
え

ら
れ

た
課

題
に

取
り

組
み

，
自

分
な

り
の

結
論

を
導

く
こ

と
が

で
き

る
。
 

1 

与
え

ら
れ

た
課

題
に

最
後

ま
で

取
り

組
め

て
い

な
い

。
 

0 

6．
単
元

の
指

導
 

 
 

計
画
 

＜
数

学
的

帰
納

法
＞

 

 
漸

化
式

と
数

列
(
4)

，
数

学
的

帰
納

法
(
6)

，
問

題
演

習
(
1)
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【【
数数

学学
チチ

ーー
ムム
】】

  
  パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
課

題
 
生
徒
作

品
②
 

チ
ー

ム
：
（
 

B
 
: 
数
学

B
C 

）
 
メ

ン
バ

ー
：（

 
 
松
岡

、
木
村

、
脇

、
川

田
 

 
）

  

  
  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
   

           
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

                                     

①
 

②
 

③
 

④
 

⑤
 

⑥
 

⑦
 

⑧
 

 論
理

的
思

考
力

と
分

野
横

断
的

思
考

力
を

用
い

て
問

題
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

生
徒

を
育

て
る

こ
と

を
目

標
と

し
て

い
る

。
数

学
は

得
意

意
識

を
持

っ
て

い
た

り
，
好

ん
で

自
ら

学
習

を
進

め
ら

れ
た

り
す

る
生

徒
が

一
定

の
割

合
存

在
す

る
が

，

一
方

で
苦

手
意

識
を

持
つ

生
徒

も
少

な
く

な
い

。
新

し
い

単
元

の
学

習
に

お
い

て
既

習
の

内
容

と
関

連
さ

せ
て

問
題

に
取

り

組
む

こ
と

で
，

理
解

を
深

め
，

応
用

力
を

身
に

付
け

て
い

き
た

い
と

考
え

て
い

る
。

ク
ラ

ス
内

で
グ

ル
ー

プ
を

作
っ

て
相

談

す
る

こ
と

で
，

お
互

い
の

知
識

や
考

え
方

を
共

有
す

る
こ

と
が

で
き

，
学

び
が

促
進

で
き

る
。

そ
の

よ
う

な
経

験
か

ら
正

答

を
導

き
出

す
こ

と
が

で
き

た
り

，
一

人
で

考
え

る
以

上
に

深
め

ら
れ

た
り

す
る

こ
と

で
，

数
学

を
学

ぶ
意

欲
や

態
度

を
一

層

向
上

さ
せ

た
い

と
考

え
て

い
る

。
 

①
論

理
的

思
考

力
を

用
い

て
問

題
に

取
り

組
む

力
を

育
て

る
。

 
②

既
習

の
内

容
を

用
い

て
問

題
に

取
り

組
む

こ
と

で
，

思
考

力
と

判
断

力
を

育
て

る
。

 
③

自
ら

問
題

に
取

り
組

む
と

と
も

に
，

他
者

の
考

え
方

も
取

り
入

れ
て

学
び

を
深

め
る

力
を

育
て

る
。

 

資資
料料

⑥⑥
  

【【
数数

学学
チチ

ーー
ムム

】】
 令
和

７
年

度
 

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ
ン

グ
教

材
開

発
レ

ポ
ー

ト
 

第第
２２

学学
年年

  
数数

学学
BB
CC
でで

のの
実実

践践
事事

例例
「「

ベベ
クク

トト
ルル

のの
内内

積積
とと

そそ
のの

意意
味味

」」
  

松
岡

 功
，

木
村

 晋
也

，
脇

 慶
太

，
川

田
 龍

輔
 

           １
 

学
習

指
導

過
程

 
平

面
上

の
ベ

ク
ト

ル
と

そ
の

演
算

（
10

時
間

）
…

本
時

は
7
時

間
目

 
ベ

ク
ト

ル
の

内
積

と
そ

の
意

味
 

○
本

時
の

目
標

 
ベ

ク
ト

ル
の

内
積

及
び

そ
の

基
本

的
な

性
質

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
平

面
図

形
の

性
質

を
見

出
し

，
他

分
野

と
の

関
連

を
含

め
て

多
面

的
に

考
察

す
る

。
計

算
と

説
明

を
用

い
て

学
習

内
容

を
的

確
に

表
現

す
る

。
 

 
学

習
活

動
 

指
導

上
，

留
意

し
た

点
 

問
題

に
取

り
組

む
。

 
１

 ２
つ

の
ベ

ク
ト
ル

 𝑎𝑎
，
𝑏𝑏�⃗  

の
内

積
は

 

 
𝑎𝑎𝑎･
𝑏𝑏�⃗ =

| 𝑎𝑎𝑎|
�𝑏𝑏�⃗ �

co
s𝜃𝜃

 
 

で
定

義
さ

れ
る

。
こ

の
関

係
式

を
用

い
て

内
積

の
意

味
を

 

説
明

せ
よ

。
 

  
 

 ２
 内

積
の

定
義

式
か

ら
 

 
co
s𝜃𝜃

=
��⃗ ･
��⃗

| ��⃗
| � ��⃗

� 

を
得

る
。

こ
こ

で
得

ら
れ

る
 c
os
𝜃𝜃 

の
値

は
1

年
次

に
数

学

の
他

分
野

で
学

習
し

た
内

容
と

本
質

的
に

同
じ

で
あ

る
。

 
   

 主
：

個
々

に
問

題
に

取
り

組
む

。
 

状
況

を
見

て
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

を
行

う
。

 

主
：

問
題

に
取

り
組

む
。

 

対
：

お
互

い
の

考
え

方
を

共
有

す
る

。
 

深
：

他
者

の
ア

イ
デ

ィ
ア

や
考

え
方

を
取

り
入

れ
る

。
 

    主
：

問
題

に
取

り
組

む
。

 

対
：

分
か

っ
た

こ
と

や
考

え
た

こ
と

を
共

有
す

る
。

 

深
：

既
習

の
内

容
を

用
い

て
問

題
に

取
り

組
む

。
 

 

 ２
 

実
践

後
の

生
徒

の
変

容
 

○
些

細
な

こ
と

で
も

気
付

い
た

事
柄

を
発

言
し

て
全

員
で

共
有

し
，

学
習

活
動

の
楽

し
さ

を
感

じ
て

い
る

様
子

が
見

ら
れ

た
。

過
去

の
学

習
内

容
を

復
習

し
て

新
た

な
学

習
内

容
と

関
連

さ
せ

る
こ

と
で

思
考

の
幅

を
広

げ
よ

う
と

い
う

意
識

が
見

ら
れ

た
。 

 ３
 

本
実

践
で

の
課

題
 

■
計

算
方

法
が

似
て

い
る

こ
と

に
気

付
き

，
関

連
が

あ
る

こ
と

を
理

解
で

き
る

と
こ

ろ
ま

で
は

ほ
と

ん
ど

の
生

徒
が

到
達

 
 

で
き

た
。

具
体

例
を

作
っ

て
説

明
す

る
段

階
ま

で
理

解
を

深
め

表
現

力
を

高
め

る
こ

と
が

こ
れ

か
ら

の
課

題
で

あ
る

。
 

こ
の

関
係

式
を

用
い

て
内

積
の

意
味
を

説
明

せ
よ

。
 

〔
期

待
す
る

生
徒
の

ま
と
め

の
こ
と

ば
〕

 

相
関

係
数

を
求

め
る

と
き

と
同

じ
計

算
を

し
て

い
る

。
 

ベ
ク

ト
ル

の
内

積
は

ベ
ク

ト
ル

の
相

関
を

求
め

る
こ

と
に

つ
な

が
る

。
 

内
積

の
定

義
か

ら
得

ら
れ

る
co
s𝜃𝜃

と
同

じ
内

容
を

見
つ

け
出

し
計

算
方
法

と
数

式
の

意
味

を
説

明
せ
よ

。
 

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
通

し
て

生
徒

に
つ

け
さ

せ
た

い
力

 

－26－

 



資資
料料

③③
  

【【
地地

歴歴
公公

民民
チチ

ーー
ムム

】】
 
 

 令
和

７
年

度
〈

年
間

目
標

と
指

導
計
画

〉
 

１
．
（
 

地
歴

公
民

 
）

科
 
 

 
 
チ

ー
ム

（
 

B 
）、

メ
ン

バ
ー

（
 

香
西

、
寒

川
、

十
河
、

新
谷

、
森

 
）

 
２

．
教
科

・
科

目
 

全
体

目
標

 
社

会
的

事
象

の
歴

史
的

な
見

方
・

考
え

方
を

働
か

せ
、

課
題

を
追

究
し

た
り

解
決

し
た

り
す

る
活

動
を

通
し

て
、

 

広
い

視
野

に
立

ち
、

グ
ロ

ー
バ

ル
化

す
る

国
際

社
会

に
主

体
的

に
生

き
る

平
和

で
民

主
的

な
国

家
及

び
社

会
の

有
為

な
 

形
成

者
に

必
要

な
公

民
と

し
て

の
資

質
・

能
力

を
次

の
と

お
り

育
成

す
る

こ
と

を
目

指
す

。
 

３
．

対
象

科
目

 
日

本
史
探

究
 

４
．

対
象

学
年

 
3 

年
 

５
．
【
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ
】

 

教
 
育

 目
 標

 
多

様
化

し
た

国
際

社
会

で
生

き
て

い
く

た
め

に
各

教
科

の
専

門
性

を
深

め
る

と

と
も

に
、

学
際

的
な

幅
広

い
教

養
を
 

身
に

つ
け
る

 

社
会

の
様

々
な

事
象

に
好

奇
心

を
 

持
ち

、
よ

り
よ

い
未

来
を

創
造

す
る

た

め
試

行
錯

誤
し

、
課

題
を

解
決

し
よ

う

と
す

る
力
を

身
に
つ

け
る
 

他
を

尊
重

し
な

が
ら

協
働

す
る

中
で

、

適
切

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
用

い

て
、

自
分

の
考

え
を

表
現

す
る

力
を
 

身
に

つ
け
る
 

学
校

内
外

に
わ

た
っ

て
教

育
活

動
に

 

積
極

的
に

関
わ

り
、

自
ら

目
標

を
定

め

て
主

体
的

・
計

画
的

に
取

り
組

み
、

 

自
ら

律
し

て
品

位
あ

る
生

活
を

営
む

 

姿
勢

を
身
に

つ
け
る
 

国
際

社
会

で

生
き

る
た

め

の
基

礎
学

力
 

論
 理

 的
 

思
 考

 力
 

専
 門

 的
 

な
 知

 識
 

課
題

発
見

 

・
 

解
決

能
力

 

粘
り

強
く

取
り

組
む

力
 

発
想

力
と

創
 
造

 
力

 

協
働

す
る

姿
勢

・
力

 

自
分

の
意

見
・
 

考
え

を
表

現

で
き

る
力

 

学
ん

だ
力

を

活
用

・
応

用
 

で
き

る
力

 

物
事

に
 

主
体

的
に

取
り

組
む

力
 

計
 
画

 
を

 
 

立
 
て

 
て

 

行
動

す
る

力
 

豊
 
か

 
な

 

人
 
間

 
性

 

・
 

社
 
会

 
性

 

 
○

 
 

  
 

○
  

 
  

○
  

 
 

 

 ６
．

教
科

・
科

目
 

年
間

到
達

目
標

 
 

①
知

識
・

技
能

 

歴
史

的
諸

事
象

・
人

物
及

び
歴

史
の

流
れ

に
つ

い
て

、
教

科
書

の
基

本
的

な
内

容
を

も
と

に
、

資
(
史

)料
集

の
歴

史
地

図
・

写
真

・
史

料
等

と
関

連
づ

け
て

よ
り

深
く

理
解

し
、

歴
史

的
事

象
等

を
多

面
的

・
多

角
的

に
理

解
さ

せ
、

課
題

を
 

把
握

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

②
思

考
・

判
断

・
表

現
 

歴
史

的
諸

事
象

の
意

味
や

意
義

、
各

地
域

・
各

時
代

の
特

色
や

相
互

の
関

連
に

つ
い

て
考

察
し

た
こ

と
を

ふ
ま

え
、
 

世
界

的
視

野
に

立
っ

て
我

が
国

及
び

世
界

の
諸

課
題

や
社

会
の

変
化

に
気

づ
き

、
課

題
解

決
の

た
め

に
考

え
、

行
動

す
る

 

こ
と

が
で

き
る

。
 

③
主

体
的

に
学

習
に

取
り

組
む

態
度

 

我
が

国
及

び
世

界
の

形
成

の
歴

史
的

過
程

に
加

え
、

各
地

域
・

各
時

代
の

生
活

・
文

化
の

特
色

に
つ

い
て

興
味

・
関

心
を

 

持
っ

て
学

び
、
そ

れ
を

も
と

に
国

際
社

会
に

主
体

的
に

生
き

国
家
・
社

会
を

形
成

す
る

国
民

と
し

て
の

責
務

を
果

た
そ

う
と

す
る

と
と

も
に

、
他

国
や

他
国

の
文

化
を

尊
重

し
、

主
体

的
に

国
際

協
調

の
精

神
を

養
お

う
と

し
て

い
る

。
 

７
．
【
年

間
指

導
計

画
】

※
パ
フ

ォ
ー
マ

ン
ス

課
題

に
つ

い
て

 

学
期
（
段

階
）
ご

と
、 

単
元

ご
と

な
ど
 

 
 
↓ 

到
達

目
標

・
活

動
内

容
 

評
 

 
価

 
評

価
方
法

 
（

パ
フ

ォ
ー

マ
ン
ス

課
題
の

内
容

）
 

評
価

観
点

・
基

準
 

1
学

期
 

 
明

治
新

政
府

の
諸

制
度

改
革

が
 

地
域

社
会

に
も

た
ら

し
た

変
化

に
 

注
目

さ
せ

、
そ

れ
が

国
際

環
境

や
 

地
域

社
会

に
ど

の
よ

う
な

影
響

を
与

え

た
の

か
を

考
察

、
分

析
す

る
こ

と
で

、

歴
史

的
事

象
の

因
果

関
係

を
理

解
し

 

そ
れ

を
ま

と
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

小
論

文
 

①
 
知

識
・

技
能

 

指
定

さ
れ

た
条

件
に

対
し

て
、

こ
れ

ま
で

に

学
習

し
た

内
容

を
ふ

ま
え

て
答

え
る

こ
と

が

で
き

て
お

り
、

歴
史

用
語

や
そ

の
定

義
を

 

正
し

い
文

脈
で

活
用

す
る

こ
と

が
で

き
て

 

い
る

。
 

②
 
思

考
・

判
断

・
表

現
 

自
分

の
立

場
が

明
確

に
示

さ
れ

て
お

り
、

 

史
料

・
デ

ー
タ

を
活

用
し

て
適

切
な

具
体

例

を
挙

げ
な

が
ら

、
説

得
力

の
あ

る
表

現
が

 

で
き

て
い

る
。

 

③
 
主

体
的

に
学

習
に

取
り

組
む

態
度

 

既
習

事
項

を
ふ

ま
え

た
意

見
を

述
べ

る
こ

と

が
で

き
て

お
り

、
近

代
以

降
の

学
習

内
容

や

現
代

社
会

に
つ

な
が

る
課

題
を

見
つ

け
る

 

こ
と

が
で

き
て

い
る

。
 

2
学

期
 

 
 

第
一

次
世

界
大

戦
前

の
国

際
関

係
と

対
立

の
状

況
を

理
解

し
、

第
一

次
 

世
界

大
戦

が
日

本
の

社
会

経
済

や
 

政
治

に
及

ぼ
し

た
影

響
に

つ
い

て
 

考
察

、
分

析
す

る
こ

と
で

、
歴

史
的

 

事
象

の
因

果
関

係
を

理
解

し
そ

れ
を

 

ま
と

め
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

小
論

文
 

 

本
校

で
は

，
生

徒
同

士
の

学
び

合
い

を
通

じ
て

理
解

を
深

め
る

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
の

手
法

を
取

り
入

れ
た

 
 

授
業

を
可

能
な

限
り

設
け

て
い

る
。

今
回

は
近

世
の

幕
開

け
と

し
て

，
豊

臣
秀

吉
の

天
下

統
一

前
後

で
変

化
し

た
こ

と
，

変
化

し
て

い
な

い
こ

と
を

考
察

さ
せ

，
そ

こ
か

ら
近

世
の

特
徴

を
中

世
・

近
代

と
比

較
し

て
表

現
す

る
た

め
に

自
ら

 
 

「
問

い
」

を
設

定
さ

せ
る

こ
と

に
し

た
。

近
世

の
特

徴
に

つ
い

て
多

面
的

・
多

角
的

に
考

察
し

，
時

代
を

通
観

す
る

 
 

問
い

を
表

現
す

る
力

を
身

に
つ

け
さ

せ
た

い
。

 

資資
料料

⑥⑥
  

【【
地地

歴歴
公公

民民
チチ

ーー
ムム

】】
  

令
和

７
年

度
 

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ
ン

グ
教

材
開

発
レ

ポ
ー

ト
 

第第
２２

学学
年年

  
日日

本本
史史

探探
究究

でで
のの

実実
践践

事事
例例

「「
近近

世世
のの

幕幕
開開

けけ
」」

  

⾹
⻄

 佑
弥

，
寒

川
 勝

寬
，

十
河

 佳
子

，
新

谷
 政

徳
，

森
 一

真
 

        １
 

学
習

指
導

過
程

 

 
 

 
 

 
 

近
世

の
幕

開
け

（
５

時
間

）
 

 
 

 
 

 
 

対
外

政
策

と
侵

略
戦

争
（

1
時

間
）

…
本

時
は

４
時

間
目

 

○
本

時
の

目
標

 
 

・
豊

⾂
秀

吉
が

信
⻑

の
後

継
者

の
地

位
を

確
⽴

し
，

さ
ら

に
関

白
と

し
て

全
国

を
統

一
す

る
過

程
を

考
察

し
，

ま
た

日
本

を
 

 
東

ア
ジ

ア
の

中
心

と
す

る
新

し
い

国
際

秩
序

を
志

し
た

こ
と

を
理

解
で

き
る

。
 

・
近

世
の

特
徴

に
つ

い
て

，
戦

争
と

平
和

，
政

治
と

経
済

の
観

点
か

ら
中

世
や

近
代

と
も

比
較

し
て

問
い

を
表

現
す

る
こ

と
が

 
で

き
る

。
 

学
習

活
動

 
指

導
上

，
留

意
し

た
点

 
・

豊
⾂

秀
吉

の
全

国
統

一
ま

で
の

過
程

に
つ

い
て

近
く

の
 

人
と

お
互

い
に

説
明

し
あ

う
。

 
・

豊
⾂

秀
吉

の
全

国
統

一
前

後
で

変
化

し
た

こ
と

，
変

化
し

な
か

っ
た

こ
と

を
教

科
書

・
資

料
集

な
ど

か
ら

考
察

す
る

。 
・

豊
⾂

秀
吉

の
朝

鮮
侵

略
が

住
⺠

や
国

⼟
の

荒
廃

だ
け

で
な

く
，豊

富
政

権
の

衰
退

に
至

っ
た

点
に

つ
い

て
考

察
す

る
。 

・
近

く
の

人
と

意
見

を
交

換
す

る
。

 
    

主
：

既
習

事
項

に
つ

い
て

自
分

の
言

葉
で

表
現

で
き

る
。

 
 主

：
自

分
の

意
見

の
根

拠
と

な
る

情
報

を
読

み
取

る
力

を
身

に
つ

け
る

。
 

  対
：

意
見

交
換

を
し

て
気

づ
か

な
か

っ
た

点
，

ま
た

新
た

に
気

づ
い

た
点

を
確

認
す

る
。

 
  

・
織

⽥
信

⻑
の

統
一

事
業

，
豊

⾂
秀

吉
の

全
国

統
一

，
 

 
秀

吉
の

朝
鮮

侵
略

と
続

く
織

豊
政

権
の

特
色

な
ど

か
ら

，
近

世
の

特
徴

に
つ

い
て

考
察

す
る

。
 

・
近

世
の

特
徴

に
つ

い
て

の
問

い
を

ま
と

め
る

 

深
：

こ
れ

ま
で

に
学

習
し

た
歴

史
的

事
象

を
も

と
に

，
 

 
戦

争
と

平
和

，
政

治
と

経
済

の
観

点
か

ら
考

え
を

 
 

深
め

る
。

 

対
：

ま
と

め
た

事
項

を
分

か
り

や
す

く
伝

え
ら

れ
る

よ
う

に
工

夫
す

る
。

 
 

２
 

実
践

後
の

生
徒

の
変

容
 

○
 

こ
れ

ま
で

は
既

習
事

項
を

あ
と

か
ら

お
互

い
に

振
り

か
え

る
こ

と
で

歴
史

の
流

れ
を

理
解

し
て

い
た

が
，

問
い

を
表

現
す

る
た

め
に

は
こ

れ
か

ら
学

ぶ
先

の
時

代
の

こ
と

も
考

察
す

る
必

要
が

あ
っ

た
た

め
，

仮
説

を
⽴

て
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。
 

３
 

本
実

践
で

の
課

題
 

■
「

問
い

」
を

表
現

さ
せ

る
こ

と
は

初
め

て
だ

っ
た

が
，

ま
だ

歴
史

の
流

れ
を

意
識

で
き

て
い

な
い

部
分

も
あ

る
た

め
，

今
後

も
，

学
ん

だ
こ

と
か

ら
そ

の
先

に
ど

う
つ

な
が

っ
て

い
く

の
か

を
考

え
さ

せ
る

授
業

作
り

に
励

み
た

い
。

 
 

〔
期

待
す
る

生
徒
の

ま
と
め

の
こ
と

ば
〕

 

過
去

の
成

功
事

例
か

ら
学

び
，

課
題

を
解

決
す

る
必

要
が

あ
る

。 
過

去
の

失
敗

を
繰

り
返

さ
な

い
よ

う
に

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

近
世

の
特

徴
に

つ
い

て
問

い
を

表
現

し
よ

う
 

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
通

し
て

生
徒

に
つ

け
さ

せ
た

い
力
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資資
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④④
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【【
地地

歴歴
公公

民民
チチ
ーー

ムム
】】

  

 
 

 
 
 

 
 
 
令

和
７

年
度

 
単
元
指

導
案

①
（

 
地
理
歴

史
 

）
科

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
チ

ー
ム
：（

 
B 

）
メ
ン

バ
ー
：（

 
香
西
、
寒

川
、
十
河

、
新
谷

、
森

 
）  

  
  

  
  

  
  

科
目

名
 

日
本

史
探

究
 

学
年
 

3
年
 

１
．

単
元

名
 

第
Ⅳ

部
 

近
代

・
現

代
 
第

1
2
章
 

近
代

国
家

の
成

立
 

２
．
期
間
（

時
数

） 
6
月

上
旬

～
6
月
下

旬
 
 

３
．

単
元

目
標
 

【
到

達
目

標
】
 

観
点

別
評

価
基

準
 

※
育

て
た

い
生

徒
像

・身
に

つ
け

さ
せ

た
い

力
 

 
明

治
新

政
府

の
諸

制
度

改
革

が
地

域
社

会
に

も

た
ら

し
た

変
化

に
注

目
さ

せ
、

そ
れ

が
国

際
環

境

や
地

域
社

会
に

ど
の

よ
う

な
影

響
を

与
え

た
の

か

を
考

察
、

分
析

す
る

こ
と

で
、

歴
史

的
事

象
の
 

因
果

関
係

を
理

解
し

そ
れ

を
ま

と
め

る
こ

と
が
 

で
き

る
。
 

観
点

 
配

点
 

評
価

内
容

 
配

点
 

知
識

・
技

能
 

 

40
 

定
期

考
査
 

40
 

 
 

思
考
・
判

断
・
 

表
現
 

40
 

定
期

考
査
 

30
 

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
課

題
 

10
 

主
体

的
に

学

習
に

取
り

組

む
態

度
 

20
 

提
出

物
な

ど
 

20
 

 
 

４
．

評
価

方
法
 

【
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

課
題

】
 

【
課

題
】
 

明
治

新
政

府
に

よ
る

近
代

的
中

央
集

権
体

制
の

構
築

過
程

に
お

い
て

出
さ

れ
た

様
々

な
政

策
の

中
で

、
 

そ
の

後
の

日
本

社
会

に
一

番
影

響
を

与
え

た
政

策
は

何
だ

と
思

う
か

。
ま

た
そ

れ
が

現
代

の
日

本
に
 

ど
の

よ
う

に
つ

な
が

っ
て

い
る

と
予
想

さ
れ

る
か

。
あ

な
た

の
考
え
を

3
0
0
字

程
度

で
ま

と
め
る

こ
と

。
 

【
注

意
点

】
 

・
こ

れ
ま

で
学

習
し

た
中

で
の

政
策
に

限
る
 

・
影

響
に

つ
い

て
は

、
社

会
的

・
経
済

的
・

政
治

的
な

ど
様

々
な
側

面
か

ら
考

察
す

る
 

・
自

分
の

言
葉

で
書

く
こ

と
 

５
．

評
価

観
点

・
 

基
準
 

（
パ

フ
ォ

ー
マ

ン

ス
課

題
の

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

）
 

観
 

点
 

記
 

述
 

語
 

レ
ベ

ル

／
点

数
 

①
 
 

知
識

・
技

能
 

 

指
定

さ
れ

た
条

件
に

対
し

て
、
こ

れ
ま

で
に

学
習

し
た

内
容

を
ふ

ま
え

て
答

え
る

こ
と

が
で

き
て

お
り

、
歴

史
用

語
や

そ
の

定
義

を
正

し
い

文
脈

で
活

用
す

る
こ

と
が

で
き

て
い

る
。

 
3 

指
定

さ
れ

た
条

件
に

対
し

て
、
こ

れ
ま

で
に

学
習

し
た

内
容

を
ふ

ま
え

て
答

え
る

こ
と

が
で

き
て

い
る

が
、

歴
史

用
語

や
そ

の
定

義
を

適
切

に
活

用
す

る
こ

と
が

 
で

き
て

い
な

い
。

 

2 

指
定

さ
れ

た
条

件
に

対
し

て
、
こ

れ
ま

で
に

学
習

し
た

内
容

を
ふ

ま
え

て
答

え
る

こ
と

が
で

き
て

お
ら

ず
、

歴
史

用
語

や
そ

の
定

義
を

活
用

し
た

レ
ポ

ー
ト

に
 

な
っ

て
い

な
い

。
 

1 

②
 
 

思
考

・
判

断
・

表
現

 
 

自
分

の
立

場
が

明
確

に
示

さ
れ

て
お

り
、

史
料

・
デ

ー
タ

を
活

用
し

て
適

切
な

 
具

体
例

を
挙

げ
な

が
ら

、
説

得
力

の
あ

る
表

現
が

で
き

て
い

る
。

 

（
特

に
優

れ
て

い
る

）
 

3 

自
分

の
立

場
は

明
確

に
な

っ
て

い
る

が
、
史

料
・
デ

ー
タ

を
活

用
し

た
具

体
例

が

1
つ

も
挙

げ
ら

れ
て

お
ら

ず
、

や
や

説
得

力
に

欠
け

る
表

現
と

な
っ

て
い

る
。

 
2 

自
分

の
立

場
が

明
確

に
な

っ
て

お
ら

ず
、
史

料
・
デ

ー
タ

を
活

用
し

た
具

体
例

が

1
つ

も
挙

げ
ら

れ
て

い
な

い
た

め
、

説
得

力
の

な
い

表
現

と
な

っ
て

い
る

。
 

1 

③
 
 

主
体

的
に

学
習

に
 

取
り

組
む

態
度

 

既
習

事
項

を
ふ

ま
え

た
意

見
を

述
べ

る
こ

と
が

で
き

て
お

り
、

近
代

以
降

の
 

学
習

内
容

や
現

代
社

会
に

つ
な

が
る

課
題

を
見

つ
け

る
こ

と
が

で
き

て
い

る
。

 

（
特

に
優

れ
て

い
る

）
 

2 

既
習

事
項

を
ふ

ま
え

た
意

見
に

な
っ

て
お

ら
ず

、
近

代
以

降
の

学
習

内
容

や
 

現
代

社
会

の
課

題
と

の
つ

な
が

り
を

意
識

す
る

こ
と

が
で

き
て

い
な

い
。

 
1 

６
．

単
元

の
指

導
 

 
 

計
画
  

【
日

本
史

探
究

】
第

1
2
章

 
近

代
国

家
の

成
立

 

１
．

 明
治

維
新

と
富

国
強

兵
･
･
･
４

時
間

 

２
．

 立
憲

国
家

の
成

立
･
･
･
４

時
間

 

 

資資
料料

⑤⑤
--
11
  

【【
地地

歴歴
公公

民民
チチ
ーー

ムム
】】

  

  
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

課
題

 
生
徒

作
品
①
 

チ
ー

ム
：
（
 

B
 
: 
日
本

史
探
究

 
）
 

メ
ン

バ
ー

：（
 
香
西

，
寒
川

，
十

河
，

新
谷

，
森

 
）
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資資
料料

④④
--
22
  

【【
地地

歴歴
公公

民民
チチ
ーー

ムム
】】

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 
 

 
 
 
令

和
７

年
度

 
単
元
指

導
案

②
（

 
地
歴
公

民
 

）
科

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

チ
ー

ム
：（

Ｂ
）
メ
ン

バ
ー
：（

 
香
西

、
寒
川

、
十
河

、
新
谷

、
森
 
）  

  
  

  
  

  
  

科
目

名
 

日
本

史
探

究
 

学
年
 

3
年
 

１
．

単
元

名
 

第
Ⅳ

部
 

近
代

・
現

代
 
第

1
3
章
 

近
代

国
家

の
展

開
、
第

1
4
章

 
近

代
の

産
業

と
生
活

 

２
．
期
間
（

時
数

） 
1
0
月
中

旬
～

1
0
月

下
旬
 

３
．

単
元

目
標
 

【
到

達
目

標
】
 

観
点

別
評

価
基

準
 

※
育

て
た

い
生

徒
像

・身
に

つ
け

さ
せ

た
い

力
 

 
日

本
国

内
の

政
治

・
社

会
に

お
け

る
近

代
化

の
 

一
方

、
条

約
改

正
の

実
現

と
日

清
・

日
露

戦
争

を

経
て

、
日

本
の

国
際

的
な

立
場

は
ど

の
よ

う
に
 

変
容

し
て

い
っ

た
の

か
を

考
え

さ
せ

る
と

と
も

に
、

第
一

次
世

界
大

戦
に

よ
っ

て
大

戦
景

気
と
 

な
っ

た
背

景
と

飛
躍

的
に

伸
び

た
産

業
や

輸
出

品

を
具

体
的

に
考

察
さ

せ
る

。
 

観
点

 
配

点
 

評
価

内
容

 
配

点
 

知
識

・
技

能
 

 
40

 
定

期
考
査
 

40
 

 
 

思
考
・
判

断
・

 
表

現
 

40
 

定
期

考
査

 
30

 
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

課
題

 
10

 

主
体

的
に

学

習
に

取
り

組

む
態

度
 

20
 

提
出

物
な

ど
 

20
 

 
 

 
 

４
．

評
価

方
法
 

【
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

課
題

】
 

【
課

題
】
 

①
棚

次
辰

吉
の

資
料

と
第

一
次

世
界

大
戦

前
後

の
東

か
が

わ
市

に
お

け
る

手
袋

生
産

額
推

移
の

表
を
 

参
考

に
、

第
一

次
世

界
大

戦
に

よ
っ

て
東

か
が

わ
市

で
は

ど
の

よ
う

な
影

響
を

受
け

た
か

。
当

時
の

日
本

の

状
況

も
含

め
、

1
50

字
以

上
で

書
き
な

さ
い

。
 

②
東

か
が

わ
市

を
中

心
と

す
る

こ
の

一
帯

は
、

現
在

日
本

唯
一

の
手

袋
産

地
で

あ
り

、
日

本
国

内
で
 

生
産

さ
れ

る
手

袋
の

う
ち

約
9
0
％

以
上

の
生

産
量

を
維

持
し

続
け

て
い

る
。

手
袋

生
産

額
推

移
の

表
の
 

第
一

次
世

界
大

戦
後

の
変

化
を

参
考

に
、

東
か

が
わ

市
が

手
袋

産
地

と
し

て
長

く
発

展
し

て
い

る
理

由
を

 

2
0
0
字
以

上
で

書
き

な
さ

い
。

※
あ
な

た
自

身
の

考
え

(仮
説

)
を
立

て
て

説
明

す
る

こ
と
。

 

５
．

評
価

観
点

・
 

基
準
 

（
パ

フ
ォ

ー
マ

ン

ス
課

題
の

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

）
 

観
 

点
 

記
 

述
 

語
 

レ
ベ

ル

／
点

数
 

①
 
 

知
識

・
技

能
 

 

指
定

さ
れ

た
条

件
に

対
し

て
、
こ

れ
ま

で
に

学
習

し
た

内
容

を
ふ

ま
え

て
答

え
る

こ
と

が
で

き
て

お
り

、
歴

史
用

語
や

そ
の

定
義

を
正

し
い

文
脈

で
活

用
す

る
こ

と

が
で

き
て

い
る

。
 

3 

指
定

さ
れ

た
条

件
に

対
し

て
、
こ

れ
ま

で
に

学
習

し
た

内
容

を
ふ

ま
え

て
答

え
る

こ
と

が
で

き
て

い
る

が
、
歴

史
用

語
や

そ
の

定
義

を
適

切
に

活
用

す
る

こ
と

が
で

き
て

い
な

い
。

 
2 

指
定

さ
れ

た
条

件
に

対
し

て
、
こ

れ
ま

で
に

学
習

し
た

内
容

を
ふ

ま
え

て
答

え
る

こ
と

が
で

き
て

お
ら

ず
、
歴

史
用

語
や

そ
の

定
義

を
活

用
し

た
レ

ポ
ー

ト
に

な
っ

て
い

な
い

。
 

1 

②
 
 

思
考

・
判

断
・

表
現

 
 

自
分

の
立

場
が

明
確

に
示

さ
れ

て
お

り
、
史

料
・
デ

ー
タ

を
活

用
し

て
適

切
な

具

体
例

を
挙

げ
な

が
ら

、
説

得
力

の
あ

る
表

現
が

で
き

て
い

る
。

 

（
特

に
優

れ
て

い
る

）
 

3 

自
分

の
立

場
は

明
確

に
な

っ
て

い
る

が
、
史

料
・
デ

ー
タ

を
活

用
し

た
具

体
例

が

1
つ

も
挙

げ
ら

れ
て

お
ら

ず
、

や
や

説
得

力
に

欠
け

る
表

現
と

な
っ

て
い

る
。

 
2 

自
分

の
立

場
が

明
確

に
な

っ
て

お
ら

ず
、
史

料
・
デ

ー
タ

を
活

用
し

た
具

体
例

が

1
つ

も
挙

げ
ら

れ
て

い
な

い
た

め
、

説
得

力
の

な
い

表
現

と
な

っ
て

い
る

。
 

1 

③
 
 

主
体

的
に

学
習

に
 

取
り

組
む

態
度

 

既
習

事
項

を
ふ

ま
え

た
意

見
を

述
べ

る
こ

と
が

で
き

て
お

り
、
近

代
以

降
の

学
習

内
容

や
現

代
社

会
に

つ
な

が
る

課
題

を
見

つ
け

る
こ

と
が

で
き

て
い

る
。

 

（
特

に
優

れ
て

い
る

）
 

2 

既
習

事
項

を
ふ

ま
え

た
意

見
に

な
っ

て
お

ら
ず

、
近

代
以

降
の

学
習

内
容

や
現

代

社
会

の
課

題
と

の
つ

な
が

り
を

意
識

す
る

こ
と

が
で

き
て

い
な

い
。

 
1 

６
．

単
元

の
指

導
 

 
 

計
画
  

【
日

本
史

探
究

】
 

第
1
3
章

 
近

代
国

家
の

展
開

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
第

1
4
章

 
近

代
の

産
業

と
生

活
 

１
.
日

清
・

日
露

戦
争

と
国

際
関

係
･
･
･
３

時
間

 
 

 
 

 
 

 
１

.
近

代
産

業
の

発
展

･
･
･
３

時
間

 

２
.
第

一
次

世
界

大
戦

と
日

本
･
･
･
３

時
間

 
 

 
 

 
 

 
 

 
２

.
近

代
文

化
の

発
達

･
･
･
３

時
間

 

３
.
ワ

シ
ン

ト
ン

体
制

･
･
･
３

時
間

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
３

.
市

民
生

活
の

変
容

と
大

衆
文

化
･
･
･
２

時
間

 

 

資資
料料

⑤⑤
--
22
  

【【
地地

歴歴
公公

民民
チチ
ーー

ムム
】】

  

  
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

課
題

 
生
徒

作
品
②
 

チ
ー

ム
：
（
 

B
 
: 
日
本

史
探
究

 
）
 

メ
ン

バ
ー

：（
 
香
西

，
寒
川

，
十

河
，

新
谷

，
森

 
）

  

  
  

 

 
                     

－29－

 



資資
料料

③③
  

【【
英英

語語
チチ

ーー
ムム

】】
 

令
和

7
年

度
〈

年
間

目
標

と
指

導
計
画

〉
 

１
．
（
 

英
語

 
）

科
 

 
 
 

チ
ー
ム

（
 

C 
）
、

メ
ン
バ

ー
（
 

○
佐

野
・

山
崎

・
道

久
 
）

 
２

．
教
科

・
科

目
 

全
体

目
標

 
 

外
国

語
に

よ
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

お
け

る
見

方
・

考
え

方
を

働
か

せ
、

外
国

語
に

よ
る

聞
く

こ
と

、
読

む
こ

と
、
 

話
す

こ
と

、
書

く
こ

と
の

言
語

活
動

及
び

こ
れ

ら
を

結
び

付
け

た
統

合
的

な
言

語
活

動
を

通
し

て
、

情
報

や
考

え
な

ど
を
 

的
確

に
理

解
し

た
り

適
切

に
表

現
し

た
り

伝
え

合
っ

た
り

す
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

図
る

資
質

・
能

力
を

育
成

す
る
 

こ
と

を
目

指
す

。
 

３
．

対
象

科
目

 
英

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅲ
 

４
．

対
象

学
年

 
3 

年
 

５
．
【
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ
】

 

教
 
育

 目
 標

 
多

様
化

し
た

国
際

社
会

で
生

き
て

い
く

た
め

に
各

教
科

の
専

門
性

を
深

め
る

と

と
も

に
、

学
際

的
な

幅
広

い
教

養
を

 

身
に

つ
け
る

 

社
会

の
様

々
な

事
象

に
好

奇
心

を
 

持
ち

、
よ

り
よ

い
未

来
を

創
造

す
る

た

め
試

行
錯

誤
し

、
課

題
を

解
決

し
よ

う

と
す

る
力
を

身
に
つ

け
る
 

他
を

尊
重

し
な

が
ら

協
働

す
る

中
で

、

適
切

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
用

い

て
、

自
分

の
考

え
を

表
現

す
る

力
を
 

身
に

つ
け
る
 

学
校

内
外

に
わ

た
っ

て
教

育
活

動
に

 

積
極

的
に

関
わ

り
、

自
ら

目
標

を
定

め

て
主

体
的

・
計

画
的

に
取

り
組

み
、

 

自
ら

律
し

て
品

位
あ

る
生

活
を

営
む

 

姿
勢

を
身
に

つ
け
る
 

国
際

社
会

で

生
き

る
た

め

の
基

礎
学

力
 

論
 理

 的
 

思
 考

 力
 

専
 門

 的
 

な
 知

 識
 

課
題

発
見

 

・
 

解
決

能
力

 

粘
り

強
く

取
り

組
む

力
 

発
想

力
と

創
 
造

 
力

 

協
働

す
る

姿
勢

・
力

 

自
分

の
意

見
・
 

考
え

を
表

現

で
き

る
力

 

学
ん

だ
力

を

活
用

・
応

用
 

で
き

る
力

 

物
事

に
 

主
体

的
に

取
り

組
む

力
 

計
 
画

 
を

 
 

立
 
て

 
て

 

行
動

す
る

力
 

豊
 
か

 
な

 

人
 
間

 
性

 

・
 

社
 
会

 
性

 

○
 

 
 

  
 

  
 

  
  

 
 

 

 ６
．

対
象

科
目

の
 

年
間

到
達

目
標

 
 

①
 

知
識

・
技

能
 

外
国

語
の

音
声

や
語

彙
、

表
現

、
文

法
、

言
語

の
働

き
な

ど
の

高
度

な
知

識
を

身
に

付
け

て
お

り
、

こ
れ

ら
の

知
識

を
 

駆
使

し
て

、
聞

く
こ

と
、

読
む

こ
と

、
話

す
こ

と
、

書
く

こ
と

に
よ

る
実

際
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

お
い

て
、

 

多
様

な
目

的
や

場
面

、
状

況
な

ど
に

応
じ

て
適

切
に

か
つ

正
確

に
活

用
で

き
る

技
能

を
身

に
つ

け
て

い
る

。
 

②
 

思
考

・
判

断
・

表
現

 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

行
う

目
的

や
場

面
、
状

況
な

ど
に

応
じ

て
、
日

常
的

な
話

題
や

社
会

的
な

話
題

に
つ

い
て

外
国

語

で
聞

い
た

り
読

ん
だ

り
し

た
も

の
に

対
し

て
、
そ

の
情

報
や

考
え

な
ど

の
概

要
や

要
点

、
詳

細
、
話

し
手

や
書

き
手

の
意

図

な
ど

を
応

用
的

な
内

容
で

も
適

切
に

か
つ

正
確

に
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

ま
た

、
こ

れ
ら

の
理

解
し

た
内

容
や

、
 

関
連

す
る

話
題

に
対

す
る

自
分

自
身

の
気

持
ち

や
意

見
な

ど
に

つ
い

て
、

外
国

語
を

駆
使

し
、

話
し

た
り

書
い

た
り

し
て
 

流
暢

に
や

り
と

り
を

続
け

る
こ

と
が

で
き

る
。

ま
た

、
自

ら
発

見
し

た
課

題
に

つ
い

て
他

者
と

協
働

し
て

取
り

組
み

、
 

多
様

な
考

え
を

理
解

し
合

い
な

が
ら

、
多

面
的

・
多

角
的

に
議

論
を

深
め

る
こ

と
で

、
課

題
解

決
に

臨
む

こ
と

が
で

き
る

。
 

③
 

主
体

的
に

学
習

に
取

り
組

む
態

度
 

外
国

語
を

用
い

て
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
図

る
大

切
さ

を
知

り
、

言
語

や
そ

の
背

景
に

あ
る

文
化

に
対

す
る

関
心

を
 

持
っ

て
、

相
手

に
配

慮
し

な
が

ら
、

外
国

語
で

得
た

情
報

を
活

用
し

て
、

自
律

的
、

主
体

的
に

外
国

語
を

用
い

て
 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

図
ろ

う
と

し
て

い
る

。
 

７
．
【
年

間
指

導
計

画
】

※
パ
フ

ォ
ー
マ

ン
ス

課
題

に
つ

い
て

 

学
期
（

段
階

）
ご

と
、 

単
元

ご
と

な
ど
 

 
 
↓ 

到
達

目
標

・
活

動
内

容
 

評
 

 
価

 
評

価
方
法

 
（

パ
フ

ォ
ー

マ
ン
ス

課
題
の

内
容
）
 

評
価

観
点

・
基

準
 

1
学

期
 

40
0

語
程

度
の

英
文

 
（

質
問

文
を

 

含
め

る
と

76
0
語

程
度

）
を

10
分

で

読
み

、
10

問
の

英
語

の
質

問
に

 

答
え

る
。

 
（

選
択

肢
あ

り
）

 
 ※

1
問

1
点

と
し

、
10

点
満

点
で

 

評
価

す
る

。
 

Re
ad

in
g 

Te
st

 
（

レ
ベ
ル

1）
 

思
考

・
判

断
・

表
現

 

あ
る

特
定

の
話

題
に

つ
い

て
書

か
れ

た
 

英
文

を
速

読
し

、
そ

の
情

報
や

考
え

な
ど

の
概

要
や

要
点

、
詳

細
、

書
き

手
の

意
図

な
ど

を
適

切
に

か
つ

正
確

に
捉

え
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

2
学

期
 

40
0

語
程

度
の

英
文

 
（

質
問

文
を

 

含
め

る
と

99
0
語

程
度

）
を

10
分

で

読
み

、
10

問
の

英
語

の
質

問
に

 

答
え

る
。

 
（

選
択

肢
あ

り
）

 
 ※

1
問

1
点

と
し

、
10

点
満

点
で

 

評
価

す
る

。
 

Re
ad

in
g 

Te
st

 
（

レ
ベ
ル

2）
 

 

本
校

で
は

，
生

徒
同

士
の

学
び

合
い

を
通

じ
て

理
解

を
深

め
る

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
手

法
を

取
り

入
れ

た
授

業
を

可
能

な
限

り

設
け

て
い

る
。
本

校
の

英
語

科
で

実
施

し
て

い
る

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

型
授

業
は

，
英

語
４

技
能

の
基

礎
力
・
活

用
力

を
身

に
つ

け
る

と
い

う
目

標
の

下
，

主
に

表
現

活
動

を
多

く
取

り
入

れ
ら

れ
る

「
英

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

」
に

お
い

て
展

開
さ

れ
る

。
 

ペ
ア
・
グ

ル
ー

プ
に

よ
る

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

，
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

な
ど

を
通

し
て

，
協

力
し

な
が

ら
主

体
的

に
学

ぶ
態

度
や

個
人

の
意

見
を

他
者

に
伝

え
る

能
力

の
育

成
を

目
指

す
。
さ

ら
に

思
考

力
・
判

断
力
・
表

現
力

を
高

め
，
建

設
的

な
議

論
を

通
し

て
多

様
な

人
々

と
協

働
し

な
が

ら
，

新
し

い
意

見
を

創
造

す
る

能
力

の
育

成
を

目
指

す
。

 

な
お

本
事

例
は

，
英

語
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅲ
に

お
い

て
，
英

文
を

読
む
（

速
読

）
力

を
伸

ば
す

活
動

へ
の

取
り

組
み

を
報

告
す

る
も

の
で

あ
る

。
 

資資
料料

⑥⑥
  

【【
英英

語語
チチ

ーー
ムム

】】
  令

和
7
年

度
 

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ
ン

グ
教

材
開

発
レ

ポ
ー

ト
 

第第
３３

学学
年年

  
英英

語語
ココ

ミミ
ュュ

ニニ
ケケ

ーー
シシ

ョョ
ンン

ⅢⅢ
でで

のの
実実

践践
事事

例例
  

UU
nn
ii
tt
  
88
  
健健

康康
「「

恐恐
怖怖

心心
のの

対対
処処

法法
」」

RR
ee
aa
dd
ii
nn
gg
  

佐
野

佳
恵

，
山

崎
藍

子
，
道

久
和

紀
 

          １
 

学
習

指
導

過
程

 
 

 
 U

ni
t 8

 
健

康
「

恐
怖

心
の

対
処

法
」

（
全

3
時

間
）
 

①
 

エ
ッ

セ
イ

の
速

読
の

仕
方

に
つ

い
て

学
ぶ

 
 

 
 

 
（

1
時

間
）

…
本

時
 

②
 

「
恐

怖
心

の
対

処
法

」
に

関
す

る
英

文
を

速
読

す
る

。
（

1
時

間
）

 

③
 

「
恐

怖
心

の
対

処
法

」
に

関
す

る
英

文
を

精
読

す
る

。
（

1
時

間
）

 

○
本

時
の

目
標

 
日

常
的

な
話

題
や

社
会

的
な

話
題

に
つ

い
て

書
か

れ
た

英
文

を
速

読
し

，
そ

の
情

報
や

考
え

な
ど

の
概

要
や

要
点

，
詳

細
，

書
き

手
の

意
図

な
ど

を
適

切
に

か
つ

正
確

に
捉

え
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
た

め
に

は
ど

う
す

れ
ば

よ
い

か
，

そ
の

方

法
を

学
ぶ

。
 

学
習

活
動

 
指

導
上

留
意

し
た

点
 

【
ク

ラ
ス

全
体

】
 

１
 

本
時

の
ね

ら
い

の
確

認
 

「
都

会
／

田
舎

の
ど

ち
ら

に
暮

ら
し

た
い

か
」

に
つ

い
て

の
英

語
の

エ
ッ

セ
イ

と
日

本
語

の
エ

ッ
セ

イ
を

読
み

比
べ

，
構

成
の

違
い

を
自

由
に

述
べ

る
。

 

英
語

の
エ

ッ
セ

イ
の

特
徴

を
ま

と
め

て
お

く
。

 
   

  主
 

英
語

の
エ

ッ
セ

イ
（

パ
ラ

グ
ラ

フ
）

の
特

徴
を

 

つ
か

む
。

 

【
ペ

ア
活

動
】

 
２

 
パ

ラ
グ

ラ
フ

分
析

 
様

々
な

話
題

に
つ

い
て

書
か

れ
た

英
文

①
②

③
を

読
み

，
共

通
す

る
特

徴
を

 

ペ
ア

で
話

し
合

う
。

ポ
イ

ン
ト

を
挙

げ
て

お
く

。
 

→
随

時
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

を
し

，
ポ

イ
ン

ト
を

ま
と

め
る

。
 

○
主

題
文

→
支

持
文

→
結

び
の

文
が

基
本

的
な

流
れ

で
あ

る
。

 
○

支
持

文
は

[具
体

的
な

理
由

や
例

＋
そ

の
補

足
文

]で
構

成
さ

れ
る

。
 

○
結

び
の

文
は

存
在

し
な

い
こ

と
も

あ
る

。
 

３
 

実
践

 
(1

) 
分

析
の

ポ
イ

ン
ト

を
押

さ
え

な
が

ら
英

文
④

⑤
⑥

を
読

み
，

問
題

に
 

答
え

る
。

（
タ

イ
ト

ル
選

択
問

題
，

T/
 F

問
題

な
ど

）
  

(2
) 

英
文

④
⑤

⑥
の

要
約

を
行

う
。

 
→

ペ
ア

で
内

容
を

チ
ェ

ッ
ク

し
，

改
善

点
な

ど
を

話
し

合
う

。
 

  主
 

英
語

の
パ

ラ
グ

ラ
フ

の
構

成
は

ど
の

よ
う

な
も

の

か
に

つ
い

て
，

複
数

の
文

章
を

比
較

し
な

が
ら

 

具
体

的
に

考
え

る
。

 
対

 
ペ

ア
で

考
え

を
共

有
す

る
。

 
 深

 
パ

ラ
グ

ラ
フ

の
ど

の
部

分
に

最
も

大
切

な
情

報
が

書
か

れ
て

い
る

の
か

を
知

る
。

 
     深

 
他

者
の

意
見

と
す

り
あ

わ
せ

る
。

ま
た

改
善

点
を

 
共

同
し

て
考

え
な

が
ら

パ
ラ

グ
ラ

フ
の

要
点

の
 

押
さ

え
方

を
理

解
す

る
。

 
【

ク
ラ

ス
全

体
】

 
４

 
速

読
力

を
伸

ば
す

た
め

の
方

法
に

つ
い

て
ま

と
め

 
 

 深
 

各
パ

ラ
グ

ラ
フ

だ
け

で
な

く
，

エ
ッ

セ
イ

全
体

の

構
成

に
つ

い
て

も
考

え
な

が
ら

，
速

読
力

の
 

伸
ば

し
方

に
つ

い
て

考
え

を
ま

と
め

る
。

 
 

２
 

実
践

後
の

生
徒

の
変

容
 

○
 

他
者

の
意

見
を

し
っ

か
り

と
聞

き
，

建
設

的
な

議
論

が
で

き
た

。
 

３
 

本
実

践
で

の
課

題
 

■
 

他
者

の
作

品
に

意
見

を
発

す
る

際
に

，
多

少
の

躊
躇

が
見

ら
れ

る
。
持

論
を

し
っ

か
り

と
展

開
で

き
る

応
用

力
の

育
成

を
促

進
し

た
い

。  

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
通

し
て

生
徒

に
つ

け
さ

せ
た

い
力

 

〔
期

待
す
る

生
徒
の

ま
と
め

の
こ
と

ば
〕

 

○
パ

ラ
グ
ラ

フ
の
構

成
を
意

識
し
な

が
ら

読
む

。
 

○
各

パ
ラ
グ

ラ
フ
の

主
題
文

を
押
さ

え
な

が
ら

，
支

持
文
に

示
さ
れ

る
具
体

的
な

理
由

／
具
体

例
を
ざ

っ
く
り

ま
と
め

な
が

ら
読

む
。

 
〇

各
パ

ラ
グ

ラ
フ

の
役

割
や

パ
ラ

グ
ラ

フ
と

パ
ラ

グ
ラ

フ
の

繋
が

り
を

意
識

し
 

な
が

ら
，
全

体
的
な

メ
ッ
セ

ー
ジ
を

把
握

す
る

。
な

ど
 

A
im

: 
英

語
の

エ
ッ

セ
イ

を
速

読
し

，
そ

の
情

報
や

考
え

な
ど

の
概

要
や

要
点

，
詳

細
，

書
き

手
の

意
図

な
ど

を
適

切
に

 

か
つ

正
確

に
捉

え
る

た
め

に
は

ど
う

す
れ

ば
よ

い
か

を
，

パ
ラ

グ
ラ

フ
の

構
成

分
析

に
よ

り
考

え
る

。
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資資
料料

④④
--
11
  

【【
英英

語語
チチ

ーー
ムム
】】

  

 
 

 
 
令

和
7
年
度

 
単

元
指

導
案
①
 

（
 

英
語

 
）
科

 
 

 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
チ
ー
ム
：
（

 
C 

）
メ

ン
バ

ー
：
（
 
佐

野
、
山

崎
、

道
久

 
）

  
  

  
  

  
  

  
  

科
目

名
 

英
語

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
Ⅲ

 
学

年
 

3
年
 

１
．

単
元

名
 

Le
ss

on
 4

 （
速

読
） 

２
．
期
間
（

時
数

） 
6

月
下

旬
 

（1
学

期
末

考
査

前
）
 

 
全

4
時

間
 

３
．

単
元

目
標
 

【
到

達
目

標
】
 

観
点

別
評

価
基

準
 

※
育

て
た

い
生

徒
像

・身
に

つ
け

さ
せ

た
い

力
 

【
速

読
力

】
 

・
日

常
的

な
話

題
や

社
会

的
な

話
題

に
つ

い
て
 

書
か

れ
た

英
文

を
速

読
し

、
そ

の
情

報
や
 

考
え

な
ど

の
概

要
や

要
点

、
詳

細
、

書
き

手
の

意
図

な
ど

を
適

切
に

か
つ

正
確

に
捉

え
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

観
点

 
配

点
 

評
価

内
容

 
配

点
 

知
識

・
技

能
 

 

40
 

定
期

考
査
 

40
 

 
 

思
考
・
判

断
・
 

表
現
 

40
 

定
期

考
査
 

30
 

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
課

題
 

10
 

主
体

的
に

学

習
に

取
り

組

む
態

度
 

20
 

提
出

物
な

ど
 

20
 

 
 

４
．

評
価

方
法
 

【
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

課
題

】
 

【
課

題
】

速
読

 
40

0
語

程
度

の
英

文
（

質
問
文

を
含
め

る
と

76
0

語
程
度
）

を
10

分
で
読

み
、

10
問
の

英
語
の

質
問

に
 

答
え

る
。
（
選

択
肢

あ
り

）
 

※
1
問

1
点

と
し

、
10

点
満
点

で
評
価

す
る

。
 

５
．

評
価

観
点

・
 

基
準
 

（
パ

フ
ォ

ー
マ

ン

ス
課

題
の

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

）
 

観
 

点
 

記
 

述
 

語
 

レ
ベ

ル
 

 

思
考

・
判

断
・

 

表
現

 

  

あ
る

特
定

の
話

題
に

つ
い

て
書

か
れ

た
英

文
を

速
読

し
、

そ
の

情
報

や
考

え
な

ど

の
概

要
や

要
点

、
詳

細
、

書
き

手
の

意
図

な
ど

を
適

切
に

か
つ

正
確

に
捉

え
る
 

こ
と

が
で

き
る

。（
1
点

×
10

問
）
 

1 ~ 10
 

６
．

単
元

の
指

導
 

 
 

計
画
  

＜
英

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅲ
＞

 L
es

so
n 

4 
 “

Be
yo

nd
 W

ha
t N

at
ur

e 
In

te
nd

s”
 

○
ヒ

ュ
ー

・
ハ

ー
は

、
若

い
頃

に
悲

劇
的

な
事

故
に

遭
遇

し
た

ロ
ッ

ク
ク

ラ
イ

マ
ー

で
あ

る
。

彼
は

両
足

を

切
断

し
た

が
、

進
化

し
た

義
足

を
開

発
し

、
た

だ
歩

く
だ

け
で

な
く

、
以

前
よ

り
も

優
れ

た
ク

ラ
イ

マ
ー

と

な
っ

て
戻

っ
て

き
た
。
ハ
ー
は

再
び
登

山
界

の
ト

ッ
プ

選
手

と
な
り
、
事
故

か
ら

わ
ず
か

1
年

後
に

O
ut

si
de

 
M

ag
az

in
eの

表
紙

に
登

場
し

た
。
こ
の

経
験

に
触

発
さ
れ

大
学
に

進
学

し
、
後

に
切
断

さ
れ
た

者
で

も
生

身

の
足

を
持

つ
人

と
同

じ
よ

う
に

歩
く

こ
と

を
可

能
に

す
る

、
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
制

御
の

人
工

膝
や

電
動

バ
イ

オ

ニ
ッ

ク
義

肢
な

ど
の

画
期

的
な

製
品

を
開

発
し

た
。

彼
は

、
技

術
が

障
が

い
を

な
く

し
、

人
間

の
ポ

テ
ン

シ

ャ
ル

を
拡

張
し

、
私

た
ち

の
人

間
性

理
解

を
完

全
に

変
え

る
未

来
を

見
据

え
て

い
る

。
ハ

ー
の

生
き

方
を

学

び
、

自
分

の
身

に
起

こ
っ

た
不

運
な

出
来

事
を

受
け

入
れ

、
そ

れ
を

好
機

に
変

え
て

力
強

く
生

き
る

姿
を

読

み
取

る
。

 
 ※

テ
ー
マ

ご
と

に
速

読
練

習
を

す
る
 

1)
 C

lim
bi

ng
 A

cc
id

en
t・

・
・

・
・

1
時

間
（

速
読

＋
レ

ク
チ
ャ

ー
＋

精
読

）
 

2)
 “W

al
k,

 N
ot

 C
lim

b”
・
・

・
・
・

1
時

間
（

速
読

＋
レ

ク
チ
ャ

ー
＋

精
読

）
 

3)
 B

ac
k 

to
 th

e 
M

ou
nt

ai
ns

・
・
・

1
時

間
（

速
読

＋
レ
ク

チ
ャ
ー

＋
精

読
）

 
4)

 N
ex

t S
te

p・
・
・

・
・
・

・
・
・

1
時

間
（

速
読

＋
レ

ク
チ
ャ

ー
＋

精
読

）
 

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
課

題
・

・
・

10
分
 

 

資資
料料

⑤⑤
--
11
  

【【
英英

語語
チチ

ーー
ムム
】】

  
  パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
課

題
 
生
徒
作

品
①
 

チ
ー

ム
：（

 
C 
:
 
英
語

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
Ⅲ

 
）
 
メ

ン
バ
ー
：（

 
佐

野
、
山

崎
、
道
久

 
）  
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資資
料料

④④
--
22
  

【【
英英

語語
チチ

ーー
ムム
】】

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
令

和
7
年
度

 
単

元
指

導
案
②
 

（
 

英
語

 
）
科

 
 

 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
チ
ー
ム
：
（

 
C 

）
メ

ン
バ

ー
：
（
 
佐

野
、
山

崎
、

道
久

 
）

  
  

  
  

  
  

  
  

科
目

名
 

英
語

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
Ⅲ

 
学

年
 

3
年
 

１
．

単
元

名
 

長
文

読
解

問
題

U
ni

t 8
~1

2 
（
速

読
） 

２
．
期
間
（

時
数

） 
11

月
下

旬
 

（2
学

期
末

考
査

前
）
 

 
全

10
時

間
 

３
．

単
元

目
標
 

【
到

達
目

標
】
 

観
点

別
評

価
基

準
 

※
育

て
た

い
生

徒
像

・身
に

つ
け

さ
せ

た
い

力
 

【
速

読
力

】
 

・
日

常
的

な
話

題
や

社
会

的
な

話
題

に
つ

い
て
 

書
か

れ
た

英
文

を
速

読
し

、
そ

の
情

報
や
 

考
え

な
ど

の
概

要
や

要
点

、
詳

細
、

書
き

手
の

意
図

な
ど

を
適

切
に

か
つ

正
確

に
捉

え
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

観
点

 
配

点
 

評
価

内
容

 
配

点
 

知
識

・
技

能
 

 

40
 

定
期

考
査
 

40
 

 
 

思
考
・
判

断
・
 

表
現
 

40
 

定
期

考
査
 

30
 

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
課

題
 

10
 

主
体

的
に

学

習
に

取
り

組

む
態

度
 

20
 

提
出

物
な

ど
 

20
 

 
 

４
．

評
価

方
法
 

【
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

課
題

】
 

【
課

題
】

速
読

 
40

0
語

程
度

の
英

文
（

質
問
文

を
含
め

る
と

99
0

語
程
度
）

を
10

分
で
読

み
、

10
問
の

英
語
の

質
問

に
 

答
え

る
。
（
選

択
肢

あ
り

）
 

※
1
問

1
点

と
し

、
10

点
満
点

で
評
価

す
る

。
 

５
．

評
価

観
点

・
 

基
準
 

（
パ

フ
ォ

ー
マ

ン

ス
課

題
の

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

）
 

観
 

点
 

記
 

述
 

語
 

レ
ベ

ル
 

 

思
考

・
判

断
・

 

表
現

 

  

あ
る

特
定

の
話

題
に

つ
い

て
書

か
れ

た
英

文
を

速
読

し
、

そ
の

情
報

や
考

え
な

ど

の
概

要
や

要
点

、
詳

細
、

書
き

手
の

意
図

な
ど

を
適

切
に

か
つ

正
確

に
捉

え
る
 

こ
と

が
で

き
る

。（
1
点

×
10

問
）
 

1 ~ 10
 

６
．

単
元

の
指

導
 

 
 

計
画
  

＜
英

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

Ⅲ
＞

 長
文

読
解

問
題

U
ni

t 8
~1

2 
※

テ
ー
マ

ご
と

に
速

読
練

習
を

す
る

 
1)

 U
ni

t 8
 （

健
康
：

恐
怖

心
の

対
処
法

）・
・
・

・
・

・
・
・

・
2
時

間
（

速
読

＋
レ

ク
チ

ャ
ー
＋

精
読

）
 

2)
 U

ni
t 9

 （
健

康
：

ま
ば

た
き

の
仕
組

み
）
・
・

・
・

・
・
・

・
2
時

間
（

速
読

＋
レ

ク
チ

ャ
ー
＋

精
読

）
 

3)
 U

ni
t1

0（
風
俗

：
幸

運
の
秘

訣
）・

・
・

・
・

・
・

・
・
・

・
2
時

間
（

速
読

＋
レ

ク
チ

ャ
ー
＋

精
読
）

 
4)

 U
ni

t1
1（

風
俗

：
性

別
に
よ

る
噂
話

の
仕

方
の

違
い

）・
・

・
2
時

間
（

速
読

＋
レ

ク
チ

ャ
ー
＋

精
読
）

 
5)

 U
ni

t1
2（

文
化

：
小

説
の
映

画
化
の

難
し

さ
）
・
・

・
・
・

・
2
時

間
（

速
読

＋
レ

ク
チ

ャ
ー
＋

精
読
）

 
パ

フ
ォ
ー

マ
ン

ス
課

題
・

・
・

10
分
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【【
英英

語語
チチ

ーー
ムム
】】

  
  

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
課

題
 
生
徒
作

品
②
 

チ
ー

ム
：（

 
C 
:
 
コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ

ン
英

語
Ⅲ

 
）
 
メ

ン
バ
ー
：（

 
佐

野
、
山

崎
、
道
久

 
）  
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資資
料料

③③
 

【
保

健
体

育
チ

ー
ム

】
 

令
和

７
年

度
〈

年
間

目
標

と
指

導
計
画

〉
 

１
．
（
 

保
健

体
育

 
）

科
 
 

 
 
チ

ー
ム

（
 

A 
）、

メ
ン

バ
ー

（
 

武
内

、
搆

口
、

久
保
、

黒
田

 
）

 
２

．
教
科

・
科

目
 

全
体

目
標

 
 

体
育

や
保

健
の

見
方

・
考

え
方

を
働

か
せ

、
課

題
を

発
見

的
な

解
決

に
向

け
た

学
習

課
題

を
通

し
て

、
 

心
と

体
を

一
体

と
し

て
と

ら
え

、
生

涯
に

わ
た

っ
て

心
身

の
健

康
を

保
持

増
進

し
、

豊
か

な
ス

ポ
ー

ツ
 

ラ
イ

フ
を

実
現

す
る

た
め

の
資

質
や
能

力
を

育
成

す
る

こ
と

を
目
指

す
。

 

３
．

対
象

科
目

 
体

育
 

４
．

対
象

学
年

 
1
年

（
1
学
期

）
 

５
．
【
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ
】

 

教
 
育

 目
 標

 
多

様
化

し
た

国
際

社
会

で
生

き
て

い
く

た
め

に
各

教
科

の
専

門
性

を
深

め
る

と

と
も

に
、

学
際

的
な

幅
広

い
教

養
を
 

身
に

つ
け
る

 

社
会

の
様

々
な

事
象

に
好

奇
心

を
 

持
ち

、
よ

り
よ

い
未

来
を

創
造

す
る

た

め
試

行
錯

誤
し

、
課

題
を

解
決

し
よ

う

と
す

る
力
を

身
に
つ

け
る
 

他
を

尊
重

し
な

が
ら

協
働

す
る

中
で

、

適
切

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
用

い

て
、

自
分

の
考

え
を

表
現

す
る

力
を
 

身
に

つ
け
る
 

学
校

内
外

に
わ

た
っ

て
教

育
活

動
に

 

積
極

的
に

関
わ

り
、

自
ら

目
標

を
定

め

て
主

体
的

・
計

画
的

に
取

り
組

み
、

 

自
ら

律
し

て
品

位
あ

る
生

活
を

営
む

 

姿
勢

を
身
に

つ
け
る
 

国
際

社
会

で

生
き

る
た

め

の
基

礎
学

力
 

論
 理

 的
 

思
 考

 力
 

専
 門

 的
 

な
 知

 識
 

課
題

発
見

 

・
 

解
決

能
力

 

粘
り

強
く

取
り

組
む

力
 

発
想

力
と

創
 
造

 
力

 

協
働

す
る

姿
勢

・
力

 

自
分

の
意

見
・
 

考
え

を
表

現

で
き

る
力

 

学
ん

だ
力

を

活
用

・
応

用
 

で
き

る
力

 

物
事

に
 

主
体

的
に

取
り

組
む

力
 

計
 
画

 
を

 
 

立
 
て

 
て

 

行
動

す
る

力
 

豊
 
か

 
な

 

人
 
間

 
性

 

・
 

社
 
会

 
性

 

 
 

 
○

  
 

  
○

 
  

  
○

 
 

 

 ６
．

教
科

・
科

目
 

年
間

到
達

目
標

 
 

「
３

年
間

の
到

達
目

標
」

の
う

ち
対
象

学
年

の
到

達
目

標
を

入
力
す

る
。
 

①
 

知
識

・
技

能
 

各
種

の
運

動
の

特
性

に
応

じ
た

技
能

等
及

び
個

人
生

活
に

お
け

る
健

康
・

安
全

に
つ

い
て

理
解

す
る

と
 

と
も

に
、

基
本

的
な

技
能

を
身

に
つ
け

て
い

る
。
 

②
 

思
考

・
判

断
・

表
現
 

運
動

や
健

康
に

つ
い

て
の

自
他

の
課

題
を

発
見

し
、

合
理

的
な

解
決

に
向

け
て

思
考

し
判

断
す

る
と

と
も

に
、

他
者

に
伝

え
る

力
を

身
に

つ
け
て

い
る

。
 

③
 

主
体

的
に

学
習

に
取

り
組

む
態
度
 

生
涯

に
わ

た
っ

て
運

動
に

親
し

む
と

と
も

に
健

康
の

保
持

増
進

と
体

力
の

向
上

を
目

指
し

、
明

る
く
 

豊
か

な
生

活
を

営
む

態
度

を
身

に
つ
け

て
い

る
。
 

７
．
【
年

間
指

導
計

画
】

※
パ
フ

ォ
ー
マ

ン
ス

課
題

に
つ

い
て

 

学
期
（
段

階
）
ご

と
、 

単
元

ご
と

な
ど
 

 
 
↓ 

到
達

目
標

・
活

動
内

容
 

評
 

 
価

 
評

価
方
法

 
（

パ
フ

ォ
ー

マ
ン
ス

課
題
の

内
容

）
 

評
価

観
点

・
基

準
 

１
学

期
（

2
回

実
施

）
 

課
題

に
取

り
組

む
様

子
を

タ
ブ

レ
ッ

ト
を
 

用
い

、
動

画
で

撮
影

し
、

到
達

目
標

と
す

る
 

技
能

レ
ベ

ル
と

比
較

し
な

が
ら

各
自

で
 

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
の

向
上

に
向

け
て

分
析

し
、

課
題

解
決

を
目

指
す

。
 

  毎
時

ご
と

に
振

り
返

り
シ

ー
ト

を
作

成
し

、
 

自
己

や
仲

間
の

課
題

達
成

度
に

つ
い

て
 

自
己

評
価

す
る

。
 

   発
表

会
を

行
い

、
互

い
の

演
技

を
た

た
え

合

う
。

 

分
析

動
画

（
個

人
単

位
）

 
 筆

記
試

験
 

    振
り

返
り

シ
ー

ト
 

     演
技

の
発

表
会

 

①
 知

識
・
技

能
 

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
の

向
上

や
競

技
の

楽
し

さ
や

喜
び

を
味

わ
い

、
体

力
の

 

高
め

方
や

運
動

観
察

の
方

法
な

ど
を

理
解

す
る

と
と

も
に

、
種

目
特

有
の

 

技
能

を
身

に
つ

け
る

こ
と

。
 

（
特

に
優

れ
て

い
る

場
合

は
＋

１
）
。

 
 ②

 思
考

・
判

断
・

表
現
 

自
己

や
仲

間
の

課
題

を
発

見
し

、
 

合
理

的
な

解
決

に
向

け
て

運
動

の
 

取
り

組
み

方
を

工
夫

す
る

と
と

も
に

、

自
己

の
考

え
た

こ
と

を
他

者
に

伝
え

る
こ

と
。

 
（

特
に

優
れ

て
い

る
場

合
は

＋
１

）
 

 ③
 主

体
的
に

取
り

組
む

態
度
 

自
主

的
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
 

勝
敗

な
ど

を
冷

静
に

受
け

止
め

、
 

ル
ー

ル
や

マ
ナ

ー
を

大
切

に
す

る
 

こ
と

。
健

康
・
安

全
を

確
保

す
る

こ
と

。 
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【【
保保

健健
体体

育育
チチ

ーー
ムム

】】
  

令
和

７
年

度
 

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ
ン

グ
教

材
開

発
レ

ポ
ー

ト
 

第第
２２

学学
年年

  
体体

育育
でで

のの
実実

践践
事事

例例
「「

器器
械械

運運
動動

：：
ママ

ッッ
トト

運運
動動

」」
  

チ
ー

ム
A：

武
内

，
搆

口
，

久
保

，
⿊

⽥
 

  本
校

の
体

育
科

で
実

施
し

て
い

る
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
型

授
業

は
下

記
の

２
つ

に
分

け
ら

れ
，本

時
は

①
に

該
当

す
る

。 
①

そ
れ

ぞ
れ

の
競

技
に

お
い

て
，

基
本

的
な

技
術

を
身

に
付

け
，

そ
れ

を
ど

の
よ

う
に

ゲ
ー

ム
（

計
測

）
や

発
表

会
に

 
 

 
活

か
す

か
を

チ
ー

ム
（

グ
ル

ー
プ

）
で

考
え

，
勝

利
（

記
録

向
上

）
や

よ
り

良
い

創
作

を
目

指
す

。
 

②
ス

ポ
ー

ツ
の

歴
史

や
運

動
の

重
要

性
な

ど
を

学
習

し
，

体
育

，
部

活
動

，
ス

ポ
ー

ツ
観

戦
な

ど
で

活
か

す
。

生
涯

に
 

 
 

わ
た

っ
て

豊
か

な
ス

ポ
ー

ツ
ラ

イ
フ

が
送

れ
る

よ
う

な
資

質
や

能
力

を
主

体
的

に
身

に
つ

け
，

そ
れ

ら
を

実
践

す
る

。
 

 
１

 
学

習
指

導
過

程
 

  
「

器
械

運
動

：
マ

ッ
ト

運
動

」（
9

時
間

）
…

本
時

は
8

時
間

目
 

「
自

己
に

適
し

た
演

技
の

完
成

度
を

高
め

よ
う

」（
3

時
間

）
 

○
本

時
の

目
標

 
 

・
自

己
に

適
し

た
演

技
を

構
成

し
，

仲
間

と
協

力
し

て
動

画
を

撮
影

す
る

。
 

・
手

本
と

比
較

・
分

析
を

し
て

，
技

能
向

上
の

た
め

の
課

題
を

発
見

・
解

決
を

目
指

す
。

 
学

習
活

動
 

指
導

上
，

留
意

し
た

点
 

以
前

の
自

分
の

演
技

動
画

と
手

本
動

画
を

比
較

す
る

。
 

 
自

分
の

こ
れ

ま
で

の
演

技
を

振
り

返
り

，
課

題
を

 
 

再
確

認
す

る
。

 
  

 
 

各
自

の
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

を
iP

ad
で

撮
影

す
る

。
 

 
友

人
と

協
力

し
，

自
分

の
タ

ブ
レ

ッ
ト

で
自

分
の

演
技

を
撮

影
し

て
も

ら
う

。（
グ

ル
ー

プ
で

撮
影

し
合

う
）

 
  分

析
・

研
究

 
 

お
手

本
と

の
比

較
分

析
を

す
る

。（
各

自
）

 
 

グ
ル

ー
プ

の
人

と
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
を

し
，

他
者

の
意

見
も

取
り

入
れ

る
。

 

 主
：

各
自

で
動

画
を

確
認

し
，

ポ
イ

ン
ト

を
分

析
さ

せ
る

。
 

 
 

演
技

と
し

て
他

者
に

見
ら

れ
る

こ
と

を
意

識
さ

せ
る

。
 

          対
：

グ
ル

ー
プ

の
仲

間
と

互
い

に
撮

影
・

分
析

し
考

え
た

 

こ
と

を
伝

え
合

わ
せ

る
。

 

  

ま
と

め
 

 
振

り
返

り
シ

ー
ト

を
記

入
す

る
。

 
 

深
：

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
の

出
来

映
え

も
も

ち
ろ

ん
重

要
で

 

あ
る

が
，

そ
れ

の
み

で
な

く
各

自
が

，
上

達
の

コ
ツ

や

改
善

点
の

発
見

を
す

る
こ

と
と

そ
の

解
決

に
向

け
て
 

努
力

す
る

こ
と

も
重

要
で

あ
る

事
を

説
明

し
，

意
識
 

さ
せ

る
。

 

 

２
 

実
践

後
の

生
徒

の
変

容
 

○
振

り
返

り
シ

ー
ト

を
見

る
と

，
マ

ッ
ト

運
動

が
得

意
で

は
な

い
生

徒
も

自
己

分
析

や
仲

間
と

の
協

力
な

ど
を

通
し

て
自

ら
の

課
題

を
達

成
す

る
こ

と
が

で
き

，
楽

し
く

活
動

で
き

た
こ

と
が

わ
か

る
。

タ
ブ

レ
ッ

ト
を

活
用

し
視

聴
覚

的
に

自
分

や
 

 
 

仲
間

の
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

を
確

認
・

分
析

す
る

こ
と

が
で

き
た

こ
と

は
有

意
義

だ
っ

た
と

思
う

。
 

３
 

本
実

践
で

の
課

題
 

■
マ

ッ
ト

運
動

は
小

学
校

，
中

学
校

で
も

行
っ

て
お

り
，

得
意

な
生

徒
の

課
題

が
難

易
度

の
高

い
技

に
な

っ
て

し
ま

う
。

 
 

 
難

易
度

の
高

い
技

に
取

り
組

む
こ

と
自

体
は

良
い

こ
と

で
あ

る
が

危
険

を
伴

う
の

で
，

現
状

の
設

備
で

は
行

う
こ

と
が

 
 

難
し

い
。

 

〔
期

待
す
る

生
徒
の

ま
と
め

の
こ
と

ば
〕

 

・
自

己
分

析
や

他
者

か
ら

の
ア

ド
バ

イ
ス

に
よ

る
技

能

向
上

に
つ

い
て

 

・
仲

間
と

協
力

す
る

こ
と

の
大

切
さ

に
つ

い
て

 

お
手

本
と

見
比

べ
て

気
を

つ
け

る
ポ

イ
ン

ト
を

探
そ

う
。

 

仲
間

の
気

を
つ

け
る

ポ
イ

ン
ト

を
見

つ
け

，
伝

え
よ

う
。

 

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
通

し
て

生
徒

に
つ

け
さ

せ
た

い
力

 

－33－
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【【
保保

健健
体体

育育
科科
】】

  

 
 

 
 
令

和
７
年
度

 
単

元
指

導
案
①
／

②
（

 
保

健
体
育
 

）
科

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
チ

ー
ム
：（

 
A 

）
メ

ン
バ

ー
：（

 
武

内
、
搆

口
、
久
保

、
黒

田
 
）  

  
  

  
  

  
  

科
目

名
 

体
育
 

学
年
 

１
年
 

１
．

単
元

名
 

器
械

運
動
 

２
．
期
間
（

時
数

） 
1
学

期
（

9
時

間
）
 

３
．

単
元

目
標
 

【
到

達
目

標
】
 

観
点

別
評

価
基

準
 

・
技

が
で

き
る

楽
し

さ
や

喜
び

を
味
わ

い
な

が
ら

，

技
の

名
称

や
行

い
方

，
運

動
観

察
の

方
法

，
体

力

の
高

め
方

な
ど

を
理

解
し

た
り

、
自

己
に

適
し

た

技
で

演
技

し
た

り
で

き
る

よ
う

に
す
る

。
 

・
自

己
や

仲
間

の
課

題
を

発
見

し
，

合
理

的
な
 

解
決

に
向

け
て

運
動

の
取

り
組

み
方

を
工

夫
す

る

と
と

も
に

，
自

己
の

考
え

た
こ

と
を

他
者

に
 

伝
え

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る
。
 

・
自

主
的

に
取

り
組

む
と

と
も

に
，

一
人

一
人

の

違
い

に
応

じ
た

課
題

や
挑

戦
を

大
切

に
し

、
 

互
い

に
助

け
合

い
教

え
合

お
う

こ
と

が
で

き
る
 

よ
う

に
す

る
。

 

観
点

 
配

点
 

評
価

内
容

 
配

点
 

知
識

・
技

能
 

 

30
 

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス

課
題
 

20
 

知
識

テ
ス

ト
 

10
 

 
 

思
考
・
判

断
・
 

表
現
 

35
 

個
人

練
習
 

・
ク

ル
ー

プ
練

習
 

15
 

パ
フ

ォ
ー
マ

ン
ス
課

題
 

10
 

振
り

返
り

シ
ー

ト
 

10
 

主
体

的
に

学

習
に

取
り

組

む
態

度
 

25
 

授
業

態
度
 

25
 

 
 

 
 

４
．

評
価

方
法
 

【
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

課
題

】
 

手
本

の
動

画
を

参
考

に
学

習
し

た
技

の
中

か
ら

自
己

に
適

し
た

技
を

４
つ

選
ん

で
演

技
を

構
成

し
、
 

仲
間

と
と

も
に

課
題

を
発

見
・

解
決
し

な
が

ら
完

成
度

を
高

め
る
。
 

・
各

自
の

タ
ブ

レ
ッ

ト
で

演
技

を
撮
影

す
る

。
 

・
手

本
と

比
較

・
分

析
を

し
て

、
技
能

向
上

の
た

め
の

課
題

を
発
見

・
解

決
を

目
指

す
。

 

５
．

評
価

観
点

・
 

基
準
 

（
パ

フ
ォ

ー
マ

ン

ス
課

題
の

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

）
 

観
 

点
 

記
 

述
 

語
 

レ
ベ

ル

／
点

数
 

①
 
 

知
識

・
技

能
 

 

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
の

向
上

や
競

技
の

楽
し

さ
や

喜
び

を
味

わ
い

、
体

力
の

 

高
め

方
や

運
動

観
察

の
方

法
な

ど
を

理
解

す
る

と
と

も
に

、
種

目
特

有
の

 

技
能

を
身

に
つ

け
る

こ
と

。（
特

に
優

れ
て

い
る

場
合

は
＋

１
）

 

3 

（
4
）
 

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
の

向
上

や
競

技
の

楽
し

さ
や

喜
び

を
味

わ
い

、
体

力
の

 

高
め

方
や

運
動

観
察

の
方

法
な

ど
が

理
解

で
き

る
こ

と
。

 
2 

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
の

向
上

や
競

技
の

楽
し

さ
や

喜
び

を
味

わ
う

こ
と

が
 

で
き

る
こ

と
。

 
1 

②
 
 

思
考

・
判

断
・

表
現

 
 

自
己

や
仲

間
の

課
題

を
発

見
し

、
合

理
的

な
解

決
に

向
け

て
運

動
の

取
り

 

組
み

方
を

工
夫

す
る

と
と

も
に

、
自

己
の

考
え

た
こ

と
を

他
者

に
伝

え
る

 

こ
と

。
（

特
に

優
れ

て
い

る
場

合
は

＋
１

）
 

3 

（
4
）
 

自
己

や
仲

間
の

課
題

を
発

見
し

、
合

理
的

な
解

決
に

向
け

て
運

動
の

取
り

 

組
み

方
を

工
夫

す
る

こ
と

。
 

2 

動
き

な
ど

の
自

己
や

仲
間

の
課

題
を

発
見

で
き

る
こ

と
。

 
１

 

③
 
 

主
体

的
に

学
習

に
 

取
り

組
む

態
度

 

自
主

的
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
勝

敗
な

ど
を

冷
静

に
受

け
止

め
、

 

ル
ー

ル
や

マ
ナ

ー
を

大
切

に
す

る
こ

と
。

健
康

・
安

全
を

確
保

す
る

こ
と

。
 

2 

課
題

に
自

主
的

に
取

り
組

む
と

と
も

に
，

勝
敗

な
ど

を
冷

静
に

受
け

止
め

，

ル
ー

ル
や

マ
ナ

ー
を

大
切

に
し

よ
う

と
す

る
こ

と
。

 
１

 

６
．

単
元

の
指

導
 

 
 

計
画
  

１
．

基
本

的
な

技
の

習
得

…
２

時
間

 

 
●

一
斉

授
業

（
前

転
、

後
転

、
開

脚
系

、
膝

伸
系

、
側

方
倒

立
回

転
な

ど
）

 

２
．

自
己

に
適

し
た

技
の

練
習

･
･
･
３

時
間

 

 
●

自
主

練
習

（
仲

間
と

互
い

に
撮

影
、

分
析

し
完

成
度

を
高

め
る

。
）

 

３
．

自
己

に
適

し
た

技
で

構
成

し
た

演
技

の
練

習
…

３
時

間
 

※
今

回
 

 
●

自
主

練
習

（
仲

間
と

互
い

に
撮

影
、

分
析

し
完

成
度

を
高

め
、

提
出

動
画

を
撮

影
す

る
。
）

 

４
．

ま
と

め
 

 
●

発
表

会
（

体
操

競
技

の
審

査
基

準
を

意
識

し
な

が
ら

仲
間

の
演

技
を

見
て

、
互

い
に

た
た

え
合

う
。）

 

 

資資
料料

⑤⑤
--
11
  

【【
保保

健健
体体

育育
チチ
ーー

ムム
】】

  
  

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
課

題
 
生
徒
作

品
①
 

チ
ー

ム
：
（
 

A
 
: 
体
育

 
）
 

メ
ン
バ

ー
：（

 
武
内

、
搆
口

、
久
保

、
黒

田
 

）
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10
．
本
時
の
学
習
計
画

  

内
容

 
(時

間
) 

学
習
内
容
及
び
生
徒
の
活
動

 
指
導
上
の
留
意
点

 

領
域

 

評
価

 
世 界 史

 

英 語
 

導
入

 
(5

分
) 

・
授
業
の
目
的
を
提
示
。
モ
デ
ル
ポ
ス
タ
ー
例
を

紹
介
。

 
・

シ
ン

プ
ル

な
英

語
文

の
例

を
示

し
，

生
徒

に

「
で
き
そ
う
」
と
思
わ
せ
る
。

 
・
本
日
の
流
れ
を
大
ま
か
に
説
明
し
，
最
後
に
提

出
す

る
成
果

物
の

提
出
方

法
な

ど
も

併
せ

て

説
明
す
る
。

 

 
 

展
開

 
(3

5
分

) 

・
各
グ
ル
ー
プ
で
扱
う
歴
史
的
出
来
事
を
選
ぶ
。
 

・
出
来
事
の
要
点
を
日
本
語
で
確
認
。

 
・
簡
単
な
英
語
文
を
作
り
，
図
や
キ
ー
ワ
ー
ド
と

併
せ
て
カ
ー
ド
に
ま
と
め
る
。

 
 

・
テ
ー
マ
候
補
（
革
命
・
戦
争
・
文
化
）
な
ど
を

提
示
し
，
選
択
を
支
援
す
る
。
活
動
が
で
き
て

い
る

か
を

テ
ー

ブ
ル

を
回

っ
て

話
し

合
い

の

進
捗
を
確
認
す
る
。

 
・
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
等
を
使
用
し
，
ポ
イ
ン
ト
を

説
明
す
る
。

 
・
例
が
提
示
で
き
る
と
良
い
。

 
・

ま
と

め
が

適
切

か
机

間
巡

視
し

な
が

ら
確

認

す
る
。

 

主
 

・
各

グ
ル

ー
プ

が
１

分
程

度
で

英
語

で
発

表
。
 

他
の

グ
ル

ー
プ

は
質

問
が

あ
れ

ば
質

問
を
 

す
る
。

 
 

・
発
表
は
英
語
中
心
。

 
・
質
問
例
を
用
意
し
て
お
く
。

 
思

 
主

 

ま
と
め

 

(1
0
分

) 

・
感
想
を
英
語
で
一
文
記
入
す
る
。

( I
 le

ar
ne

d 
th

at
 …

) 
 

・
授
業
全
体
を
ふ
り
返
り
，
英
語
で
歴
史
を
伝
え

る
意
義
を
共
有
す
る
。

 
 

  

世
界
史

 ×
 英

語
 
学
習
指
導
案

 
高
松
第
一
高
等
学
校
 
 
指
導
者
 
教
諭
 
新
谷
 
政
徳
（
世
界
史
）

 
教
諭
 
山
崎
 
藍
子
（

 英
語

 ）
  

1．
日
時

 
令
和

7
年

9
月

26
日

(金
)第

2
校
時

 
2．

場
所

 
２

A.
L.

L 
3．

学
級

 
3
年

5
組
･6

組
 
世
界
史
選
択
者

23
名

(男
子

 7
名
，
女
子

 1
6
名

) 
4．

使
用
教
材

 
教
科
書
（
詳
説
世
界
史
：
山
川
出
版
社
），

最
新
世
界
史
図
説
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
（
帝
国
書
院
），

タ
ブ
レ
ッ
ト
（
使
用
ア
プ
リ
：
ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
）

 
5．

単
元

 
世
界
史
 
世
界
の
出
来
事

 
 
 
 
 
 
 

 英
語
 
 
英
作
文

 
 6．

単
元
目
標

 
・
世
界
史
上
の
出
来
事
に
つ
い
て
，
背
景
や
意
義
を
整
理
し
，
要
点
を
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
・
基
本
的
な
英
語
表
現
を
用
い
て
，
歴
史
的
出
来
事
を
簡
潔
に
説
明
し
，
他
者
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
 7．

単
元
の
評
価
規
準

 

 8．
指
導
に
あ
た
っ
て

 
(1

)単
元
観

 
世
界
史
の
重
要
な
出
来
事
を
英
語
で
整
理
し
，
ポ
ス
タ
ー
と
し
て
発
信
す
る
活
動
を
通
し
て
，
歴
史
的

事
象
の
理
解
と
英
語
表
現
力
を
同
時
に
高
め
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
従
来
の
知
識
習
得
型
学

習
に
と
ど
ま
ら
ず
，
学
ん
だ
知
識
を
「
他
者
に
伝
え
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
た
表
現
活
動
に
発
展
さ
せ
る

こ
と
で
，
学
習
者
は
主
体
的
・
協
働
的
に
学
び
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
，
世
界
史
と
英
語
と

い
う
二
教
科
を
横
断
的
に
扱
う
こ
と
で
，
歴
史
的
事
象
を
多
面
的
に
捉
え
る
力
を
養
い
，
国
際
社
会
に

お
い
て
歴
史
を
語
り
伝
え
る
意
義
を
実
感
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

 
(2

)生
徒
観

 
世
界
史
を
選
択
し
て
い
る
生
徒
で
あ
る
た
め
，
興
味
・
関
心
が
高
い
。
積
極
的
に
発
言
し
た
り
，
考
え
た

り
す
る
こ
と
も
得
意
で
あ
る
。

 
(3

)指
導
観

 
学
習
者
自
身
が
情
報
を
取
捨
選
択
し
，
簡
潔
な
英
語
表
現
で
整
理
し
，
ポ
ス
タ
ー
と
い
う
視
覚
的
媒
体

を
通
じ
て
発
表
す
る
過
程
を
重
視
す
る
。
英
語
に
よ
る
発
信
活
動
に
お
い
て
は
，
正
確
さ
の
み
を
過
度

に
重
視
せ
ず
，
「
伝
わ
る
表
現
」
を
評
価
す
る
姿
勢
を
大
切
に
し
，
学
習
者
の
意
欲
と
自
信
を
高
め
る
。 

 9．
本
時
の
目
標

  
 
・
世
界
史
上
の
出
来
事
を
整
理
し
，
伝
え
る
べ
き
要
点
を
簡
潔
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

 （
思
・
判
・
表
）

 
 
・
仲
間
の
意
見
を
尊
重
し
，
グ
ル
ー
プ
で
協
力
し
な
が
ら
制
作
や
発
表
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
 

（
主
体
的
態
度
）

 
 

知
識
・
技
能

 
思
考
・
判
断
・
表
現

 
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

 
世

界
史

の
重

要
な

出
来

事
に

つ
い

て
，
 

背
景

・
内

容
・

影
響

を
整

理
し

，
要

点
を
 

的
確
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
簡

潔
な

英
語

を
用

い
て

，
歴

史
的

出
来

事

を
説

明
す

る
た

め
の

基
本

的
な

表
現

を
 

活
用
で
き
る
。

 

歴
史

的
出

来
事

の
意

義
を

考
え

，
伝

え
る

べ
き

情
報

を
取

捨
選

択
し

て
ポ

ス
タ

ー
に

表
現
で
き
る
。

 
英

語
を

活
用

し
，

視
覚

的
に

分
か

り
 

や
す

い
ポ

ス
タ

ー
を

制
作

し
，

他
者

に
 

発
表
で
き
る
。

 

世
界

史
を

英
語

で
表

現
す

る
新

し
い
 

学
び

に
意

欲
的

に
取

り
組

み
，

他
者

に
 

伝
え
よ
う
と
す
る
態
度
を
養
う
。

 

資資
料料
⑦⑦
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９
 

本
時

の
目

標
 

・（
思
・
判
・
表
）
S
N
S
等

の
言

語
表
現

に
つ

い
て

具
体

的
な

事
例
を

分
析

し
，
言
葉

の
選

び
方
や

表
現

の
工

夫
に

よ
っ

て
伝
わ
り

方
が

変
わ

る
こ

と
に

気
づ

く
と

と
も
に
，
受
け

手
に

配
慮
し

た
発
信

の
在

り
方

を
自

ら
考

え
，
適
切

な
文

章
表

現
に
反

映
す
る

こ
と

が
で

き
る

。
  

・
（

主
体

的
態

度
）
言

葉
が
他
者

に
与

え
る

影
響
や

，
発
信
に

伴
う

責
任

に
つ
い

て
問
題
意

識
を

持
ち

，
他
者

と
協
働
し

な
が

ら

表
現

の
改

善
に

取
り

組
む

と
と

も
に

，
情

報
社

会
で

の
よ

り
良

い
言

葉
の

使
い

方
に

つ
い

て
主

体
的

に
学

ぼ
う

と
す

る
姿

勢

を
身

に
つ

け
る

。
 

 １
０

 
本

時
の

学
習

計
画
  

内
容

 
(時

間
) 

学
習

内
容
及

び
生
徒

の
活
動

 
指

導
上

の
留

意
点

 
領

域
 

評
価

 
情 報

 

国 語
 

導
入

 
(5

分
) 

【
ア

イ
ス

ブ
レ

イ
ク

的
導

入
】

 
「

な
ぜ
，
言
葉

が
炎

上
を

引
き
起

こ
す
の

か
」
を

考
え

る
。

 
簡

単
に

ペ
ア

で
話

し
合

い
，

も
し

く
は

個
人

で
考

え
を

メ
モ

す
る

。
 

・
伝

え
方

，
 受

け
取

り
方

，
立

場
の

違
い

を
 

意
識

し
て

考
え

さ
せ

る
。

 
・

問
題
提

起
を

意
識

づ
け

さ
せ

る
。

 
 

 
思

 

展
開

 
(3

5
分

) 

【
実

際
の

炎
上

事
例

の
紹

介
】

 
企

業
ア

カ
ウ

ン
ト

の
SN

S
投

稿
が

批
判

を

受
け

た
事

例
を

紹
介

。
 

投
稿

内
容

を
投

影
し

て
，
「

な
ぜ

問
題

に
 

な
っ

た
の

か
」

を
全

体
で

考
察

。
 

・
表

現
，

言
葉

の
選

び
方

を
分

析
す
る

。
 

・
情

報
の

拡
散

性
，

文
脈

の
喪

失
，

タ
イ

ム
 

ラ
グ

，
炎

上
メ

カ
ニ

ズ
ム

に
つ

い
て

考
え
 

さ
せ

る
。

 
  ・

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

を
活

用
し

て
，

SN
S

風
の

 

投
稿

に
つ

い
て

考
え

る
。
（

あ
え

て
曖

昧
な
 

表
現

・
偏

り
あ

る
言

葉
を

使
用

し
て

考
え

さ

せ
る

。）
 

主
 

思
 

個
人

に
よ
る

SN
S
投

稿
文

（
2
種

類
）

を
，

以
下

の
視

点
で

検
討

す
る

。
 

①
 ど

ん
な
意

図
か

。
 

②
 誤

解
を
生

む
可

能
性

は
。

 
③

 ど
ん

な
表

現
に

す
れ

ば
伝
わ

り
や
す

い
。

 

【
投

稿
文

を
作

る
】

 
次

の
テ
ー

マ
か
ら

1
つ

を
選
び

，
SN

S
で

の

投
稿

文
（

10
0〜

15
0
字
）

を
作

成
。

 
①

 最
近

関
心

の
あ

る
社

会
課

題
に

つ
い

て
 

意
見

を
述

べ
る

。
 

②
 学

校
生
活

に
関

す
る

提
案
や

意
見
を

発
信

 
（

誤
解

さ
れ

に
く

い
，

配
慮

あ
る

発
信

を
意

識

す
る

）。
 

・
前

半
の

分
析

を
踏

ま
え

て
，

実
際

に
自

分
の

言
葉

を
「

設
計

」
す

る
力

を
使

う
。

 
 ・

国
語

的
な

表
現

＋
情

報
モ

ラ
ル

的
観

点
の
 

統
合

し
な

が
ら

指
導

す
る

。
 

 

ま
と

め
 

(1
0
分

) 

・
全

体
で

数
人

の
投

稿
文

を
見

て
，

良
さ

・
 

改
善

点
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

 
・

本
時
の

学
び

の
確

認
を

す
る

。
 

・
内

容
の

明
確

さ
，

誤
解

の
な

い
表

現
，

敬
意

 

あ
る

表
現

な
ど

に
注

目
さ

せ
る

。
 

主
 

思
 

   
 

 
 

 
 

 
 

教
科

横
断
型

授
業
 
「

国
語

・
情

報
」
 
学

習
指

導
案
 

高
松

第
一

高
等

学
校

 
指

導
者

 
教

諭
 

宮
武

 
直

史
（

国
語

）
 

 
教

諭
 

宮
岡

 
孝

伸
（

情
報

）
 

１
 

日
 

 
時
 

令
和

7
年

9
月

1
8
日

（
木

）
 

第
４

校
時

（
1
1
:
4
5
～

1
2
:3

5）
 

２
 

学
 

 
級
 

普
通

科
 

1
年

3
組

（
男

子
2
5
名

 
女

子
1
5
名

 
計

4
0
名

）
 

３
 

場
 

 
所
 

Ｐ
Ｃ

教
室
 

４
 

使
用

教
材
 

教
科

書
 

『
高

等
学

校
 

現
代

の
国

語
』（

第
一

学
習

社
）
，
ｉ

Ｐ
ａ

ｄ
（

使
用

ア
プ

リ
：

ロ
イ

ロ
ノ
ー

ト
）

 

５
 

単
 

 
元
 

国
語

 
 

 
情

報
の

探
索

と
選

択
 

 
 

 
 

 
 

 
 

情
報

 
 

 
情
報

源
と

情
報

の
検

証
 

６
 

単
元

の
目

標
 

・
情

報
社

会
に

お
け

る
言

葉
の

発
信

が
他

者
や

社
会

に
与

え
る

影
響

に
つ

い
て

具
体

的
な

事
例

を
通

し
て

理
解

さ
せ

，
表

現
の
 

意
図

や
受

け
手

の
受

け
取

り
方

の
違
い

を
意

識
し

た
適

切
な

情
報
発

信
に

つ
い

て
考

察
で

き
る
力

を
育

成
す

る
。
 

・
Ｓ

Ｎ
Ｓ

等
に

お
け

る
言

葉
の

選
び

方
や

，
誤

解
・

炎
上

を
防

ぐ
た

め
の

配
慮

の
重

要
性

に
つ

い
て

学
び

，
他

者
と

協
働

し
 

 
 

な
が

ら
，

自
ら

の
表

現
を

見
直

し
，
改

善
す

る
姿

勢
を

養
う

。
 

７
 

単
元

に
つ

い
て
 

(
１

)
 

教
材

観
 

 
現

代
社

会
は

，
Ｓ

Ｎ
Ｓ

を
欠

い
て

生
き

て
い

く
こ

と
は

不
可

能
と

言
わ

ざ
る

を
得

な
い

状
況

に
な

っ
て

い
る

。

Ｓ
Ｎ

Ｓ
は

，
瞬

時
に

情
報

を
取

得
し

た
り

発
信

し
た

り
で

き
る

便
利

な
ツ

ー
ル

で
あ

る
が

，
そ

の
使

用
法

に
 

よ
っ

て
は

，
他

人
を

傷
つ

け
た

り
，

自
分

を
傷

つ
け

た
り

す
る

危
険

な
ツ

ー
ル

で
も

あ
る

。
正

し
い

情
報

は
 

 

何
か

，
そ

れ
を

ど
の

よ
う

に
選

択
す

れ
ば

良
い

か
，

自
分

の
発

信
に

よ
っ

て
世

の
中

の
誰

か
を

傷
つ

け
て

 
 

い
な

い
か

等
，

こ
の

単
元

を
通

し
て

，
今

一
度

，
Ｓ

Ｎ
Ｓ

と
の

向
き

合
い

方
を

考
え

さ
せ

，
情

報
社

会
で

 
 

 

健
全

に
生

き
て

い
け

る
力

を
身

に
つ

け
さ

せ
た

い
。

 

(
２

)
 

生
徒

観
 

 
男

女
と

も
に

明
る

く
元

気
な

生
徒

が
多

い
ク

ラ
ス

で
あ

る
。

学
習

意
欲

に
個

人
差

は
あ

る
も

の
の

，
 

 
 

全
体

的
に

は
授

業
に

意
欲

的
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

特
別

理
科

コ
ー

ス
で

，
他

の
ク

ラ
ス

よ
り

も
情

報
の

 
 

授
業

時
間

が
週

に
１

時
間

少
な

い
こ

と
も

あ
り

，
内

容
が

十
分

で
な

い
。

今
後

の
研

究
に

お
い

て
，

Ｓ
Ｎ

Ｓ
 

 

な
ど

も
利

用
し

な
が

ら
論

文
を

書
い

て
い

く
こ

と
を

見
据

え
て

，
言

葉
の

捉
え

方
や

Ｓ
Ｎ

Ｓ
の

情
報

の
収

集
の

仕
方

を
確

認
し

て
お

く
必

要
が

あ
る

。
 

 
(
３

)
 

指
導

観
 

 
身

近
な

話
題

を
例

に
と

っ
て

，
自

分
の

実
生

活
に

直
結

す
る

内
容

で
あ

る
と

い
う

こ
と

を
意

識
さ

せ
な

が
ら

進
め

て
い

き
た

い
。

自
分

で
は

意
識

し
て

い
な

く
て

も
，

言
葉

だ
け

が
一

人
歩

き
を

し
て

Ｓ
Ｎ

Ｓ
を

通
し

て
 

拡
散

さ
れ

，
社

会
問

題
と

な
る

こ
と

も
あ

る
。

自
分

が
そ

の
加

害
者

に
な

ら
な

い
た

め
に

は
ど

う
し

た
ら

 
 

良
い

か
を

考
え

る
こ

と
で

，
日

常
生

活
で

も
相

手
を

思
い

や
っ

た
適

切
な

言
葉

選
び

，
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
で

き
る

よ
う

に
繋

げ
て

い
き

た
い

。
 

８
 

単
元
の

評
価
規

準
 

知
識

・
技

能
 

思
考

・
判

断
・

表
現

 
主

体
的

に
学

習
に

取
り

組
む

態
度

 
・

情
報

社
会

に
お

け
る

情
報

の
流

通
の

 

特
徴

（
S
N
S
の

拡
散

性
，

炎
上

の
構

造
，

フ
ェ

イ
ク

ニ
ュ

ー
ス

の
仕

組
み

）
を

 

理
解

し
て

い
る

。
 

・
誤

解
や

炎
上

を
避

け
る

た
め

の
言

葉
の

選
び

方
，
表

現
方

法
に

関
す

る
基

本
的

な

技
能

を
身

に
つ

け
て

い
る

。
 

・
提

示
さ

れ
た

S
N
S
投

稿
や

言
語

表
現

を

批
判

的
に

読
み

取
り

，
ど

こ
に

問
題

が
 

あ
る

か
を

論
理

的
に

説
明

で
き

る
。

 
・
目

的
や

相
手

に
応

じ
た

適
切

で
誤

解
を

招
き

に
く

い
表

現
を

自
ら

設
計

・
修

正
 

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

・
表

現
の

意
図

と
受

け
手

の
解

釈
の

 

ズ
レ

に
配

慮
し

，
自

分
の

言
葉

を
見

直
す

視
点

を
持

っ
て

い
る

。
 

・
情

報
発

信
に

対
す

る
責

任
や

言
葉

の
 

影
響

力
に

つ
い

て
，
主

体
的

に
問

題
意

識

を
持

っ
て

取
り

組
ん

で
い

る
。

 
・

他
者

の
意

見
や

表
現

を
尊

重
し

な
が

ら
，
協

働
し

て
課

題
解

決
や

表
現

の
改

善

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
。

 
・

自
分

の
学

び
を

振
り

返
り

，
今

後
の

 

情
報

発
信

や
言

葉
の

使
い

方
に

活
か

 

そ
う

と
す

る
姿

勢
が

見
ら

れ
る

。
 

資資
料料

⑧⑧
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第第 33 章章  研研究究開開発発のの内内容容  

ⅡⅡ  共共創創的的科科学学力力をを発発揮揮しし多多様様なな価価値値をを創創造造すするる場場ととししててのの専専門門深深化化型型課課題題研研究究・・教教科科継継走走型型課課題題研研究究のの  

実実践践  
令和 5・6 年度入学生は第Ⅲ期プログラム，令和７年度入学生は第Ⅳ期プログラムで実施 
a.仮説 
 第Ⅲ期仮説 （令和 5・6 年度入学生） 
自ら見つけた「結果や答えが明らかでない事象」について，課題を設定し，研究メンバーや指導教員とディスカッシ

ョンを行いながら，試行錯誤して研究を進めることにより，論理的に仮説を立証する方法を考えたり，自由な発想で  

実験を計画したり，協働して粘り強く研究に取り組んだりする姿勢や態度が育つ。また，課題研究の成果について   

発表することにより，プレゼンテーション能力や科学的なコミュニケーション能力も身に付く。 
特別理科コース以外の生徒は，「未来への学び（2 年次 2 単位）」で，各教科・科目専門の探究の方法を一通り学ぶこと

で，多くの探究の方法を身につけるとともに，物事を多面的に捉える視点を持てるようになる。それにより，教科横断的な

課題研究を深めることができるようになる。 

 第Ⅳ期仮説 （令和 7 年度入学生） 
教科教育と社会的現実の結びつきの弱さに対して，教科教育に社会的現実感を与える課題探究学習が，VUCA 時代の

実社会において自然科学，社会科学，人文科学など様々な視点で探究していく力が重要と考えられている。 
特別理科コースの生徒は「Science Research（3 年間で 5 単位）」で，自ら見つけた「結果や答えが明らかでない事象」

について，課題を設定し，研究メンバーや指導教員とディスカッションを行いながら，試行錯誤して研究を進めること

により，論理的に仮説を立証する方法を考えたり，現実的な実験を計画したり，協働して粘り強く研究に取り組んだり

する姿勢や態度を育成することができる。また，課題研究の成果について発表を繰り返し探究のサイクルを回すことで，

より高次の批判的思考力及び科学的なコミュニケーション能力，プレゼンテーション能力も身に付く。 
特別理科コース以外の生徒は「未来への学び（2 年次 2 単位）」で，様々な探究の手法を学び，物事を多面的に捉える

視点を身に付けるため，各講座が設定したいくつかのテーマについて自分たちで解決法をデザインする課題研究を理系

講座は 4 週単位で 6 回，文系講座は共通講座を 1 週実施した後，5 週単位で 3 回と 4 週単位で 2 回行う。分野を変えな

がら探究のサイクルを回すことにより，様々な分野の科学的視点や論理的思考力，計画実行力，情報収集力が身に付く。 
テレビやインターネットの普及に伴い，直接体験よりも間接体験や疑似体験が多くなっている。直接体験を充実させ

ることで，現実の世界や生活などへの興味・関心及び意欲の向上，問題発見や問題解決能力の育成，思考や理解の基盤

づくり，教科などの「知」の総合化と実践化などを促す。 
 

b.研究内容・方法・検証 
11..SScciieennccee  RReesseeaarrcchhⅠⅠ・・ⅡⅡ・・ⅢⅢのの概概要要  

特別理科コースの生徒を対象に，学校設定科目「Science 
Research Ⅰ（1 年次 2 単位：以下 SRⅠ）」「Science Research
Ⅱ（2 年次 2 単位：以下 SRⅡ」」「Science ResearchⅢ    

（3 年次 1 単位：以下 SRⅢ）」を設定している。 
SR は，第Ⅲ期までの学校設定科目「Introductory Science

（1 年次 2 単位：以下 IS）」「Advanced ScienceⅠ（2 年次  

2 単位：以下 ASⅠ）」「Advanced ScienceⅡ（3 年次 1 単位：

ASⅡ）」を参考に開発を行っている第Ⅳ期からのプログラム

である。今年度は SRⅠのプログラムを開発し実践した   

（SRⅡは令和 8 年度，SRⅢは令和 9 年度に開発・実践を計

画している）。 
SRⅠでは，前半に本校教員による「実験の基本操作」，「変

数の制御」「データの信頼性と妥当性」に関する講義・実習を

実施し探究の手法や科学的なものの見方・考え方を身に付け

させ，後半から始まる課題研究に段階的に移行できるように

計画した。 
今年度の課題研究に係る取組は SRⅠ，ASⅠ，ASⅡで  

行った。SR は開発中のため，課題研究に係る取組として  

第Ⅲ期プログラム（IS，ASⅠ，ASⅡ）における課題研究の 

流れを表 1 に示す。 
 

22..SScciieennccee  RReesseeaarrcchhⅠⅠににおおけけるる課課外外研研究究にに係係るる取取組組 
((11))  テテーーママのの決決定定  

興味のある分野ごとにブレインストーミングを行い，10 月初旬にはすべてのグループでテーマが決定した。令和 7 年

度の 1 年生の研究テーマは以下の 12 テーマである。なお，テーマ決定以降の流れは表 2 の通りである。 
＜物理分野＞ 
・ケイ効果に関する研究 

2学期

　・四国地区SSH生徒研究発表会
⑦第4回中間発表会
⑧課題研究成果発表会
　・香川県高校生科学研究発表会
　・学会等発表
　・学会等発表
⑨論文提出

1学期

2学期

3年生
「ASⅡ」

⑥第3回中間発表会（ポスター発表）
　・英国海外研修（大学・博物館等訪問，現地生
　　徒との交流・課題研究発表）

3学期

1学期

2年生
「ASⅠ」

1学期

1年生
「IS」

　・実験の基本操作
　・3年生課題研究成果報告会を聞く
　・香川県高校生科学研究発表会を聞く

3学期

　・ミニ課題研究（物化生数）
　・英語による化学の授業(CBI)
　・大学教員による実験実習

2学期

　・情報教員による講座（Power Point, Excel）
　・大学教員による実験実習
　・企業や研究所での研修

表1  3年間の課題研究実践プログラムの流れ

　・四国地区SSH生徒研究発表会を聞く
①オリエンテーション
②課題研究テーマ検討・グループ分け
③課題研究テーマ決定・研究開始
　・「実験ノートの書き方」講義
④第1回中間発表会
　・3年生課題研究成果発表会を聞く
　・香川県高校生科学研究発表会を聞く
　・関東合宿（研究所等訪問）
⑤第2回中間発表
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・弓道の衝突音に関する研究 
・熱音響冷却の最適なスタック数に関する研究 
・ボールの跳ね方に関する研究 
・身近な材料を用いた編み組織による弾性力の違いに関する研究 
＜化学分野＞ 
・生分解性プラスチックに関する研究 
＜生物分野＞ 
・スクミリンゴガイを使用した肥料について 
・葉の切れ味について～危険性の評価方法を考える～ 
＜地学分野＞ 
・人工ガーネットに関する研究 
・オーロラに関する研究 
＜数学分野＞ 
・指を使ったかけ算の研究 
・立体 2048 ゲームに関する研究 

((22))  実実験験ノノーートトににつついいてて 

研究グループには，グループごとに実験ノートを記入させた。書き方に関する講義は，過去に本校で実施した前日本

物理教育学会会長の故・村田隆紀先生による「実験ノートの書き方」の講義をベースにして，本校教員が行った。 
((33))  中中間間発発表表会会  

○第 1 回中間発表会 
2 月 12 日（木） 本校（発表 4 分，質疑応答 8 分） 

   第 1 回目の中間発表を 2 月に実施した。各グループとも，予備実験に入った段階で「研究の目的」「実験計画」 

「先行研究の調査」を中心に，プレゼンテーションソフトを用いて口頭発表を行った。教員の助言をもらう時間が 

必要なため，質疑の時間を多く取っている。この助言を生かし，その後の研究を進めた。 
 
33..AAddvvaanncceedd  SScciieenncceeⅠⅠ・・ⅡⅡのの概概要要  

第Ⅲ期期間に入学した特別理科コースの生徒に対して，学校設定科目「Advanced Science Ⅰ（2 年次 2 単位：以下 AS
Ⅰ）」「Advanced Science Ⅱ（3 年次 1 単位：以下 ASⅡ）」の 2 年間で展開している。また，その準備段階として，

「Introductory Science（1 年次 2 単位：以下 IS）」の中で，次年度以降の課題研究に向けた取り組みを行っている。3 年

間の課題研究に関する流れは表 1 に示した通りである。 
IS では，大学・博物館・研究機関・企業等と連携した講義だけでなく，2 年次以降の課題研究に向けた取り組みを行

った。「実験の基本操作」の実習では実験室にある器具の使い方を学んだ。また，「変数の制御」「データの信頼性と妥当

性」に関する実習・講義と「ミニ課題研究」を行い，探究活動の一端に触れさせた。さらに上級生の課題研究発表会に何

度か参加させて，本格的な課題研究にスムーズに移行できるようなプログラムを行った。 

44..AAddvvaanncceedd  SScciieenncceeⅠⅠのの取取りり組組みみ  

本校の課題研究では，生徒自らが身の回りの事象や興味・関心のある事柄からテーマを設定して研究に取り組んでい

る。研究はグループ研究とし，2～4 名のグループに分けた。また，中間発表を 3 回行い，定期的に評価を受けることで，

研究内容を整理し方針を再検討する機会にしている。年間計画を表 3 に示した。 

表2　Science ResearchⅠ　年間実績表（課題研究に係る部分）

回 日付 講座内容

1 9/10 研究グループ分け, 課題探究テーマ決定

2 9/17 研究グループ分け, 課題探究テーマ決定

3 10/1 研究グループ分け, 課題探究テーマ決定

4 10/29 実験ノート講座, 調査研究

5 11/5 調査・研究

6 11/12 プレゼンテーション講座①

7 11/19 調査・研究

8 11/26 プレゼンテーション講座②

9 12/10 香川大学連携：課題研究相談①, 調査研究

10 12/17 香川大学連携：課題研究相談②, 調査研究

11 1/14 調査・研究

12 1/28 調査・研究

13 2/5 調査・研究

14 2/12 第1回中間発表会（口頭発表）

回 日付 講座内容 回 日付 講座内容

4/5 第13回四国地区SSH生徒研究発表会への参加 16 10/17 調査・研究

1 4/11 オリエンテーション 17 10/24 調査・研究

2 4/18 研究グループ分け, 課題探究テーマ決定 18 11/7 調査・研究

3 4/25 研究グループ分け, 課題探究テーマ決定 19 11/14 ラットの解剖実習

4 5/2 関東合宿　学びたいことプログラム 20 11/21 調査・研究

5 5/7 研究グループ分け, 課題探究テーマ決定 21 12/5 調査・研究

6 5/23 研究グループ分け, 課題探究テーマ決定 22 12/12 調査・研究

7 5/30 実験ノート講座, 調査研究 23 12/19 第2回中間発表会（口頭発表）

8 6/6 調査・研究 24 1/16 調査・研究

9 6/13 調査・研究 25 1/30 調査・研究

6/17～6/20 関東合宿（3泊4日） 26 2/6 調査・研究

10 7/4 調査・研究 27 2/13 調査・研究

11 7/11 第1回中間発表会（口頭発表） 28 2/17 第3回中間発表会（ポスター発表）（成果報告会）

7/19 ASⅡ課題研究成果発表会 29 2/27 調査・研究

12 9/12 調査・研究 30 3/6 調査・研究

13 9/19 調査・研究 31 3/13 調査・研究

14 9/26 調査・研究 3/15～3/21 SSH英国海外研修（5泊7日）

15 10/3 調査・研究

表3　Advanced ScienceⅠ　年間実績表
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((11))  テテーーママのの決決定定  

クラス全員でブレインストーミングを行い，5 月中旬にはすべてのグループでテーマが決定した。令和 7 年度の 2 年生

の研究テーマは以下の 9 テーマである。なお，このうち物理分野の自転車で段差を安全に乗り越える条件を研究テーマ

とする課題研究班が，来年度，秋田県で開催される全国高等学校総合文化祭自然科学部門の研究発表香川県代表に   

選出された。 
＜物理分野＞ 

・段差でハンドルがとられる条件 ／ ・ことでんで安定する立ち方 ／ ・銀テープ de キミの気分もアゲアゲ☆彡 
＜化学分野＞ 

・シャボン玉の延命に関する研究 ／ ・マヨネーズ容器に関する研究 
＜生物分野＞ 

・コクヌストモドキに関する研究 ／ ・納豆菌いくらに関する研究 
＜地学分野＞ 

・アスファルト蓄熱装置に関する研究 
＜数学分野＞ 

・方向音痴に関する研究 
((22))  実実験験ノノーートトににつついいてて 

研究グループには，グループごとに実験ノートを記入させた。書き方に関する講義は，過去に本校で実施した前日本

物理教育学会会長の故・村田隆紀先生による「実験ノートの書き方」の講義をベースにして，本校教員が行った。 
((33))  中中間間発発表表会会  

○第 1 回中間発表会 
7 月 11 日（金）  本校（発表 4 分，質疑応答 8 分） 

 第 1 回目の中間発表は例年 7 月に実施している。各グループとも，予備実験に入った段階で「研究の目的」「実験計

画」「先行研究の調査」を中心に，プレゼンテーションソフトを用いて口頭発表を行った。教員の助言をもらう時間が

必要なため，質疑の時間を多く取っている。この助言を生かし，夏休み中に研究を進めた。 
○第 2 回中間発表会 

12 月 19 日（金） 本校（発表 8 分，質疑応答 7 分） 
夏休みや 2 学期に取り組んだ実験や研究とその結果について，プレゼンテーションソフトを用いて口頭発表を   

行った。順調に実験が進んでいるグループがある一方，実験方法の確立や研究テーマの絞り込みに苦労している   

グループもいくつか見られたが，楽しみながら研究を進めているグループが多かった印象である。教員だけでなく， 

生徒からも様々な質問がされて，アドバイスを受けるいい機会となった。 
○第 3 回中間発表会 

2 月 17 日（火）  本校（発表と質疑応答を含めて 13 分の口頭発表 各グループ 4 回実施） 
 成果報告会と運営指導委員会の開催に合わせて，ポスター形式による口頭発表を

行った。県内外からの教員や保護者の参加もあり，活気のある発表会となった。

また，1 年生の特別理科コースの生徒も参加し，研究の面白さや難しさを感じなが

ら，自分たちが現在取り組んでいる研究について考えている姿も見られた。発表後の

質疑応答では，教員だけではなく保護者からも質問が多く出ていたが，生徒は質問内

容をしっかりと理解し，堂々と受け答えを行っていた。質疑応答が終わった後も議論

が続いている様子が見られ，発表した生徒にとっても，今後の研究に活かせる有意義

な時間となった。なお，この回の発表では，ルーブリックでの評価を行っていない。 
 
55..AAddvvaanncceedd  SScciieenncceeⅡⅡのの取取りり組組みみ 
1 単位を学年の前半に週 2 時間の形でまとめ取りをして実施 

している。そのため，主な活動期間は 1 学期間となっている。   

講座の年間の流れは表 4 に示した通りである。 
第 2 学年の ASⅠに引き続き，2～4 名のグループで課題研究に

取り組んだ。 
研究内容をまとめ，7 月 19 日（土）に e-とぴあ・かがわと    

連携して「ASⅡ課題研究成果発表会」を行った。今年度も外部に

向けて公開し，多くの人に対面での発表を行うことができた。  

また，当日来場することのできなかった方を対象に，インター  

ネット配信（ライブ配信とオンデマンド配信）も行った。 
SSH 生徒研究発表会，かがわ総文祭，香川県高校生科学研究  

発表会，学会のジュニアセッション等の校外の研究発表会にも 

積極的に参加した。 
最後に夏季休業を利用して，研究の成果を論文にまとめ，   

日本学生科学賞や高校生科学技術チャレンジをはじめとした  

各種コンテストに応募した。 

表4　Advanced ScienceⅡ　年間実績表

回 日付 講座内容

4/5 第13回四国地区SSH生徒研究発表会

1 4/16 調査・研究

2 4/23 調査・研究

3 5/9 第4回中間発表会（口頭発表）

4 5/21 調査・研究

5 5/28 調査・研究

6 6/4 調査・研究

7 6/11 調査・研究

8 6/18 調査・研究

9 6/25 調査・研究

10 7/2 調査・研究

11 7/16 調査・研究

7/19 ASⅡ課題研究成果発表会

7/26～7/28 かがわ総文祭2025
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((11))  研研究究テテーーママ  

令和 7 年度の 3 年生の研究テーマは，次の 10 テーマである。 
＜物理分野＞ 

・温度勾配を用いた超音波の屈折 ／ ・非電力スピーカーの音が大きくなる原理の追求 
・毎日の食卓を便利に！シンプルなふりかけ容器の考察 ／ ・災害時に役立つスマホ用リフレクターの研究 

＜化学分野＞ 
・植物によるトゥシューズの消臭 ～ローズマリー，オリーブを用いて～ 
・紙を原料にしたエネルギーの抽出 ～セルロースの効率的な分解を促進する触媒の分析～ 

＜生物分野＞ 
  ・色・模様が昆虫に与える影響について 
＜地学分野＞ 

・堆積岩の形成メカニズムを利用した硬化体作成への挑戦 ／ ・打ち水で涼しくするには 
＜数学分野＞ 

・ごみ投げの達人 ～物体投射の最適な計算式の研究～ 
((22))  中中間間発発表表・・最最終終発発表表会会  

○第 4 回中間発表会 
5 月 9 日（金） 本校 （発表 8 分，質疑応答 4 分） 
これまでの研究成果の発表を，担当教員と 3 年特別理科コースの生徒に向けて行った。春休み等を活用して，前回

の発表から実験回数を増やし，より深く考察を行えている班もあれば，思うように研究が進められていない班もあっ

た。また，生徒や教員からの質問も多くあり，活発な発表会となった。 
○ASⅡ課題研究成果発表会（最終発表会） 

7 月 19 日（土） e-とぴあ・かがわ （発表 10 分，質疑応答 4 分） 
e-とぴあ・かがわを会場に全グループが口頭発表を行った。参加生徒は発表者の 3 年生だけではなく，特別理科コー

ス 1･2 年生もこの課題研究における到達目標（3 年生の姿）を確認することを目的として半日あるいは終日のどちら

かで参観し，先輩達の発表を熱心に聞いていた。 
本校の保護者・生徒に加え，県外 SSH 教員などの外部からも参加していただいた。また，ライブ配信では県外から

の参加もあった。配信はオンデマンド形式でも行い，当日参加できなかった方にも広く視聴できるように配慮した。 

研究の集大成となる発表会ということもあり，緊張した面持ちの生徒が多く見られたが，これまで行ってきた    

課題研究への思いがスライドや声から伝わるような発表会となった。 
((33))  校校外外のの発発表表会会へへのの参参加加  

課題研究の成果を公開発表することによって，研究開発活動の普及を図るとともに，科学的コミュニケーション  

能力，科学的プレゼンテーション能力の育成をねらいとしている。校内での発表会だけでなく，全グループが公募され

ている発表会に参加して発表を行った。 
○かがわ総文祭 2025 

7 月 26 日（土）～ 28 日（月） 香川大学 
・温度勾配を用いた超音波の屈折 
・非電力スピーカーの音が大きくなる原理の追求 
・毎日の食卓を便利に！シンプルなふりかけ容器の考察 
・災害時に役立つスマホ用リフレクターの研究 
・植物によるトゥシューズの消臭 ～ローズマリー，オリーブを用いて～ 
・紙を原料にしたエネルギーの抽出 ～セルロースの効率的な分解を促進する触媒の分析～ 
・色・模様が昆虫に与える影響について 
・堆積岩の形成メカニズムを利用した硬化体作成への挑戦 
・打ち水で涼しくするには 

○日本獣医学会高校生企画 サイエンスファーム 2025 
8 月 2 日（土） 酪農学園大学（オンライン開催） 
・色・模様が昆虫に与える影響について                        _優秀アカデミア賞_ 

○第 11 回中高生のためのかはく科学研究プレゼンテーション大会 
8 月 3 日（日） 愛媛県総合科学博物館 
_ステージ発表_ 
・堆積岩の形成メカニズムを利用した硬化体作成への挑戦                                 奨励賞  
_ポスター発表_ 
・災害時に役立つスマホ用リフレクターの研究                              奨励賞  
・非電力スピーカーの音が大きくなる原理の追求                             奨励賞  

○令和 7 年度スーパーサイエンスハイスクール生徒研究発表会 
8 月 6 日（水）・7 日（木） 神戸国際展示場 
_ポスター発表_ 
・温度勾配による音の屈折 

 

－40－

 



第 3 章 研究開発の内容 

Ⅱ 共創的科学力を発揮し多様な価値を創造する場としての専門深化型課題研究・教科継走型課題研究の 

実践 

42 
 

○FESTAT2025（全国統計探究発表会）兼 第 13 回香川県高校生科学研究発表会 
8 月 16 日（土） 香川県立観音寺第一高等学校（オンライン開催） 
・非電力スピーカーの音が大きくなる原理の追求                                     _奨励賞_ 
・災害時に役立つスマホ用リフレクターの研究                                          _奨励賞_ 
・堆積岩の形成メカニズムを利用した硬化体作成への挑戦                                _奨励賞_ 
・植物によるトゥシューズの消臭 ～ローズマリー，オリーブを用いて～                  _奨励賞_ 
・色・模様が昆虫に与える影響について                        _奨励賞_ 
・紙を原料にしたエネルギーの抽出 ～セルロースの効率的な分解を促進する触媒の分析～  奨励賞  

○マス・フェスタ 
8 月 23 日（土） 大阪府立大手前高等学校 
・ごみ投げの達人 ～物体投射の最適な計算式の研究～ 

  ((44))  論論文文投投稿稿  

  研究の結果は論文にまとめ，論文集として 3 月に発刊している。また，全グループがいずれかの研究論文コンテスト

に応募している。応募先と審査結果は以下のとおりである。 
○日本学生科学賞 

・温度勾配を用いた超音波の屈折                                         _香川県審査 優秀賞_ 
・続成作用をモデルとした硬化体の作製                   佳作  

・色・模様が昆虫に与える影響について                   佳作  

○高校生科学技術チャレンジ 

・サリチル酸の併用による活性炭触媒の表面アルカリ処理の代替検証 

○朝永振一郎記念「科学の芽」賞 

・色・模様が昆虫に与える影響について                   努力賞  

○坊ちゃん科学賞 

・植物によるトゥシューズの消臭 ～ローズマリー，オリーブを用いて～      優良入賞  

・災害時に役立つスマホ用リフレクターの研究                       佳作  

・非電力スピーカーの音が大きくなる原理の追求                佳作  

・打ち水で涼しくするには                         奨励賞  
○生活創造コンクール 

・ごみ投げの達人 ～物体投射の最適な計算式の研究～ 

・毎日の食卓を便利に！シンプルなふりかけ容器の考察 

66..ルルーーブブリリッッククにによよるる評評価価  

((11))  ルルーーブブリリッッククのの概概要要  

課題研究の評価については，H25 年度に香川大学教育学部と連携して開発したルーブリックを，一部改良して利用し

ている。研究発表会でのプレゼンテーションに対するものと，実験ノートに対するものを作成している。 
((22))  ププレレゼゼンンテテーーシショョンンにに対対すするるルルーーブブリリッックク評評価価  

プレゼンテーションに対するルーブリック評価は，2 年次の第 1 回，第 2 回，3 年次の第 4 回の中間発表と最終発表の

計 4 回実施している。評価項目は，表 5 のとおりである。ポスター発表を行う 2 年次の第 3 回については，ルーブリッ

ク評価を行っていない。 
評価の項目は，第 1 回は①～③と⑤，第 2 回と第 4 回は①～⑤，最終発表では①～④の項目で評価している。 
評価の段階は，「不十分（1）」，「もう少し（2）」，「ほぼ十分（3）」，

「十分（4）」の 4 段階で行っている。それぞれの評価基準は文章

表記されている。生徒には，評価項目とそれぞれの評価基準の 

文章表記を事前に提示しており，どのような研究や成長が求めら

れているのかを知った上で発表に臨んでいる。また，評価担当者

の主観によるばらつきが小さくなるように，本校での課題研究の

指導経験回数の少ない教員に対しては，前年度の課題研究の  

最終発表の動画と評価結果を確認するなどの事前研修を   

行なっている。なお，プレゼンテーションに対するルーブリック

については本校ホームページに掲載をしている。 
また，本校のルーブリック評価は，第 1 回の発表から最終発表まで，一貫して同じ基準で評価している。そのため， 

生徒の変容を時系列で捉えられる。次頁の図は，3 年生の物理分野の班 A の第 1 回（2 年次 7 月）から最終発表（3 年次

7 月）までの各項目の評価結果の推移を示したものである。評価結果については，評価の平均値ではなく，4 段階の    

各評価をつけた教員が何名いるかをバルーンの大きさで示したもので表している。各発表会の評価結果はこのバルーン

の形で生徒にフィードバックし，返却の際には指導担当教員と改善していくところを明確化し，その後の調査・研究に

つなげるように取り組んでいる。図より，ほぼすべての項目において発表会を重ねる毎に少しずつ高い評価をした教員の

数が増えていっていることがわかる。 

 ○研究目的，課題の科学的把握・理解

 　(科学的な意義ある探究)

 ○先行研究の調査，これまでの研究結果の理解

 ○実験の設定

 ○データの信頼性

 ③ 研究の分析・表現  ○表現方法と分析

 ④ 結果の科学的見解  ○科学的思考・判断

 ⑤ 今後の取り組み  ○具体的な今後の予定

 ○手順の評価

 ○証拠の信頼性

 ○結論の信頼性

表5　プレゼンテーションに対する評価項目（理科テーマ用）

 ① 課題設定

 ② 実験

 ⑥ 自己評価と課題

   　(最終発表のみ)

表 5 
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不十分(１) ほぼ十分(2) 十分(3)

実験・計算方法の質

実験の操作における注意が不十分で
ある。
根根拠拠にに基基づづいいたた計計算算やや証証明明がが正正確確
ににででききてていいなないい。。

実験の操作が概ね注意を払ってでき
ている。
数数学学的的法法則則やや定定理理にに基基づづいいたた計計算算
やや証証明明ががおおおおむむねねででききてていいるる。。

実験の操作が十分注意を払ってできてい
る。計計算算やや証証明明にに矛矛盾盾ががななくく，，過過程程やや
結結果果がが数数学学的的法法則則やや定定理理にに基基づづいいてて
明明確確にに書書かかれれてていいるる。。

データの取り方・記録

十分な実験ままたたはは計計算算回数を重ねて
おらず，正確に記録できていない。数数
値値計計算算ににおおいいててははププロロググララムムのの検検
証証をを行行っってていいなないい。。

実験ままたたはは計計算算（（数数値値計計算算ににおおいいてて
ははププロロググララムムのの検検証証））をああるる程程度度のの
回回数数行い，信頼性を持たせようとして
いるが不十分である。しかし正確に記
録を残している。

実験ままたたはは計計算算（（数数値値計計算算ににおおいいててはは
そそののププロロググララムムのの検検証証））を十分な回数設
定し，複複数数人人でで確確認認を行ってデータに信
頼性を持たせている。信頼性のチェックを
行い，正確に記録を残している。

協力体制

適適切切なな実実験験やや，，計計算算過過程程，，証証明明方方
法法ににつついいてて，，班班内内でで試試行行錯錯誤誤ししたた
形形跡跡がが見見らられれなないい。。

適適切切なな実実験験やや，，計計算算過過程程，，証証明明方方
法法ににつついいてて，，班班内内でで試試行行錯錯誤誤ししたた
記記録録ががおおおおむむねね残残っってていいるる。。

班班内内でで実実験験作作業業のの役役割割をを決決めめ，，全全員員でで
実実験験をを行行っってていいるる。。ささららにに，，班班内内でで行行わわ
れれたたデデーータタやや計計算算過過程程のの検検討討やや議議論論
ににつついいててもも書書きき留留めめててああるる。。

実験の方向性を適切に
把握しながら進めてい
るか

実験の方向性を意識せず，結論を導く
ような実験を行えていない。
取取りり組組むむ課課題題にに対対すするる解解答答のの予予測測
ままたたはは現現象象をを引引きき起起ここすす原原因因をを予予
想想ししたたモモデデルルのの仮仮定定がが書書かかれれてていい
なないい。。

実験の方向性を意識しているが，
実験の設定内容に不十分な点が見ら
れる。
取取りり組組むむ課課題題にに対対すするる解解答答のの予予測測
ままたたはは現現象象をを引引きき起起ここすす原原因因をを予予
想想ししたたモモデデルルのの仮仮定定はは書書かかれれてていい
るるがが不不十十分分ででああるる。。

実験の方向性を意識し，結論によく繋がる
ような実験を行えている。
取取りり組組むむ課課題題にに対対すするる解解答答のの予予測測ままたた
はは現現象象をを引引きき起起ここすす原原因因をを予予想想ししたたモモ
デデルルのの仮仮定定ががででききてていいるる。。

必要事項の記録

実験再現のために必要な事柄
（操作・手順・装置・・立立式式・・計計算算過過程程）
が記載されていない。実験ままたたはは計計
算算を行った日時や場所・人も不明確で
ある。

実験再現のために必要な事柄
（操作・手順・装置・・立立式式・・計計算算過過程程）
や実験ままたたはは計計算算を行った日時や場
所・人を明記している。

実験再現のために必要な事柄
（操作・手順・装置・・立立式式・・計計算算過過程程）や
実験ままたたはは計計算算を行った日時や場所・人
を明記している。さらに実験図ややググララフフな
どを効果的に用いている。

ノートの見やすさ

自らの実験ままたたはは計計算算ノートとして形
式が定まっておらず，まとまりのない
ノートになっている。

自らの実験ままたたはは計計算算ノートとして形
式にのっとり分かりやすくまとめてい
る。

自らの実験ままたたはは計計算算ノートとして形式
にのっとり分かりやすくまとめている。
さらに表やグラフを適宜効果的に示してい
る。

コメントや気付き

ノート内に実験におけるコメントや
気付き，振り返りについての記述が見
られない。
複複数数回回のの証証明明やや計計算算をを行行っってておおらら
ずず，，得得らられれたた結結果果のの検検討討がが書書かかれれ
てていいなないい。。

ノート内に実験におけるコメントや
気付き，振り返りについての記述があ
る程度書き留めてあるが，分かりにく
い部分がいくつか見られる。
複複数数回回のの証証明明やや計計算算をを行行っったたがが，，
個個々々のの結結果果をを統統合合ししてて得得らられれるる考考
察察がが不不十十分分ででああるる。。

ノート内に実験におけるコメントや
気付き，振り返りについての記述が十分
に分かりやすく書き留めてある。
複複数数回回のの証証明明やや計計算算をを行行いい，，個個々々のの結結
果果をを統統合合しし，，一一連連のの結結果果かからら得得らられれるる
考考察察がが書書かかれれてていいるる。。

高松第一高等学校　SSH実験ノート　評価ルーブリック　（事象の観測や試行，測定等を含めて実験と呼ぶ）

①研究の
     進行状況

②ノートの書き方

1 年半の課題研究期間において，  

生徒の変容としては望ましいものと 

なっている。これは，対面形式や   

オンライン形式，ポスター発表や  

プレゼンテーションソフトを用いての

発表など，様々な形式での発表が  

あったことで，データの整理やその 

表現について生徒達が工夫を重ねて 

いったからではないかと考えられる。

また，通常の課題研究の授業時間の 

中においても積極的に議論し，計画的

に研 究に 取り 組む など 意欲 的に   

取り組んだためと考えられる。 

((33))  実実験験ノノーートトののルルーーブブリリッックク評評価価   
 研究の過程や，研究へ取り組む基本的な態度，データの取り扱いと信頼性などを評価するために，ルーブリックを用い

て実験ノートを評価している。2 年生については 2 学期末，3 年生については論文提出後に，評価を行った。 
評価項目を表 6 に示す（ルーブリックは学校 HP にて公開中）。評価の段階は，

「不十分（1）」，「ほぼ十分（2）」，「十分（3）」の 3 段階で行っている。生徒には，

評価項目と最高評価の「十分（3）」の文章表記を事前に提示している。過去には， 

班の指導教員を含めた 4 名の教員で評価を行っていたが，より公正な評価を行う 

ため，令和 4 年度からすべての班の評価を，課題研究担当教員全員（ASⅠ：理科  

13 名，数学 1 名／ASⅡ：理科 13 名，数学 2 名）で行っている。 
これまでの評価の検証から実験ではなく演算が中心となる数学の課題研究では，

操作の質・データの取り方・記録等について，理科と同一のルーブリックでは評価

が困難であるという課題が明らかになってきた。そのため昨年度，実験ノートのルーブリックの改良を進め，妥当性を 

検証した。表 7 はそのルーブリックである。これまでのものと試作したものの 2 つで実験ノートを評価し，教員間での

各項目の評価のばらつきの大きさからルーブリックに示された記述語の妥当性を検証した。その結果，以前のものより 

各項目の教員間での評価のばらつきは小さくなった。これは，記述語がより数学的なものになったことにより，これまで

各教員がそれぞれに置き換えながら評価していた項目の基準がよりイメージしやすいものになったことで評価しやすく

なったためだと分析している。これにより，誰にとっても評価しやすいルーブリックの開発にさらに一歩近づけたと考え

ている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 7 実験ノートのルーブリック（数学） 

▲図 R7 年度 3 年生 物理分野 班 A 評価の変容 

 ○操作の質

 ○データの取り方・記録

 ○協力体制

 ○実験の方向性を適切に

　　把握しながら進めているか

 ○必要事項の記録

 ○ノートの見やすさ

 ○コメントや気付き

表6　実験ノートのルーブリック　評価項目

② ノートの書き方

 ① 研究の進行状況
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不十分(１) ほぼ十分(2) 十分(3)

実験・計算方法の質

実験の操作における注意が不十分で
ある。
根拠に基づいた計算や証明が正確
にできていない。

実験の操作が概ね注意を払ってでき
ている。
数学的法則や定理に基づいた計算
や証明がおおむねできている。

実験の操作が十分注意を払ってできてい
る。計算や証明に矛盾がなく，過程や
結果が数学的法則や定理に基づいて
明確に書かれている。

データの取り方・記録

十分な実験または計算回数を重ねて
おらず，正確に記録できていない。数
値計算においてはプログラムの検
証を行っていない。

実験または計算（数値計算において
はプログラムの検証）をある程度の
回数行い，信頼性を持たせようとして
いるが不十分である。しかし正確に記
録を残している。

実験または計算（数値計算においては
そのプログラムの検証）を十分な回数設
定し，複数人で確認を行ってデータに信
頼性を持たせている。信頼性のチェックを
行い，正確に記録を残している。

協力体制

適切な実験や，計算過程，証明方
法について，班内で試行錯誤した
形跡が見られない。

適切な実験や，計算過程，証明方
法について，班内で試行錯誤した
記録がおおむね残っている。

班内で実験作業の役割を決め，全員で
実験を行っている。さらに，班内で行わ
れたデータや計算過程の検討や議論
についても書き留めてある。

実験の方向性を適切に
把握しながら進めてい
るか

実験の方向性を意識せず，結論を導く
ような実験を行えていない。
取り組む課題に対する解答の予測
または現象を引き起こす原因を予
想したモデルの仮定が書かれてい
ない。

実験の方向性を意識しているが，
実験の設定内容に不十分な点が見ら
れる。
取り組む課題に対する解答の予測
または現象を引き起こす原因を予
想したモデルの仮定は書かれてい
るが不十分である。

実験の方向性を意識し，結論によく繋がる
ような実験を行えている。
取り組む課題に対する解答の予測また
は現象を引き起こす原因を予想したモ
デルの仮定ができている。

必要事項の記録

実験再現のために必要な事柄
（操作・手順・装置・立式・計算過程）
が記載されていない。実験または計
算を行った日時や場所・人も不明確で
ある。

実験再現のために必要な事柄
（操作・手順・装置・立式・計算過程）
や実験または計算を行った日時や場
所・人を明記している。

実験再現のために必要な事柄
（操作・手順・装置・立式・計算過程）や
実験または計算を行った日時や場所・人
を明記している。さらに実験図やグラフな
どを効果的に用いている。

ノートの見やすさ

自らの実験または計算ノートとして形
式が定まっておらず，まとまりのない
ノートになっている。

自らの実験または計算ノートとして形
式にのっとり分かりやすくまとめてい
る。

自らの実験または計算ノートとして形式
にのっとり分かりやすくまとめている。
さらに表やグラフを適宜効果的に示してい
る。

コメントや気付き

ノート内に実験におけるコメントや
気付き，振り返りについての記述が見
られない。
複数回の証明や計算を行っておら
ず，得られた結果の検討が書かれ
ていない。

ノート内に実験におけるコメントや
気付き，振り返りについての記述があ
る程度書き留めてあるが，分かりにく
い部分がいくつか見られる。
複数回の証明や計算を行ったが，
個々の結果を統合して得られる考
察が不十分である。

ノート内に実験におけるコメントや
気付き，振り返りについての記述が十分
に分かりやすく書き留めてある。
複数回の証明や計算を行い，個々の結
果を統合し，一連の結果から得られる
考察が書かれている。

高松第一高等学校　SSH実験ノート　評価ルーブリック　（事象の観測や試行，測定等を含めて実験と呼ぶ）

①研究の
     進行状況

②ノートの書き方

表 7 実験ノートのルーブリック（数学）
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7．．「「未未来来へへのの学学びび」」のの概概要要 
 週あたり 2 時間（2 単位）の学校設定科目「未来への学び」を 2 年生に設定した。この講座は，第Ⅱ期に行っていた 

理系コースの生徒対象の「理科課題研究」で実施していた「ミニ課題研究」をベースに組み立てている。 
理系コースの生徒対象の「理系講座」は 4 講座（物理，化学，生物・地学，数学）を実施し，文系・国際文科・美術専

門コース，音楽科（以下文系・音楽科）の生徒対象の「文系講座」は 4 講座（国語，地歴公民，英語，体育・音楽）を  

開講し，中から各班 3 講座を選んで実施した。 
対象クラスの生徒を理系コースは 3～4 名，文系・音楽科は 4～5 名の班に分け，それぞれの班が，各分野を理系は   

4 週ごとに，文系は 5 週ごとにローテーションして研究課題に取り組んだ。研究課題は，講座ごとに複数のテーマの中 

から各班 1 つずつ選択し，実験・実習を行い，それぞれの分野ごとに，まとめとしてレポートを作成したり，プレゼンテ

ーションの中で課題と成果について発表したりした。さらに，生徒の視野を広げることを目的に，表 8，表 9 のように 

11 月～12 月の 4 週にわたり，文系・音楽科の生徒が「理系講座」を，理系コースの生徒が「文系講座」を受講するクロ

ス講座も実施した。 
 最後に，1 月中旬から 2 月上旬にかけて，これまでに受講した講座の中から各班１つテーマを選択し，研究内容をさら

に進めるための「深める時間」を設けた。この期間で取り組んだ研究内容は，2 月 10 日のクラス発表会で発表した。     
加えて，その中で特に良い研究を選び，学年全体に伝える成果発表の場を設けた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 各教科・科目専門の探究の手法を一通り学ぶことで，多くの探究の手法を身につけるとともに，物事を多面的に捉える

視点を持てるようになると考えている。講座の運営に関しては校務分掌に理系教科教員・文系教科教員による「未来への

学び係」を設け，その係を中心に，以下の日程で研究開発を行った。 
○ 4 月 講座の運営準備 
  ・講座スケジュール，使用教室の調整，班分け，講座別名簿の作成  ・評価方法の検討  ・ガイダンスの実施 
○ 4 月～11 月 通常講座の運営 
○ 10 月～12 月 「クロス講座」の運営準備・運営 
  ・希望調査，実施テーマの決定 
○ 12 月～1 月  「深める時間」の運営準備・運営 
  ・希望調査，実施テーマの決定  ・使用教室，使用 PC の調整 
○ 2 月 クラス発表会・学年発表会の準備，運営   「1 年間の振り返り」の準備 
  ・使用教室の調整  ・運営，評価担当教員の配置  ・評価表，ルーブリックの作成 
○ 3 月 評価の実施    来年度の計画 
○ 年間を通じて 出席管理，講座運営時の問題点，意見の集約 

評価については，各講座で観点別評価に対応したルーブリックを作成して行っている。 
 

8．．「「未未来来へへのの学学びび」」各各教教科科のの講講座座内内容容 

【【理理系系生生徒徒対対象象講講座座】】数数学学  
ⅠⅠ..テテーーママ  

各クールによって違うテーマで実施する。 
1 クール目 geogebra を使って関数を用いたアート作品を作る。 

2 クール目 
xn－1 の n を自然数の範囲で変化させ，これの因数分解に潜む性質を見つけ，それが常に成立するなら証明をし，

そうでないならば反例をさがす。x6－1 までは授業で学習した方法で出来るが，それ以上は geogebra を使用す

る。できれば x100－1 程度までは調べた。 
3 クール目 ジョン・ネピアと同じ手法で，対数表を作成する。2nや 3nの計算は geogebra を使用する。 
4 クール目 興味の出そうな数学のおもしろい難問をいくつか提示し，その中から選んで実際に解く。 

ⅡⅡ..目目的的  
 学校で教科書を使って学んだことは数学のほんの表面だけであり，さらに工夫をすることによって，とんでもない 

数学の世界観に触れていく。いろいろな困難を乗り越えることによって，生きるための本当の学力が身につくことを 

体感する。大学入試の為だけの数学では，本当の数学好きの生徒は生まれない。 

表 8 R7 年度「未来への学び」理系講座実績 
回 実 施 日 講 座 

1 4/15 考える科学 
2～5 4/22   5/1    5/20  5/27 理系講座 1 
6～9 6/10  6/24  7/8  7/15 理系講座 2 
10～13 9/9   9/16  9/30 10/14 理系講座 3 
14～17 10/21  10/28  11/4  11/11 理系講座 4 
18～21 11/18 11/25 12/9 12/16 文系クロス講座 
22～24 1/13  1/20  1/27 深める時間 
25 2/10 クラス発表会 
26 2/17 学年発表会 
27 3/3（1h） 振り返り 

回 実 施 日 講 座 
1 4/15 ガイダンス 
2 4/22  講演会 
3～7 5/1    5/20    5/27   6/10   6/24 文系講座 1 
8～12 7/8    7/15    9/9    9/16   9/30 文系講座 2 
13～17 10/14  10/21  10/28  11/4  11/11 文系講座 3 
18～21 11/18 11/25 12/9  12/16 文系クロス講座 
22～24 1/13  1/20  1/27 深める時間 
25 2/10 クラス発表会 
26 2/17 学年発表会 
27 3/3（1h） 振り返り 

表 9 R7 年度「未来への学び」文系講座実績 
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ⅢⅢ..展展開開  
クールごとに展開は異なるが，最初の一歩だけは指導者が行う。その後は班の   

メンバーで作業を割り振ったり，インターネットで情報収集をしたりなど生徒は自由

に活動する。必要があれば，教員が様子をみながらヒントを出す。 
ⅣⅣ..授授業業のの様様子子  
 生徒たちは問いについて，数学の授業で学習したことを活用しながら熱心に取り 
組むことができていた。班内で議論したり，教えあったりして協力して取り組み，1 ク

ール目では各班，関数をつかって好きなキャラクターを描くなど作品を見事に完成さ

せた。 
ⅤⅤ..評評価価  
  出席など取り組みの様子（4 点），探究の深度（4 点），作品の完成度（4 点），考察や証明の完成度（4 点）の計 16 点

満点で評価した。 
ⅥⅥ..今今年年度度のの成成果果とと課課題題    

成果：数学の視野が広がり単元毎の関連性や組み合わせなどを考えられるようになったのではないか。また，講座を

通して問題解決能力や応用力が確実に身についている。文系クロス講座での活動においては，理系班にはない

文系の発想や思考があって面白い。 
課題：班を超えて意見交換や別解などの議論ができれば，理解をより深められるのではないか。 

 
【【理理系系生生徒徒対対象象講講座座】】物物理理  
ⅠⅠ..テテーーママ  
 次の課題の中から，グループごとに一つを選択し，科学的探究の手法を学ぶ。 

・4 階から「たまご」を落としても割れない装置を紙だけで作ろう 
・身のまわりの材料を使い，1 オクターブの音階を奏でることのできる楽器を作っ

てみよう 
・床に物体を落としたときの跳ね返りについて調べよう 
・水中を落下する物体の終端速度を測ってみよう 
・空気の密度を測定してみよう 
・お湯の冷め方について調べよう 
・輪ゴムを引く力と伸びの関係を調べてみよう 

ⅡⅡ..目目的的  
身近な物理現象を探究するために必要な実験・観察の技能を身につける。また，実験において入力変数と結果の変数，

制御する変数を意識することで，必要とするデータを得られるような実験方法を考案する力を身につける。 
ⅢⅢ..展展開開  

1 週目 
・班ごとに話し合い，テーマを決定する。 
・テーマをもとに，仮説を立て，実験方法を考える。 
・準備物や実験方法について，班ごとに発表を行い，全体で共有する。 

2 週目 ・1 週目の発表内容をもとに，実験を行う。  ・得られた実験結果を考察し，さらに必要な実験を考える。 
3 週目 ・2 週目に引き続き，実験を行う。      ・得られた実験結果を考察する。 

4 週目 
・実験結果，考察，今後の展望などを話し合い，発表資料を作成する。 
・班ごとに発表を行う。また，別の班の発表を聞いて，質問をする。 
・まとめと評価を行う。 

ⅣⅣ..授授業業のの様様子子  
生徒たちは互いに意見を出し合いながら工夫して実験に取り組んでいた。「4 階からたまごを落としても割れない  

装置を紙だけで作ろう」のテーマでは，パラシュート型や箱型など様々な装置を考案し，その大きさや形，落下時間，

衝撃吸収材の量などを変えて，たまごが割れるかどうかとの相関について調べた。また，「床に物体を落としたときの

跳ね返りについて調べよう」では，テニスボールやピンポン球など球の種類を変えたり，落下させる高さを変えたりし

ながら，跳ね返る高さとの相関について考察した。どのテーマにおいても，中学校や高校の理科で学習した内容と関連

付けながら，自由な発想で実験方法や実験結果を考えることができていた。4 週目の発表会では，実験結果についてそ

れぞれの視点で考察し，その仮説を証明するためにはどのような実験が必要かなど，将来の展望も含めて発表すること

ができた。 
ⅤⅤ..評評価価  
     評価点 
観点 不十分（1） もう少し（2） ほぼ十分（3） 十分（4） 

実験 実験の設定 

観察・実験の方法や手順

がまとまっておらず， 
 
全体像が全く示されて

いない。 

観察・実験の方法や手順は示さ

れているが，不十分な点がいく

つか見られ， 
全体像が漠然としている。 

観察や実験の方法や手順が適切に

述べられており， 
 
全体像がはっきり示されている。 

観察や実験の方法や手順が適切に

述べられており， 
 
全体像がはっきり示されている。 
さらに，より質の良い操作を行う

ための工夫がみられる。 
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実験の設定が論理的に構成されているかに留意する。 

データの 
信頼性 

実験の回数や誤差，観察

における条件制御や 

材料の特定に関する 

記述が示されていない。 

実験の回数や誤差，観察におけ

る条件制御や材料の特定に 

関する記述が示されているが，

不十分な点が見られる。 

実験の回数や誤差，観察における

条件制御や材料の特定に関する 

記述が正確に示されている。 

実験の回数や誤差，条件制御や 

材料の特定に関する記述が正確に 

示されている。 
さらに，より高い質のデータを 

得るための工夫点もみられる。 

研究の

分析・

表現 

表現方法 

実験結果を図表・グラフ

で表わせていない。 
実験結果を図表・グラフで表し

ているが，不十分である。 
実験結果を図表・グラフを用いて

適切に表現している。 
実験結果を図表・グラフを用いて

適切に表現している。また工夫点

も見られる。 
図表やグラフが「生データの羅列」になっていないか，図表やグラフの種類の選択は適切であるかに留意する。 

分析と考察 

結果に対する分析や 

考察が見られない。 
結果に対する分析や考察がな

されているが，不十分である。 
結果に対する分析や考察が適切に

なされている。 
結果に対する分析や考察が適切に

なされており，工夫点も見られる。 

考察が単なる推測ではなく，科学的な根拠に基づくものであるかに留意する。 

発表コミュニケーシ

ョン力 

説明がわからない。 

もしくは，発表が聞き 

取れない。 

説 明 が 不 十 分 で あ る 。 

もしくは，発表が聞き取りにく

い。 

説明が適切で，発表が聞き取り 

やすい。 
説明が適切で，発表がわかり 

やすく，質疑に対する対応も 

適切である。 
  

ⅥⅥ..  今今年年度度のの成成果果とと課課題題  
成果：生徒自ら詳細なテーマを決め，実験の設定から結果の考察までを行うことで，変数を意識してより良い結果を

得るための工夫ができるようになり，それらは教科の授業にもいかすことができている。また，教員側も生徒

の思考の流れや間違えやすい点を把握することができてきたため，より適切なタイミングで生徒に助言をする

ことができるようになった。 
課題：複数の班が同じテーマを行っているにもかかわらず，お互いの班で得られた結果などを共有してより深めるよ

うな活動が行えていないことが課題である。そのため，成果発表のタイミングで同じ研究テーマを扱っている

生徒から質問を募ったり，発表会の後に交流を持ったりすることが必要ではないかと考える。発表会がただ 

成果報告の場になるのではなく，発表生徒にも聴いている生徒にも深い学びの場になるように協議をしている。 
 

【【理理系系生生徒徒対対象象講講座座】】化化学学  
ⅠⅠ..テテーーママ  
 次の課題の中から，グループごとに一つを選択し，4 週にわたって探究する。 
 ・丈夫なシャボン玉を作ろう 

・最も温かくなるカイロの条件を探ってみよう 
・スライムの粘度について調べよう 

ⅡⅡ..目目的的  
この講座は，身近にあるものを題材に，研究に必要な基本的な取り組み方を身につけることを目標にしている。    

具体的には，入力変数と結果の変数の関係を意識して，適切な実験の方針を立てることを学ぶ。また，得られた    

データに対して適切な処理方法を考え，信頼できる結果を得るための手法を身につけることを目的とする。 
ⅢⅢ..展展開開  

1 週目 

・班ごとに話し合い，取り組むテーマを決める。 
・テーマに沿って仮説を立て，実験計画を作成する。 
・実験の試行回数やデータの処理方法を考える。 
・実験計画に沿って，実験を行う。 

2 週目 ・前回の結果をもとに，今週の実験計画を立てる。 
・１週目に引き続き，実験を行う。 

3 週目 ・これまでの実験結果をもとに結果をどうまとめるかを考え，実験計画を立てる。 
・２週目に引き続き，実験を行う 

4 週目 
・レポート作成のために足りない部分があれば，追加の実験を行う。 
・実験結果をもとに，班ごとに話し合って考察を行う。 
・班ごとにレポート作成を行う。 

ⅣⅣ..授授業業のの様様子子  
 計画を立てる段階から，グループ内で活発にコミュニケーションを取って取り組むことができている。実験結果は  

実験ノートに記録し，数値には表れない「気づいたこと」をノートに記録しているグループも見受けられた。また，    

実験を行った日の気象条件が結果に影響を与えるのではないかと考えたグループもあった。 
ⅤⅤ..評評価価  
 提出されたレポートや活動状況をもとに，ルーブリックで評価を行った。 
    評価点 
観点 不十分（１） もう少し（2） ほぼ十分（3） 十分（4） 

知

識 
・ 
技

能 

実験の設定 

観察・実験の方法や手順が

まとまっておらず， 
 
全体像が全く示されていな

い。 

観察・実験の方法や手順は 

示されているが，不十分な 

点がいくつか見られ， 
全体像が漠然としている。 

観察や実験の方法や手順が適切に

述べられており， 
 
全体像がはっきり示されている。 

観察や実験の方法や手順が適切に

述べられており， 
 
全体像がはっきり示されている。 
さらに，より質の良い操作を行う 

ための工夫がみられる。 
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実験の設定が論理的に構成されているかに留意する。 

表現方法 

実験結果を図表・グラフで

表わせていない。 
実験結果を図表・グラフで 

表しているが，不十分である。 
実験結果を図表・グラフを用いて 

適切に表現している。 
実験結果を図表・グラフを用いて 

適切に表現している。 
また工夫点も見られる。 

図表やグラフが「生データの羅列」になっていないか，図表やグラフの種類の選択は適切であるかに留意する。 
思

考 
・ 
判

断 
・ 
表

現 

データの 
信頼性 

実験の回数や誤差，観察に

おける条件制御や材料の 

特定に関する記述が示され

ていない。 

実験の回数や誤差，観察にお

ける条件制御や材料の特定に

関する記述が示されている

が，不十分な点が見られる。 

実験の回数や誤差，観察における 

条件制御や材料の特定に関する 

記述が正確に示されている。 

実験の回数や誤差，条件制御や 

材料の特定に関する記述が正確に

示されている。 
さらに，より高い質のデータを得る

ための工夫点もみられる。 

分析と考察 
結果に対する分析や考察が

見られない。 
結果に対する分析や考察がな

されているが，不十分である。 
結果に対する分析や考察が適切に

なされている。 
結果に対する分析や考察が適切に

なされており，工夫点も見られる。 
考察が単なる推測ではなく，科学的な根拠に基づくものであるかに留意する。 

主体的に学習に

取り組む態度 

与えられた課題や活動への

取り組みが不十分である。 
与えられた課題や活動に取り

組むが，主体的には探究して

いない。 

与えられた課題や活動に取り組み，

主体的に探究しようとしている。 
与えられた課題や活動に取り組み

は十分で，自ら課題を設定して主体

的に探究しようとしている。 
  

ⅥⅥ..  今今年年度度のの成成果果とと課課題題  
成果：生徒自ら実験方法や入力変数を主体的に検討することで，変数を意識した適切な条件設定ができるようになっ

た。また，得られた実験データを処理し，代表値を求める手法を工夫するなど，結果の妥当性を考慮した分析

が可能となった。さらに，数値として示される結果だけでなく，実験の途中での気付きや変化を記録する姿が

見られるようになり，実験の過程を重視した探究的な学習の定着が図られた。 
課題：難易度と発展性のバランスを考慮した新規の実験テーマを設定し，限られた研究時間内においても生徒の主体

的な課題選択と探究的な学びを促進する。さらに，探究のサイクルを意識した指導を行うことで，実験技能の

向上を図っていく。 
  
【【理理系系生生徒徒対対象象講講座座】】生生物物／／地地学学  
ⅠⅠ..テテーーママ  
 次の課題の中から，グループごとに一つを選択する。 
 ・ダンゴムシは学習するのか？（生物） 

・岩石薄片を観察しよう（地学） 
ⅡⅡ..目目的的  
＜＜生生物物＞＞ダンゴムシの学習能力について，グループごとにその有無の仮説を立て，実験を組み検証を行う。生物試料の 

捕獲・生育も行い，実験を繰り返しながら，考察し，班ごとに発表と質疑応答も行う。 
＜＜地地学学＞＞鉱物の観察・スケッチを通し，鉱物の特徴を理解する。また，岩石の薄片を作成することができる。そして，  

作成した岩石薄片に含まれる鉱物の観察をもとに同定し，何岩であるか推定する。 
ⅢⅢ..展展開開  
＜＜生生物物＞＞  

1 週目 ガイダンス（生物学における“学習”の定義の解説）ののち，ダンゴムシの習性や飼育方法などの情報収集を行う。

また，校内でダンゴムシを採集し，飼育環境を作成する。可能であれば仮説を設定し，実験を立てる。 

2 週目 各自で考えた実験を実施していき，結果を考察していく。実験方法の見直しや，実験の方向性の話し合いを随時行い

ながら，データを集めていく。 
3 週目 2 週目と同様に，実験を行う。結果をまとめたノートをもとに，発表の展開を考える。 

4 週目 発表用資料として，ロイロノートを用いたスライドを作成する。 
スライドを投影し，班ごとに発表・質疑応答を行う。実験ノートを提出する。 

＜＜地地学学＞＞  

1 週目 ・研究の目的，評価の観点・知識の確認 
・岩石・鉱物の観察，スケッチ       （次回持参物）薄片にしたい岩石，白衣 

2 週目 
・肉眼で岩石観察，薄片作成（岩石切断，貼り付け面の研磨，乾燥・貼り付け） 
・マイクロメーターの使い方について 
・へき開体験 

3 週目 ・薄片作成（研磨） 

4 週目 ・偏光顕微鏡で観察 
・岩石の同定（ロイロノートにてレポート提出） 

ⅣⅣ..授授業業のの様様子子  
＜＜生生物物＞＞ダンゴムシの生態や習性の調査から始まり，さまざまなアイデアを出し合い

ながら，実験計画を立てていた。主に迷路実験を想定した授業ではあるが， 

生徒ごとに全く異なるアプローチで学習能力を示そうと工夫していた。   

飼育が上手くいかず，実験が滞った班もあったが，それも生物を扱う研究の 

醍醐味でもあり，全体的に良い経験になったのではないか。 
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＜＜地地学学＞＞生徒たちは岩石の観察の手法に驚いたり，自身が用意した岩石が薄片になっていく様子に感銘を受けたりと，普

段体験できない地学の探究の手法を学ぶことができた。  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
ⅤⅤ..評評価価  

分野ごとに作成したルーブリックを用いて評価する。 
＜＜生生物物＞＞ 

 C B A 

発

表 

知識 
・ 

技能 

・仮説に基づいた実験を行えておらず，結果の

説明ができていない。 
・仮説を立てているが，実験に不十分な部分

がみられる。 
・適切な実験を行っているが，仮説の設定が

不十分である。 

・仮説を立て，それに基づいた実験を適切に

行っており，得られた結果の説明ができる。 

思考 
判断 
表現 

・実験結果を考察できておらず，結論が導けて

いない。 
・それぞれの実験について，得られた結果を

考察しているが，科学的な結論を導けていな

い。 

・それぞれの実験について，得られた結果を

科学的に考察し，結論に導いている。 

実
験
ノ
ー
ト 

知識 
・ 

技能 

・仮説，実験方法，結果，考察がそれぞれ記録

されていない。 
・仮説，実験方法，結果，考察がそれぞれ 

記録されているが，不十分な部分や，見づら

い部分がある。 

・仮説，実験方法，結果，考察がそれぞれ 

適切に記録されている。 

思考 
判断 
表現 

・各実験について，実験方法・結果を記録して

いない。 
・得られた結果を科学的に考察していない， 

もしくは記録がない。 

・各実験について，実験方法・結果を記録し

ている。 
・得られた結果を考察しているが，不十分な

部分や，見辛い部分がある。 

・各実験について，実験方法・結果を図や 

表を用いて丁寧に記録している。 
・得られた結果を科学的に考察し，記録して

いる。 

＜＜地地学学＞＞  
  D 改善を要する（1 点） C 部分的に改善を要する（2 点） B 合格（3 点） A 良い（4 点） 

知識・ 
技能 

( 実 験 ノ

ート) 

授業内で学習した内容や行った

作業について，実験ノートに記述

がほとんど見られない。 

授業内で学習した内容や行った 

作業について，実験ノートに記述が

あるが，不足や不十分な点が見られ

る。 

授業内で学習した内容や行っ

た作業について，実験ノートに

まとめられている。 
 

授業内で学習した内容や行っ

た作業について，実験ノートに

まとめられており，その原理や

作業の注意点などについても，

正しく記載されている。 
思考・判

断・表現 
( 提 出 レ

ポート) 

鉱物・岩石の種類について記され

ていない。 
鉱物・岩石の種類について記されて

いるが，鉱物名・岩石名のみで， 

そのように判断した理由が記され

ていない。 

鉱物・岩石の種類について 

記されており，情報をもとに，

そのように判断した理由に 

ついても記されている。 

鉱物・岩石の種類について 

記されており，複数の情報を 

もとに，そのように判断した 

理由についても記されている。 

主体的に

学ぶ態度 
( 岩 石 薄

片) 

岩石チップをスライドガラスに

接着できていない。または，接着

できているが，岩石自体を削って

いない。 

岩石チップをスライドガラスに 

接着し，削って薄くしているが， 

偏光顕微鏡での観察が困難な状態

である。 

岩石薄片を作成できているが，

厚さが均一でないため繰り 

返しピント調節を行わないと，

全体を観察することができな

い。 

岩石薄片を作成できており， 

厚さが均一のため一度ピント

を合わせると，その後ピント 

調節を行わなくても全体を 

観察することができる。 
  

ⅥⅥ..  今今年年度度のの成成果果とと課課題題  
＜＜生生物物＞＞  

成果：生物学の研究で重要な“生物の捕獲・飼育”，“観察・実験操作”，“考察・改善”の要素を取り入れ，グループ

で試行錯誤ができる授業を行えている。今年度は 3 年目と科目専門外のペアで実施していたが，指導・評価の

どちらも問題なく行うことができている。 
課題：他の講座と異なり，実験テーマが 1 つしかない。多様なテーマから自分たちで選ぶ，という余地を与える形に

するためにも，ダンゴムシの学習に準じるレベルで創意工夫や実験結果の発展性があるテーマを新たに加えた

い。案は複数あるため，実現するための具体的な指導の流れなどを精査し，取り入れていきたい。 
＜＜地地学学＞＞  

成果：繰り返し授業を実施することで，生徒の作成した岩石薄片やレポート，記録写真等の蓄積が増え，来年度以降

の生徒に取り組みの指標とすることができる資料を，提示することができるようになった。タブレットを授業

で使うことが生徒の中で日常となったこともあり，タブレットを用いての観察や資料の収集，レポート作成 

など講座内での活動が，よりスムーズに行えるようになった。 
課題：実験器具の数の関係上，一度の地学講座で受け入れることが可能な人数が限られてしまっている。また，「未来

への学び」の趣旨を考えると，充実した講座内容が必要であるが，講座内容の充実を図ると生徒，教員共に授

業時間外での作業による負担が大きなものとなってしまう。講座内容と活動に必要な時間の双方を調整するこ

とが，今後の課題である。 
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【【文文系系生生徒徒対対象象講講座座】】国国語語  
ⅠⅠ..テテーーママ  

文学で観光 PR 文学散歩企画 
ⅡⅡ..目目的的  

文学に興味を持ち，現代社会と結びつけて考える機会とする。郷土の文学について調査し，効果的な観光 PR を   

提案することで，資料収集能力と発展的な提案につなげるプレゼンテーション能力を身につける。 
ⅢⅢ..展展開開  

1 週目 
①香川の観光地を選ぶ。 
②講座内で共有し，観光地が重ならないように調整する。 
③書籍やパソコン等で関係する文学があるか調べる。 

2 週目 
①前週の調査結果を基に，観光コースのテーマ・対象者を決定して，班内で共有する。 
②前項の決定内容を講座内で発表し，相互評価する。 
③他班からの評価も参考にしながら，観光モデルコースを作成する。 

3 週目 ①企画書の作成と発表の準備。※観光協会や旅行会社への企画提案をイメージして発表準備する。 
4 週目 ①企画書の作成と発表の準備。※観光協会や旅行会社への企画提案をイメージして発表準備，練習する。 

5 週目 
①作成した企画書をもとに，講座内で７分程度の本発表。 
②評価観点を示したワークシートで相互評価を行う。 
③活動を振り返り，自己評価を行う。 

ⅣⅣ..作作成成ししたた観観光光ププラランンのの例例（（生生徒徒がが選選んんだだ作作品品ままたたはは作作家家とと，，そそれれららににゆゆかかりりののああるる観観光光地地））  

・菊池寛から香川を巡る旅～家族の大切さを見つめ直す～ ： 香川県出身の文豪・菊池寛『父帰る』＠高松市ほか 
・15 歳の逃避行と静かな再生の旅 ： 村上春樹『海辺のカフカ』，オリジナル「旅の手帳」作成  ＠高松市ほか 
・空海の風景 ： 司馬遼太郎『空海の風景』，郷土の偉人・空海を再評価   ＠善通寺市ほか 
・鬼女木の刃 with 盆太 ： 桃太郎伝説と香川県の伝統産業「盆栽」の再発見の旅    ＠高松市ほか 
・五七五で歩く讃岐 ： 尾崎放哉ほかの俳人ゆかりの史蹟をめぐる一日旅行     ＠小豆島ほか 
・シュシュポッポ ： 鉄道小説をベースに鉄道遺産をめぐる旅          ＠高松市ほか 

ⅤⅤ..評評価価  
  不十分（1） もう少し（2） ほぼ十分（3） 十分（4） 

知識 
・ 

技能 

内容の

深さ 

説明内容自体が少ない。 
抽象的な内容で, 
具体性に欠ける。 

多く説明しているが全体の 

概要説明が中心である。 
具体例に欠け,場面の解説・ 

説明がほとんどない。 

データの引用を行って述べている。 
 
具体的事例や場面の解説・説明はある

が,聞き手に疑問点が残る。 
イメージが十分伝わってこない。 

自ら調査したデータを用いて述べられて

いる。 
具体的事例や場面・フレーズの丁寧な解説

がある。 

論理性 

雑多な構成で ,結論や 

提案内容をしっかり 

述べられていない。 

ねらいと結論・提案内容に 

一貫性があまりない。 
情報の精査 ,整理が十分な

されていない。 

テーマがはっきり提示できており, 
ねらいと結論・提案内容に一貫性が 

ある。 
途中過程に飛躍があり,過程の説明が 

不明瞭。 

テーマがはっきり提示できている。 
ねらいと結論・提案内容に一貫性がある。 
途中の過程についても説明がされている。 

思考 
・ 

判断 
・ 

表現 

独創性 

意見や考えが述べられ

ていない。 
意見や考えを述べられてい

るが, 
一般論と同じで ,目新しさ

がない。 

自分たちの意見や考えを述べられてい

るが, 
その意見や考えに新しさがあまり 

感じられない。または,共感できない 

部分が比較的多い。 

自分たちの意見や考えを述べられている。 
その意見や考えに共感や新たな発見が 

ある。 

構成力 

引用文や資料の読み 

解きが不十分なままに

用い ,説明に独自性が 

見られない。 

文章中心で,絵・図が用いら

れていない。 
絵・図など視覚的な要素を取り入れて

いる。 
文章は端的に表現され,大きく見やす

い。 

絵・図など視覚的な要素を取り入れて 

いる。 
色やアニメーションなど効果的に用いて

いる。 
文章は端的に表現され,大きく見やすい。 

主体

的に 
学習

に 
取り

組む 
態度 

発表の

態度 

聞き取れない場面が

所々見られる。 
手元の原稿を見ながら

の発表している。 

聞き取れるものの ,全体的

に声が小さい。 
原稿を見ながらの発表が 

中心である。 

発表者のうち半数以上が聞き手の方を

見て,大きな声で発表できている。 
資料を指し示すなど,効果的に資料を 

用いている。 

聞き手の反応を見ながら ,大きな声で 

発表できている。 
聞き手の共感を得て , 協働する場を 

作るなどの工夫がある。 
資料を指し示すなど ,効果的に資料を 

用いている。 

協調性 

班活動にあまり参加し

ていない。 
班活動に参加しているが, 
自分の意見をあまり出せて

いない。 

班活動に参加し,自分の意見も出せてい

るが,他の班員の意見との擦り合わせが

不十分である。 

班活動に積極的に参加し ,自分の意見を 

出しつつ, 
他の班員の意見もうまく引き出し,合意形

成に貢献している。 
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ⅥⅥ..今今年年度度のの成成果果とと課課題題  
成果：生徒が地元の文化，歴史，地域産業に関心を持ち，理解しようとする態度を育むことができた。また，郷土を

題材とする文学，映像作品等を再評価する機会となり，地域再生に向けた課題の理解と研究への端緒となった。 
   指導者としては，技術指導に留まらず，発表内容に踏み込んだ助言や，発表の仕方，態度への指導を意識して

行った。生徒もそれらに留意した発表を行った。 
課題：昨年に比べると，文学作品の理解は進んだものの，旅行者のニーズを数値的に分析したデータに基づいた提案

など，より説得力有る提案，地元産業や特色の発掘と新たな提案には到っていない。今後はそれらを観光プラ

ンに盛り込む等，研究のさらなる深化が求められる。 
 
【【文文系系生生徒徒対対象象講講座座】】英英語語  
ⅠⅠ..テテーーママ  

オーストラリアの短編アニメ “Bluey” に字幕をつけよう！ 
ⅡⅡ..目目的的  
 英語のリスニング力と日本語の翻訳を通して表現力を向上させる。 
 動画編集アプリ iMovie とロイロノートを用いて ICT 活用の技術を身につける。 
オーストラリアの文化に触れることで新たな視点を養ったり，興味を持ったりすることで多様な価値観を身につける。 

ⅢⅢ..展展開開  

1 週目 

① 講座の概要説明を聞き，タブレットに動画編集アプリをインストールする。 
② プロの翻訳家による翻訳についての説明動画を見て，字幕翻訳の黄金ルールについて学ぶ。  
③ Bluey 1 話分を鑑賞する。 
④ 割り当てられた箇所を聞き取る。（各班２分程度を担当する） 

2 週目 ① アニメの割り当てられた箇所のセリフを聞き取り，翻訳，字幕を編集する。 
② 次週の中間発表のスライド作成。 

3 週目 
① アニメの割り当てられた箇所のセリフを聞き取り，翻訳，字幕を編集する。 
② 全体：中間発表 
  ○進捗状況と今後の方針（班のこだわり），現時点で気づいた言語的視点・文化的視点を全体に向けて発表する。 

4 週目 ① アニメのセリフを聞き取り，翻訳，字幕を編集する。 
② ロイロノートを用いて発表内容（こだわりや苦労した点，言語的・文化的背景など）をスライドにまとめる。 

5 週目 
① 各班のプレゼンテーション資料をロイロの提出箱に提出する。 
② 班でまとめた内容をグループ全体に発表する。 
③ 各班の発表を聞き，参考になったことなどコメントシートに記入する。 

ⅣⅣ..講講座座のの様様子子  
  
  
  
  
  
  
  
  
ⅤⅤ..評評価価のの仕仕方方  
各班を対象に，3 名の教員で評価した。同じ観点で生徒にも相互評価をさせ，コメントなどを参考にさせた。 
  不十分（1） もう少し（2） ほぼ十分（3） 十分（4） 
知識 
・ 

技能 

翻訳の

正確性 

話の意図が変わってしま

うほど,翻訳が誤っている

箇所が多くある。 

日本語翻訳の正確性が 

半分程度である。 
全体を通してほぼ正確に日本語に 

翻訳されている。 
全体を通して正確かつ自然な日本語に 

翻訳されている。 

思考 
・ 

判断 
・ 

表現 

独創性 

意見や考えが述べられて

いない。 
意見や考えを述べられて

いるが ,一般論と同じで , 
目新しさがない。 

自分たちの意見や考えを述べられて

いるが ,その意見や考えに新しさが 

余り感じられない。または,共感でき 

ない部分が比較的多い。 

自分たちの意見や考えを述べられている。 
その意見や考えに共感や新たな発見が 

ある。 

構成力 

引用文をそのまま用い, 
自分たちの言葉でまとめ

られていない。 

文 章 中 心 で , 絵 ・ 図 が 

用いられていない。 
絵・図など視覚的な要素を取り入れて

いる。 
文章は端的に表現され,大きく見やす

い。 

絵・図など視覚的な要素を取り入れて 

いる。 
色やアニメーションなど効果的に用いて

いる。 
文章は端的に表現され,大きく見やすい。 

主体的

に 
学習に 
取り 

組む 
態度 

発表の

態度 

聞き取れない場面が所々

見られる。 
手元の原稿を見ながらの

発表している。 

聞き取れるものの,全体的

に声が小さい。 
原稿を見ながらの発表が

中心である。 

発表者のうち半数以上が聞き手の 

方を見て,大きな声で発表できている。 
資 料 を 指 し 示 す な ど , 効 果 的 に 

資料を用いている。 

発表者全員が聞き手の方を見て,大きな声

で発表できている。 
資料を指し示すなど ,効果的に 資料を 

用いている。 

協調性 

班活動にあまり参加して

いない。 
班活動に参加しているが, 
自分の意見をあまり出せ

ていない。 

班活動に参加し,自分の意見も出せて

いるが, 
他の班員の意見との擦り合わせが 

不十分である。 

班活動に積極的に参加し ,自分の意見を 

出しつつ 
他の班員の意見 もうまく引 き出 し , 
合意形成に貢献している。 

  
  

班内で気づいたことや研究方針を中間発表で説明する様子
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ⅥⅥ..今今年年度度のの成成果果とと課課題題  
成果：昨年度は，字幕をテレビ番組のテロップのイメージと混同して，文字のデザインに凝る発表が目立った。   

そこで今年度は，字幕はあくまで脇役なので，「字幕があることに気づかなかった」というのが理想だと   

伝えてから作業を始めたところ，どの班も元の映像を損なわない適切な字幕作成ができた。 
昨年に引き続き，動画編集アプリを用いることで生徒一人一人の ICT 活用の技術が向上した。 

課題：発表では，結論のみを述べるのではなく，各々の作業工程でどのような気づきがあったかを順を追って    

説明すると，もっとわかりやすい発表になる。母＝優しい口調，小さな子ども＝言葉がつたない，という   

固定観念にとらわれず，登場人物の置かれた状況や性格により合った表現を追求していく必要がある。また，

文化的背景を探すことに時間をかけすぎる班もあったので，主目的は字幕翻訳であることを確認させたい。 
  
【【文文系系生生徒徒対対象象講講座座】】保保健健体体育育科科  
ⅠⅠ..テテーーママ  

ニュースポーツ・パラスポーツの開発 
ⅡⅡ..目目的的  

世界の様々なスポーツ文化を学んだり，未体験のスポーツに挑戦したりすることでニュースポーツへの知識や理解を

深める。また，健康づくりや世代を超えたコミュニケーションづくりを考える力をつける。 
ⅢⅢ..展展開開  

1 週目 
① 現代スポーツとして実施されているオリンピック・パラリンピックの種目や，各国独自の特徴あるニュースポーツを 

調査し，全員で情報を共有する。 
② タブレットを用いて，競技名・対象者・競技コート・用具・試合の進め方・ルール等を考え，次回の実技へ繋げる。 

2 週目 ① 実際に考案した競技を行い，競技内容・ルールの修正と改善を繰り返し行う。 
② 競技内容や規則をまとめ，発表に向けた準備を行う。 

3 週目 ①発表に向けた準備を行う。（発表資料の作成や用具の確認など） 
②各班で発表のリハーサルを行う。 

4 週目 ① 班別に発表をする。（競技説明とデモンストレーション） 
②他のグループと意見交換をし，自分たちのグループの課題点を共有する。 

5 週目 ① 実際に全員で競技を実施し，楽しみ，意見交換や情報共有を行う。 
② まとめと評価（感想や今後の課題など） 

ⅣⅣ..生生徒徒がが開開発発ししたた競競技技例例  
・ボッチャリング ：エリア外からの投球でエリア内のボールを動かし，円の中心に近づける。 
・ビン GYO！   ：5×5 のマスに様々なボールを順番に投げ，ビンゴを完成させる 。 
・風船押し付け合い：目隠しをして鈴の入った風船を自分の陣地から相手陣地に入れる。 

  

ⅤⅤ..授授業業のの様様子子  
 各グループ内の生徒たちが意見を出し合い，ニュースポーツとして「いつでも，どこで

も，誰とでも楽しめるスポーツ」の開発に取り組んだ。実際に競技をしながら，自分たち

で用具やルールを工夫し考察していく中で，他者からの意見を踏まえて新たな課題を発見

したり，お互いに理解を深めていったりすることが楽しくできている。 
ⅥⅥ..評評価価  
  不十分（1） もう少し（2） ほぼ十分（3） 十分（4） 

知識 
・ 

技能 

内容の

深さ 

ニュースポーツの 

説明・内容自体が 

少ない。 

多く説明しているが全体の

概要説明が中心である。 
具体例に欠け,場面の解説・

説明がほとんどない。 

ニュースポーツの具体的事例や場面の 

解説・説明はあるが ,踏み込みが浅く , 
聞き手に疑問点が残る。 
イメージが十分伝わってこない。 

自ら発案したルールを用いて述べられて

いる。 
具体的事例や場面・フレーズの丁寧な 

解説がある。 

論理性 

ニュースポーツの 

協議内容が明確に 

述べられていない。 

ねらいと結論・提案内容に

一貫性があまりない。 
途中過程も十分述べられて

いない。 

ニュースポーツの内容やルールがはっき

り提示できており,ねらいと結論・提案 

内容に一貫性がある。 
途中過程に飛躍があり ,過程の説明が 

不明瞭。 

ニュースポーツがはっきり提示できて 

いる。 
ねらいと結論・提案内容に一貫性がある。 
途中の過程についても説明がされて 

いる。 

思考 
・ 

判断 
・ 

表現 

独創性 

ニュースポーツにつ

いての意見や考えが

述べられていない。 

意見や考えを述べられてい

る が , 一 般 論 と 同 じ で , 
目新しさがない。 

自分たちの意見や考えを述べられている

が ,その意見や考えに新しさがあまり 

感じられない。 
または,共感できない部分が比較的多い。 

自分たちの意見や考えを述べられて 

いる。 
その意見や考えに共感や新たな発見が 

ある。 

構成力 

ニュースポーツの 

内容について自分た

ちの言葉でまとめ 

られていない。 

ニュースポーツのルールや

内容について絵・図を用い

られていない。 

絵・図など視覚的な要素を取り入れて 

いる。 
文章は端的に表現され,大きく見やすい。 

絵・図など視覚的な要素を取り入れてい

る。色やアニメーションなど効果的に 

用いている。 
文章は端的に表現され,大きく見やすい。 

主体

的に 
学習

に 
取り

組む 
態度 

発表の

態度 

聞き取れない場面が 

所々見られる。 
手元の原稿を見なが

らの発表している。 

聞き取れるものの,全体的に 

声が小さい。 
原稿を見ながらの発表が 

中心である。 

発表者のうち半数以上が聞き手の方を 

見て,大きな声で発表できている。 
資料を指し示すなど ,効果的に資料を 

用いている。 

発表者全員が聞き手の方を見て,大きな 

声で発表できている。 
資料を指し示すなど ,効果的に資料を 

用いている。 

協調性 
班活動にあまり参加

していない。 
班活動に参加しているが, 
自分の意見をあまり出せて 

いない。 

班活動に参加し,自分の意見も出せている

が ,他の班員の意見との擦り合わせが 

不十分である。 

班活動に積極的に参加し,自分の意見を 

出しつつ他の班員の意見もうまく引き 

出し,合意形成に貢献している。 

デモンストレーションの様子 
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ⅦⅦ..今今年年度度のの成成果果とと課課題題  
成果：スポーツのゲーム性やルール，必要な用具などすべて自分たちで考え，話し合いながら，誰でも楽しめる   

スポーツを作りあげることができた。その過程で誰でも楽しめるスポーツの在り方や話し合いや意見をまとめ

る方法を学ぶことができている。 
課題：今まで経験してきたスポーツに影響を受けやすく，新しい発想や用具などのアイデアがなかなか出にくい。 

生徒の発想に任せているとけがや事故につながりそうなスポーツも出てくるので，特に安全面に気をつける。 
 
【【文文系系生生徒徒対対象象講講座座】】音音楽楽    
ⅠⅠ..テテーーママ    

J ポップのフェイクソングを作ろう！ 
ⅡⅡ..目目的的  

モデルになる楽曲のコード（和音）進行に合う新たなメロディ，歌詞を創作することによって，音楽を形作る要素

に対する理解を深める。 
ⅢⅢ..展展開開  

1 週目 

①コードネームの読み方を理解する。和音の種類と表記のしかたを確認する。 
②さまざまなリズムパターンを理解する。 
③練習，ウォーミングアップとして，各自が 8 小節のコードパターンに詞と曲をつける。 
 モデルになる楽曲の楽譜を配布する。 

2 週目 
①モデルになる楽曲を聴き，コード進行を確認する。 
②各グループでモデルになる楽曲を決める。 
③歌詞やメロディのコンセプトを決め，創作活動を行う。歌詞の内容や曲調などを確認しながら進める。 

3 週目 
①引き続き創作活動に取り組む。指導者は各グループを巡回し，作業の進み具合を確認しながら指導・助言を行う。 
②創作した内容に合うテンポやリズムパターンを決定する。 
③創作活動をまとめ，楽譜を清書する。楽譜の書き方に不備がないか指導者が確認し，指導する。 

4 週目 
①各グループで出来上がった楽曲の練習・仮リハーサルを行う。 
②問題のある個所をピックアップし，修正する。 
③再度練習し，次週の発表に備える。 

5 週目 
①各グループで出来上がった楽曲の練習・リハーサルを行う。 
②各グループでプレゼンテーションを行い，楽曲を歌唱し，披露する。 
③反省シートに感想や反省を記入する。 

ⅣⅣ..モモデデルルととななるる楽楽曲曲例例  
世界に一つだけの花 ／ 赤いスイートピー ／ 負けないで ／ 少年時代 ／ Tomorrow ／ 津軽海峡・冬景色 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
ⅤⅤ．．評評価価  
  不十分（1） もう少し（2） ほぼ十分（3） 十分（4） 

知識 
・ 

技能 

知識 
楽譜の基本的な書き方や

コードネームが理解でき

ていない。 

楽 譜 の 基 本 的 な 書 き 方 や 

コードネームがほぼ理解でき

ている。 

楽譜の基本的な書き方やコードネー

ムが理解できており ,自力で読譜が 

できる。 

高度な楽譜の書き方やコードネームが

理解できており,読譜ができ応用力が

ある。 

技能 

自分が考えたメロディや

リズムを楽譜に書き表す

ことができない。 

単純なものであれば自分が 

考えたメロディやリズムを 

楽譜に書き表すことができる。 

自分が考えたメロディやリズムを 

正 確 に 楽 譜 に 書 き 表 す こ と が 

できる。 

自分が考えたメロディやリズムを 

正確に楽譜に書き表すことができ , 
形式を整えたり ,より高度な表現に 

置き換えることができる。 

思考 
・ 

判断 
・ 

表現 

独創

性 

自分なりの言葉やメロデ

ィ な ど 自 分 の 考 え が 

述べられていない。 

自分なりの言葉やメロディな

ど自分の考えを述べることは

できるが ,模倣的で新鮮味が 

なくありきたりである。 

自分なりの言葉やメロディなど 

自分の考えをうまくまとめ,整合性の

あるフレーズを作ることができる。 

自分なりの言葉やメロディなど自分の

考えをうまくまとめ ,整合性のある 

フレーズを作ることができるだけで 

なく ,他者の意見もうまく取り込む 

ことができる。 

構成

力 

ア イ デ ア が 断 片 的 で , 
全 体 の 構 成 を 考 え た 

思考ができていない。 

自 分 な り の ア イ デ ア や 

イメージはあるが,全体の構成

を考えた思考が不十分である。 

自分なりのアイデアやイメージを, 
全体の構成のなかに落とし込んで, 
コ ン セ プ ト や テ ー マ に 沿 っ た 

作品作りができる。 

自分なりのアイデアやイメージをだけ

でなく ,他者のアイデアも盛り込み 

ながら,全体の構成を考え,バランスの

取れたコンセプトやテーマに沿った 

作品作りができる。 

発表の様子 制作した楽曲の楽譜 
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ⅦⅦ..今今年年度度のの成成果果とと課課題題  
成果：スポーツのゲーム性やルール，必要な用具などすべて自分たちで考え，話し合いながら，誰でも楽しめる   

スポーツを作りあげることができた。その過程で誰でも楽しめるスポーツの在り方や話し合いや意見をまとめ

る方法を学ぶことができている。 
課題：今まで経験してきたスポーツに影響を受けやすく，新しい発想や用具などのアイデアがなかなか出にくい。 

生徒の発想に任せているとけがや事故につながりそうなスポーツも出てくるので，特に安全面に気をつける。 
 
【【文文系系生生徒徒対対象象講講座座】】音音楽楽    
ⅠⅠ..テテーーママ    

J ポップのフェイクソングを作ろう！ 
ⅡⅡ..目目的的  

モデルになる楽曲のコード（和音）進行に合う新たなメロディ，歌詞を創作することによって，音楽を形作る要素

に対する理解を深める。 
ⅢⅢ..展展開開  

1 週目 

①コードネームの読み方を理解する。和音の種類と表記のしかたを確認する。 
②さまざまなリズムパターンを理解する。 
③練習，ウォーミングアップとして，各自が 8 小節のコードパターンに詞と曲をつける。 
 モデルになる楽曲の楽譜を配布する。 

2 週目 
①モデルになる楽曲を聴き，コード進行を確認する。 
②各グループでモデルになる楽曲を決める。 
③歌詞やメロディのコンセプトを決め，創作活動を行う。歌詞の内容や曲調などを確認しながら進める。 

3 週目 
①引き続き創作活動に取り組む。指導者は各グループを巡回し，作業の進み具合を確認しながら指導・助言を行う。 
②創作した内容に合うテンポやリズムパターンを決定する。 
③創作活動をまとめ，楽譜を清書する。楽譜の書き方に不備がないか指導者が確認し，指導する。 

4 週目 
①各グループで出来上がった楽曲の練習・仮リハーサルを行う。 
②問題のある個所をピックアップし，修正する。 
③再度練習し，次週の発表に備える。 

5 週目 
①各グループで出来上がった楽曲の練習・リハーサルを行う。 
②各グループでプレゼンテーションを行い，楽曲を歌唱し，披露する。 
③反省シートに感想や反省を記入する。 

ⅣⅣ..モモデデルルととななるる楽楽曲曲例例  
世界に一つだけの花 ／ 赤いスイートピー ／ 負けないで ／ 少年時代 ／ Tomorrow ／ 津軽海峡・冬景色 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
ⅤⅤ．．評評価価  
  不十分（1） もう少し（2） ほぼ十分（3） 十分（4） 

知識 
・ 

技能 

知識 
楽譜の基本的な書き方や

コードネームが理解でき

ていない。 

楽 譜 の 基 本 的 な 書 き 方 や 

コードネームがほぼ理解でき

ている。 

楽譜の基本的な書き方やコードネー

ムが理解できており ,自力で読譜が 

できる。 

高度な楽譜の書き方やコードネームが

理解できており,読譜ができ応用力が

ある。 

技能 

自分が考えたメロディや

リズムを楽譜に書き表す

ことができない。 

単純なものであれば自分が 

考えたメロディやリズムを 

楽譜に書き表すことができる。 

自分が考えたメロディやリズムを 

正 確 に 楽 譜 に 書 き 表 す こ と が 

できる。 

自分が考えたメロディやリズムを 

正確に楽譜に書き表すことができ , 
形式を整えたり ,より高度な表現に 

置き換えることができる。 

思考 
・ 

判断 
・ 

表現 

独創

性 

自分なりの言葉やメロデ

ィ な ど 自 分 の 考 え が 

述べられていない。 

自分なりの言葉やメロディな

ど自分の考えを述べることは

できるが ,模倣的で新鮮味が 

なくありきたりである。 

自分なりの言葉やメロディなど 

自分の考えをうまくまとめ,整合性の

あるフレーズを作ることができる。 

自分なりの言葉やメロディなど自分の

考えをうまくまとめ ,整合性のある 

フレーズを作ることができるだけで 

なく ,他者の意見もうまく取り込む 

ことができる。 

構成

力 

ア イ デ ア が 断 片 的 で , 
全 体 の 構 成 を 考 え た 

思考ができていない。 

自 分 な り の ア イ デ ア や 

イメージはあるが,全体の構成

を考えた思考が不十分である。 

自分なりのアイデアやイメージを, 
全体の構成のなかに落とし込んで, 
コ ン セ プ ト や テ ー マ に 沿 っ た 

作品作りができる。 

自分なりのアイデアやイメージをだけ

でなく ,他者のアイデアも盛り込み 

ながら,全体の構成を考え,バランスの

取れたコンセプトやテーマに沿った 

作品作りができる。 

発表の様子 制作した楽曲の楽譜 
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主体

的に 
学習

に 
取り

組む 
態度 

発表

の態

度 

内容が聞き取れない場面

が所々見られる。 
積極的な表現をしようと

いう意欲が感じられない。 

内容 は聞 き 取れ る もの の , 
全体的に声が小さい。 
積極的な表現をしようという

意欲が薄い。 

発表者のうち半数以上が聞き手の方

を見て,大きな声で発表できている。 
作品の内容に合った表現をしようと

努力している。 

発表者全員が聞き手の方を見て , 
大きな声で発表できている。 
作品の内容に合った表現ができて 

いる。 

協調

性 

班活動にあまり参加して

いない。他人任せである。 
班活動に参加しているが, 
自分の意見をあまり出せて 

いない。 

班活動に参加し,自分の意見も出せて

いるが， 
他の班員の意見との擦り合わせが 

不十分である。 

班活動に積極的に参加し,自分の意見

を出しつつ他の班員の意見もうまく 

引き出し,作品完成に貢献している。 

  

ⅥⅥ..今今年年度度のの成成果果とと課課題題  
成果：6 年間ほぼ同じモデル楽曲を用いて作品作りに取り組ませ，すべてのグループが自分たちのアイデアを盛り   

込んだ楽曲を完成させることができた。今年から「高松市の PR ソングを作る」という制作例を提示したと   
ころ，いくつかのグループがこれに取り組み，ユニークな作品が生まれた。当初はすべて手作業で紙の楽譜   
のみを使用しての制作だったが，1 人 1 台端末導入後は情報の共有や意見交換等に活用でき，よりスムーズな

制作につながっていると思う。 
課題：楽曲の制作においては，音楽的な知識や経験の差が出やすく，中には原曲とは全く異なる歌詞やメロディを  

持つ個性的な作品が生まれる反面，どうにかこうにか完成できたというレベルのものもあり，ランダムな  

グループ分けの中で，知識や構成力のあるリーダー的な役割を担えるメンバーがいるかどうかがポイントで 

あると感じている。また近年ではＡＩを使った楽曲制作や，自動作曲ソフトなども存在するので，今後はその

ようなものの導入も考えつつ，生徒の考えや作業が作品に色濃く反映されるような方法を検討していきたい。 
  

【【文文系系生生対対象象講講座座】】地地歴歴公公民民  
ⅠⅠ..テテーーママ  

高松市など県内の再開発計画を立てる。 
ⅡⅡ..目目的的  
① 高松市など地方都市における課題について知り，住民として対策を考える。 
② 課題について様々な情報を収集し，その中から正確なものを選び取る。 
③ 自分たちが立てた計画を，分かりやすく具体的にまとめる。 

ⅢⅢ..展展開開  

1 週目 
講座内容のオリエンテーション（発表形式・評価方法など）および班での役割分担の決定 
地方都市の課題と再開発事例の解説 

2 週目 高松市街地における都市問題をさがす 
再開発エリアの策定・中間発表 

3 週目 再開発計画の具体化と再検討 
発表資料の作成 

4 週目 発表資料の作成 

5 週目 
再開発計画の発表・質疑応答 
発表への評価と振り返り 

ⅣⅣ..生生徒徒がが取取りり組組んんだだ主主なな地地域域  
・高松市（高松駅付近・屋島・庵治町・牟礼町など）    ・島嶼部（直島・小豆島など） 
・坂出市（坂出駅周辺） 

ⅤⅤ..評評価価  
  不十分（1） もう少し（2） ほぼ十分（3） 十分（4） 

知識 
・ 

技能 

内容の

深さ 

説明内容自体が少ない。 

抽象的な内容で,具体性に

欠ける。 

多く説明しているが全体

の概要説明が中心である。 
具体例に欠け ,場面の解

説・説明がほとんどない。 

データの引用を行って述べている。 

具体的事例や場面などの説明はあるが,
踏み込みが浅く ,聞き手に疑問点が 

残る。 

自ら調査したデータを用いて述べられ

ている。具体的事例や場面などについて,
丁寧な解説がある。 

論理性 

主題・根拠・結論が揃って 

いない。何を主張している

のか分からない。 

主題・根拠・結論は揃って

い る が 一 貫 性 が な く , 
何 を 主 張 し た い の か 

やや分かりにくい。 

主題・根拠・結論は揃っており,おおむ

ね一貫性があるが,少し論理の飛躍が 
見られる。 

主題・根拠・結論が揃っており,主張の 

筋が通っている。 

思考 
・ 

判断 
・ 

表現 

独創性 

意見や考えが述べられて 

いない。 
調べた内容の羅列でしか

ない。 

意見が述べられているが,
調べた内容に対する感想

の域を出ない。 

自分たちの意見や考えを述べられて 

いるが,その意見や考えに 斬新さが 

感じられない。 

自分たちの意見や考えを述べられてい

る。その意見や考えに共感や新たな 

発見がある。 

構成力 
文 章 表 現 の 基 本 的 な 

ルールが守られておらず,
読み手に伝わらない。 

文章表現のルールがあま

り守られておらず ,やや 

読みづらい。 

おおむね文章表現のルールを守って 

おり,読みやすい。 
文章表現のルールを守りつつ，読み手に

伝わりやすい表現になっている。 

主体

的に 
学習

に 
取り

組む 
態度 

発表の

態度 

開発計画の内容について

説明できていない。 
内容に関する質問に答え

られない。 

開発計画について ,受け 

売りに終始している。 
内容に関する質問に,一般

論でしか答えられない。 

開発計画について,自身の言葉で説明で

きる。 
内容に関する質問に,おおむね答えられ

る。 

開発計画について,自身の考察に裏付け

られた説明ができる。 
内容に関する質問に,論理的に答えられ

る。 

協調性 
班活動にあまり参加して

いない。 
班活動に参加しているが, 
自分の意見をあまり出せ

ていない。 

班活動に参加し,自分の意見も出せてい

るが,他の班員の意見との擦り合わせが

不十分である。 

班活動に積極的に参加し,自分の意見を

出しつつ他の班員の意見もうまく引き

出し,合意形成に貢献している。 
  

←発表の様子
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ⅥⅥ..今今年年度度のの成成果果とと課課題題  
成果：タブレット端末を活用して他の地方の成功例や失敗例など幅広く情報収集し，その上で考えることができて 

いる。発表資料の作成にＡＩをうまく活用している。 
課題：インターネットで調べることが容易になった一方で，挙がった情報から信頼性の高いものを集めるメディア 

リテラシー，さらに得られた情報を適切に解釈し自身の考えに取り込む処理能力などについては，さらに  

経験を積ませる必要がある。 
  
9．．「「未未来来へへのの学学びび」」ククロロスス講講座座 
 自身のコースとは違うコースの探究の手法を学ぶ機会として，文系・音楽科生徒が理系コース生徒用の講座を，   

理系コースの生徒が文系・音楽科生徒用の講座を実施した（クロス講座）。以下は昨年度の感想例である。 
理系生徒の感想例：英語講座を受けて，理系講座に比べて，正確な答えが決まっていないことを考えるため，他者の  

意見と自分の意見を照らし合わせて，よりよい結果を導くことができた。 
文系生徒の感想例：理系は感想ではなく考察が求められるということから，しっかり考えて，論理的な発表を心がけた。 

  
10．．「「未未来来へへのの学学びび」」深深めめるる講講座座・・ククララスス発発表表会会・・文文理理合合同同発発表表会会 

通常講座とクロス講座の後，自分たちが行った各教科・科目のテーマの中から一番興味を持ったものを 1 つ選び， 

より深く探究するための時間とした。テーマ決定の際には，理系コース生徒は理系講座から，文系・音楽科の生徒は  

文系講座から選択することとした。このとき選んだテーマを，クラス単位でプレゼンテーションソフトなどを用いて 

発表会を実施した。発表の評価は各クラス 3，4 名の教員を配置しルーブリックを用いて行った。理系コースの生徒に

は，昨年度同様，「理科課題研究」のクラス発表会で用いたルーブリックを活用した。専門深化型の課題研究を行って

いる普通科特別理科コースの課題研究発表会で用いているルーブリックをベースにして作成されたもので，一部改良の

のち，現在は理科課題研究用と数学課題研究用がある。文系・音楽科の生徒に対しては，6 項目 4 段階の評価シートを

用いて評価を行った。このルーブリックは，文系の講座を担当する各教科から評価の基準を集め，その中から全体に  

共通する部分を抜き出し作成した。今年度はクラス発表で高評価を得たグループ 7 班の文理合同発表会を行った。 
 

11．．「「未未来来へへのの学学びび」」実実施施後後生生徒徒アアンンケケーートト結結果果 
「未来への学び」を受講した生徒を対象に，振り返りのアンケートを実施し，講座の改善に役立てている。     

以下に示す結果は前年度受講した生徒の回答を集計したものである。選択肢については，文系・音楽科講座と理系講座

で身につけさせたい力が異なるため，一部別の表現となっている。 

設問１ 「未来への学び」の各講座を受講して，どのような力が身についたか。 
（4…とても身についた 3…ある程度身についた 2…少し身についた 1…身につかなかった） 

文系・音楽科生徒 4 3 2 1  理系生徒 4  3  2  1  
ア．詳しく正確に調べる・発想する力 70% 30% 0% 0% ア．探究する力 71% 25% 3% 1% 
イ．論理的に考える力 69% 31% 0% 0% イ．分析する力 63% 32% 4% 0% 
ウ．プレゼンテーション能力 65% 32% 2% 0% ウ．プレゼンテーション能力 61% 31% 8% 0% 
エ．コミュニケーション力 53% 39% 8% 0% エ．コミュニケーション力 63% 32% 3% 1% 

1 2 3 4

内容の深さ
説明内容自体が少ない。

抽象的な内容で，具体性に欠ける。

多く説明しているが，全体の概要説明

が中心で，具体例，一場面の解説 ・

説明がほとんどない。

データの引用を行って述べている。

具体的事例や一場面の解説・説明は

あるが，踏み込みが浅く，聞き手に

疑問点が残る。また，イメージが十分

伝わってこない。

自ら調査したデータを用いて述べられ

ている。また具体的事例（地歴）や

一場面・１フレーズの丁寧な解説（音・

国），具体的な場面の説明（体・国）が

ある。

論理性
雑多な構成で，結論や提案内容を

しっかり述べられていない。

ねらいと結論・提案内容に一貫性が

あまりない。途中過程も十分述べられ

ていない。

テーマがはっきり提示できている。ま

た，ねらいと結論・提案内容に一貫性

がある。途中過程に飛躍があり，過程

の説明が不明瞭。

テーマがはっきり提示できている。

ねらいと結論・提案内容に一貫性があ

る。途中の過程についても説明がされ

ている。

独創性 意見や考えが述べられていない。

意見や考えを述べられているが，

一般的に見られる意見などと同じで，

新しさがない。

自分たちの意見や考えを述べられて

いる。その意見や考えに新しさが余り

感じられない。または，共感できない部

分が比較的多い。

自分たちの意見や考えを述べられて

いる。その意見や考えに共感や新たな

発見がある。

構成力
引用文をそのまま用い，自分たちの

言葉でまとめられていない。

文章中心で，絵・図が用いられていな

い。

絵・図など視覚的な要素を取り入れて

いる。文章は端的に表現され，大きく見

やすい。

絵・図など視覚的な要素を取り入れて

いる。色やアニメーションなど効果的

に用いている。文章は端的に表現さ

れ，大きく見やすい。

発表の態度

聞き取れない場面が所々見られる。

手元の原稿を見ながらの発表が中心

である。

聞き取れるものの，全体的に声が小さ

く，原稿を見ながらの発表が中心であ

る。

発表者のうち，半数以上が聞いている

人の方を見て，大きな声で発表できて

いる。また，資料を指し示すなど，効果

的に資料を用いている。

発表者全員が，聞いている人の方を見

て，大きな声で発表できている。また，

資料を指し示すなど，効果的に資料を

用いている。

協調性 班活動にあまり参加していない。
班活動に参加しているが，自分の意見

をあまり出せていない。

班活動に参加しており，自分の意見も

出せているが，他の班員の意見との擦

り合わせがあまりうまくいっていない。

班活動に積極的に参加し，自分の意

見を出しつつ他の班員の意見もうまく

引き出し，合意形成に貢献している。

知識

・

技能

思考

・

判断

・

表現

主体的に

学習に

取り組む

態度

表 10 文系・音楽科講座クラス発表会ルーブリック 
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設問２ その他に身についたと思う力は何ですか。（複数回答可） 
 文系・音楽科生徒 理系生徒 
ア．論理的思考力，推論力 60% 63% 
イ．自己調整力  39% 47% 
ウ．問題発見能力 66% 68% 
エ．問題解決能力 47% 48% 
オ．批判的思考力  37% 52% 

設問３ 各講座の感想はどうか。  
（4…よかった  3…どちらかといえばよかった 2…どちらかといえばよくなかった 1…よくなかった） 

文系・音楽科生徒 4 3 2 1  理系生徒 4 3 2 1 
ア．国語 73% 25% 2% 0%  ア．物理 77% 20% 2% 0% 
イ．英語 35% 41% 21% 3%  イ．化学 66% 30% 2% 2% 
ウ．地歴公民 52% 43% 5% 0%  ウ．生物・地学 54% 38% 6% 2% 
エ．体育・音楽 58% 31% 7% 4%  エ．数学 28% 52% 19% 1% 
オ．深める講座 70% 29% 1% 0%  オ．深める講座 60% 32% 5% 5% 
カ．クラス発表会 79% 20% 1% 0%  カ．クラス発表会 69% 27% 4% 0% 

設問４ クロス講座を受講しての感想 
（4…とてもそう思う  3…ある程度そう思う 2…あまりそう思わない  1…そう思わない） 

 文系・音楽科生徒  理系生徒 

4 3 2 1  4 3 2 1 
ア．クロス講座を受講して良かった 50% 41% 7% 2%  41% 33% 17% 9% 

イ．通常の講座とは違う気付き・学びがあった 55% 36% 6% 2%  39% 47% 10% 4% 

ウ．クロス教科の手法に触れることで視野が広がった 45% 41% 11% 3%  30% 41% 23% 6% 

エ．クロス講座を受講する機会をもっと増やした方が良い 36% 35% 22% 7%  19% 27% 35% 18% 

オ．クロス講座を今後も続けた方が良い 49% 35% 12% 5%  30% 39% 17% 14% 
   

設問１から，多くの生徒が，「未来への学び」の講座を通じて様々な力の伸びを実感している様子である。設問２では，

講座の改善が行われ，特に文系音楽講座において，昨年より大幅に評価がよくなった。設問３から，講座の内容は    

満足度が高く，講座ごとに生徒の関心を深めるテーマが設定されていたことがわかる。設問４のクロス講座に対する  

設問についても，8 割～9 割の生徒が「とてもそう思う」「ある程度そう思う」と回答していることから，新たな視点で，

違った手法を使って物事を探究する経験ができたように見受けられる。 
  
12.課課題題研研究究にに係係るる学学校校設設定定教教科科「「未未来来」」のの位位置置づづけけ 

令和 5・6 年度入学生（第Ⅲ期プログラム） 
○ 普通科特別理科コース 

1 年次の「Introductory Science」では，実験の基本操作やミニ課題研究を通して探究活動の基礎を学び，2・3 年次

の「Advanced Science Ⅰ」，「Advanced Science Ⅱ」を通して，グループごとのテーマについて，課題研究を行った。 
○ 普通科理系・国際文科・文系・美術専門コース，音楽科 

学校設定科目「未来への学び」において，教科横断型課題研究を行う。 

学科（コース） 第 1 学年 第 2 学年 第 3 学年 
対象 

科目名 単位数 科目名 単位数 科目名 単位数 

普通科（特別理科） Introductory 
Science 2 Advanced  

Science Ⅰ 2 Advanced  
Science Ⅱ 1 全員 

普通科 
（理系・国際文科・文系・美術専門）  

音楽科 
なし  未来への 

学び 2 なし  全員 

令和 7 年度入学生（第Ⅳ期プログラム） 
○ 普通科特別理科コース 

1 年次の「Science ResearchⅠ」では，実験の基本操作や「変数の制御」「データの信頼性と妥当性」に関する探究の

手法や科学的なものの見方・考え方についての講座を実施後，課題研究を行った。年次進行で開講する 2・3 年次の

「Science ResearchⅡ」，「Science ResearchⅢ」では，グループごとの課題研究を継続し，その深化を図る。 
○ 普通科理系・国際文科・文系・美術専門コース，音楽科 

学校設定科目「未来への学び」において，教科継走型課題研究を行う。 

学科（コース） 第 1 学年 第 2 学年 第 3 学年 
対象 

科目名 単位数 科目名 単位数 科目名 単位数 

普通科（特別理科） Science 
ResearchⅠ 2 Science 

ResearchⅡ 2 Science 
ResearchⅢ 1 全員 

普通科 
（理系・国際文科・文系・美術専門）  

音楽科 
なし  未来への 

学び 2 なし  全員 
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第 3 章 研究開発の内容 

Ⅲ 外部連携を活用した視座の高まりによる地球市民育成のための持続可能なプログラムの開発・実践 

第第 33 章章  研研究究開開発発のの内内容容  

ⅢⅢ  外外部部連連携携をを活活用用ししたた視視座座のの高高ままりりにによよるる地地球球市市民民育育成成ののたためめのの持持続続可可能能ななププロロググララムムのの開開発発・・実実践践  
a.仮説 

テレビやインターネットの普及に伴い，直接体験よりも間接体験や疑似体験が多くなっている。直接体験を充実させる

ことで，現実の世界や生活などへの興味・関心及び意欲の向上，問題発見や問題解決能力の育成，思考や理解の基盤づく

り，教科などの「知」の総合化と実践化などに効果があるといわれている。国内外の大学，博物館，研究機関，企業等と

の連携により直接体験の機会を充実・拡大し，高校の授業では取り扱わない事象や最先端の研究や技術をテーマとした 

実験・実習を含む講義を受けることにより，知的好奇心・探究心が高まり，授業での学びを超えた創造性が育まれ，    

国際性も養われる。また，第一線で活躍する研究者・技術者と直接言葉を交わすことにより，一段高い視点を身につける

ことができ視座を高めることができる。 
生徒主導の「学びたいことプログラム」を様々な研修に取り入れることで，より深く学ぼうとする態度を引き出し，

 学習効果を高める。また，講座を作る体験をすることで自主性や計画性，実社会で必要なスキルが身に付く。 
第Ⅲ期までの開発から，人材育成においては学習者にとって身近なロールモデルの存在が大きく影響することが   

分かった。小中学生にとっては本校生が，本校生にとっては卒業生がその役割を果たす。卒業生や地元出身者などの   

身近な研究者・技術者，先達との交流を図ることで，自己の適性の発見と理系のキャリアについて視野を広げ，励ましを

得ることができる。特に女性研究者・技術者育成プログラムについては，女子生徒だけでなく男子生徒も参加することで，

女性の活躍する社会についての男女双方の意識の向上と共有化ができる。 
 
b.研究内容・方法・検証 

ⅰ）研究内容・方法 

○Science Research Ⅰ（第 1 学年 2 単位，4 月～7 月は月曜 5・6 限に，9 月～3 月は水曜 3・4 限に実施） 

 少人数での課題研究を実施するほか，大学・博物館・企業等の外部連携機関に講師を依頼し，校内での講義と   

連携機関での体験講座を年間 7 回程度実施する。講義内容は基礎科学分野や応用科学分野，博物館学などから    

バランス良く計画し，講義の事前・事後指導を充実させる。また，探究活動や課題研究，成果発表を行う際に必要な，

科学的なものの見方や考え方，実験ノートの重要性，変数とその制御や分析方法，プレゼンテーションの技法，   

統計処理などの内容については，本校教員が指導する。実験計測やプレゼンテーション，統計処理において ICT  

機器を実践的に活用し，データの収集・整理・分析・考察という流れの中で，基礎的な知識と技術を習得させる。 
〇Advanced Science Ⅰ（第 2 学年 2 単位，金曜 5，6 限に実施） 

少人数のグループで課題研究を実施するほか，課題研究を進める上で参考となる実験ノートの書き方と重要性に

関する講義を実施する。また，個人及び社会生活における健康・安全に対する理解を深めるため，体の構造と機能

等について大学医学部から講師を招聘し，解剖実習や先端医療に関する講義などを実施する。そのほか，課題研究

を実施する中で，社会生活における健康の保持増進に不可欠な環境問題や，科学者・技術者が身につけておくべき

倫理観や環境に対する配慮についても指導し，生徒の将来像と重ね合わせて考えさせる。 
○SSH 総合科学講演会（全校生対象，1 年間に複数回実施） 

各分野で活躍されている研究者・技術者に依頼して，自然科学に対する興味・関心を喚起するような内容の講演

会を実施する。特に，最先端技術や環境問題解決に向けての科学技術などのテーマに加えて，自然科学分野と人文・

社会科学分野の境界領域の研究に関するテーマも設定し，授業や課題研究の意義や効果を理解するだけでなく，  

総合知の活用や共創的に科学力を発揮することの重要性に気付かせるような講演テーマを設定する。 
○関東合宿（第 2 学年 6 月） 

 3 泊 4 日の日程で，大学や研究機関での特別講義や施設見学を実施する。教員主導の「学ばせたいことプログラ

ム」に加え，生徒主導の「学びたいことプログラム」を企画・運営させることで，より主体的に取り組ませる。また，

研修レポートや班別の研修報告ポスターを用いて文化祭や成果報告会で報告を行う。 
○英国海外研修（第 2 学年 3 月） 

 イギリスは，3 月に国を挙げてのサイエンス・ウィークを設置しており，教育機関や博物館などの社会教育施設を

含めて，自然科学や STEAM 分野を身近に感じさせる科学の裾野を広げる様々な取組がなされている。また，1960
～70 年代からイギリスでは高等学校段階で課題研究や探究活動が実施され，理科教育に関しても先進的な取組が多

くある。この研修では科学教育に力を注いでいる現地交流校で，実験実習やディスカッションを行う。さらに，課題

研究の発表を行い，国際性や英語による科学的コミュニケーション能力を身に付ける。また，博物館や施設見学での

研修を通して，自然科学や科学技術の発展の歴史，現状についても学ぶ。 
 

ⅱ）検証評価 

各事業を通しての自然科学をはじめとする科学に対する総合的な興味・関心や進路意識の変容を観点として，   

アンケートや意識調査，報告書や成果物（ポスター）の内容から多面的に評価する。また，卒業生アンケートを実施し，

本校の SSH 事業が進路選択などに与えた影響や効果を検証する。さらに，アンケートの記述内容に関しては     

テキストマイニングの手法を用い，各事業の特徴や成果等の分析を行い，改善及び精選につなげる。 
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第 3 章 研究開発の内容 

Ⅲ 外部連携を活用した視座の高まりによる地球市民育成のための持続可能なプログラムの開発・実践 

11..SScciieennccee  RReesseeaarrcchhⅠⅠ  

対 象：特別理科コース 1 年 
「Science ResearchⅠ」では自然科学への興味・関心を高めるため，次のプログラムを実施した。 
本校の教員が実施するプログラムとして，実験操作の基礎を身につける「実験の基本操作」，研究を行うための   

考え方や変数の制御を学ぶ「考える科学」，研究発表の技能を身につける「プレゼンテーション講座」を実施した。 
外部機関と連携するプログラムとしては，最先端の研究内容に触れることや課題研究への意識付けを目的として，

物理分野 1 講座，化学分野 2 講座，生物分野 1 講座，地学分野 1 講座，数学・情報分野 1 講座，課題研究の進め方に

関する講座 1 講座および研究相談会を実施した。また，英語を用いて自然科学の授業を行うプログラム（CBI）を大学

の教員（化学分野）に依頼して 1 回実施した。 
その他，本プログラムにおける到達目標を確認することを目的として上級生の研究発表会への参加を 2 回行った  

（7 月：ASⅡ課題研究成果発表会，2 月：ASⅠポスター発表会）。 
 

表．Science ResearchⅠ 年間実績表 
回 日 付 講  師 講 義 内 容 会  場 
1 4/14 SRⅠ担当教員 オリエンテーション 第 1 生物実験室 
2 4/21 理科教員（物理） 実験の基本操作（物理） 第 2 物理実験室 
3 4/28 理科教員（化学） 実験の基本操作（化学） 第 2 化学実験室 
4 5/19 理科教員（生物） 実験の基本操作（生物） 第 2 生物実験室 
5 5/26 理科教員 考える科学①『探究活動とは？変数とは？』 第 1 生物実験室 
6 6/9 理科教員 考える科学②『変数の制御』 第 2 化学実験室 

7 6/16 香川大学農学部  一見 和彦 先生 
山口 一岩 先生 

「身近な海の環境学」 マリンステーション 

8 6/23 香川大学創造工学部 石井 知彦 先生 CBI「化学」 第 2 化学実験室 

9 7/7 理科教員 考える科学③『信頼性と妥当性』 
『あなたは良い科学者か』 第 1 生物実験室 

10 7/14 産総研四国センター 藤本 雅大 先生 「研究の進め方とまとめ方入門 
～目指せ（イグ）ノーベル賞！～」 第 1 生物実験室 

11 7/19 ASⅡ課題研究成果発表会に参加 e-とぴあ・かがわ 
12 9/10 SRⅠ担当教員 課題研究グループ分け，課題研究テーマ決定① 各実験室 
13 9/17 SRⅠ担当教員 課題研究グループ分け，課題研究テーマ決定② 各実験室 
14 9/24 東京大学大気海洋研究所 横山 裕典 先生 「化学と物理で理解する地球の気候と生物の変動」 第 1 生物実験室 
15 9/29 九州大学総合理工学研究院 吉武 剛 先生 「ダイヤモンド薄膜の気相成長とその様々な応用」 第 1 生物実験室 
16 10/1 SRⅠ担当教員 課題研究グループ分け，課題研究テーマ決定③ 各実験室 
17 10/22 徳島文理大学保健福祉学部 沢田 功 先生 「霧箱による放射線の観察」 第 1 物理実験室 
18 10/29 SRⅠ担当教員 実験ノート講座，調査研究 第 1 物理実験室 
19 11/5 SRⅠ担当教員 調査・研究 各実験室，MM 教室 
20 11/12 情報担当教員，SRⅠ担当教員 プレゼンテーション講座① PC 教室，MM 教室 

21 11/13 香川大学農学部 古本 敏夫 先生 「色が変化する植物由来成分」 第 2 化学実験室 

22 11/19 SRⅠ担当教員 調査・研究 各実験室，MM 教室 
23 11/26 SRⅠ担当教員 プレゼンテーション講座② 第 1・2 物理実験室 

24 12/6-7 愛媛県総合科学博物館 山根 勝枝 先生 愛媛県総合科学博物館実習 高知県安田町唐浜， 

愛媛県総合科学博物館 

25 12/10 香川大学連携：課題研究相談①（高大連携） / 調査・研究 各実験室，MM 教室 
26 12/17 香川大学連携：課題研究相談②（高大連携） / 調査・研究 各実験室，MM 教室 
27 1/14 SRⅠ担当教員 調査・研究 各実験室，MM 教室 

28 1/21 大阪公立大学理学部 谷川 智幸 先生 「簡単な微分積分の話 
：微分積分の統一から微分方程式の世界へ」 3 A.L.L. 

29 1/28 SRⅠ担当教員 調査・研究 各実験室，MM 教室 
30 2/5 SRⅠ担当教員 調査・研究 各実験室，MM 教室 
31 2/12 第 1 回中間発表会 第 1 物理実験室 
32 2/17 ASⅠポスター発表会に参加 体育館棟講堂 

 

＜ 実施内容 ＞ ※）課題研究関連は第 3 章-Ⅱ（P.37・P.38）に記載 

○実験の基本操作（物理） 教諭 小谷 猛房 

自然科学における物理学の概観と他の科目との関係，また，実験・理論に加え

て近年ではコンピュータサイエンスが発展している現状を学んだ。物理量の測定

の際に大切な有効数字と測定値・誤差について学んだ。長さを測定するノギスの  

原理と測定の仕方，測定精度を上げるための工夫として副尺の仕組みを学んだ。

また，遊尺顕微鏡や分光計など，副尺を使用している測定装置を展示し，    

今春のイギリス研修で訪問した科学博物館での「測定」の展示の様子の写真を  

紹介した。ノギスを使って，円柱状の金属試料の外径・高さを数回測定して   

体積を求め，電子天秤により質量を測定して密度を求めた。測定回数を増やす  

ことにより測定値のばらつきを補正できることや，有効数字を考慮して    

体積を計算することを通して，測定値の処理方法などを学んだ。 
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○実験の基本操作（化学） 教諭 石川 淳三 

ガスバーナーやガラス器具，ピペット，天秤など，化学実験によく用いる     

器具の使用に慣れるため，「分離」，「元素分析」をテーマに行った。             

炭酸カルシウムと砂,食塩の混合物について，ろ過を用いて分離する方法を    

班で議論し，どの水溶液を加えると反応するか科学的に思考した。            

実際にろ過した液体について，炎色反応と塩化銀の沈殿により元素分析を     

行った。「分離」では，ろ過の基本操作やピペットの操作方法などを学んだ。     

元素分析ではガスバーナーの使い方や加熱の際の注意点，実験記録の方法や   

注意点を学んだ。 

 

 

○実験の基本操作（生物） 教諭 帆玉 真悟  

生物学実験では，観察・記録だけでなく，そのデータを分析して事物・現象を

把握する。生物の授業でよく取り扱われる顕微鏡観察のなかでも，ミクロ   

メーターを用いる実験は教科書でも取り扱われる内容である。本講座では，  

まずミクロメーターの基本操作として，目盛りの設定を行った後，通常の   

オオカナダモとネンジュモを観察させた。その後，倍率を変える操作と目盛り幅

の変化について考えさせながら実際に観察を継続していった。ただミクロメータ

ーを用いて細胞や細胞内の構造を計測するだけでなく，観察後の計算によって 

得られたデータをより詳細にとらえることを意識した観察実験を行った。 

 

○考える科学①『探究活動とは？変数とは？』 教諭 増田 裕明 

前半では，「探究活動と普段受けている理科の授業との違い」について班ごとに考え発表し，探究活動が仮説・検証

を繰り返すゆっくりとした過程であることを確認した。また，探究活動では，目

的に応じた変数の設定が重要となる。ここでは班活動を通して，変数の設定の仕

方とより良い実験のためには信頼性の担保（誤差を小さくするための工夫）が大

切であることを学んだ。後半では，探究したいことに対して目的を満たす実験に

するためには，どのようなデータを得る必要があり，そのためには何を変え，  

また何を変えずに実験を行う必要があるのかということをいくつかの実験例を

通して考え，3 つの変数（「入力変数」「結果の変数」「制御する変数」）につ

いての理解を深めた。生徒の感想・振り返りから，能動的姿勢や事前に変数を意

識して実験を計画すること，グループで話し合うことにより自分では思いつかな

かった考えに触れられたことから対話の重要性にも気付けているようであった。 
 

○考える科学②『変数の制御』 教諭 小谷 猛房 

「変数のさまざまなタイプについて知る」，「変数を実験のときにどのように見つければよいか」を学習目標に    

講義した。変数が，取り得る値によって，「カテゴリー的」，「序列的」，      

「離散的」，「連続的」といったタイプに分類できることを学び，必ずしも数値

とは限らないことを学んだ。色・形・大きさの異なる図形や，色と大きさや質量

が異なる容器を題材に，その中から変数を見つけてタイプとその取り得る値を 

挙げ，変数と変数の間に存在する関係性を見つける演習を行った。実践として，    

3 種類の変数を持つ，太さ（太・中・細）・長さ（長・中・短）・材質（アルミ

ニウム・アクリル）が違う筒を手の平でたたき，結果の変数である音の高さが  

どう変わるかを調べる，公正なテストを計画した。1 回の実験で使用できる筒は

2 本，実験回数は 4 回以内，という条件の下で実験を計画した。次にその計画を

もとに実験を行い，変数間の相関関係を調べて，その結果を班ごとに発表した。 
 

○身近な海の環境学 香川大学農学部 一見 和彦 先生，山口 一岩 先生 

香川大学瀬戸内圏研究センター庵治マリンステーションへ赴き，①海洋生態系

に関する基礎知識や赤潮問題，回復した瀬戸内海の新たな環境問題についての講

義，②調査船カラヌスⅢでの志度湾船上実習，③植物プランクトンの観察実習，

④大学院生による大学に関する講話，質疑応答，の４つについて，各班でローテ

ーションしながら実施した。特に，船上実習では海底泥の採集と海洋生物の観察，

プランクトンネットを用いたプランクトンの採集，透明度の観測や海水の採集法

など，普段の授業では行わない体験を通し，環境学への見識を深めた。生徒は，

この講座を通して，実際に触れ，観察を行うことでプランクトンの大きさや形態

に驚いたり，海についての研究・海の環境などに興味を持ったり，自分にできる

ことがあるのではないかなど，海について考える機会を得たと感じている。 
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○考える科学③『信頼性と妥当性』『あなたは良い科学者か』 教諭 萱原 克彦 

前半の講義では，信頼性と妥当性について，データ・証拠の意味，信頼性の  

ある証拠と妥当性のある証拠，二次的な証拠について学んだ。前時で扱った  

振り子の実験を例とした証拠の信頼性についての議論や，いくつかの実験計画を

もとに妥当性のある証拠を得られているかの議論などを行った。後半の講義で

は，「あなたは良い科学者か？」の問いかけにさまざまなシチュエーションで  

自分がどのような行動を取るかを選択し，科学者として求められる正しい行動か

どうかを各自チェックした。問題の中には生徒には納得できないものもあり， 

チェック項目に関する議論が行われた。 
 

○研究の進め方とまとめ方入門 ～目指せ（イグ）ノーベル賞！～ 産業技術総合研究所四国センター 藤本 雅大 先生 

第Ⅳ期では，課題研究を 1 年次 2 学期から行っている。研究を開始するにあたり，「実験の基本操作」「考える科学」

などの講座内容が実際の研究でどのように活用されているのかを確認させ，研究

の一連の流れについて具体的なイメージをつかませるため，産業技術総合研究所

と連携して実施した。講座では，藤本先生のご専門であるバイオメカニクス分野

やイグノーベル賞の研究などから，研究に必要なスキル，研究の進め方やまとめ

方などについて一緒に考えながら体系的にまとめていった。最後に語られたご自

身の経験や研究を進めるにあたって備えてもらいたい素養として，「不思議さを

感じたり，好奇心を刺激されたりする心」と「正しく美しい言語表現力」を挙げ

られていたことが印象的であった。生徒は，研究の進め方だけでなく，身近なと

ころに疑問があふれていること，失敗を恐れずに疑問を大切にして試行錯誤して

いくことが良い研究につながること，科学の世界の広さと面白さなどを感じてい

た。 
 

○化学と物理で理解する地球の気候と生物の変動 東京大学大気海洋研究所 横山 祐典 先生 

地学は宇宙誕生から現在までの現象を研究対象としているため，対象によっては人類による記録がないものもある。

そのような場合，様々な代替指標を用いて研究を行う。中でも炭素は地球内で循環し，自然界や生物の体内などの至る

所に存在しているため，それを用いることでかつての環境を復元することが  

できる。今回は，この炭素循環をキーワードとして，化学，生物，物理の     

それぞれの視点から地球の気候変動について学んだ。生徒は，生物内の微量の 

科学的指標から気候変動という地球スケールの現象が分かることや，その研究 

方法のひらめき方に驚いていた。また，研究では各教科・科目で学んでいること

を総合して分析・考察していく必要があることや，視野を広げ，現象やデータを

丁寧に読み解いて議論していく姿勢が重要であることなどを生徒は感じ取って

いた。同じものを観察したとしても見方が変わると違う捉え方ができること  

など，地球の気候変動を通して科学的なものの見方・考え方を学んだ。 
 

○ダイヤモンド薄膜の気相成長とその様々な応用 九州大学総合理工学研究院 吉武 剛 先生 

前半では，ダイヤモンドの歴史や性質について学んだ。ダイヤモンドは，   

1 学期に化学基礎で共有結合や同素体の分野で扱ったテーマであり，今回は  

さらに詳しく理解を深めることができた。また，人工ダイヤモンドの合成方法や，

それぞれの手法の特徴と違いについて学び，各方法のメリットとデメリットも 

整理した。後半では半導体に関する講義を受け，Q-dia について説明を受けた。

Q-dia はメタンを使わない人工ダイヤモンドの合成法で作られ，水素が存在しな

い環境で生成されるため，末端に水素が結合せず，伝導性を持つという特性があ

る。黒鉛には伝導性があり，ダイヤモンドにはないと授業では学習するが，Q-dia
は新世代の炭素材料として教科書の記述を変える可能性があることを学んだ。 

 

○霧箱による放射線の観察 徳島文理大学保健福祉学部 沢田 功 先生 

はじめに放射線の発見につながる，「蛍光」や「燐光」など物質の発光について学んだ。食用油やアワビなどの貝殻，

昆虫等，身近なものや鉱物にブラックライトを当てて，発光の様子や色の変化な

どを観察した。普段，自然光の中で目にしているものとは全く異なる様子に生徒

は驚いていた。講義の後半は，自然放射線や線源からでる放射線の様子を，簡易

霧箱を作成して観察した。班毎にドライアイスを砕いて発砲スチロールの容器に

敷きつめ，その上にガラス容器を置き，エタノールを浸して蓋をすることで過飽

和状態を作った。線源を入れなくても，飛行機雲のような放射線の飛跡を観察す

ることができた。目に見えない放射線を観察することにより，日常生活の中で自

然放射線を浴びていることが実感でき，放射線の正しい知識を身につけることが

できた。また，線源を入れることにより，α崩壊の様子も観察することが出来た。 
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○プレゼンテーション講座①② 教諭 宮岡 孝伸，教諭 萱原 克彦，SRⅠ担当教諭 12 名 

今回のプレゼンテーション講座は効果的なパワーポイント資料の作り方の 

ポイントについての講義，テーマに沿った 2 分間プレゼンテーションの準備 

（資料探しとパワーポイント資料の作成），発表時に意識すべき点，プレゼン  

テーション大会の実施の流れで 2 週にわたり実施した。2 年次の SRⅡをはじめ，

大学の研究発表会や就職後など，これからさまざまな場面でプレゼンテーション

を行うことになる。「分かりやすく効果的」にするという視点で考え，     

実際に発表する内容を組み立てていった。 
プレゼンテーション大会では，「関東合宿で学びたいこと・訪問したい場所」

をテーマに，関東方面にある研究施設や大学，企業などで自分が実際に訪問して

みたい施設，そこで学べる内容を発表した。施設の情報をしっかりまとめ，   

前時に学習した内容を踏まえ，文字ばかりのスライドにせず写真やイラストなど

を利用し，各自興味を持った施設の魅力を伝える内容の発表になった。 
  

○色が変化する植物由来成分 香川大学農学部 古本 敏夫 先生 
高校の学習範囲である酸塩基について，身近な物質を使った実験を通して， 

粒子の働きによる色の変化を微視的な視点で捉え，科学的な思考力や判断力， 

観察力を養うことができた。今回の実験では，紫キャベツから抽出した    

アントシアニンを用い，クエン酸や重曹を加えることで pH を変化させ，    

その結果を目で確認できた。この反応自体は昔から知られており，すでに知って

いる生徒も多かった。しかし，なぜその反応が起こるのか，どのような構造変化

によって色が変わるのかを考えることが化学の本質であり，物質の構造まで  

踏み込むことで，より深い学びにつながった。 
 

○香川大学連携：課題研究相談 教諭 萱原 克彦，SRⅠ担当教諭 12 名 

香川大学に協力を要請し，課題研究のテーマを決めたばかりの特別理科コース

1 年生たちが，研究班単位（2～4 人）で大学の教授に対面またはオンラインで 

研究内容に関するアドバイスをいただいた。生徒たちは研究内容や目的を説明し

整理していく中で自分たちが求めるゴールや実験計画を具体的に設定すること

ができたとともに，大学の先生方から最先端の研究内容や新しい目線を得ること

ができ，課題研究に対するモチベーションや探究していく指針を得ることが  

できた。また，今後研究設備をお借りしたり，メール等で研究に関する報告を  

することで継続的にアドバイスを得る約束をできたりした班もあり，課題研究 

内容の深化に大きく寄与できると考えられる。 
 

○簡単な微分積分の話 -微分と積分の統一から微分方程式の世界へ- 大阪公立大学大学院理学研究科 谷川 智幸 先生 

物理学や工学など様々な分野に応用され，科学の発展に寄与してきた微分・積分。発明の歴史から高校で学習する  

内容，大学での応用について谷川先生からご講義をいただいた。微分・積分は 2 年生の 2 学期から 3 年生にかけて学習

する内容であるため現時点では未習であるが，発明の経緯から丁寧に解説していただき，数学を身近に感じることが 

できたと思う。微分の起源は砲弾の軌道計算であり，ガリレオやデカルト，フェ

ルマーを経てニュートンに至る数学史は学習の目的を確かめるうえでも興味深

い物であった。また，ニュートンとライプニッツの対立についても解説していた

だき，数学の裏にある人間模様のドラマを垣間見ることで，単なる記号と捉えが

ちな数学表記にも味わいが生まれる。微分の考え方はやや複雑ではあるものの 

計算は簡潔であり，微分計算法を指南していただいた後，生徒は例題を解いた。

熱心に取り組んでおり，計算を成功させた生徒は達成感を得た様子だった。今後

の微分・積分の学習を前向きにとらえることができたと感じる。最後は微分と 

積分の関係についてお話していただき，大学で微分方程式に繋がることまで講義

をしていただいた。大学への学びに向けて具体的なビジョンが得られたと思う。 

 

 

○愛媛県総合科学博物館研修 

目的：高知県での化石採掘や，四国最大規模である愛媛県総合科学博物館での展示見学や学芸員の方との研修を通じて， 

将来の選択に対する視野を広げ，今後の目標を具体的にイメージし，科学的なものの見方・考え方及び探究する 

力を養う。 
対象：特別理科コース 1 年  
日時：令和 7 年 12 月 6 日（土）～ 12 月 7 日（日） 1 泊 2 日 
行程：12 月 6 日 午前 安田町化石体験場   午後 愛媛県総合科学博物館 
      12 月 7 日 愛媛県総合科学博物館 
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今回の愛媛県総合博物館での研修では，高知県安芸郡安田町の化石体験場で， 

実際に地層から化石を採掘した。翌日には愛媛県総合博物館で化石のクリーニン

グや同定を行い，その化石から分かることについて学んだ。化石に残る穴から，  

当時の被食－捕食の関係を推測でき，過去の生物や生態系に思いを巡らせること

ができた。化石採掘は初めてという生徒も多く，苦戦しながらも熱心に取り組む

姿が印象的だった。また，博物館での展示や講義を通じて，地学だけでなく生物

学や物理学など幅広い分野を体験できた。さらに，学芸員による特別展の講義も 

あり，普段できない貴重な体験となった。学芸員からは展示内容だけでなく，  

仕事を選んだ経緯なども聞くことができ，生徒の進路意識向上にもつながった。 
  

  

22..AAddvvaanncceedd  SScciieennccee  ⅠⅠ  

対象：特別理科コース 2 年  
＜実施内容＞  
体の構造と機能を知る～ラットの解剖～ 香川大学医学部  三木 崇範  先生，他 TA 5 名  
日時：令和 7 年 11 月 14 日（金） 13:20 ～ 17:00 
目的：ラットの解剖を通して，ヒトを含む哺乳動物の体の構造と機能を理解する。 

医学や生命科学に対しての知見を深める。 
実施内容と生徒の様子： 

パワーポイントと資料を使って，実験動物としてのラットについての説明，

ラットの体の構造と臓器の機能についての講義を受けた後，解剖の手順の模範

操作を見て，班ごとの解剖に取り組んだ。1 班 3～4 名（生物選択者と物理選択

者が混在する）で 1 匹のラットの解剖に取り組んだ。開胸の後，抜血を行い，

消化器系，腎臓や生殖器，心臓の摘出，筋肉の観察，頭骨を割っての脳や脊髄

の摘出など，一つ一つの臓器を確認しながら進めていった。また，作業の早い

班は，生物基礎の授業で習った腎臓や副腎の構造を実物と結びつけながら， 

詳しく観察していた。長時間にわたる実習になったが，生徒は集中を切らす 

ことなく最後まで丁寧に実習に取り組み真剣に活動を行っていた。医学部や 

生命科学方面への進学を志望している生徒のみに関わらず，今回の解剖を  

通して，動物の体の構造の精密さや生命の神秘を感じ取れたのではないかと考える。 
 
 
33..SSSSHH 総総合合科科学学講講演演会会  

自然科学や科学技術に対する興味・関心を喚起することや，総合知の活用および共創的に科学力を発揮することの  

重要性に気付かせることを目的とした全校生を対象とする講演会 

＜第 1 回 SSH 総合科学講演会＞  
日時：令和 7 年 9 月 22 日（月）13:20 ～ 15:10 
講師：京都大学 人間・環境学研究科 教授 小木曽 哲 先生 

香川大学 四国危機管理教育・研究・地域連携推進機構 特任教授 長谷川 修一 先生 
大学講師 / ACADEMIC VISION LLC 代表 越前屋 俵太 先生 

演題：ACADEMIC LIVE！in 高松第一高校「おむすび山の謎を探れ！」 
  ACADEMIC LIVE は，映像を効果的に用いながら，楽しみながら学べる企画であった。オープニングでは迫力ある

映像が上映され，生徒は「これから何が始まるのだろうか」と期待感を高めている様子であった。 
講演は，越前屋先生がナビゲーターを務め，疑問が出ると，岩石学を専門とする

小木曽先生と，地質学を専門とする長谷川先生が，越前屋先生と掛け合い形式で 

解説する形で進められた。単なる説明にとどまらず，実際に山に登った際の映像や，

山の断面が分かる映像を用いながら，「おむすび山」が現在の形に至った過程を，

地表の岩石分布や柱状節理の向きなどの科学的根拠に基づいて分かりやすく説明

していた。講演の途中にはクイズ形式で生徒に考えさせる場面もあり，ライブ感 

あふれる内容であった。 
後半では，「おむすび山」の成り立ちと関係の深い，香川県特有の岩石である  

サヌカイトについての説明もあり，非常に充実した内容であったことが参加した 

生徒，保護者の感想からもうかがい知れた。 
講演後も，先生方には長時間にわたり別室で生徒の質問に対応していただいた。本講演は，生徒にとって知的好奇心

を大いに刺激する貴重な機会となった。 

＜第 2 回 SSH 総合科学講演会＞  
日時：令和 7 年 12 月 4 日（木）14:20 ～ 16:10 
講師：東京学芸大学教育学部自然科学系 基礎科学講座 物理科学分野 教授 小林 晋平 先生 
演題：宇宙はどこまで分かってきたか～ブラックホールの中・宇宙の始まり・時空と次元～ 
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講演の冒頭でご自身が出演したテレビ番組の映像や，講師を務めたイベントの

映像を用いながら，自己紹介と日頃の活動について紹介された。 
ブラックホールの内部を直接見ることは難しいが，数学を用いればその性質を

調べることができることや，「時空とは何か」「空間とは何か」といった根本的

な問いも数学を使って研究されていることが紹介された。 
また，天文学の初期にエラトステネスが相似の考え方を用いて，地球の大きさ

や月の大きさ，地球と月の距離を求めた例が示された。小学校で学ぶ算数が，  

宇宙を理解するための道具となり，学校で学んでいることを正しく使えば，  

大きなことを成し遂げられるという説明があった。 
さらに，「数学は想像の向こう側へ行くための武器である」という言葉ととも

に，過去の数学者が残した公式が，現代の高次元の計算にも活用されていること

が解説された。加えて，「物理は世界を面白がるための方法である」と述べ，   

学校で学んでいる内容は人類が積み重ねてきた英知の結晶であり，たとえ   

小さな発見であっても新しいことを見つけることが，宇宙を広げていくことに 

つながると語られた。 
講演の最後には，「宇宙も世界も，君たちが成長した分だけ大きくなる」と  

いう言葉で締めくくられた。 
講演終了後も，1 時間以上にわたり別室で質問のある生徒一人一人に丁寧に 

対応された。 
  

  

44..関関東東合合宿宿  

目的：国内最先端の研究施設や大学での見学・研修を通じて，理系進学生徒としての視野を広げ，進路意識の高揚を図り，

科学的なものの見方・考え方及び探究する力を養う。 
対象：特別理科コース 2 年 
日時：令和 7 年 6 月 17 日（火）～ 6 月 20 日（金） 3 泊 4 日 
行程：6 月 17 日 午前 移動               午後 物質・材料研究機構，CYBERDYNE STUDIO 
      6 月 18 日 午前 高エネルギー加速器研究機構    午後 国立環境研究所 

6 月 19 日 午前 学びたいことプログラム①     午後 学びたいことプログラム② 
6 月 20 日 午前 海上技術安全研究所，国立天文台  午後 東京大学 

様々な分野において，国を代表する最先端の研究施設を見学し，講義を受けた。普段見学できないような施設を見学

させていただき，大変貴重な体験となった。3 日目の「学びたいことプログラム」では，生徒は自分の興味・関心に   

応じて訪問先から日程まで自分たちで企画し，当日までに時間をかけて準備をして合宿に臨んだ。自ら企画したプログ

ラムに，生徒は意欲的に参加し，訪問先の施設や企業の方のご協力もあって，大変充実した研修となった。「この研修

を通じて，興味のある分野が広がった。」「〇〇についてもっと知りたいと思っ

た。」など，4 日間にわたり，生徒の視野が広がる充実した研修を行うことができ

た。また，研究者の方々からは，研究の内容だけでなく，研究職を選んだ経緯や，  

人生観など貴重なお話をしていただき，生徒から「研究者というのは，分野も  

年齢も幅広く，より憧れる職業だと思った。研究者は，新しい物を一から生み  

出す，とても難しいものだと思っていたけど，今回の訪問で，前より身近に   

感じられた。忙しいけれど大きなやりがいを感じられて，自分が楽しく続けられ

るなどメリットも多いと思った。研究は，世界中の誰かの役に立つことができる，

誇りと魅力あふれるすばらしい仕事だと感じた。」という感想が出るなど，進路

意識の向上に繋がった。 
なお，生徒の作成した研修報告ポスターは，P.64～P.67 に掲載している。 

  

  

55..海海外外研研修修にに向向けけててのの取取組組 
海外研修の効果を高めるため，1・2 年次には校内で科学を英語で学ぶ講座（CBI）を，研修前 2 か月間に管理機関と連

携して市内小中学校に派遣されている ALT を招聘し，プレゼンテーション・コミュニケーション指導を実施している。 

(1)CBI 化学 香川大学創造工学部 石井 知彦 先生 

対象：特別理科コース 1 年（SRⅠ） 
1 学期に学んだ共有結合の結合角について，電子配置や軌道の観点から学んだ。

その際授業は英語で行われ，ナトリウムやカリウムの元素名が英語で表す際には

日本語と異なる名称であることを学んだ。また，接頭語や数量を示す数詞の  

使い方について説明を受け，分子模型を使って天然の単糖であるグルコースの 

構造を組み立てた。さらに，グルコースと希少糖アロースの分子構造を比較し，

わずかな違いが価格や天然での存在量に大きな影響を与えることを理解した。 

最後に，フィッシャー投影式を用いて単糖の構造表記方法を確認した。 
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(2) 科学英語向上プログラム 

対象：特別理科コース 2 年（ASⅠ） 
 英語での科学コミュニケーションの力を身につけることを目的に，英語による

プレゼンテーションおよびコミュニケーションの指導を行っている。3 月実施の 

海外研修において，イギリスの現地交流校で，同世代の生徒に向けて英語で   

課題研究のプレゼンテーションを行う機会や交流校の生徒と校外研修など  

様々な場面でバディとして活動をし，コミュニケーションをとる機会を多く  

設定している。これらの準備として，各班に本校の英語科教員と高松市の    

小中学校に勤務している高松市教育委員会の外国人英語指導助手（9 名）による 

科学英語向上プログラムを実施した。今年度は 1 月 13 日（火）～ 3 月 6 日（金）

の期間で，放課後の時間帯（17:00 ～ 19:00）に，表現や発音の指導だけでなく，

英語でのプレゼンテーション・質疑応答のトレーニング，会話のきっかけになる

話題についてなどコミュニケーションのトレーニングなどを行った。 
  

(3) 海外研修 

 高松第一高等学校で第Ⅲ期スーパーサイエンスハイスクール研究指定を引き継ぎ，令和 7 年度

より「国際社会や国家，地域で活躍し，人類の福祉や文化の向上に貢献できる創造的な知性や  

豊かな人間性，社会性を身につけるとともに，生涯にわたって自己実現を図ることができる，  

心身ともにたくましく，自主と自律に拠る自由の精神を備えた科学技術人材の育成，      

および研究者・技術者として理工系領域を志す理系女子生徒の育成」のための 1 つの方策として，

英国の科学系博物館及び現地の教育機関と連携し，科学的なプログラムを行うため，    

『SSH 英国 海外研修』を実施する。 
 自然科学発祥の地である英国では，3 月に国を挙げてのサイエンス・ウィークを設置しており，

大学・高等学校・中学校などの教育機関や博物館などの社会施設を含めて，自然科学に関する  

国民の理解を進めようとさまざまな取り組みがなされている。また，1960～70 年代から英国で

は高等学校段階で課題研究や探究活動が実施され，理科教育に関しても先進的な

取り組みが数多くある。『SSH 英国 海外研修』では，科学的なものの見方・    

考え方を身につけた生徒が在籍する現地学校に出向き，自然科学分野に関する 

トピックスについてのディスカッションや，本校生徒の課題研究の発表に対する

質疑応答の機会を通して，生徒が将来海外で活躍するために必要な，国際性や  

英語による科学コミュニケーション能力を身につけるとともに，国際社会の中で

の日本の役割や位置づけを知ることを目的とする。また，博物館や施設見学での

研修を通して，自然科学発展の歴史や現状について学ぶことも目的とする。 
この研修によって，海外への視野が広がり，国際社会の中での日本の役割や  

位置づけを知ることができると考えている。さらに，大学や博物館において，最先

端の研究内容や歴史的に重要な研究や発見に対する理解を深めたり，自然科学の発展を肌で感じたりすることにより， 

自然科学の研究や研究職を目指す契機となる。事前学習や高松市教育委員会が市立の小中学校に派遣している ALT を 

招聘して行う科学英語向上プログラムを充実させることで，生徒自身の言葉でコミュニケーションを積極的に取り，  

発信することを通して，生徒の主体性や科学的なコミュニケーション能力の高まりを期待している。 
今年度は 3 月 15 日（日）～3 月 21 日（土）の期間，以下の行程で実施予定である。 
参加者：生徒／特別理科コース 2 年（25 名）   引率／本田 一恵，川西 陽子，萱原 克彦  

3 月 15 日（日） 3:50 高松第一高等学校発 移動 
関西空港からヒースロー空港へ 

3 月 16 日（月） 
終日 ロンドンでの活動 
ロンドン自然史博物館，ロンドン科学博物館での学習 
両館で，自由見学の後に興味を持った項目を絞ってそれぞれレポートにまとめる。 

3 月 17 日（火） 

【A グループ】 
Bury St Edmunds County High School で活動 
午前 現地交流生徒と科学に関する活動 
午後 課題研究発表 

【B グループ】 
Bury St Edmunds County High School の生徒

とサイズウェル原子力発電所で施設見学，研修 

3 月 18 日（水） 
Bury St Edmunds County High School の生徒

とサイズウェル原子力発電所で施設見学，研修 
Bury St Edmunds County High School で活動 
午前 現地交流生徒と科学に関する活動 
午後 課題研究発表 

3 月 19 日（木） 
終日 ケンブリッジ大学での活動 
午前 キャベンディッシュ研究所 
午後 ウィップル科学史博物館において講義 博物館見学，ワークシート学習 

3 月 20 日（金） ガドウィック空港（英国）から香港空港へ 

3 月 21 日（土） 香港空港から関西空港へ 
22:30 高松第一高等学校着 
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66..女女性性研研究究者者・・技技術術者者ととのの交交流流会会  

○ 2 Hour Project 

日時：令和 7 年 9 月 19 日（木）16：30 ～ 17：30 
目的：主に女子生徒の理系進路選択を支援するため，女性研究者による進路講演会を実施し，研究職の魅力を伝えると 

同時に進路選択に関して相談できる機会を持つことを目的として実施した。 
講師：トヨタ自動車株式会社 小笠原 知子（2002 年卒業生） 
参加：1 年生 44 名（女子 18 名，男子 26 名） 
      2 年生 26 名（女子 12 名，男子 14 名） 

「中高生の主体的なキャリア選択を応援する」ための母校講演会を企画する 

2 Hours Project の一環で，進路指導部と共同で実施した。講演では，初めに，  

講師の先生が学生時代どのように考えて進路を選択し，今の仕事をすることに 

なったのか，自身のキャリアについてお話された。次に，「生産技術開発」に   

ついて，例えば，自動車の燃費アップのためには部品の軽量化が必要であったり，

飲料ペットボトルが潰しやすくなった背景には柔らかい素材の成形技術が  

必要であったりと，製品進化の裏側には必ず生産技術開発があるなど，この分野

の魅力について語られた。また，研究職という仕事のおもしろさとして，日本初，

世界初への挑戦ができることや，仲間との絆を深められること，グルーバルに 

仕事ができることなどを伝えられた。最後に，「自分のやりたい，好きという  

気持ちを大切にして学び，選択をして下さい！」とメッセージをいただいた。 
講演後は，生徒から「入社してから困ったことはありましたか。」や「溶接は機械がすると聞きましたが，研究者は

何をしているのですか。」などの質問が出た。実施後の感想には，「女性から機械工学についてのお話を聞くことが   

少ないので，新鮮だった。」や「自分のやりたいことを貫き通していて素敵だと思った。」などがあり，充実した時間

となったようだ。 
  

77．．地地元元企企業業ととのの連連携携  

○化学・生物部 課題研究・科学体験教室に向けての教材開発連携 

目的：気体を使った課題研究および実験教材の開発を通し，気体に関連する知識への理解を深め

る。また，高校生ならではの視点で気体の新たな利用法を考える。 
参加：化学・生物部 2 年生 2 名，1 年生 3 名 

高松帝酸株式会社 長谷部 匡昭 氏，内田 恭 氏（アドバイザー） 
概要，感想等： 

昨年度から，高松帝酸株式会社様よりガス（気体）のご提供，研究に対するアドバイスをいた

だきながら，化学・生物部の部員が課題研究に取り組んでいる。昨年度は「気体の種類による  

食品の鮮度変化」というテーマで研究に取り組み，「ガスを使用することにより，食品の鮮度は 

あまり変わらないが，味に違いが生じた」という結果を得ることができた。今年度は，意欲的に

活動を行う新入生を迎え，新たに果物や野菜に対する気体の効果を「果実・野菜の褐変反応」を

指標に検証することとした。4 月 24 日に高松帝酸株式会社の長谷部氏・内田氏をお招きし，課題研究相談会を実施した。

研究や実験に不慣れな生徒もいるが，学年を越えて意見交換しながら，研究で重要な変数の取り扱い（変数の設定や制御）

を意識した実験の設定を行い，質の高い実験になるよう試行錯誤を繰り返している。なるべく多くの結果を得て考察し，

次年度に向けて研究のまとめを行っていきたい。 
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88..資資料料（（関関東東合合宿宿  研研修修報報告告ポポススタターー））  

  
この後ろに関東合宿データを 2 アップで。 2025年度　特別理科コース　関東合宿　日程表

6:00

宿泊場所 ホテル日航つくば カンデオホテルズ上野公園

21:00

22:00 点呼・就寝 点呼・就寝 点呼・就寝

21：30　高松空港　着
荷物を取った人から解散
(解散場所：到着ロビー)

19：20　東京都庁　着

19：30～19：45　Tokyo Projection
Mapping Project 見学

20:00 入浴・研修のまとめ
翌日の準備

入浴・研修のまとめ
翌日の準備

20：00　東京都庁　発
20：15　羽田空港　発

　　　　　　　バス移動

　　　　　　　JAL487便

20：30　ホテル　着

入浴・研修のまとめ
翌日の準備

17：30～18：30
CYBERDYNE STUDIOにて研修
①展示エリア解説・案内
②HAL® 動作原理体験

17：45　夕食会場　着 17：45　羽田空港　着

18:00 17：55　夕食 17：45　羽田空港にて自由夕食
※19：45　搭乗口　集合

18：30　東京スカイツリー　発
18：40　イーアスつくば　発

18：50　夕食会場　発 　　　　　　　バス移動
　　　　　　　バス移動

19:00 　　　　　　　バス移動 18：45　ホテル　着
18：55　ホテル　着

19：00～20：00　一高OB・OG座談会
19：15　夕食
（本館2階レストランセリーナ）

17：10　東京大学　発

　　　　　　　バス移動
　　　　　　　バス移動

17：20　イーアスつくば　着

16：45　国環研(NIES)　発

17:00 17：05　物質材料研(NIMS)　発

　　　　　　　バス移動

15：00～17：00　NIMSにて研修
・概要紹介，講義
・2班に分かれて研修
①走査型プローブ顕微鏡を用いた
表面化学
②金属材料の腐食解析
③電子顕微鏡による材料の局所物
性評価
・グループミーティング(4班)

15：00　東京大学　着

　　　　公共
　　　　交通
　　　　機関16:00
※16：15　東京スカイツリー
　　タワーヤード１階　団体東ロビー　集合
　　→全員で展望台に上る
　　→自由夕食

※18：20
　　タワーヤード１階　団体東ロビー　集合

12：30　ホテルグランド東雲　着

　　　　　　　バス移動
13：40　羽田空港　発

13：30　国環研(NIES)　着 13：50　国立天文台(NAOJ)　発

　　　　　　　バス移動

12：40～13：10　昼食

13:00
13：05　羽田空港　着

13：15　ホテルグランド東雲　発

14:00
13：40 ～16：35　NIESにて研修
・概要説明
・3班に分かれて研修
①航空機モニタリング実験室
②FTIR実験室（英語）
③地球温暖化と森林
・講義
①「天気予報のこれまでとこれから：
AI革命に期待するもの」
②「地球環境問題を解決するため
のサイエンス」

　　　　　　　バス移動

14：55　物質材料研(NIMS)　着

15:00

9:00 9：00　ホテル　発

11：20　国立天文台(NAOJ)　着

11：45　高松空港　発
11：30～13：40　NAOJにて研修
11：30～12：30
研究者(卒業生)による講義

12：30～12：50　昼食(弁当)

13：00～13：40
4D2Uドームシアター(宇宙の構造)

12:00

　　　　　　　JAL478便

11:00 10：45　高松空港　集合
(集合場所：1階JALカウンター前)

11：05　海上技研(NMRI)　発

　　　　　　　バス移動

9：20　高エネ研(KEK)　着

9：30～11：50　KEKにて研修
・常設展示室
    コミュニケーションプラザ
・放射光実験施設
　 「フォトンファクトリー」
・2班に分かれて研修
①SuperKEKB加速器
    「加速器トンネル」
②筑波実験棟「BellⅡ実験」

9：50　海上技研(NMRI)　着

10:00

　　　　　　　バス移動

7:00

Bコース
引率：本田

Cコース
引率：川西8:00

午前
国立科学博
物館にて自
由見学

午前
筑波大学プ
ラズマ研究
センターにて
講義と実験
装置見学

午前
JAL工場見
学にてJAL
SKY
MUSEUMや
格納庫見学

　　　　　　　バス移動

7：30　朝食会場集合，朝食
　　　　（本館2階レストランセリーナ）

学びたいことプログラム

Aコース
引率：萱原

　　　　公共
　　　　交通
　　　　機関

　　　　公共
　　　　交通
　　　　機関

　　　　公共
　　　　交通
　　　　機関8：50　ホテルロビー集合

1日目
6月17日（火）

2日目
6月18日（水）

3日目
6月19日(木)

4日目
6月20日（金）

6：30　起床･洗面･荷造り 6：30～7：00　朝食会場（2階）集合，朝食 6：30　起床･洗面･荷造り

15：10～17：00　東大理化にて研修
・講義(30分)　・質疑(30分)
・3班に分かれて研修
①フォトン・アップコンバージョンの
デモンストレーション
②超核偏極のデモンストレーション
③研究室，居室の見学

7：00　朝食会場（2階）集合，朝食　

12：00　高エネ研(KEK)　発 午後
マクセルアク
アパーク品
川にてバック
ヤードツアー

午後
JAXA筑波宇
宙センターに
て「きぼう」運
用管制室見
学

午後
日本獣医生
命科学大学
にて研究室
見学

　　　　公共
　　　　交通
　　　　機関

　　　　公共
　　　　交通
　　　　機関

8：35　バス集合

8：45　ホテル　発

　　　　　　　バス移動

10：00～11：00　NMRIにて研修
①中水槽　②実海域再現水槽
③海洋環境保全総合実験棟にてシ
ミュレーション(2班)

　　　　※体操服（下は長ズボン）

6：00　起床･洗面
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第第 33 章章  研研究究開開発発のの内内容容  

ⅣⅣ  地地域域ににおおけけるる科科学学技技術術人人材材のの裾裾野野をを広広げげるる  

ササイイエエンンススネネッットトワワーーククのの形形成成  

  

  

  

  

  

  

  

  

  





第 3 章 研究開発の内容 

Ⅳ 地域における科学技術人材の裾野を広げるサイエンスネットワークの形成 

第第 33 章章  研研究究開開発発のの内内容容  

ⅣⅣ  地地域域ににおおけけるる科科学学技技術術人人材材のの裾裾野野をを広広げげるるササイイエエンンススネネッットトワワーーククのの形形成成  
a.仮説 

第Ⅲ期までの開発から，人材育成においては学習者にとって身近なロールモデルの存在が大きく影響することが分か

った。小中学生にとっては本校生が，本校生にとっては卒業生がその役割を果たす。卒業生や地元出身者などの身近な 

研究者・技術者，先達との交流を図ることで，自己の適性の発見と理系のキャリアについて視野を広げ，励ましを得る 

ことができる。本校の直接の管理機関である高松市教育委員会は，主に高松市立小中学校を管轄するため, 同委員会の 

指導主事等は小中学校教員で構成されており，高松市立小中学校との連携は密である。管理機関及び本校が高松市唯一の

市立高等学校であるという強みを生かすことで，地域の科学技術人材育成における小中高を一貫する恒久的な     

サイエンスネットワークを構築することができる。 
 
b.研究内容・方法・検証 

ⅰ）研究内容・方法 

○科学体験教室 

 自然科学系部活動が中心となり開催する。各部が科学の魅力を伝える複数の実験を企画し，本校生が先生となり

運営する。高松市教育委員会と連携し高松市立小学校（47 校）を対象に「実験教室」を，文化祭で「サイエンス    

教室」（物理部，化学・生物部の 2 教室）を開催する。また，かがわけん科学体験フェスティバル(11 月）などの  

外部科学体験イベントに積極的に参加し，実験・体験教室を開催する。 

○中学生課題研究支援事業 

 高松市教育文化祭科学体験発表会に，複数名の教員を派遣し中学生の発表の講評と，本校生による課題研究の  

発表（1 件）を行う。 

○小中学校教員連携事業 

 高松市教育委員会と連携し，SSH 総合科学講演会や課題研究成果報告会などへの参加を呼びかけ，地域の児童  

生徒を指導する者の科学的な取組に対する興味・関心を高める。また，最新の科学を学ぶ研修の機会とする。 

○ロールモデル活用事業 

本校同窓会と連携し，卒業生の人材活用データベースを更新する。身近なロールモデルとして卒業生や地元出身

の研究者などを，課題研究のメンターや出張講義・関東合宿の講師や TA として活用し，生徒の課題研究やキャリア

に対する意識を高める。 

 

ⅱ）検証評価 

参加児童生徒や教員に対し，各事業を通して自然科学への興味・関心の変容やロールモデルが効果的であったの

かを観点として，アンケートや意識調査の内容から評価する。また，ロールモデルとして参加した本校生・卒業生の 

感想などから，効果を検証する。 

  

  

11..科科学学体体験験教教室室  

（1）物理部，化学・生物部 サイエンス教室 

本校文化祭において，物理部，化学・生物部主催の「サイエンス教室」（各部 1 教室ずつ）を開催した。各部員が講師と

なり，小中高校生を含む地域の方々および本校生に科学を体験する機会を提供した。 

日時：令和 7 年  9 月 5 日（金）9：00 ～ 15：00（内覧会） 
          9 月 6 日（土）9：00 ～ 15：00（一般公開） 
場所：物理部   ：第 1 物理実験室 
   化学・生物部：第 2 化学実験室 
対象：地域の小中学生，高校生および保護者，本校生 
内容：物理部 

ソーラーバルーンの飛行実験（運動場），マグヌスコップの工作と飛ばす体験，ライトフライヤー号の模型展示，

風洞装置を用いた空気の流れの可視化 
   化学・生物部 
    ブンブンごまで遠心分離，スライム作り，バスボム作り，青写真，モールで作る立体シャボン玉，周期表カルタ，

ドライアイスとシャボン玉を使ったサイエンスショー 
概要，感想等： 

物理部 
「飛ぶ展」と題して，飛ぶ現象に関する実験や展示，工作を行った。ソーラーバルーンは気体の膨張や浮力を 

利用していることや，マグヌスコップで揚力を生み出す仕組みなどを説明し，また，卒業生が制作した風洞装置

に航空機の羽の模型を入れ，スモークマシーンを用いて空気の流れを観察できるよう工夫した。揚力や流体力学

は高校物理で学習しない発展的な内容であり，文化祭には小学生から大人まで幅広く来校されるため，部員は 

説明方法を考えることに最も苦戦していた。ライトフライヤー号の模型作りもマニュアルが公開されている  

わけではなかったため，夏休み前から材料の検討を始め，準備には多くの時間を費やした。当日は多くの方に 

楽しんでもらえたため努力は報われただろう。 
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化学・生物部 
例年地域の子供たちが楽しみに来てくれている。生徒たちのやりたいことは多いが部員数が少ないため上記

の内容になっている。今年度 1 年生は特別理科コース 1 名，普通科 2 名の 3 名だが，積極的にやりたい実験を

提案して行う大変活動的な生徒がそろっている。文化祭のサイエンスショーを 3 年生自らの発案で行い，成長

を感じた。おかげさまで，今年もたくさんの子どもたちに来ていただき，昨年度とは違った体験ができたと思う。

毎年楽しみにしてきてくれる子どもたちもいるので，来年も部員と一緒に楽しい実験体験ができるよう準備  

していきたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（2）物理部 実験教室 

日時：令和 8 年 2 月 11 日（水・祝）10：00 ～ 11：45 
内容：「アナタの知らない熱の世界」と題して，熱をテーマに実験講座を行った。熱の正体を追究した科学史に始まり，

実験を通じて「熱とは運動」であることを実感できる流れで実施した。また，スターリングエンジンやヒートパイ

プなど熱を利用した製品も紹介し，最後は温度によって色が変わるスライムと簡易ラジオメーターを製作した。 
場所：第 1 物理実験室 
対象：近隣 3 校（栗林小学校・花園小学校・高松第一小学校）の 5・6 年生 16 名 
概要，感想等： 

部員 4 名で企画し，3 ヶ月かけて実験内容を練った。原子・分子を学習して  

いない小学生に対して，どのように熱運動を説明するか，また実験と説明の  

バランスをどのようにするかなど議論を続けた結果，分かりやすく楽しい講座が

完成した。当日は，化学・生物部の生徒 4 名と，教員志望の生徒 8 名がボラン  

ティアスタッフとして実験を補助し，安全に気をつけて実施することができた。 

参加児童を対象とした事後アンケートでは，81％が「とても楽しかった」， 

19％が「楽しかった」と答え，「ふつう」・「楽しくなかった」と答えた児童は

いなかった。難易度についても 75％が「普通」と回答していることから適切で 

あったと言える。「どの実験がおもしろかったか」という問いについては，   

右下図のような結果となり，断熱圧縮により綿が燃える圧気発火や，ビー玉  

スターリングエンジン，温度で色が変わるスライムが特に人気と分かった。  

自由記述には「初めて見た実験ばかりだったから全部おもしろかった」や，   

2 時間近い講座に対して「短い時間でしたがありがとうございました」

と書かれたものが複数あり，理科に対する興味・関心が高い児童が  

集まっていたことがうかがえる。 
準備は大変だったが，高校生も小学生も教員も一緒に勉強できる 

貴重な機会であると改めて感じた。ブラッシュアップして継続したい。 

ヒヒーートトパパイイププ 5%
ブブララウウンン運運動動

5%

圧圧気気

発発火火器器

18%

ペペッットトボボトトルル雲雲

11%

ススタターーリリンンググ

エエンンジジンン

20%

休休みみ時時間間のの

実実験験

9%

示示温温イインンクク

入入りりススラライイムム

23%

ララジジオオメメーータターー

9%
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対象：近隣 3 校（栗林小学校・花園小学校・高松第一小学校）の 5・6 年生 16 名 
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（3）化学・生物部 産業技術総合研究所四国センター 一般公開ブースへの出展 

日時：令和 7 年 8 月 8 日（金）9：30 ～ 15：30 
内容：今年度は「色の不思議と沈まない針金」というテーマでブースを出展した。以下 3 種類実験を行った。①生徒が育

てたタデアイをさらしに叩きつけて染める，②紫キャベツの煮汁を事前にしみこませておいたコーヒーフィルター

にクエン酸と重曹の水溶液を塗り，色の変化を見る，③針金を平たく巻き，水面に浮かべる工作 
場所：産業技術総合研究所四国センター 
対象：小学生および保護者 
概要，感想等： 

主催者の産総研，企業，経済産業省，大学，図書館等，本校を含めて 19 機関が，科学・技術に関する体験ブースを   

出展していた。一般公開日がかがわ総文祭直後ということもあり，高校からの出展は 2 校のみだった。ブース内容の決定

から準備・運営・片付けまで生徒たちで考えて行動できていた。当日，ブースを訪れる人が途切れることがなかったので，

生徒は当初対応に追われていたが，回数を経るごとに説明や対応に工夫や上達が見られた。公開中，他のブースにも参加

することができ，生徒は興味・関心に応じて見学や体験を行っていた。地域に科学の魅力を届けるだけでなく，生徒自身

の視野の広がりにもつながる機会となった。 
 
 

  

 

 

 
 
 

22..中中学学生生課課題題研研究究支支援援事事業業  

高松市教育文化祭科学体験発表会での本校生による課題研究発表および本校教員による講評 
日時：令和 7 年 10 月 1 日（水）13：30 ～ 16：30 
場所：高松市総合教育センター 
目的：地域における科学技術人材の裾野を広げるサイエンスネットワークの形成を促す。また，それぞれの段階における

ロールモデルの活用により，次の段階に向けてのキャリア意識の高まりや，自身の適性の見極めにつなげる。 
参加：教員：物理 松本 佳奈，化学 萱原 克彦，生物 帆玉 真悟，地学 岩澤 圭希 
   生徒：3 年生課題研究班 1 班（音の屈折班 2 名） 
対象：中学生（40 名） 

発表は，生徒が主体的に設定した課題に基づき，観察・実験・調査を通して得られた結果を，スライドや実物の資料を

用いて説明する形式で行われた。テーマは，身近な自然現象，環境問題，生活に関わる物理・化学・生物・地学分野に  

わたる多様な内容で構成されていた。多くの発表において，仮説の設定から実験方法，結果の整理，考察までが論理的に

まとめられており，中学生の高い探究意欲が感じられた。各グループ発表後には教員からの講評も行われ，身近な疑問を

科学的課題として捉えた点を評価するとともに，今後は先行研究の調査をより深める

ことの重要性を示した。実験条件の工夫やデータ収集の丁寧さが見える一方で，  

再現性や比較対象の設定についても助言を行った。資料の見やすさ，声の大きさに 

ついては，多くの発表が聞き手を意識したものとなっていた。 
また，本校生徒による中学生に向けての研究発表も行われた。中学生にとっては 

難度の高い内容も含まれていたが，図表や写真を用いた説明や，専門用語を上手く 

伝えようとする工夫が見られ，高校生の発表力の高さがうかがえた。全体を通して，

今後の研究がより楽しみになるものばかりで，生徒と教員の双方にとって，有意義な

取り組みとなった。 
  

  

33..小小中中学学校校教教員員連連携携事事業業  

管理機関である高松市教育委員会を窓口として高松市立の小学校（47 校）・中学校（24 校）に対し，SSH 事業の

活用を呼びかけた。SSH 総合科学講演会を小中学校に，課題研究成果報告会を中学校に案内した。SSH 総合科学講演

会の参加状況は右下の表の通りとなっている。平日開催のため，なかなか参加が難しいのが現状である。そのため， 

参加できなかった教員・保護者に対し，講演者に了承を得られた講演会については YouTube で限定配信し，時間に 

よらず参加できるようにした（1 月現在 130 回再生）。なお，当日参加された先生からは，「今回の講演会を参考に 

授業づくりをしてみたい」「知識が広がると楽しい」「来年の講演会にも是非参加したい」といった前向きな感想を 

いただいた。本校 SSH 事業が高松市の自然科学に関する教育水準の向上に  

つながると考えている。生徒だけでなく教員にとっても最新科学に触れる機会

とできるよう，高松市教育委員会と連携し，案内や配信を継続していく。 

（SSH 総合科学講演会報告：P.60・P.61，課題研究成果報告会報告：P.40） 

▲沈まない針金 

その他は，大学教員・元高校教員 

小中学校教員 保護者 その他

第1回 1 5 2
第2回 0 9 0
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Ⅳ 地域における科学技術人材の裾野を広げるサイエンスネットワークの形成 

44..ロローールルモモデデルル活活用用事事業業  

（1）卒業生と語る会 

特別理科コース卒業生との座談会 

○関東で卒業生との語る会 
日 時：令和 7 年 6 月 19 日（木）19：00 ～ 20：00 ※）関東合宿内で実施 
場 所：カンデオホテルズ上野公園 
目 的：本校生および本校プログラムの一番の理解者である卒業生（社会人・大学院生等）をロールモデルとして活用し，

社会とのつながりを考えながら次の段階（卒業後）に向けてのキャリア意識を高める。また，将来に対する視野

を広げる。 
卒業生：8 名（23 歳から 29 歳の，社会人 6 名，大学院生 1 名，学部生 1 名） 
対 象：2 年生 25 名（男子 14 名，女子 11 名） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○校内で卒業生と語る会 
日 時：令和 7 年 9 月 4 日（木）16：00 ～ 17：00 
場 所：高松第一高等学校 大会議室 
目 的：本校生および本校プログラムの一番の理解者である卒業生（学部生）をロールモデルとして活用し，コース選択

や課題研究など，1・2 年生にとって次の段階（少し先）に向けての意識を高める。また，不安を解消する。 
卒業生：9 名（2024 年度卒業生） 
対 象：1 年生 40 名（男子 25 名，女子 15 名） 
       2 年生 25 名（男子 14 名，女子 11 名） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

文化祭にあわせて帰省していた特別理科コース卒業生に依頼し実施した。生徒を 7 名程度に分けて各班に 1 名以上の

卒業生を配置し，様々な意見を聞けるよう卒業生が 3 回ローテーションする形で実施した。1 年生からは課題研究の   

テーマをどのように思いついたのかといった研究初期に関することや高校生活について，2 年生からは研究中盤や   

英国海外研修，大学での学びについてなどについて質問が多く出ていた。卒業生は研究の楽しさや大変さ，普段学習して

いることが課題研究や英国研修といった SSH の活動の中で実際に活用できたときの喜びや興奮を，後輩一人ひとりの 

顔を見ながら，丁寧に，また共感しながら回答していた。運営側にとっては，本校 SSH プログラムが科学技術人材の    

創出に大きく寄与していることを実感できる機会となった。 
  

（2）課題研究におけるメンターとしての協力依頼 

特別理科コース卒業生（連絡先が登録されている 179 名（1 月現在））に対し，課題研究のメンターの依頼を定期的に 

行っている。今年度は，7 月，12 月の中間発表会に合わせて，発表会のオンデマンド視聴と指導を依頼した。     

送ってもらったコメントにはどれも研究のことだけでなく後輩を力づけるメッセージが添えられており，受け取った  

後輩はその言葉を励みとしているようであった。なお，現在 20 名程が案内を送ってほしいと希望してくれている。 

 

（3）講師としての協力依頼 

外部連携講座（解剖実習），関東合宿（国立天文台），女性研究者・技術者との交流会などの講師を卒業生が務めた。 
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第第 44 章章  実実施施のの効効果果ととそそのの評評価価  
本校は，平成 22 年度よりスーパーサイエンスハイスクールの研究指定を受け，令和 6 年度までの 15 年間で，様々な

プログラムや評価法を開発してきた。その実践を踏まえつつ，第Ⅳ期には 4 つの研究課題を掲げ，その効果とその評価に

ついて，教員アンケート，生徒アンケート，概念理解度調査テスト等をもとに，分析した。4 つの研究課題は，     

以下の通りである。 
 
Ⅰ カリキュラム・マネジメントの視点で視野の広がりを生む授業改善の実践とその評価 
Ⅱ 共創的科学力を発揮し多様な価値を創造する場としての専門深化型課題研究・教科継走型課題研究の実践 
Ⅲ 外部連携を活用した視座の高まりによる地球市民育成のための持続可能なプログラムの開発・実践 
Ⅳ 地域における科学技術人材の裾野を広げるサイエンスネットワークの形成 

 
ⅠⅠ  カカリリキキュュララムム・・ママネネジジメメンントトのの視視点点でで視視野野のの広広ががりりをを生生むむ授授業業改改善善のの実実践践ととそそのの評評価価  

授業改善への取り組みに関して，6 つの項目「①チームによる授業研究」「②チームによるパフォーマンス課題の  

実践と評価」「③教科横断型アクティブラーニングの実践」「④アクティブラーニングを取り入れた授業改善     

（個人の取り組みを含む）」「⑤カリキュラムマップ・長期的ルーブリックの導入」「⑥今後の授業改善」について，

全教員 59 名（昨年度 60 名）を対象にアンケート調査を行った。 

①① チチーームムにによよるる授授業業研研究究ににつついいてて（（対対象象教教員員：：5599 名名）） 

            
＜＜質質問問＞＞今今年年度度，，チチーームムにによよるる授授業業研研究究ををどどのの程程度度実実施施ししたたかか。。  

チームによるアクティブラーニング実施状況を過去のアンケート結果と比較すると，「1 年間を通して実施」（25.4％
→36.7％→30.6％）が昨年度より少し減少し，「課題に取り組む時のみ実施」（47.5％→26.6％→44.0％）が増加した。

「1/ 2/ 3 学期を通して実施」（15.2％→16.7％→10.2％）は昨年度より少し減少し,「していない」（11.9％→20.0％→

15.2％）も昨年度より少し減少した。これは，観点別評価の導入が進み，課題を通して授業改善に取り組む仕組みが 

定着してきた一方で，研究対象や科目の細分化などにより，チームで取り組む時間が十分に取れなかったためだと  

考えられる。 
＜＜質質問問＞＞どどののよよううににチチーームムでで取取りり組組んんだだかか。。（複数回答可） 

取り組み状況については，「チームリーダーや担当者がたたき台を作った」という回答が昨年と同様に最も多い。

（78.8％→61.7％→62.7％）。「全員がアイデアを持ち寄る」（19.2％→10％→16.9％）が昨年度より増加した。     

これは，チーム全員でアイデアを出し合い授業研究に取り組む仕組みが少しずつできていると考えることができる。

「ミーティングを持った」(42.3％→33.3％→38.9％）は少し増加した。今年度は，「録画を視聴して分析会を行った」

「教科会などを利用し全員で研究授業やパフォーマンス課題について協議した」「教員間でワークシートや定期考査

の問題をすべて統一しているため，基本的に毎日小出しにチームで確認作業を行っている」「今年度は新しいリーダー

の下で取り組んだ」などの回答がみられた。チームそれぞれの最適な取り組みを模索しながら，日々授業研究に   

取り組んでいると考えることができる。SSH 成果報告会や市教委訪問で行われた研究授業に関しては，授業を実施  

する教科の数を調整し，教科内外を問わずさまざまな教員が参観できるようにした。チームによる授業改善を進める

中で，今後ともチームリーダーや研究授業者はもとより，全員が協働して取り組むよう心がけたい。チーム編成に  

関しては，今年度も専門科目の多い教科においては，チームの対象科目が個人の専門外の科目になる場合があり，  

また多忙化も伴い協働で取り組む作業には難しい一面もあるが，チームでの実践は，よりよい授業を作り上げるため

の利点も多い。今後とも各個人の授業力を上げるためには，日頃から気軽に情報共有や意見交換をしながら，チームで

授業改善を実践していく柔軟な姿勢とフットワークが望まれる。 

②② チチーームムにによよるるパパフフォォーーママンンスス課課題題のの実実践践とと評評価価ににつついいてて（（対対象象教教員員：：5500 名名  チチーームムにによよるる研研究究をを実実施施ししたたもものの））  

     

1年間を通して

実施

36.7%

1/2/3学期を

通して実施

16.7%

課題に取り組む時

のみ実施

26.6%

していない

20.0%

RR66年年度度 1年間を通して

実施

30.6%

1/2/3学期を

通して実施

10.2%
課題に取り組む時

のみ実施

44.0%

していない

15.2%

RR77年年度度

一回実施

25.0%

複数回実施

66.7%

実施していない

8.3%

RR66年年度度

1回実施

28%

複数回実施

62.0%

実施していない

10.0%

RR77年年度度
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平成 30 年度から，チームによるパフォーマンス課題を取り入れた授業研究にも取り組んでいる。「主体的・対話的

で深い学び」の実現と，資質・能力のバランスの取れた多面的・多角的な学習評価を行っていくことを目指したもので

ある。また，令和 4 年度から導入された「観点別評価基準」と併せて課題内容や評価の仕方について研究を進めた。 
＜＜質質問問＞＞パパフフォォーーママンンスス課課題題ををどどのの程程度度実実施施ししたたかか。。  

今年度も，全学年において，1 学期にパフォーマンス課題の設定と年間計画を行い，その後 1 学期内の実施・評価の

開始を目指した。また，生徒の変容を捉えやすくするため，2 回の実施を試みた。まず，「年間目標と指導計画」及び 

「単元指導案」の作成を行った教員のうち，「年間目標と指導計画」については 22.4％（昨年度 31.2％）と低く，    

まずはリーダーが中心となり 1 年間の見通しを立てたことが分かる。その後の「単元指導案」については 38.7％   

（昨年度 41.7％）が作成したと回答している。また，チームとして「パフォーマンス課題を何回実施したか」に    

ついては，過去と比較して，「1 回実施した」（26.9％→25.0％→28％）が昨年度より少し増加し，「複数回（2 回   

以上）実施した」（57.7％→66.7％→62.0％）は少し減少した。「実施していない」と回答した人が 10.0％（昨年度

8.3％）と昨年度より少し増加した。その主な理由は，チームの対象科目が専門外の科目であったためであり，この  

数名の教員の「個人での実施」を含めると，ほぼ全員がパフォーマンス課題を実施している。パフォーマンス課題への

取り組みが着実に浸透していると言える一方で，チーム内での役割分担の見直しなどを視野に入れながら，今後も引

き続き 1 学期の早期実施開始の徹底を目指し，継続してプログラム開発を行っていく必要がある。 
＜＜質質問問＞＞パパフフォォーーママンンスス課課題題ををルルーーブブリリッッククをを用用いいてて評評価価ししたたかか。。（（対対象象教教員員：：4411 名名  チチーームムにによよるるパパフフォォーーママンンスス

課課題題をを実実施施ししたたもものの））  

   
評価については，チームによるパフォーマンス課題を実施した教員 41 人（昨年度 44 人）を対象に調査した。    

今年度は，「評価した」（77.3％→84.0％→65.9％），「まだ評価していないがこれから取り組む」（22.7％→16.0％
→24.4％），「取り組めない」（0％→0％→9.7％）であった。今年度はさまざまな事情で年度途中から授業を     

引き継いだ教員がおり，取り組めなかったケースがあったと考えられる。また，「ALT と各クラスの担当者が     

評価した」などの回答が見られた。今年度はじめてデジタルでのアンケート配信に取り組んだ結果，従来の紙媒体での

実施に比べて答える際にわかりにくい箇所があったため，対象教員のうちごく一部で質問に未回答があった。次年度，

アンケート項目や様式についても再検討したい。  
＜＜質質問問＞＞パパフフォォーーママンンスス課課題題をを複複数数回回実実施施・・評評価価ししたた際際にに見見らられれたた生生徒徒のの変変容容やや成成長長はは何何かか。。  

 ○求められた課題に対して早く処理できるようになった。 
 ○文章で表現することは比較的できるようになった。 
 ○学習を楽しんで工夫するようになった生徒が，一部に見られた。 

○１回目より２回目の方が，より読み手に読みやすい文章を心がけてライティングしようとしている様子がうかがえ

た。 
○１回目よりも２回目の方が，対象をよく観察するようになった。 
○定期考査では評価しきれていない生徒の力に気づくことができた。 
○国語科の課題は生徒の分析力（読解力）と表現力を評価するものとなっており，その点では年間複数回課している

ので，１年間の成長を把握しやすい。 
○生徒の文章力にもよるが，年間通じて実施している鑑賞の課題に音楽経験の積み重ねや成長がわずかだが反映され

ているように感じる。 
○考えをまとめることが上手になった。 
○はじめての文章の要約ができるようになった生徒が増えた。記述問題に対する抵抗が減った生徒が増えた。 
○複数回実施することにより，実験レポートの質が向上した。実験をする際の記録の取り方，グラフの書き方などを

習得している。 
○形に残るので生徒がより真剣に取り組めたように思う。 

＜＜質質問問＞＞評評価価のの観観点点をを限限定定ししたた，，小小ささななパパフフォォーーママンンスス課課題題をを作作成成，，実実践践ししままししたたかか？？  
「作成，実施した」45.1％，「作成したが実践できなかった」3.9％，「今後作成する予定」21.6％，「取り組め     

ない」29.4％であった。 
「パフォーマンス課題による評価」は事前にルーブリックを提示することにより，生徒が課題の意図や身につけら

れる能力を理解し，活動に意欲的に取り組めるという利点がある。また，教員側も，チームでルーブリックを作成した

り評価をしたりしたことで，客観的な評価につなげることができる。小さなパフォーマンス課題について，「取り組め

ない」という回答の理由としては，「単元自体がパフォーマンス課題の要素を持つため，小さなパフォーマンス課題を

作成してというよりは，各工程において評価する形で行った」「現在の評価方法で十分観点別評価ができているから」

というものがあった。さまざまな利点を現実のものにするために今後も，以下のような改善点に継続して取り組む  

評価した

84.0%

まだ評価していな

いがこれから実施

16.0%

RR66年年度度

評価した

65.9%

まだ評価していな

いがこれから実施

24.4％

取り組めない

9.7%

RR77年年度度
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必要がある。 
○課題や改善すべき点 

(1) 生徒の変容を捉えやすいように課題の内容や実施回数などを検討する。 

 ○課題内容や評価基準が同類のものを複数回実施する。 

 ○1 年次から継続して長期間で実施する（長期的ルーブリック（3 年間の到達目標）と合致させる）。 

 ○「年間目標と指導計画」を年度当初にしっかりと練る。 

(2) ルーブリックの内容と評価の仕方を検討する。 

 ○複数の教員がともに全対象生徒の評価をする／評価観点基準や文言をシンプルに分かりやすくする 

（→評価のずれを減少させる）。 

(3) 消極的な生徒のフォローをする（グループ内での温度差や能力の差を改善）。 

(4) 生徒の負担を考え，実施時期の分散を試みる（全体のバランスをよく）。 

(5) 教員同士でリーダー中心の取り組みから全員参加型の協働作業へ。   

今後もチーム全員で「生徒の変容や成長が捉えられる」パフォーマンス課題の開発と評価の研究に取り組み，   

評価の精度を上げていく必要がある。しかし，開発が進む一方で，パフォーマンス課題の実施時期の重なりや内容過多

など，生徒にもたらし得る負担が懸念される。各教科で開発した授業実践が，本来生徒にどのような力をつけさせる 

ためのものであるのか見直し，持続可能なパフォーマンス課題設定とその評価の在り方を追求していく必要がある。 

③③  教教科科横横断断型型アアククテティィブブララーーニニンンググのの実実践践ににつついいてて 
【その 1】「世界史」×「英語」（第 3 学年普通科国際文科・文系コース世界史選択者） （P.35） 

授 業 者：新谷 政徳（地公・世界史），山崎 藍子（英語） 
 単 元 名：世界の出来事（世界史），英作文（英語） 
 単元目標：世界史上の出来事について，背景や意義を整理し，要点を分かりやすくまとめる。 
      基本的な英語表現を用いて，歴史的出来事を簡潔に説明し，他者に伝えることができる。世界史と英語と

いう二教科を横断的に扱うことで，歴史的事象を多面的に捉える力を養い，国際社会において歴史を語り

伝える意義を実感できるようにする 
 学習課題：断片的な知識だけでなく，系統立てて理解するのが歴史学習にとっては大切であり，その知識を簡潔に 

まとめる力は大学入試には必須の力である。また，英語の長文読解において背景知識の有無で読解力に 

大きな差が出る。これらを踏まえた上で，世界史の重要な出来事を英語で整理し，ポスターとして    

発信する活動を通して，歴史的事象の理解と英語表現力を同時に高めることを目標とした。 
 実践内容：世界史と英語が融合する形で授業を構成した。考えてもらう時代区分やジャンルを設定し，その他は生徒

達に任せ，時間内に発表できるよう適宜アドバイスを行った。人物や出来事の説明文において，どこまで

詳細に説明するか，どの単語を使うかなど，多方面で構成の仕方を考えることができていたように思う。 
【その 2】「国語」×「情報」（第 1 学年普通科特別理科コース） （P.36） 

授 業 者：宮武 直史（国語），宮岡 孝伸（情報） 
 単 元 名：情報の探索と選択（国語），情報源と情報の検証（情報） 
 単元目標：情報社会における言葉の発信が他者や社会に与える影響について付帯的な事例を通して理解させ，   

表現の意図や受け手の受け取り方の違いを意識した適切な情報発信について考察できる力を育成する。 
      SNS 等における言葉の選び方や，誤解・炎上を防ぐための配慮の重要性について学び，他者と協働し  

ながら，自らの表現を見直し，改善する姿勢を養う。  
 学習課題：現代社会において，SNS を欠いて生きていくことは困難であるといえる。SNS は，瞬時に情報を取得し

たり発信したりできる便利なツールであるが，その使用法によっては，他人を傷つけたり，自分を傷つけ

たりする危険なツールでもある。どの情報が正しいのか，それをどのように見極めればよいか，自分の 

発信によって世の中の誰かを傷つけていないか等，この単元を通して SNS との向き合い方を考えさせ，

情報社会で健全に生きていくことができる力を身につける。 
 実践内容：現代の社会情勢を鑑みて，不適切と考えられる投稿例を提示し，問題意識を持たせる。どのような表現が，

誰にも誤解されず，誰も傷つけることのない表現かをグループで確認する。現在の社会問題か学校への 

要望か，どちらかを選択し，投稿文を作成する。実際に投稿者となることで，様々な立場を想定して   

投稿しないと無意識のうちに誰かを傷つけていることに気付かせる。また，多様な解釈ができる表現は，

想定していない受け取られ方をするときもあるため，国語的観点も必要であると知る機会とする。 

◎事後に実施した教員アンケートより 
・「世界史×英語」では，世界史で習ったことを英語でアウトプットするという新たな試みであったが，良い意味で 

「特別感」がなく，生徒が活発に活動する様子が見られて，良い授業であった。 
・「国語×情報」では，テーマが生徒にとって身近なものであったため，自分たち自身を主語にして考えることができ，

情報の授業では知識の習得にとどまっていたものを国語とコラボすることによって，表現活動がより活発に行え， 

言葉の選び方一つで伝わり方が大きく変わることに気付き，「伝える責任」を実感させることができた。また，   

他者の意見を尊重しながら改善点を話し合う姿から，主体的に学習に取り組む態度も確認できた。 
・対象生徒をよく理解している教員 2 人が授業することも教科横断型授業には大事なポイントの 1 つであると感じた。 
・授業進度との兼ね合いがあるので，定期的にこのような授業を行うことは難しい。 
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◎事後に実施した生徒アンケートより 
「このような教科横断型形態の授業が増えればよいと思いますか？」という質問に対して，「そう思う／どちらかと

いえばそう思う」が 65％，「単元や場面によっては増やしてほしい」が 12.7％，「どちらかといえばそう思わない／

そう思わない」が 22.3％であった。また，「実際に教科横断型授業を受けてみて，イメージ通りでしたか。それとも 

イメージは変わりましたか？」という質問に対し，「イメージ通りだった」が 69.9％，「イメージが変わった」が 30.1％
であった。「イメージが変わった」という回答者に対して追加で質問したところ，「思っていたより楽しかった」と  

いう回答が多かった。授業の振り返りでは，「世界の人と歴史を話すことになったとき，もちろん根本の知識が必要 

だが，それを伝える力も必要だと学ぶことができた。自分でも意識して学んでいこうと思う良い機会となった。」   

「情報の中の SNS での言葉の内容について，情報面は情報の先生から，人間関係は国語の先生から説明してもらう 

ことですごくわかりやすい授業となって，とてもおもしろかったです。」などのコメントがみられた。 
また，本校の教科横断型研究授業を参観された他校の教員が，自身の高校で教科横断型研究授業を実践された事例を

報告していただいており，本校の取り組みが少しずつ他校へ広まっていると考えることができる。 

④④ アアククテティィブブララーーニニンンググをを取取りり入入れれたた授授業業改改善善（（個個人人のの取取りり組組みみをを含含むむ））ににつついいてて（（対対象象教教員員：：5599 名名））  

平成 27 年度（第Ⅱ期 1 年目）から全教科でアクティブラーニングを取り入れ始めてからの継続調査である。 
＜＜質質問問＞＞今今年年度度，，個個人人でで行行っったたももののをを含含めめ，，アアククテティィブブララーーニニンンググ型型のの授授業業ををどどのの程程度度実実施施ししたたかか。。  

     
「1 年を通して実施」「1/2/3 学期を通して実施」「単元毎に 1~3 回程度実施」「チームのアクティブラーニング  

のみ実施」を合わせると，全体の 98.4％（昨年度 95.0％）が，チームによる授業研究以外にも個人としてアクティブ

ラーニング型の授業を導入していることが分かる。今後も「深い学び」を実現するための一手法と捉え，効果的な   

実践に取り組みたい。 
1 人 1 台端末（iPad）については，全学年で端末を活用した授業が行えるようになり，引き続き効果的な使用方法を

考えるため，教員アンケートを実施した。 
＜＜質質問問＞＞iiPPaadd 導導入入ににととももなないい AALL 型型授授業業のの内内容容にに変変化化ががああっったたかか。。  

○会話をリアルタイムで文字に起こして共有できるようになった。 

○自由に生徒の意見を集約できるようになったり，期日を時間まで設定できるようになった。 

○ロイロノートにより，全員の意見を瞬時に全体に共有することができ，ペアワークだけに比べて自分の考えを  

深めることができていると感じる。 

○図表，動画などの資料提示がしやすくなった。また，解説を事前に作り準備しておくことで板書する時間が減り，

授業中の活動や考えさせるための時間が増えた。 

○生徒自身が制作過程を段階ごとに写真に記録するなど，自発的な活動が見られた。 

○生徒の作成した回答をすぐさまスクリーンに映し出し，共有することができた。 

○調べ学習が速くなり，プレゼンテーション活動がしやすくなった。教員と生徒・生徒同士の情報共有がしやすい。 

○授業で関心の湧いた音楽作品について iPad を活用して深掘りする生徒と関心のない生徒の文章に違いが見られる

ことが多くなった。 

○共有ノートを活用してグループで資料を作成させたり，アンケートやテストのゲームモードを使ってリアル   

タイムで生徒の意見を授業に反映させたりできるようになった。 

⑤⑤ カカリリキキュュララムムママッッププ・・長長期期的的ルルーーブブリリッッククのの導導入入ににつついいてて（（対対象象教教員員：：5588 名名））  

令和 2 年度に各教科で作成した「カリキュラムマップ」「長期的ルーブリック（3 年間の到達目標）」の活用状況

を尋ねた（複数回答可。活用状況右の数値は R5，R6，R7 年度の結果）。 
(ア) パフォーマンス課題の「年間目標と指導計画」に取り入れた。               （32.2％→21.7％→13.4％） 
(イ) パフォーマンス課題の「単元指導案」における到達目標を考える際に活用した。（23.7％→30.0％→16.4％） 
(ウ) パフォーマンス課題のルーブリックを作成する際に活用した。               （40.7％→25.0％→13.4％） 
(エ) （研究）授業の学習指導案を考える際に活用した。                   （10.2％→15.0％→16.4％） 
(オ) 「AL 教材開発レポート」を作成する際に活用した。                          （ 3.4％→   0％→ 1.4％） 
(カ) 教科横断型の授業研究の際に参考にした。                      （  1.7％→ 3.3％→ 5.9％） 
(キ) カリキュラムマップや長期的ルーブリックを意識せず授業を作っている。      （18.6％→21.7％→16.4％） 
(ク) 活用しようとしたができなかった。                               （  3.4％→ 6.7％→16.4％） 
パフォーマンス課題の「年間目標と指導計画」や「ルーブリック」を作成する際に活用したと回答した人は，    

昨年度からどちらも減少し，「意識せず授業を作っている」「活用しようとしたができなかった」と回答した人が  
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増加した。しかし，「AL 教材開発レポート」を作成する際に活用した人や，教科横断型の研究授業の際に参考に   

した人は増加しており，さまざまな活用方法があることが分かる。学校教育目標と各教科で身につけさせたい力  

（3 年間の到達目標）の整合性を図るためにも，来年度以降も，「カリキュラムマップ」「長期的ルーブリック」を

活用しながら，改善すべき点を模索していきたい。 

⑥⑥ 今今後後のの授授業業改改善善ににつついいてて 
課題に取り組んでみての感想や意見をまとめた。大まかには昨年度と同様で，生徒の利点として，「AL 型授業に  

より主体的・対話的に学ぶことで学習意欲が増す／学んだことを習得しやすい」「パフォーマンス課題を通して   

思考力・判断力・表現力の育成につながる」「ルーブリックにより到達目標を示すことで，何を学ぶのかが明確に   

なる」「資料を適切にまとめたり，話し合ったり発表したりする力がついた」などが挙げられた。また，教員にとって

の利点については，「チームで意見交換や情報共有をすることで，他の先生から多くのことを学んだ／視野が広がっ

た」「パフォーマンス課題を通して多面的に評価することができた」「研究授業に取り組み，教材研究・開発が進んだ

／授業力が向上した」「普段の授業を振り返ることができ，次につなげることができた」「新しい課題に取り組む   

チャレンジ精神が養われた」「科目を学ぶ意味や意義を考える機会になった」「年間計画を立てて長期的な視点で   

改善を取り入れられた」「学年を超えての学びがあった」「専門科目の先生から意見をいただけた」などの意見が多く

聞かれた。日々，新しい取り組みに試行錯誤しながら少しずつ前進してきたが，生徒同士が協働して学び，自己表現で

きる場を継続して与えることで，授業への参加姿勢が「主体的に学ぶ」「深く学ぶ」に移行していっていると感じる。

チームによる授業改善を粘り強く実践することで，「授業の在り方」や「評価の仕方」など教員同士が様々な意見を 

出し合い，協力して取り組む環境にも少しずつ慣れてきたと感じる。 
今年度から取り組んでいる研究課題「カリキュラム・マネジメントの視点で視野の広がりを生む授業改善の実践と

その評価」へ向けて，来年度以降もチームによる協働体制を維持し，教員一人ひとりの資質・能力を上げていきたいと

考える。現状では，チーム内での役割分担上，チームリーダーや研究授業者の負担が大きく，また教員それぞれの   

やりやすい授業改善の仕方も違っている。しかし，多忙な日々においても全員の教員が取り組みやすいように，   

「年間目標と指導計画」「単元指導案」「AL 教材開発レポート」など，引き続き成果物様式を少しずつ見直していく

とともに，授業改善においてシンプルかつ持続可能な形態を目指していきたい。また研究授業の在り方も，実施回数や

対象者などの見直しを継続して行っていきたい。そして，研究授業のみならず，日常の中でお互いの授業について  

ざっくばらんに話したりすることができれば，日々の授業やそれに関連する対話を通して教員間のコミュニケーショ

ンを図ることもできるのではないかと考える。視野の広がりを生む授業改善を実践していくためには，教員自らが  

他者との対話の実践により視野を広げていく必要がある。日常生活の中での自身の専門科目の位置づけや，     

教科を超えた知識の枠組みを見据え，教員一人一人がそれぞれの教科科目を相互承認しながら授業実践を継続したい。

また，1 年という期間において段階的に生徒の変容が測れるよう，今後も引き続き計画的に，また複数回の     

パフォーマンス課題実施に取り組んでいきたい。併せて，各教科の観点別評価基準に伴ったパフォーマンス課題の  

評価の在り方やルーブリックの内容の見直しも引き続き必要である。アクティブラーニング型授業については，   

今年度も高い達成率であった。チームで課題に取り組む以外にも個人的に高い意識で授業に臨んでいることが   

分かった。今後とも継続していきたい。教科横断型授業では「教科の枠を超えて学ぶ意義」について，引き続き    

学校全体で共通認識をもつことが必要である。「各教科だけでなく，教科の枠を超えた学びにより，学習内容を    

実社会と結びつけた学びにする」「学んだ内容が他教科・他科目や実社会の様々なものとつながっていくことで，   

生徒の思考の深まりや知識の強化につなげる」ためには，教員の柔軟な考え方や様々なアイデアが求められる。   

また，このようなパフォーマンス課題やアクティブラーニング型授業，教科横断型授業を実施する際に，カリキュラム

マップや長期的ルーブリックを活用し，学校目標に照らし合わせて実践できるように，もう一度少しずつ見直してい

くことが必要である。 
授業改善の取り組みについての目的や意義について，さまざまな事情や状況の教員全体で共通理解を図ることは  

簡単ではない。しかし，授業において「生徒に身につけさせたい力が何であるのか」，「そのためには何をどのように

教えるのか」という点を引き続き検証しながら，シンプルかつ持続可能な授業改善の仕組みをつくっていきたい。 
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ⅡⅡ  共共創創的的科科学学力力をを発発揮揮しし多多様様なな価価値値をを創創造造すするる場場ととししててのの専専門門深深化化型型課課題題研研究究・・教教科科継継走走型型課課題題研研究究のの実実践践  

特別理科コースの生徒は，1 年次から 3 年次までの学校設定科目の中で，探究活動を通して科学的なものの見方や 

考え方，科学的に探究する方法を身につけることができるようなプログラムを継続実施している。 
1 年次に開設している「Science Research Ⅰ」は，今年度から新設した講座である。7 月までは毎週月曜日の    

5・6 時間目，9 月以降は毎週水曜日の 3・4 時間目に実施した。前年度まで実施してきた「Introductory Science」を 

基盤とし，前半では産業技術総合研究所（産総研）と連携して研究の進め方や意義に関する講座を開発した。本校教員

や大学と連携のもと指導してきた，実験の基本操作，考える科学，フィールドワークといった要素を講師の実際の   

研究活動と照らし合わせて整理・統合することで，これから始まる課題研究に円滑に移行できるようにした。後半では，

生徒の興味・関心に応じたテーマ設定に約 1 か月をかけ，その後に課題研究を開始した。この際，指導に当たる教職員

の人数を前半の 4 名から 14 名に増やし，より専門性の高い指導が可能となる体制を整備した。さらに，研究がさらに

高次のものへと発展するように香川大学と連携して研究相談会を初開催した。研究が速やかに始まった班にとっては 

課題点に対する助言を得られる機会となったが，研究テーマの設定が遅れた班にとっては，深まりがあまり見られなか

った部分もあった。振り返りから，次年度の開催時期や実施形態（対面・オンライン），先生方に事前に示しておく指導

の観点などを再検討したい。「プレゼンテーション講座」では，発表における ICT の活用技術や態度について，実践を

通して身に付けさせることができた。また，過去の SSH 生徒研究発表会の発表動画を，生徒の興味・関心に応じて   

視聴させたところ，発表時の姿勢や研究への取り組み方だけでなく，テーマの掘り下げ方や質疑応答への対応について

多くの気付きが見られ，大きな刺激となっていた。さらに，出張講義の回数を前年度の半分に減らし，講義間の間隔を

確保することで，課題研究と両立させ，さらに各々をじっくりと考察する時間を確保することができた。これらの取組

が次年度以降の探究活動にどのような変化をもたらすかについては，今後の生徒の活動を通して比較・検証していく。 
2 年次の「Advanced Science Ⅰ」では，本格的に課題研究に取り組んだ。生徒の興味・関心に応じたテーマ設定に

約 1 か月をかけ，テーマ決定後には「実験ノートについて」と題した講義を実施した。今年度の 2 年生も，3 年生と  

同様に 1 年次から SSH 生徒研究発表会の動画を視聴し，全国高等学校総合文化祭への参加を見据えて発表要旨を   

読み込むなど，例年より早い段階から最終的な到達目標を意識する機会が多く設けられた。また，関東合宿を例年の  

8 月ではなく 6 月に実施したことでも，生徒がこれまでより早くから将来像をより具体的にイメージしながら研究活動

に取り組むことができた。その結果，昼休みや放課後に自主的に課題研究を進める生徒が多く見られた。7 月および 12
月の中間発表会については，特別理科コースの卒業生にオンデマンド配信で視聴してもらい，助言や指導を受けながら

研究を深化させた。その成果として，1 月に実施された「あきた総文祭 2026 自然科学部門 香川県代表選考会」におい

て，本校 2 年生課題研究班のうち「段差で自転車のハンドルが取られる条件」を研究テーマとする班が，物理部門の 

香川県代表に選出された。 
3 年次には「Advanced Science Ⅱ」を開設し，7 月までの毎週水曜日 3・4 時間目に課題研究を実施した。7 月に  

行われた ASⅡ課題研究成果発表会は，情報通信交流館 e-とぴあ・かがわと連携して開催した。当日現地参加が困難な 

関係者に対しては，ライブ配信およびオンデマンド配信の両方を実施し，成果の普及を図った。全課題研究班が，  

SSH 生徒研究発表会，かがわ総文祭 2025，香川県高校生科学研究発表会，サイエンスファーム 2025 など，校外の   

研究発表会に積極的に参加し，そこで得られた助言をもとに研究論文をまとめた。論文は，日本学生科学賞，高校生・

高専生科学技術チャレンジ（JSEC），坊ちゃん科学賞などの各種論文大会に投稿した。日本学生科学賞では音の屈折を

テーマとした班が香川県審査優秀賞を，サイエンスファーム 2025 では昆虫と色の関係をテーマにした班が     

優秀アカデミア賞を，坊ちゃん科学賞では植物による消臭をテーマにした班が優良入賞に選ばれるなど，各課題研究班

が多くの成果を挙げた（P.40・P.41）。 
評価法については，第Ⅰ期に香川大学教育学部と連携して開発したルーブリックを用いた評価を継続している。  

学期ごとの中間発表会と最終発表会では，研究が科学的な探究方法により進められ，研究結果が明確になっていること

を評価する「研究の視点からの評価」を行い，研究に対して真摯に取り組み，熱心に粘り強く努力を重ねていること，

すなわち日常の活動状況を見る「教育の視点からの評価」を実験ノートの記載事項から評価した。数学分野をテーマと

する課題研究班の実験ノートの評価において，項目によって評価にばらつきが出ていたのが課題となっていたため， 

昨年度，改良版ルーブリックを作成し，その信頼性を検証した。改良版の使用により，項目のばらつきは減少し，    

評価する教員がルーブリックの記述語から同じ生徒像を連想し評価することができ，今年度より採用することとした。

今年度の評価においても，各学年，指導に関わる全教員（1・3 年生：15 名，2 年生 14 名）の教員で全班の発表および

実験ノートの評価を行った。なお，生徒へ各評価結果をフィードバックすることを通して，科学的な探究活動で重要視

されるポイントについて効果的に指導することができた。 
理系・国際文科・文系・美術専門コース，音楽科の生徒は学校設定科目「未来への学び（2 年次 2 単位）」の中で， 

教科・科目特有の探究の手法を学ぶことや物事を多面的に捉える視点を身につけることを目的に教科継走型の課題研究

に取り組んでいる。昨年度の振り返りや生徒アンケートをもとに通常講座や深める講座のテーマを改良した。今年度，

大きな改良点としては，文系・音楽講座の再編成と学年全体での発表会開催が挙げられる。文系・音楽講座では情報  

リテラシーやデータの利活用などの探究の手法を学ぶ講演会をガイダンス後に実施した。また，探究の深化のため  

各講座の実施週数を 4 週から 5 週へ変更した。これらに伴い，今年度は生徒の希望に応じて 4 講座開講した中から   

3 講座を選択させて実施することとした。授業時間中の活動時間が増えただけでなく，探究に携わっている期間も   

1 週間増えることとなるので，講座の内容がより生徒の中に浸透していたように感じる。しかし，この点に関しては  

主観での評価となるため，適切に評価するための方法を検討したい。もう 1 つの改良点である学年発表会については，

以前から出ていた各クラスの良い取組を全体で共有したいという意見を参考に実施した。生徒が探究することによって

行き着いた良い事例を学年全体で共有する機会となったと同時に，理系生徒には文系テーマの，文系生徒には理系  
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テーマの，クロス講座ではたどり着けなかったそれぞれのコースならではの思考法・表現法を学ぶ機会ともなった。  

通常の授業と違い，課題解決の方法を自ら考えることで，探究することの楽しさと難しさを体験することができた。  

また，その方法について学ぶことができたと考えている。 
 

ⅢⅢ  外外部部連連携携をを活活用用ししたた視視座座のの高高ままりりにによよるる地地球球市市民民育育成成ののたためめのの持持続続可可能能ななププロロググララムムのの開開発発・・実実践践 
特別理科コースの生徒は，1 年次から 3 年次までの学校設定科目の中で，様々な科学分野やその研究者・科学者と  

交流し豊かな人間性を育むとともに視座を高めることができるようなプログラムを実施している。 
1 年次の「Science Research Ⅰ」では，第Ⅲ期までの「Introductory Science」をもとに外部連携を考えた。大学や

研究機関と連携して物・化・生・地・数情の分野の講座を各 2 回以上実施している。「Introductory Science」では    

これらを 1 年次だけで実施していたが，「Science Research」では 1・2 年に振り分けて実施するようにした。     

そのため，以前は 1 年次の時点ではまだ学んでいない単元の内容について講義を受けることがあったが，今年度からは

教員が調整して適切な時期に設定できるようになった。また，産業技術総合研究所四国センターと連携し研究の   

進め方や意義に関する講座を開発した。本校教員や大学と連携のもと指導してきた，実験の基本操作，考える科学，  

フィールドワーク講座における学びを講師の研究活動に落とし込むことで，その内容を具体化させ，講座の効果を  

高めた。愛媛県総合科学博物館と連携し，化石採掘からその同定までをセットで実施することで，研究者が実際に   

行っている活動やその視点を体験し，生徒に研究職について考えるきっかけを設定した。これらが次年度以降の取組に

どのような違いを与えるのか，今後の生徒の活動を通して比較・検証していきたい。 
 
各プログラムの実施後，以下のような項目で，生徒に事後アンケートを実施した。 

問 1  今回の講義・実験の内容は分かりやすかったですか？ 
問 2  今回の講義・実験は面白かったですか？ 
問 3  今回の講義の内容を自分なりに理解できましたか？ 
問 4  今回の講義・実験の中で，予想・仮説を立てて実験観察をする， 
     または結果から分かることを考えることができましたか？ 
問 5  今回の実験・観察に積極的に取り組み，実験技能を高めることができましたか？ 
問 6  今回の講義全体を通して，積極的に取り組めましたか？ 
問 7  このような講義・実験が増えると良いと思いますか？ 
問 8  今回の講義内容（英語での自然分野の表現）をもっと知りたいと思いましたか？ 
問 9  今回の講義・実験に関連したことを自分で調べたいと思うようになりましたか？ 
問 10 研究者を身近に感じるようになりましたか？ 
問 11 研究に対する興味・関心が増しましたか？  
問 12 大学で実施されている研究に対して具体的なイメージを持つようになりましたか？ 

 １．非常に思う  ２．ややそう思う  ３．あまり思わない  ４．全く思わない   

「Science Research Ⅰ」のアンケート結果より，講義・実験が面白く（問 2 より 89.7%），内容が分かりやすく     

（問 1 より 85.2%），理解できている（問 3 より 81.3%）。また，問 6 より講義全体を通して 89.6%の生徒が積極的に   

取り組めたと自己評価している。講義内容をもっと知りたい（問 8 より 85.3%），自分で調べたい（問 9 より 72.1%）と    

感じている生徒が半数以上を占めており，生徒の科学的探究心を向上させることができたと考える。さらに，問 10 より

78.5%の生徒が，研究者を身近に感じ，研究に対する興味・関心が増した（問 11 より 77.3％），研究に対して     

具体的なイメージを持つようになった（問 12 より 70.9%）と回答しており，多くの生徒が研究者をロールモデルとして

捉えることができたと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

45.0%

53.8%

30.3%

28.3%

36.7%

43.8%

36.7%

35.1%

20.3%

31.5%

32.7%

21.5%

40.2%

35.9%

51.0%

52.2%

47.4%

45.8%

49.0%

50.2%

61.8%

47.0%

44.6%

49.4%

12.4%

8.0%

15.1%

16.7%

11.6%

7.6%

10.4%

10.8%

13.9%

15.1%

17.9%

23.5%

2.4%

2.4%

3.6%

2.8%

4.4%

2.8%

4.0%

4.0%

4.0%

6.4%

4.8%

5.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

問１

問２

問３

問４

問５

問６

問７

問８

問９

問１０

問１１

問１２

SSRRⅠⅠ実実施施後後ののアアンンケケーートト結結果果（（全全講講義義））

1非常に思う 2ややそう思う 3あまり思わない 4全く思わない

－78－

 



第 4 章 実施の効果とその評価 

68 
 

全校生徒対象の「SSH 総合科学講演会」（P.60・P.61）では，2 回の講演会とも，以下に示す普通科・音楽科全体の     

アンケート結果を見てみると，およそ 90%近くの生徒が興味をもって講義を聴けていたということが分かる。     

例年と比べても多くの項目で高い値を示しているが，特に問 8「もっと知りたい」や問 9「自分で調べたい」に関しては

高い評価を得ており，生徒たちの知的好奇心・探究心を高めることができた。このことは，どちらの講演会後にもコース

を問わず多くの生徒が講師のもとを訪れ，疑問に思ったことや，より深く知りたいと思ったことについて時間が許す限り

質問をくり返していたことからもうかがえる。さらにこのとき，自分の進路や最新の研究分野について講演者と話す生徒

も増えているため，キャリアに対しての視野が広がることにつながり，キャリア教育的な観点からもコースを問わず  

有意義な講演会であったと考えている。全校生対象の講演会のテーマ設定や講演内容について，焦点をどこにするかとい

うことについては，これまでの実践をふまえ今後も検討する必要があると考えている。 

▼ SSH 総合科学講演会実施後のアンケート結果（左：第 1 回，右：第 2 回） 

 
ⅣⅣ  地地域域ににおおけけるる科科学学技技術術人人材材のの裾裾野野をを広広げげるるササイイエエンンススネネッットトワワーーククのの形形成成 

本県には科学館がない。そのため，大人も子どもも身近なところで科学に触れる機会が少ないという地域的課題が  

ある。このことを踏まえ，小中高を一貫してつなぐサイエンスネットワークを構築し，地域における恒久的な科学技術 

人材育成の拠点となることを目的に，以下の各種事業を実施した。 
物理部と化学・生物部が中心となり科学体験教室を校内外で開催し，地域の小中学生，保護者を中心に科学の楽しさや 

魅力を発信した。生徒が講師となり教室を運営することで，本校生徒にとっても科学をより深く理解する機会となった。

中学生課題研究支援として，市主催の科学体験発表会に教員 4 名と課題研究班 1 班を派遣し，発表の講評と本校生徒に

よる研究発表を行った。小中学校教員への取組としては，教員の科学への関心と専門性の向上を目的として本校 SSH 事

業への参加を促し，これまで参加がなかった小学校教員の参加につなげた。同窓会と連携したロールモデル活用事業とし

て，卒業生をメンターや講師として活用し，課題研究の深化と生徒のキャリア意識の向上につなげた。校内の課題研究発

表会のオンデマンド視聴を依頼し，延べ 11 名の卒業生から発表に対するコメントを送ってもらった。自分たちの経験を

後輩に還したいという思いが感じられた。発表会の案内を送ってほしいという卒業生も増え，連携の輪が広がっている。 
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特別理科コース あ 理系コース あ 文系コース

形式的操作期
抽象的な推論を含む論
理的思考を行うことが
できる時期
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具体的操作期から形式
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るとみなせる時期
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た論理的思考を行える
ようになる時期

本校では，第Ⅰ期 SSH より継続的に，その効果を測るため，「科学的思考力・推論力テスト」を 1 年次の 5 月と     

3 年次の 10 月の 2 回実施している。このテストは，発達上の段階，とりわけ形式的操作型の推論の妥当性と信頼性を  

持つ教室での使用のためのテストとして開発されたもので，学生の成績を発達レベルに分けることを可能にするもの  

として作成されたものである。得点は，答えとその理由の両方が正解すると 1 点が与えられる。12 点満点で採点され，

学生の推論レベルは，0~4 点で具体的操作期，5~8 点で過渡期，9~12 点で形式的操作期と判定される。下図が第Ⅳ期   

1 年次の結果である。専門深化型課題研究に取り組んだ特別理科コースの生徒は，3 年次までに 76.0%の生徒が，青年期

までに獲得されるとされる形式的操作段階に到達していることが分かった。また，教科継走型課題研究に取り組んだ  

理系・文系コースの生徒のうち形式的操作段階に到達した生徒はそれぞれ 65.6％，50.9%であった。どのコースにおいて

も，1 年次より 2 割近く増加している。アクティブラーニングや課題研究など，生徒が主体的に学んだり，学びを深めた

りする活動の成果の一つであると考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
▲図 科学的思考力・推論力テスト 第Ⅳ期 1 年次卒業生の結果 

また，物理のアクティブラーニングによる効果の評価法については，第Ⅱ期から継続して概念理解度調査テストとして

「Force Concept Inventory（力と運動に関する概念調査テスト：FCI）」を実施した。各問題の誤答選択肢は学生・生徒

の間に普遍的に存在する素朴概念・誤概念をあぶり出すよう設計されており，概念の理解度・定着度や学習効果を次式で

算出される規格化ゲインで評価する。 

（ 規格化ゲイン ） = （ ポストテストのクラス正答率 ）－（ プレテストのクラス正答率 ）
1 －（ プレテストのクラス正答率 ）  

本校の調査実施時期は，プレテストが物理学習前の 2 年生 4 月，ポストテストが力学分野の学習終了後の 3 年生    

9～1 月である。各年度の FCI の結果は，下表の通りである。 
▼各年度の高松第一高等学校の FCI の結果（プレテスト 2 年 4 月，ポストテスト 3 年 9 ～1 月） 

 
この結果を，「FCI を用いたアメリカの高校・大学物理教育の大規模調査（Hake 1998）」の結果と比較する。     

次のページの図はこの調査結果が掲載されている Edward F. Redish 著の「Teaching Science with the Physics Suite 
(WILEY)」の日本語版「科学をどう教えるか（丸善出版）」より抜粋したグラフである。アメリカでの調査では能動    

参加型（アクティブラーニング型）授業を実施した場合のゲインは 0.34～0.69 と高い数値を示すが，伝統的授業の   

場合はそれに全く及ばないという結果が示されている。本校の特別理科コース・理系コースともに，アクティブラーニン

グを取り入れた授業を展開しており，そのゲインも非常に高くなっていることが分かる。今年度は特別理科コースの  

ゲインは高い水準で例年と同程度だが，理系コースのゲインは大きく増加した。専門深化型課題研究を継続してきたこと

と，教科継走型課題研究のカリキュラムを改良してきたことによるものではないかと分析している。 

年度 第Ⅳ期

コース
2016年
（H28）

2017年
（H29）

2018年
（H30）

2019年
（R元）

2020年
（R2）

2021年
（R3）

2022年
（R4）

2023年
（R5）

2024年
（R6）

2025年
（R7）

プレテスト正答率 41.4% 43.3% 47.3% 40.4% 40.6% 43.2% 44.2% 38.3% 47.6% 40.9%
ポストテスト正答率 77.6% 79.8% 73.8% 77.5% 67.3% 73.7% 83.0% 69.6% 75.6% 69.4%

規格化ゲインg 0.62 0.64 0.5 0.62 0.45 0.54 0.70 0.51 0.53 0.48
プレテスト正答率 ― 36.0% 38.3% 38.7% 40.9% 37.0% 36.9% 41.6% 40.2% 36.6%

ポストテスト正答率 64.8% 61.8% 62.4% 64.5% 65.1% 64.5% 58.9% 64.3% 65.2% 68.9%
規格化ゲインg 0.4 0.39 0.42 0.41 0.44 0.35 0.39 0.42 0.51

特別理科
コース

理系
コース

第Ⅱ期 第Ⅲ期

設問番号 評価される推論内容 

1, 2 重さの保存 

3, 4 押しのけられる体積の保存 

5, 6 比例的思考 

7, 8 高度な比例的思考 

9, 10 変数の同定と制御 

11, 12 

13, 14 
変数の同定と制御および確率的思考 

15, 16 確率的思考 

17, 18 高度な確率的思考 

19, 20 相関的な思考 (比率および確率を含む） 

21, 22 仮説-演繹的思考 

23, 24 仮説-演繹的思考 

▼表 科学的思考力・推論力テストで評価する内容 
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日本国内における 2014～2016 年の全国調査「国際共通の評価ツールを用いた我が国の物理教育の現状調査と    

改革指針の探究（JSPS 科研費 26282032）」によると，プレテストの正答率の全国平均は 34％と，本校の結果よりも   

やや低いが大きな開きがないのに対して，ポストテストの正答率が 52％にとどまり，規格化ゲインの全国平均は   

0.27（推定値）と学習前後の効果があまり得られていない結果となっており，本校のゲインの高さが日本国内では    

突出していることが分かる。現在進めている授業改善や課題研究等の取組の成果の一つと考えられる。また，調査では，

講義中心型の授業よりもアクティブラーニング型の授業の方が，ゲインの高いクラスの割合は高くなっているが，   

アクティブラーニングを実施していると申告があった学校でもゲインの低いところも多く，形式だけのアクティブ   

ラーニングではなく，生徒の思考を深める活動をどのような問いを立てて授業設計し展開するのかが重要であることを

示している。 
 

 
 
 
 
 

▲高校，カレッジ，大学の物理クラスで，異なった授業方法を採用した場合の，FCI の事前テストと事後テストの

クラス平均の分布［Hake 1998］「科学をどう教えるか（丸善出版）」に本校のデータを追記 

（左：2024 年度・2025 年度，右：第Ⅲ期 5 年分（2020～2024 年度）） 
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第第 55 章章  校校内内ににおおけけるる SSSSHH のの組組織織的的推推進進体体制制  
 

SSH 事業の企画・運営・評価の中心として SSH 研究開発係を校務分掌に置き，下図に示す組織で SSH  

事業に取り組んでいる。SSH 研究開発係には，特別理科コース全学年の担任または副担任，理科・数学以外

の教員も配置し，生徒・教科と連携が速やかに取れるようにしている。事業の運営に関しては，その下部   

組織である SSH 運営委員会が担当し，教頭（2 名），教務主任（1 名），各教科代表（6 名），数学・理科教員・

実習担当教員（16 名）の計 25 名（本校常勤教員のおよそ 40％）で構成している。原則として毎週木曜 7 限

目に，運営委員会を開催し，事業の進捗状況・課題などを検討しながら事業を進めている。また，第Ⅲ期   

同様，開発目標単位で SSH 研究推進グループを設定し，グループ中心に推進している。 
Ⅰ 授業改善推進グループ ： 授業改善，パフォーマンス課題・評価，教科横断，研修会 
Ⅱ 課題研究推進グループ ： SR，AS，未来への学び，課題研究の進め方，各種発表会の計画 
Ⅲ 人材育成推進グループ ： SR，AS，SSH 総合科学講演会，関東合宿，海外研修，科学英語 
Ⅳ サイエンスネットワーク形成グループ ： 科学体験教室，課題研究支援，教員支援，ロールモデル活用 
Ⅴ 事業評価グループ           ： SSH 事業全般の評価 
 
＜運営指導委員＞ 

中西 俊介（香川大学 名誉教授）    笠  潤平（香川大学 名誉教授）   高木由美子（香川大学 教授） 

泉  俊輔（広島大学大学院 教授）   隅田 学 （愛媛大学 教授）     吉村 直道（愛媛大学 教授） 

西堀 正英（広島大学大学院 教授）   大貫 守 （愛知県立大学 准教授） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▲ 高松第一高等学校 SSH 事業 校内組織図 
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第第６６章章  成成果果のの発発信信・・普普及及  
 

1. 校内に向けた取組 

 第Ⅲ期に実施した生徒アンケートから，SSH プログラムの魅力が生徒に充分に伝わりきっていない様子がうかがえた。

これは，校内への発信が主に文化祭の機会だけになっていたことが原因であると考えられる。本校の主対象は全校生徒で

あるが，その中でも重点的な取組対象は特別理科コースの生徒である。コース選択は入学時と第 2 学年への進級時に  

行われる。生徒が取組について充分に理解した上でコース選択を行うことが，SSH 事業における科学技術人材育成の  

効果をさらに高める上で重要であると捉えている。第Ⅳ期ではこの課題に対し，校内における成果の発信の機会を   

増やすことで取り組んでいる。  

(1)文化祭（一高祭）における SSH 展示 

令和 7 年 9 月 5 日（金）（内覧会），6 日（土）（一般公開）の文化祭において，課題研究のポスター10 点に加え， 

関東合宿および英国研修の実施報告を掲示した。一般公開日には，特別理科コース 3 年生が説明や報告をしたり，  

質問に回答したりした。本校生に限らず，小中学生 375 名，保護者 527 名も見学に訪れ，SSH 事業の取組に関心を  

持ってポスターを閲覧していた。 

また，各ポスターにポストイットを設置し，質問や感想を自由に記入してもらう形式を今年度新たに採用した。  

その時だけの質疑ではなく，そのポストイットを確認した上でのフィードバックを得ることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)ラウンジスペースの活用 

多くの生徒が自習や部活動のミーティングなどで活用する校内ラウンジスペースにモニターを設置し，関東合宿 

および英国研修の様子をスライドショーで表示させた。昨年度までは，これらの様子は文化祭でのポスター展示のみ

だったので，紙面に入りきらなかったものについては公開できていなかったが，スライドショーのため制限なく発信

することができた。コース選択などへの波及効果も考え，モニターの設置は 1 年生のホームルーム教室があるフロア

に設置することとしたが，特別教室前に位置していることもあり，学年を問わず，生徒が放課後や教室移動の際に  

足を止めて閲覧する姿が見られた。来年度は，研修事業以外の SSH 関連活動についても公開していく予定である。 

(3)校舎棟 1 階エントランスホールの活用 

1 月にエントランスホールにパネルを設置し，課題研究と関東合宿・英国

研修のポスターを掲示した。各ポスターには文化祭の時同様，ポストイット

を設置した。生徒たちがポスターを熱心に読む様子が見られたとともに， 

1・2 年生からは「この研究もっと知りたい」「研究テーマはもっと難しい  

ものだと思っていた」などの言葉もあり，生徒の研究への興味・関心や   

知的探究心を喚起する効果があったと同時に教員としては生徒の研究に 

対するイメージがかなり高くなっていることを知る機会となった。また，  

9 月の文化祭時と同じポスターの掲示ではあったが，コース選択が本格化 

した時点での掲示であったため，生徒はより丁寧に見ていたように思う。 

今後は，さらに効果的な掲示時期や期間，内容についても検討したい。 

 

2. 校外に向けた取組 

(1)ASⅡ課題研究成果発表会 

7 月に情報通信交流館 e-とぴあ・かがわと連携し，校内最終発表会を開催した。今年度も，保護者や中学生，    

外部関係者に対して発表を行った。また，当日参加できなかった保護者や中学生・高校生などに対し，オンライン  

配信（リアルタイム配信・オンデマンド配信）も行い成果の普及を図った。発表会後，全課題研究班がかがわ総文祭

をはじめとする校外の発表会に 1 回以上参加し，日本学生科学賞や高校生・高専生科学技術チャレンジ（JSEC）， 

「科学の芽」賞などに論文を投稿した。 

(2)市内小中学校への取組 

近隣小学校（3 校）の 5・6 年生を対象として，物理部主催の実験講座を行った。当日は 16 名の参加があり，科学 

博物館のない香川県において科学の不思議を体験させ，探究する面白さに触れさせる機会を作ることができた。 

令和 7 年 10 月 1 日（水）に開催された高松市教育文化祭科学体験発表会において，4 名の本校理科教員による  

中学生課題研究に対する講評と特別理科コース課題研究班 1 班が中学生に研究成果を発表した。コロナ禍以降，   

中断していた事業を再開することができた。引き続き，高松市の最高学府としての機能を果たしたい。また，県内  
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第第６６章章  成成果果のの発発信信・・普普及及  
 

1. 校内に向けた取組 

 第Ⅲ期に実施した生徒アンケートから，SSH プログラムの魅力が生徒に充分に伝わりきっていない様子がうかがえた。

これは，校内への発信が主に文化祭の機会だけになっていたことが原因であると考えられる。本校の主対象は全校生徒で

あるが，その中でも重点的な取組対象は特別理科コースの生徒である。コース選択は入学時と第 2 学年への進級時に  

行われる。生徒が取組について充分に理解した上でコース選択を行うことが，SSH 事業における科学技術人材育成の  

効果をさらに高める上で重要であると捉えている。第Ⅳ期ではこの課題に対し，校内における成果の発信の機会を   

増やすことで取り組んでいる。  

(1)文化祭（一高祭）における SSH 展示 

令和 7 年 9 月 5 日（金）（内覧会），6 日（土）（一般公開）の文化祭において，課題研究のポスター10 点に加え， 

関東合宿および英国研修の実施報告を掲示した。一般公開日には，特別理科コース 3 年生が説明や報告をしたり，  

質問に回答したりした。本校生に限らず，小中学生 375 名，保護者 527 名も見学に訪れ，SSH 事業の取組に関心を  

持ってポスターを閲覧していた。 

また，各ポスターにポストイットを設置し，質問や感想を自由に記入してもらう形式を今年度新たに採用した。  

その時だけの質疑ではなく，そのポストイットを確認した上でのフィードバックを得ることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)ラウンジスペースの活用 

多くの生徒が自習や部活動のミーティングなどで活用する校内ラウンジスペースにモニターを設置し，関東合宿 

および英国研修の様子をスライドショーで表示させた。昨年度までは，これらの様子は文化祭でのポスター展示のみ

だったので，紙面に入りきらなかったものについては公開できていなかったが，スライドショーのため制限なく発信

することができた。コース選択などへの波及効果も考え，モニターの設置は 1 年生のホームルーム教室があるフロア

に設置することとしたが，特別教室前に位置していることもあり，学年を問わず，生徒が放課後や教室移動の際に  

足を止めて閲覧する姿が見られた。来年度は，研修事業以外の SSH 関連活動についても公開していく予定である。 

(3)校舎棟 1 階エントランスホールの活用 

1 月にエントランスホールにパネルを設置し，課題研究と関東合宿・英国

研修のポスターを掲示した。各ポスターには文化祭の時同様，ポストイット

を設置した。生徒たちがポスターを熱心に読む様子が見られたとともに， 

1・2 年生からは「この研究もっと知りたい」「研究テーマはもっと難しい  

ものだと思っていた」などの言葉もあり，生徒の研究への興味・関心や   

知的探究心を喚起する効果があったと同時に教員としては生徒の研究に 

対するイメージがかなり高くなっていることを知る機会となった。また，  

9 月の文化祭時と同じポスターの掲示ではあったが，コース選択が本格化 

した時点での掲示であったため，生徒はより丁寧に見ていたように思う。 

今後は，さらに効果的な掲示時期や期間，内容についても検討したい。 

 

2. 校外に向けた取組 

(1)ASⅡ課題研究成果発表会 

7 月に情報通信交流館 e-とぴあ・かがわと連携し，校内最終発表会を開催した。今年度も，保護者や中学生，    

外部関係者に対して発表を行った。また，当日参加できなかった保護者や中学生・高校生などに対し，オンライン  

配信（リアルタイム配信・オンデマンド配信）も行い成果の普及を図った。発表会後，全課題研究班がかがわ総文祭

をはじめとする校外の発表会に 1 回以上参加し，日本学生科学賞や高校生・高専生科学技術チャレンジ（JSEC）， 

「科学の芽」賞などに論文を投稿した。 

(2)市内小中学校への取組 

近隣小学校（3 校）の 5・6 年生を対象として，物理部主催の実験講座を行った。当日は 16 名の参加があり，科学 

博物館のない香川県において科学の不思議を体験させ，探究する面白さに触れさせる機会を作ることができた。 

令和 7 年 10 月 1 日（水）に開催された高松市教育文化祭科学体験発表会において，4 名の本校理科教員による  

中学生課題研究に対する講評と特別理科コース課題研究班 1 班が中学生に研究成果を発表した。コロナ禍以降，   

中断していた事業を再開することができた。引き続き，高松市の最高学府としての機能を果たしたい。また，県内  
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拡大 

中学生に対しては，本校 SSH の活動を分かりやすくまとめたパンフレットを配布したり，(1)の最終発表会について

案内をしたりして学校の特色をアピールした。 

(3)地域への取組 

令和 7 年 9 月 22 日（月）に第 1 回，令和 7 年 12 月 4 日（木）に第 2 回の SSH 総合科学講演会を実施した。     

サイエンスネットワーク形成事業でアプローチしている小中学生に普段から指導を行っている市内小中学校教員が

最新科学を学ぶ機会としても本校 SSH 事業を活用すべく，本校生保護者に限らず市内小中学校の教職員にも案内を

行った。参加者はまだまだ少ないものの，これまでなかった小学校教員の参加があった。また，第 1 回講演会に    

ついては，より多くの方に内容を共有するため，市内小中学校・保護者向けに YouTube で限定公開を行った。 
体育館棟のギャラリースペースを活用し，SSH の取組や生徒の研究成果を紹介するポスター展示を行った。   

交差点に面した立地の特性を生かし，信号待ちの際などに多くの地域住民に観覧いただいている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)SSH 研究成果報告会 

令和 7 年 9 月 26 日（金）に実施した第 1 回成果報告会では，教科内チームによるアクティブラーニング型授業  

5 つと教科横断型チームによるアクティブラーニング型授業 2 つを公開した。令和 8 年 2 月 17 日（火）に実施した

第 2 回成果報告会では，学校設定科目「Advanced Science」および「未来への学び」で取り組んだ課題研究の成果に

ついて公開した。Advanced Science の発表会では保護者や県内外の参加者に全課題研究班がポスター形式の発表を

行った。「未来への学び」については，初めて学年発表会を行い，学年全体で学びの共有の機会を設けた。 

(5)SSH 指定校との情報交換 

令和 7 年 10 月 6 日（月）に開催された第 15 回四国地区および和歌山県 SSH 担当者交流会および令和 7 年 12 月

26 日（金）に開催された令和 7 年度 SSH 情報交換会の機会を活用し，SSH 指定校と情報交換を行った。SSH 情報

交換会においては「大学等他機関・卒業生の活用事例」をテーマに本校の取組を発表した。これらの情報交換の機会

を通して，様々なご助言やご指摘をいただき，今後の研究開発における新たな視点を得ることができた。 

また，今年度，来校で 4 校，オンラインで 2 校の先進校視察を受け入れた。今後も本校の取組を参考にしていただ

けるよう，プログラムの研究開発に邁進していきたい。 

(6)学校ホームページを活用しての成果の公開 

研究開発実施報告書を SSH 指定校に郵送したり本校ホーム

ページに掲載したりしている。その他にも，活動報告や生徒研究

論文，教員成果物についても常時公開している。活動報告につい

ては，第Ⅲ期と第Ⅳ期での実践のつながりが分かるように内容

を更新した。研究論文については，製本した論文集のように全研

究が 1 つにつながった形で掲載するのではなく，研究テーマご

とに分割し，要約や分野などを付し，郵送している論文集から見

に来られた方，初めて本校ホームページで検索する方の双方に

とって検索がしやすい形で成果の発信と普及に努めている。 

(7)各種発表会の運営 

各種発表会運営の実績をもとに，令和 7 年 4 月 5 日（土）に四国地区 SSH 生徒

研究発表会を，7 月末にかがわ総文祭自然科学部門のステージ発表を本校が中心と  

なって運営した。これまで SSH 校のみを対象としていた発表会を県内高等学校に

案内し，SSH 校で研究に関わる教員・生徒以外も SSH 校における課題研究に触れ

られる機会を設定した（右図：県内学校への案内ポスター，写真は四国地区 SSH 

生徒研究発表会の様子）。 
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(4)SSH 研究成果報告会 

令和 7 年 9 月 26 日（金）に実施した第 1 回成果報告会では，教科内チームによるアクティブラーニング型授業  

5 つと教科横断型チームによるアクティブラーニング型授業 2 つを公開した。令和 8 年 2 月 17 日（火）に実施した

第 2 回成果報告会では，学校設定科目「Advanced Science」および「未来への学び」で取り組んだ課題研究の成果に

ついて公開した。Advanced Science の発表会では保護者や県内外の参加者に全課題研究班がポスター形式の発表を

行った。「未来への学び」については，初めて学年発表会を行い，学年全体で学びの共有の機会を設けた。 

(5)SSH 指定校との情報交換 

令和 7 年 10 月 6 日（月）に開催された第 15 回四国地区および和歌山県 SSH 担当者交流会および令和 7 年 12 月

26 日（金）に開催された令和 7 年度 SSH 情報交換会の機会を活用し，SSH 指定校と情報交換を行った。SSH 情報

交換会においては「大学等他機関・卒業生の活用事例」をテーマに本校の取組を発表した。これらの情報交換の機会

を通して，様々なご助言やご指摘をいただき，今後の研究開発における新たな視点を得ることができた。 

また，今年度，来校で 4 校，オンラインで 2 校の先進校視察を受け入れた。今後も本校の取組を参考にしていただ

けるよう，プログラムの研究開発に邁進していきたい。 

(6)学校ホームページを活用しての成果の公開 

研究開発実施報告書を SSH 指定校に郵送したり本校ホーム

ページに掲載したりしている。その他にも，活動報告や生徒研究

論文，教員成果物についても常時公開している。活動報告につい

ては，第Ⅲ期と第Ⅳ期での実践のつながりが分かるように内容

を更新した。研究論文については，製本した論文集のように全研

究が 1 つにつながった形で掲載するのではなく，研究テーマご

とに分割し，要約や分野などを付し，郵送している論文集から見

に来られた方，初めて本校ホームページで検索する方の双方に

とって検索がしやすい形で成果の発信と普及に努めている。 

(7)各種発表会の運営 

各種発表会運営の実績をもとに，令和 7 年 4 月 5 日（土）に四国地区 SSH 生徒

研究発表会を，7 月末にかがわ総文祭自然科学部門のステージ発表を本校が中心と  

なって運営した。これまで SSH 校のみを対象としていた発表会を県内高等学校に

案内し，SSH 校で研究に関わる教員・生徒以外も SSH 校における課題研究に触れ

られる機会を設定した（右図：県内学校への案内ポスター，写真は四国地区 SSH 

生徒研究発表会の様子）。 
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第第７７章章  研研究究開開発発実実施施上上のの課課題題及及びび今今後後のの研研究究開開発発のの方方向向性性  

11..研研究究開開発発実実施施上上のの課課題題ににつついいてて  

本校 SSH 事業の取組は概ね当初の計画に沿って，推進できていると考えている。一方，第Ⅰ期から 16 年目を迎えた

取組の改善点や今後の課題も明らかになってきた。以下に，各テーマ別の課題を挙げる。 
Ⅰ カリキュラム・マネジメントの視点で視野の広がりを生む授業改善の実践とその評価 
 教員 59 名を対象に，個人の授業改善の課題を調査した。「デジタルとアナログを効率よく組み合わせた授業の展開」

「生徒の関心を高める発問の仕方」「情報収集と授業のバリエーションの幅を広げる」「単元ごとの指導計画を見直して，

アクティブラーニングを効果的に実施できるようにすること」という回答が見られた。また，今後の授業改善の取り組

みに求めるものについては，「今後の学校を見据えた持続可能な取り組みを模索すること」「これまでの取り組みの実践

例を知りたい」「教科横断の時期や単元，学年など最も適切なタイミングで実施したい」など建設的な意見が多かった。

シンプルで持続可能な授業改善の実現を目指して，これまでのシステムや報告書様式の見直しを継続する。また，生徒

への負担が大きくなり過ぎていないか，取組の全体的なバランスにも目を向け検証する必要がある。 
 チームによる授業研究では，現在のチームによる協働体制を維持しながら，教員一人一人の資質・能力を上げていき

たいと考えている。「チームによるパフォーマンス課題の実践と評価」では，1 年という期間において段階的に生徒の

変容が測れるよう課題の内容を改良し，実践に臨みたい。あわせて，各教科の観点別評価基準に沿ったパフォーマンス

課題の評価の在り方やルーブリックの内容の見直しも必要である。教科横断型アクティブラーニングの実践では，教科

の枠を超えて学ぶ意義について，学校全体で共通認識を持ちながら，これまでの実践を踏まえ，教員一人一人が柔軟な

考え方でアイデアを持ち寄ることで，生徒の気づきや深い学びにつなげたい。また，転入者にも取組の意図や利点など

を十分に説明し，チーム内で経験者の取組についてだけでなく転入者の前任校での実践事例や個々のアイデアの共有を

促したい。視野の広がりを生む授業改善の実践に向けて，まずは日常の対話から持続可能な授業改善に近づけたい。  

カリキュラムマップや長期的ルーブリックを活用し，学校目標に照らし合わせて生徒に身につけさせたい力を    

確認しながら実践することが重要である。 
Ⅱ 共創的科学力を発揮し多様な価値を創造する場としての専門深化型課題研究・教科継走型課題研究

の実践 
専門深化型課題研究（「Science ResearchⅠ」）では，生徒研究に対し研究者の視点を取り入れるため，香川大学と  

連携した課題研究相談会を開催した。研究が速やかに始まった班にとっては課題点に対する助言を得られる機会と  

なったが，研究テーマの設定が遅れた班にとっては，深まりがあまり見られなかった部分もあった。振り返りから，  

次年度の開催時期や実施形態（対面・オンライン），先生方に事前に示しておく指導の観点などを再検討したい。 
教科継走型課題研究（「未来への学び」）では，講座によっては猛暑の影響を受けたものがあった。気候の影響を受け

にくいテーマの開発が課題と言える。文系・音楽講座では，講演会を新たに設定したことにより情報リテラシーやデー

タの利活用については改善が見られた。今年度の講演会で効果的であった部分を教材に落とし込んでいく必要がある。  
Ⅲ 外部連携を活用した視座の高まりによる地球市民育成のための持続可能なプログラムの開発・実践 

「Science ResearchⅠ」では，課題研究に関する講座と，生徒の進路意識を高める外部連携講座の 2 つが軸となって

いる。第Ⅲ期までの「Introductory Science」「Advanced Science」を参考にプログラム設計を行ったが，1 年目の本年

は 2 つの良いところを混ぜただけという色合いが濃い。2 つの軸が相乗効果をもたらせるように講座内容や配列の  

工夫が必要である。これまでに外部連携を通じ多くの研究者や技術者と接する機会があり，その方々から現在に   

至るまでの道のりなどについてもうかがった。彼らに共通する点は，「自ら考え行動している」という主体性であった。     

各プログラムにおいて，生徒がより主体的に取り組めるようにするためにはという視点や 3 年間のカリキュラムを  

意識した視点で，「Science ResearchⅠ」の改良と次年度から始まる「Science ResearchⅡ」の開発を行う。 
Ⅳ 地域における科学技術人材の裾野を広げるサイエンスネットワークの形成 

今年度も，本校卒業生が講師となり指導に当たる機会がしばしばあった。座談会を含むそれらの講座においては，い

つも以上に生徒の主体性や意欲に高まりが見られ，生徒にとって最も有効なロールモデルは卒業生の先輩たちであるこ

とを再確認した。本校生にとっては卒業生がそうであるように，小中学生にとっては本校生がその役割を果たす。管理

機関である高松市教育委員会は，主に高松市立小中学校を管轄するため，高松市立小中学校との連携は密である。今年

度，その強みを生かし，各小中連携事業を再開・拡大することができたが，枠組みとしてまだまだ脆弱な部分がある。

実施できた行事をシステム化し，真のサイエンスネットワーク構築のため，管理機関と連携した取組を継続する。 
第Ⅲ期から更新を続けている卒業生データベースを生かし，協力可能な卒業生に対し，校内の課題研究発表会の  

オンデマンド視聴と発表に対するコメントの依頼をした。コメントは感想だけでもよいという形で依頼したが，すべて

の班に紙面いっぱいの研究に対するアドバイスと励ましのメッセージが書かれていた。自分たちの経験を後輩に還した

いという思いが感じられた。中間発表会の案内を送ってほしいという卒業生も増え，連携の輪が広がっている。    

人材活用データベースを更新し，引き続き課題研究指導や外部連携講座における卒業生の活用を推進したい。 
22..今今後後のの研研究究開開発発のの方方向向性性ににつついいてて  

授業改善の取組では，これまで開発してきたものを継承しさらに進化（深化）させていくため，随時共通理解を図り，

学校全体で授業改善の取り組みを進めていく。日々の授業を通して，それぞれがともに勉強しながら，教員の意識の統

一やチームによる協働体制を強化し，新しい授業を進んで実践していくことや，さらには教科を超えた授業参観，実践

事例の共有などから，継続的な授業研究を推進したい。地域の大学との連携をさらに充実させ，課題研究や外部連携講

座を発展させる。授業及び各事業の評価法が生徒の資質・能力の変容や効果を測るものとして妥当なものか検証したい。 
地域におけるサイエンスネットワークの確立が本市における科学技術人材の育成に重要な役割を果たすと考えてい

る。そのためにも，本校の取組を地域の方々に広められるよう成果だけにとどまらない発信の機会を充実させる。 
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必要となる教育課程の特例等（特例が必要な理由を含む） 
 
①必要となる教育課程の特例とその適用範囲 

第Ⅳ期指定 1 年次の本年は令和 5・6 年度入学生は第Ⅲ期プログラム，令和 7 年度入学生は第Ⅳ期プログラムでの実施と  

なっている。 

 1. 令和 5・6 年度入学生 
下表の通り，教育課程の特例を適用する。 
普通科特別理科コースは 2 年次に，課題研究とその発表を行い科学研究の方法を学び，3 年次引き続き，少人数のグループ

で課題研究を実施し，論文作成及び研究発表を行うため，「Advanced ScienceⅠ」「Advanced ScienceⅡ」を開設する。 
普通科理系コース・国際文科コース・文系コース・美術専門コース・音楽科は，2 年次に課題研究を行い，各教科・科目専

門の探究の方法を学び，さまざまな探究の方法を身につけ，物事を多面的に捉えられるようになるため「未来への学び」を開

設する。 
なお，開設する教科「未来」（科目「Advanced ScienceⅠ」「Advanced ScienceⅡ」「未来への学び」）は特例を必要と

する。 

◯適用範囲：令和 5・6 年度入学生 

学科  
（コース）  開設する科目名  単位数  代替科目等  単位数  対象  

普通科  
（特別理科）  

Introductory Science 2 総合的な探究の時間  1 
第1学年  

情  報  Ⅰ  1 

Advanced Science Ⅰ  2 総合的な探究の時間  1 
第2学年  

保  健  1 
Advanced Science Ⅱ  1 総合的な探究の時間  1 第3学年  

普通科  
（理系・国際文科・

文系・美術専門）  
音楽科  

未来への学び  2 総合的な探究の時間  2 第2学年  

 ※）第Ⅲ期プログラム対象生徒は第 2・3 学年のため，第 1 学年対象の「Introductory Science」は開設して    

いない。資料として，開設していない科目についても下記適用範囲に示している。 

◯適用範囲：普通科（特別理科（各学年 1 クラス）） 

教科・科目 未来・「Introductory Science」 

開設する理由 科学に対する興味・関心や進路意識を高め，科学の学習意欲を喚起すると共に情報技術を 

向上させるため。 

目標 科学に対する幅広い理解と認識及び実験技能等を高め，科学への興味・関心及び明確な 

進路意識を持たせると共に情報技術を向上させる。 

内容 理学，工学，農学，医学等に関する講義・実験・実習とその事前・事後指導及び，英語による

理科・数学の授業等。 
履修学年･単位数 第 1 学年・2 単位 

方法 毎週 2 単位時間を連続させ，大学教員による講義・実習を中心に実施する。 

既存科目 
との関連 

理科，数学，情報，保健等の学習内容に関連し，最先端の研究や社会への貢献等を学び，また，

種々の実験操作を習得できる。また，将来の進路を考えさせることで総合的な探究の時間の 

趣旨を取り込む。 
 

教科・科目 未来・「Advanced Science Ⅰ」 
開設する理由 課題研究とその発表を行い科学研究の方法を学び，また，技能を高めるため。 

目標 研究テーマの設定や研究計画の立案方法及び研究の進め方を学ぶと共に，科学的コミュニケー

ション能力を身に付ける。 
内容 実験・実習，コンピュータ実習，「科学プレゼンテーション」講義，課題研究及び発表等。 

履修学年･単位数 第 2 学年・2 単位 

方法 毎週午後の 2 単位時間を連続させ，少人数のグループによる課題研究と中間発表を行う。 

課題研究では香川大学等の連携機関の協力を得て指導する。 

既存科目 
との関連 

理科，数学，及び総合的な探究の時間に関連して課題研究を充実させることで，科学的思考や

実験技能及び，科学的コミュニケーション能力，情報処理の技能を大きく高めることができる。

さらに大学の医学部・農学部や国立環境研究所などの専門機関と連携して，生涯を通じて 

自他の健康増進やそれを支える環境づくりについて，科学者・研究者・技術者の視点を踏まえ

た生命倫理や健康，環境問題への取組について学習し，実験・観察を通して保健分野の理解を 

深める。 
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教科・科目 未来・「Advanced Science Ⅱ」 

開設する理由 第 2 学年の「Advanced ScienceⅠ」に引き続き，少人数のグループで課題研究を実施し， 

論文作成及び研究発表を行うため。 
目標 研究テーマ設定，計画の立案，研究技能，論文作成，研究発表等の能力を高める。 
内容 課題研究，論文作成，研究発表。 

履修学年･単位数 第 3 学年・1 単位 

方法 前期に開設し，週 2 単位時間を連続で実施する。2 年次に続いて少人数グループによる 

課題研究及び論文作成，研究発表を行う。本校教員が中心となり指導する。 
既存科目 
との関連 

理科，数学の課題研究の内容を充実させることで，科学的思考や実験技能及び，論文作成能力

や発表能力を高めることができる。また，データ処理や研究発表等により情報技術を高める。 
 
◯適用範囲：普通科（（理系・国際文科・文系・美術専門（第 2 学年 6 クラス））音楽科（第 2 学年 1 クラス）） 

教科・科目 未来・未来への学び 
開設する理由 教科横断型課題研究とその発表を行い研究の方法を学び，また，技能を高めるため。 

目標 研究テーマの設定や研究計画の立案方法及び研究の進め方を学ぶと共に，科学的コミュニケー

ション能力を身に付ける。 
内容 実験・実習，フィールドワーク，文献調査，課題研究及び発表等。 

履修学年･単位数 第 2 学年・2 単位 

方法 毎週午後の 2 単位時間を連続させ，少人数のグループによる課題研究を行う。本校教員（2・3
年団）が中心となり指導する。 

既存科目 
との関連 

数学，理科，国語，地歴公民，英語，保健体育，芸術，家庭，情報，及び総合的な探究の時間

に関連して課題研究を充実させることで，各教科の専門的探究の手法を身につけ，課題を 

多角的に分析する力を高めることができる。また，データ処理や研究発表等により情報技術を

高める。 
 

 

 
2. 令和 7 年度入学生 

下表の通り，教育課程の特例を適用する。 
普通科特別理科コースは 1 年次に，科学に対する興味・関心や進路意識を高め，科学の学習意欲を喚起すると共に情報   

技術を向上させるため「Science ResearchⅠ」を開設する。また，この講座では課題研究とその発表を行い科学研究の方法を

学ぶ。2・3 年次に，課題研究とその発表を行い科学研究の方法についての学びをさらに深化させていく。少人数のグループ

で課題研究を実施し，論文作成及び研究発表を通し科学的コミュニケーション能力を高めるため，「Science ResearchⅡ」

「Science ResearchⅢ」を開設する。 
普通科理系コース・国際文科コース・文系コース・美術専門コース・音楽科は 2 年次に，課題研究を行い，各教科・科目

専門の探究の方法を学び，さまざまな探究の方法を身につけ，物事を多面的に捉えられるようになるため「未来への学び」を

開設する。 
なお，開設する教科「未来」（科目「Science ResearchⅠ」「Science ResearchⅡ」「Science ResearchⅢ」「未来への      

学び」）は特例を必要とする。 
 
◯適用範囲：令和 7 年度入学生 

学科  
（コース）  開設する科目名  単位数  代替科目等  単位数  対象  

普通科  
（特別理科）  

Science ResearchⅠ 2 総合的な探究の時間  1 
第1学年  

情  報  Ⅰ  1 

Science ResearchⅡ  2 総合的な探究の時間  1 
第2学年  

保  健  1 
Science ResearchⅢ  1 総合的な探究の時間  1 第3学年  

普通科  
（理系・国際文科・

文系・美術専門）  
音楽科  

未来への学び  2 総合的な探究の時間  2 第2学年  

 ※）第Ⅳ期プログラム対象生徒は第 1 学年のため，第 2 学年対象の「Science ResearchⅡ」，第 3 学年対象の

「Science ResearchⅢ」は開設していない。なお，「未来への学び」に関しては，第Ⅲ期プログラムとして

実施している。資料として，開設していない科目についても下記適用範囲に示している。 
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◯適用範囲：普通科（特別理科（各学年 1 クラス）） 

教科・科目 未来・「Science ResearchⅠ」 

開設する理由 科学に対する興味・関心や進路意識を高め，科学の学習意欲を喚起すると共に情報技術を 

向上させるため。また、課題研究とその発表を行い科学研究の方法を学び，技能を高めるため。 

目標 科学に対する幅広い理解と認識及び実験技能等を高め，探究の過程で研究テーマの設定や研究

計画の立案方法及び研究の進め方を学び，科学的コミュニケーション能力を身に付ける。 

内容 理学，工学，農学，医学等に関する講義・実験・実習とその事前・事後指導及び，英語による

理科・数学の授業。実験・実習，課題研究及び発表等。 
履修学年･単位数 第 1 学年・2 単位 

方法 毎週 2 単位時間を連続させ，大学教員による講義・実習を中心に実施する。少人数のグループ

による課題研究と中間発表を行う。 

既存科目 
との関連 

理科，数学，情報，保健等の学習内容に関連し，最先端の研究や社会への貢献等を学び，また，

種々の実験操作を習得できる。また，将来の進路を考えさせることで総合的な探究の時間の 

趣旨を取り込む。後期は、理科，数学，及び総合的な探究の時間に関連して課題研究を充実さ

せることで，科学的思考や実験技能及び，科学的コミュニケーション能力，情報処理の技能を

大きく高めることができる。 
 
 

教科・科目 未来・「Science ResearchⅡ」 

開設する理由 第 1 学年の「Science ResearchⅠ」に引き続き，課題研究とその発表を行い科学研究の方法を

学び，また，技能を高めるため。 

目標 研究テーマの設定や研究計画の立案方法及び研究の進め方を学ぶと共に，科学的コミュニケー

ション能力を身に付ける。 

内容 
理学，工学，農学，医学等に関する講義・実験・実習とその事前・事後指導及び，英語による

理科・数学の授業。実験・実習，コンピュータ実習，「科学プレゼンテーション」講義，課題

研究及び発表等。 
履修学年･単位数 第 2 学年・2 単位 

方法 毎週午後の 2 単位時間を連続させ，少人数のグループによる課題研究と中間発表を行う。 

課題研究では香川大学等の連携機関の協力を得て指導する。 

既存科目 
との関連 

理科，数学，及び総合的な探究の時間に関連して課題研究を充実させることで，科学的思考や

実験技能及び，科学的コミュニケーション能力，情報処理の技能を大きく高めることができる。

さらに大学の医学部・農学部や国立環境研究所などの専門機関と連携して，生涯を通じて 

自他の健康増進やそれを支える環境づくりについて，科学者・研究者・技術者の視点を踏まえ

た生命倫理や健康，環境問題への取組について学習し，実験・観察を通して保健分野の理解を 

深める。 
 
 

教科・科目 未来・「Science ResearchⅢ」 

開設する理由 第 2 学年の「Science ResearchⅡ」に引き続き，少人数のグループで課題研究を実施し， 

論文作成及び研究発表を行うため。 
目標 研究テーマ設定，計画の立案，研究技能，論文作成，研究発表等の能力を高める。 
内容 課題研究，論文作成，研究発表。 

履修学年･単位数 第 3 学年・1 単位 

方法 前期に開設し，週 2 単位時間を連続で実施する。2 年次に続いて少人数グループによる 

課題研究及び論文作成，研究発表を行う。本校教員が中心となり指導する。 
既存科目 
との関連 

理科，数学の課題研究の内容を充実させることで，科学的思考や実験技能及び，論文作成能力

や発表能力を高めることができる。また，データ処理や研究発表等により情報技術を高める。 
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◯適用範囲：普通科（（理系・国際文科・文系・美術専門）音楽科（第 2 学年 1 クラス）） 

教科・科目 未来・未来への学び 
開設する理由 教科継走型課題研究とその発表を行い研究の方法を学び，また，技能を高めるため。 

目標 研究テーマの設定や研究計画の立案方法及び研究の進め方を学ぶと共に，科学的コミュニケー

ション能力を身に付ける。 
内容 実験・実習，フィールドワーク，文献調査，課題研究及び発表等。 

履修学年･単位数 第 2 学年・2 単位 

方法 毎週午後の 2 単位時間を連続させ，少人数のグループによる課題研究を行う。本校教員（2・3
年団）が中心となり，各講座 3 名体制で指導する。 

既存科目 
との関連 

数学，理科，国語，地歴公民，英語，保健体育，芸術，家庭，情報，及び総合的な探究の時間

に関連して課題研究を充実させることで，各教科の専門的探究の手法を身につけ，課題を 

多角的に分析する力を高めることができる。また，データ処理や研究発表等により情報技術を

高める。 
 

 

 

②教育課程の特例に該当しない教育課程の変更  なし 
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令令和和７７年年度度  運運営営指指導導委委員員会会  
第 1 回 運営指導委員会 令和 7 年 9 月 26 日（金） 15：40～ 
◯運営指導委員   中西・笠・高木・西堀・泉・大貫 
◯管理機関     真鍋・平尾 
◯高松第一高等学校 北堀・片山・寒川・鶴見・松岡・新谷・萱原・川西・丸山・山下・本田・石川淳・後藤・小谷・松本・

中名・松山・帆玉・増田・岩澤・川田・空・間杉・十河佳・餅・武内・大山 
 
(中中西西先先生生 ) 

第Ⅳ期の第１年目の半年が過ぎたというそれはありますが， 

少し校長先生からもご案内がありましたけれど，第Ⅳ期目という

ことで，これまでの3期分の実績をベースにして，さらに進化を

して，それぞれ四つぐらいのテーマでやるということになってい

ますが，大きく最初はですね，授業改善というところではありま

すが，今日いろいろ見させていただいて，教科横断型というのも

見させていただいて，非常にうまく融合できてる。新しい観点が

見えるというところがこれも継続して今，第Ⅲ期からやられてい

るところということで。でもこれについてはなかなか継続するの

は難しいというかしんどいとは思うんですけど，私としては， 

非常に広い観点から，学生の視野を広げるという非常に必要な 

授業改善というか，授業開発だと思っています。一つだけ，私が

あんまりよく分かってないところがあるんで，教科横断型と教科

継走型というのがありますが，区別が少し外向きにアピールする

時に分かりにくいかなというところがあって。私の理解で言うと，

教科横断型というのは，それぞれの教科のやり方，研究方法など

を体験するということだと思ってまして。したがって「未来への

学び」の方が継走型になりますか。それは，視野を広げる，いろ

んな分野のやり方を発見して，いろんなアピールがあるというこ

とで開発されるいうことだと思っていますが。そこのところも含

めて目的のところの差違が少し分かりにくい。でもやられてるこ

とは，これまでの方法で十分深化させているというふうに思って

ますので，大丈夫だと思っています。それから，共創的科学力を

基にして創造的というふうに思いますが，これもまた共創的科学

力というのがどんなもんであるかというところが前も聞いたかも

しれませんけど。今までの総合的人材とかって言ってたところに，

何か変わったあそこの部分がどんなもんであるかというところが

少し，外部的にはわかりにくいから。ある種，方向性としては似

てるものなんだと思うんですけども，共創的という時には相手の

ことも考えながらともに創造的な発想をするということではあろ

うかとは思っています。その辺もう少し，アピールしやすいよう

な区別を，ここが新たに加わったところですよというのを，もう

少し出していく方がいいのかなと。外部連携等はやられてますし，

それを継続する。継続するのが実は非常に大変ということですの

で，校長先生がおっしゃってたみたいに，働き方改革ということ

も頭に入れるとですね。オーバーワークにならないようにしなが

らも，うまく継続していく。いろいろ工夫をされながらやられる

と思いますけども。あまり負荷にならない負荷ということなんで

すけど。働きすぎるんだけど，深めていく。そういう基本のとこ

ろは，あるんでそういう点について興味を持ってやっていただく

ことは重要かと思います。それとサイエンスネットワークを活用

しながらだと思いますが，ちょっと思ったのは，こういう SSH
の結果を科学体験の授業とかで子ども向けないしは生徒向けにや

るのもいいかとは思うんですが，少しシェアを大人の方に広げる

のはどうかと。表にはなかなか出せないんですよね。その昔理科

離れが言われてた。今もそういうきらいはあるんですけど，それ

って実は大人の理科・学問離れにも近いところあるんです。やっ

ぱり大人が興味を持つと，子どもが興味を持つっていうのは，あ

りますので，そういうとこ，そういうふうにやるためにはどうす

るかっていうのは，わかんないんですけど。実は私，理科好きな

んだという人も結構たくさんいらっしゃるんですよね。大人。親

とか，そういう方も視野に入れたような宣伝というか，そういう

ところもあったらいいかなと思っています。以上です。 

(笠笠先先生生 ) 
失礼します。今の継走型っていう言葉とか，共創型はほか 

でも聞くことなんだけど，継走型ってあまり聞かないんです。 

そういう新しい言葉を使うと，人は理解してくれないの当然で，

僕も見せていただいたときもあの言葉がちょっと分かりにくい

なと思ったんです。やっぱり分かりやすい言葉で，もっとふさ

わしい言葉が，もしあれば途中から変えてしまってもと思いま

した。特に継走型っていうのがよくわからない。内容に入りま

すと，その前に一つ，忘れちゃいけないので覚えているうちに

言っときます。皆さん，ひしひしと感じられていると思います

けど，生成AIで世の中ががらっと変わるからとかあるそうなん

ですけども，それにどう対応するかというのは，別に高松一高

だけの問題じゃないよっていう，市の教育委員会も一緒に考え

るべきことだと思うんです。それをどう活用するかっていう，

研究部みたいなものを作ってもいいぐらい。今，一個人がバラ

バラに使ってる。それをいち早くっていうか。なるべく早く学

校として取り入れることを，教員に関しても，学校としてそう

いうのを作ってみて，されていったらというふうに思います。

次に，授業研究の方はですね，僕の率直な感想としては，最初

に出てきた横断型については，社会科と英語の授業での教科間

の授業があるので，例えば英語の先生がおっしゃってますけど，

正規の読み方でもフォーティンセンチュリーっていう言葉と 

同じようにフォーティーンスでみたいに書いてあって，そこを

先生が授業の中では指摘しない。だから綴りの間違いはありま

したし，英語科として授業で，あそこの評価規準って，上が 

社会科で下が英語の評価規準を書いてあるんですけども，じゃ

あ，この評価基準のためにどうするかっていうことを踏み込ん

で，これだけはやらせてくれとか，社会科としてはその出来事

の意味っていうのはどう捉えたらいいのかってことを子どもた

ちにどう伝えるかとか，子どもたちにどう討論させるか。その

一時間で本当に両方の教科が何を獲得するかいうことをもうち

ょっと真剣に詰めて考えてやった方が生徒は嬉しい。 先生のそ

の意欲がある出された方が生徒は，今日はすごい授業だったっ

ていうふうに思うので，もっと伸びるっていう授業研究をもっ

としてほしいなと思います。それは理科の授業は小谷先生の 

授業とかはもう本当にネタは素晴らしいと思うんですけど， 

小谷先生がプリントを作りすぎで，課題が全部箱にこう埋めて

いく形になって，それを子ども達が自然に次のプリントやって

と，どんどん自分たちの討論で進んでいくような時間がかかり

ますけども，振り返ることができるところで，生徒をもっと 

伸ばすにはどうしたらいいかっていう。生徒主導型の授業をも

っとできるって思います。だから石川先生の授業も，あれは楽

しいに違いない授業なんですけども。生徒はすごい。すごく生

き生きしてる。お互いの発表も今よりも仕掛けてされてますけ

ども，もう一息生徒中心にできるように思います。増田先生も

そうです。やっぱり先生が楽しい。使ってくるけど，やっぱり

ちょっと先生，もっともう一皮向けるような授業研究したら，

すごい授業ができるような気がするけど，ほどよくまとまっち

ゃってる。それがちょっと。まあせっかく公開授業されるんだ

ったら，来年は同じネタでももっとできそうで，できなきゃい

けないんだというのが感想であり。あとはあの関東合宿なんか

非常に素晴らしい取り組みになっていたと，よく考えられてて，

よかったです。それともう一つ。高松市の中での還元ですね。 
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それは，市の教育委員会ともう少し相談で，うまい方法がない

かなと考えてください。 
(高高木木先先生生 )  

今日授業された先生方，本当にお疲れ様でした。またこの会

を成功させるためにご尽力された先生方がいらっしゃると思い

ます。本当にお忙しい中，会を開き生徒の成長のためにご尽力

されたことに非常に感謝しております。今回Ⅳ期になりまして

はじめてのこの会ですので，今までの期とこれからのⅣ期が 

どのように変わっていくのかに関してはまた次の機会にお話を

させていただこうと思いますので，今日はそれぞれの授業で 

気になったところを，そしてさらに言わせていただきたいなと

言うところについてお話をさせていただこうと思います。特に，

高校の先生方も大変お忙しいので，それぞれの授業の指導案を

作成し，その指導案を検討しリハーサルをしていただいて授業

をするというのが，小中に比べてなかなか時間がとれないので

はないかと。先程，笠先生からもう少し同じ授業でも，という

お話がありましたが今回違っていたのはたぶんそういうこと 

だと思いながらきかせていただきました。私は附属をもって 

いるので，附属学校では１回だけの指導案というのは絶対あり

ません。必ず何回か違うクラスでやってみて，本番のクラスは

これですよみたいな展開の仕方をしております。また附属の 

発表会にご参加いただきますとわかると思います。ぜひオンラ

インもできますので，どういうふうに授業の準備をすすめてい

るのかというのを見ていただけたら，役に立つと思いますので

ぜひ，ご協力させていただけたらなと思っているところです。

私も全部の教科をみたいなと思っていたのですが，なかなかち

ょっとずつしか見られなかったので，見た授業について私の 

思ったところをお話させていただこうと思います。まず世界史

と英語のコラボの授業についてです。生徒は高松一高の生徒だ

からああいうやり方には慣れているので，急にこうしなさいと

いわれても対応できると。それでいい授業ができたなと思って

おります。それに加えて，これからの生徒たちは ICT を活用し

たり，英訳をするにしてもAIに入力してそれを発表するという

のが普通になっていくわけです。今までの英語は順番に単語を， 

構文をとそういう順番で習っていくので，一度でも習った人は

そういうの習ったなと思えるのですが，今の生徒の世代になる

と，そういうのがなくなっていく。その中で AI をどのように 

活用していくのかというのが必要かなと。同じ日本語のこの 

言葉というのも英文だと意味がはっきりわかる，逆もあります

よね。英語だと同じに見える言葉も日本語だとしっかり区別が

つく。翻訳ソフトはそこが欠けている視点だと思います。特に

世界史はその背景がわかっているものは，適切な英訳があると

思いますので，そういうところを 1 つでも 2 つでも注意をして

活用していただけたら，他の教科にも大変いい影響を与えるの

ではないかなと思いました。ご質問にもありましたよね。それ

が，1 点目でございます。生物の授業も非常に面白いなと思い

ながら，みせていただきました。先生もモデルをつかった授業

は何回かされているんじゃないかなと思いますが，モデルをつ

かって授業をするときには，そのモデルがいかされるような 

授業の展開をする。この課題だったり，血液型がどのように決

まっているのかというのをモデルに落とし込むことによってこ

ういうことがわかった，あるいはこういうことを簡単に理解す

るためにこういう使い方を，とぜひ展開するときに考えていた

だくと子どもたちの理解度が上がると思うんですね。質疑で 

課題は２つでもいいんじゃないかと言われたのは，そのことな

んじゃないかなと。ぜひモデルを使用するときに，検証のモデ

ルと言うよりはこれを理解させるためにつくる，というので 

取り組んでいただいたらいいかなと思います。化学のほうも，

子どもたちの理解度につながるという話だったのでああいう展

開もいいのかなと思ったんですが，まず芳香族化合物という 

のは高校の教科書レベルでは使ってもいいかも，というところ

はあるんですけれど，毒性の関係で大学のほうではあまり取り

扱わないことがあったり。それを踏まえたから，実験を取り 

入れないでこういう考え方でやりますよというような，なにか

プラスαの出し方を。理解度に差があるから実験を取り入れ 

ないというのではなくて，こういう実験であれば安全性が高く

なった実験ができますよみたいなことを実験するならそうする，

しないんだったら説明をする。まず最初は安全性が高くないの

で，このアイデアを考えてとか，実験をするときには手に触れ

ても大丈夫だみたいな条件などアイデアがあればいいかなと 

思いました。そして増田先生の授業も大変楽しく聞かせていた

だいたんですけども，モデルと同じで，地磁気が移動して大陸

が移動する，ではどういう風に地磁気が変わるのかという  

データは見れたんですよね。でも，授業の中で角度の理解とい

うのがもう少し生徒に進むような，動画をせっかく見つけてく

ださっていたり，「なぜか」というのをもう少し生徒が体感 

できるような，あと一歩，どうしてそのアイデアが主流に  

なっているのかなんていう。その条件をお話になって，もう 

少し授業のなかで，「なるほど。大陸が移動しているから角度

が変わっているのか。」とはっきりわかるん，体感できるよう

なモデルなりがあればよりいい授業かな。教材が少ないですよ

ね。小中でも少ないです。もっといい教材があればいいのにと

思いながら，それがあればもうちょっと面白い授業だったかな

と考えたところです。クロスの話や，関東合宿の話，本当に 

私も行きたいと思うようないろいろ面白そうな事業がたくさん

展開されています。これからもそういうところを尊重して頑張

っていただいて，第Ⅳ期いい成果が出ますようにお祈りしてお

ります。どうもありがとうございました。  
(西西堀堀先先生生 ) 

まずはありがとうございました。私からの助言・コメントは

4つに絞ってお話します。1つは，「問いを立てる」ということ

をお話しさせてもらいます。2 番目のキーワードは「マヨネー

ズ」です。それから 3 番目が「対照実験」です。それから 4 番

目が「卒業生の利用」，この 4 つについて助言とコメントを 

させてもらいたいと思っています。まずは 1 番目，「問いを立

てる」。今私たちが JST のプログラムで取り組んでいる高校生，

あるいは小学生・中学生もやっているんですけども，問いを 

立てるということを非常に重要視しています。なぜかというと，

極端なことを言えばAIを使えば，問いがあればほとんどのこと

は解答を得られるということになります。しかしながら，まだ

遅れているのは，問いを立てるというのは，こういう問いを 

立てるためにいろんな条件を用意しないと，AI でも自分たちが

希望するような問いがまだまだ難しい可能性があります。今，

生徒さんに何ができるかを一つ考えたときに，やはり問いを 

立てる，特に課題研究あるいは研究活動になってくると，  

しっかり問いが立てられれば，その次のステップに進みやすく

なる。今日の授業の中で，生徒さんがクイズという形かもしれ

ませんけど，問いを立てられて，その問いが先生が出す問いで

はなくて生徒さんが出す問いであれば，さらに興味深く，それ

に対して答えようと努力をしていたように見えました。それが 

実践できるのは，例えば増田先生の授業であり，先生方の授業

を見てると本当にいい問いに対しては，休み時間になっても 

そのことについて生徒さんが話をしている。素晴らしい問いが

出てくれば，それに対する解答，解を求めようというものは 

生徒も非常に得意ですし，それが続いていく。逆に生徒さん 

自身が問いを立てるようなことができれば，その次のもう一歩

に進める。その証拠になるようなものを新谷先生の授業で  

見せていただいたような気がします。で，先ほども言いました

けど，問いを立てて，それで答えが出てきたときには，その次

がまた大事なので，新谷先生が自分で言われましたように，な

ぜその問いをつくったのか，なぜこれをやろうと思ったのか， 

そこが非常に重要なので，そこがコンパクトにまとまれば， 
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さらに面白いというか，これからの新しい授業というものに 

向かっていくのかなと，あるいは知識のベースがないといけな

いんですけど。それが一つ目です。二番目，マヨネーズです。

これは何かというと，課題研究活動の中で，マヨネーズの  

子たち非常に頑張っていて，周りにいた人たちの方が，のって

きた。で，そのときの生徒さんの活動というか，行動を見て 

いると，彼は言ってたことを全部ノートに書いてました。私 

いつもいろんなところに行って言うのは，「記憶よりも記録」

だと。記憶しても私たちの歳にもなれば，三歩歩けばニワトリ

のように忘れていきますので，やっぱりそう言うときには， 

記録をするとその次は記憶になり，また記録になり，記録を 

するというのはそういう面では大事だと。例えば，生徒さんが

いろんなところで発表しにいったときにも，いろんな人が質問

してくれる，で，優秀賞をとるような学校は何をやっているか

というと，4 人でチームなら一人は必ず全部クエスチョンを 

記録して，それに対する回答を帰ってみんな用意している。 

これ前にも言ったかもしれませんが，やはり記録をするという

ことが素晴らしい，できていた生徒さんもいましたが，全体的

にぐるっと回ってみて，生徒さんが話しているときにどういう

活動をしているかというと，「あー面白いね」と言ってなんか

その時間が終わっていく，という様な活動で終わっているのが，

少し目についたところかなというふうに思っていました。それ

から，マヨネーズの話でもう一つ面白かったのは，やはりそう

いった研究をやることによって，その背景にあるものを，もう

少しエビデンス，証拠を，例えばこうだったらこうだよね， 

マヨネーズ最後に残ってたらこれどうしても出したいね，って

いうふうなことで聞いてる人に共感をとるよりも，最後まで 

出すのに，応用技術をつかってこんなことで努力していますよ，

というエビデンスを話すと，「あ，こんなことやっているんだ，

そしたらこんなことも自分でできるな」っていうことで，まず

そういう背景で引きつけられる，だからそういった先行研究と

いわれるのを一生懸命頑張って集めてくれますけども，いろん

な社会のニーズというのも併せて入れてやると，ニーズがなけ

ればこちらからシーズを投げてやれば必ずニーズが帰ってきた

りしますので，そういったことを今日の午後からの活動に入れ

てもらって，もう少し皆さん記録をしてその次につなげられる

ようなこと，それから先行研究は先行研究はと聞いてもらって

ましたが，具体的に例えば世の中でどうなっているんですかと

か，そういったことがいえるような先行研究というか市場調査，

ニーズを探すっていうようなことができると，さらによかった

かなというふうに思いました。あわせて 3 番目，「対照実験」

です。これはどこで気がついたかというと，紙テープがボワッ

とでる研究をやっているグループ･･･自動で投げてなんかする･･･

そのときに，そういった機械があるんだと，そういった機械は

高いから買ってもらえない，じゃあ校長先生に相談したらって

いったところから始まったんですが，じゃあ借りようとかそん

な話，そういうことじゃなくって本当に必要であれば，自分 

たちが例えばコンサート会場に行って，始まる前にこういう 

ことをやりたいんで使わせて欲しい，というようなお金で解決

するようなことじゃなくて，自分たちがもうちょっと努力すれ

ばどうっていう話をして，そのときに気がついたのは，それは

絶対やった方がいいよと，なぜかというと自分たちのアイデア

でこんな研究をしたい，研究をしてこんなことを言いたいとい

うときに，必ず対照実験が必要だと。一般に市販で売られてい

るものはこういったことがあるということを，自分たちで  

一つは実証して対照項をつくっておいて，それに対する実験項

をつくるといったことができれば，聞いている人には非常に 

わかりやすくなりますので，そういった努力を他のチームの人

も必ず，一般にやられていることと比べてどうなんだ，それを

実際に目の前で話すことによって，その比較ができる。そうす

ると自分たちの言いたいことがさらに浮き立ってくると言う 

気がしますので，もう一回実験と言うことで対照実験というの

を少し先生方ご指導で生徒たちに繰り返ししてもらうと，  

わかりやすい，さらに面白い実験になってくるかなと思いまし

た。最後，これは短いです。四つ目は「卒業生の利用」，これ

は非常に卒業生をうまく利用していろんなことをやろうと努力

されて，今年やられて非常にうまくいっているということを 

聞いたこと，非常によかったなと。ぜひ卒業生の層が厚い学校

ですので，ぜひそういったところを利用することによって， 

それがやっぱり学校の力だとうまく出されて，いろんなことに

取り組まれてはという風に思います。 
(泉泉先先生生 )  

お疲れ様でした。どうもありがとうございました。まず， 

課題研究の方からお話をしたいんですけれども，さっき言われ

たのと同じことなんですけれども，実験ノートに誰かが言った

と書かれていないというところがよく見かけられました。あれ

はちゃんと書かないといけないことだと思います。その癖を 

つけてあげてください。それからもうひとつ，実験ノートで，

例えば実験ノートをつけた後に，誰か先生が最後にチェック 

する欄をつければどうですか。そうしてやると，そういうこと

を書いてあるかどうかをチェックできるし，誰が言ったかも 

知ることができます。あまりに人が多かったので，マヨネーズ

のところは僕素通りしたのですけれども，あれはもしかすると

特許になる可能性があります。そのときに，誰かがサインして

おくのがものすごく大事です。その研究に当たる誰かがサイン

するということが大事です。それから，今日，もう一つ僕が 

課題研究を見るときに，こうやって見てた（安全めがねをかけ

る動作）んですけれども，なぜこうやったかというと，めがね

をかけていないからです。この学校で僕は，めがねをかけて 

いない，めがねをかけていなくて化学実験をしているという 

ことを言うのはこれで6回目です。6回言ってもまだ直っていま

せん。課題研究で誰かが良い賞を取りましたとかいうことより

も，圧倒的に大事なのは，生徒をけがさせないことです。生徒

を無事に帰らせるということが圧倒的に大事です。そのことを

十分考えてみてください。それから，昼の段階で僕ものすごく

腹が立っていたので，ここでなんか言ったら酷いこと言って 

しまうかなと思って言いませんでしたけれども，公開授業に 

関する話です。僕は化学の公開授業を見たんですけども，  

まったくコクがない内容でした。コクがないというのは，  

中谷宇吉郎先生の話の中で出てくる「コクがない内容」という

言葉があるんですけども，そういう感じの全くコクがない内容

でした。そのときに思ったことは，あれは科学，サイエンスで

はありません。サイエンスの授業だと僕は思いません。一つは

高木先生が言ったように，僕はものすごい違和感を感じました，

あの授業を聞いて。なぜかというと，実験をせずにやっている

というところに，あれは実験をしてやるべきだなと思ったこと

が一つの違和感です。もう一つの一番大きな違和感は，教室の

中に権威をつくってはだめです。学生であろうと先生であろう

と，権威をもたせるような発言をしてはいけません。あの授業

の中で，僕はそれをものすごく感じました。塾の授業としては

あれでいいんだろうと思うんですけども，教え込むんですから。

でも，あれは高校でやるべき授業ではないという風に僕は思い

ます。それから，例えばあの授業を聞いて，あの授業があと 

一ヶ月後も彼らの頭の中に残そうと思ったら，例えば分液漏斗

で振るという作業をしなくたって，例えばアセトアミノフェン

ですから，アセトアミノフェンとアスピリンを飲んだときに，

アスピリンは胃に負荷がかかります。アセトアミノフェンは 

胃に負担がかかりません。それは今日の授業が分かっていたら 

伝えられることです。そういう問いを投げかけることが，生活

とのつながり，生活から遊離しているから科学離れとか理科 

離れとかいうふうに言われるわけです。生活にちゃんと根付い

た状況のものをもってきてやって，今やってる内容はこれに 
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つながるんだと言ってあげれば，おそらく彼らは一生とは  

言いませんけれども，半月くらいは記憶はもつと思います。 

そういう生活に根ざした，生活から遊離しないような授業をし

ないと，本当の意味での科学は根付かないように僕は思いまし

た。そういう意味で，ひとつ前の授業は生物の授業をみたん 

ですけれども，土井先生が言われた 3 番目の質問はしなかった

方が良いんじゃないかというのは，僕は賛成です。あれをした

ためにかえって難しい方向に行ってしまったんじゃないかなと

思います。で，ボンベイ型でしたっけ，あれを題材にした漫画

か，小説かドラマかがあったように思います。それを一言  

言ってやると，あるいはそれをちょっと見せてやると，生活か

ら遊離しないような授業になったんじゃないかなというふうに

思います。それを僕，ずっと昼から考えてて。以上です。 
(大大貫貫先先生生 )  

今日はちょっとワーク入れながら，話をさせていただこうと

思います。ちょうど机が二人組になっていると思うので，片方

の方が最近気になったニュースを少し話していただけますか。

そしたら，今度は聞いていた人が相手の人は小学校 1 年生だと

思って同じトピックを少し話してみてください。ありがとう 

ございました。多分皆さん今，最初と後で話すスピードや内容

を少し変えましたよね。パフォーマンス課題というのはここが

ポイントなんですよ。何かを話す時って必ず相手がいるじゃ 

ないですか。相手がいて，状況があって，つかえるものが  

あってその中でどうしていくかですよね。難しくレポートを 

書いてそれをパフォーマンス課題とするよりかは，このように

状況とか場面の中で自分が持っているものをどう発揮していく

かが大切なんですよね。今日の英語の授業であれば，訳をする

ときに簡単な日本語にするんだよというのは，普段、翻訳者は

簡単な日本語に訳してからそれをなおしていくという思考であ

ったりとか，生活とか学問にあったりするような思考，その 

思考をどう追体験していくかが重要になってくる。こういう 

ふうなモデルをつかって考えるとき，その状況や目的，場面は

どうなっていたのかなとか。体育のソフトボールであれば， 

こういう時はこういう守備をするんだよと言うことに関して，

その思考をどう追体験していくかであったり，それを実際の 

場面で生徒が自分で考えていくようになっていくのかという 

ことを問うていく，そういった課題がパフォーマンス課題なの

かなと思います。それを通した結果，説明するといい説明が 

できたりするんですよね。いい説明って何かというと，相手に

対してゆっくり丁寧に話すことがいい説明だと思う人もいるし，

言葉の奥にある背景や内容を深く伝えることがいい説明だと 

言う人もいる。それがルーブリックにいきてくるんですよね。

各評価についてこれが 5 だというイメージを 1 つもっている  

よりも，いろんな5のイメージをもっているほうが大事で。5に
なった生徒の姿，4 になった生徒の姿が具体的に浮かびますか。  

具体的に思い浮かぶのであればそれが正当な評価になっている

んですよね。評価の言葉を充実させることが大切なのではなく

て，言葉を通してイメージをどれだけ持てるのかというところ

が大切です。評価が 5 や 4 の子がいましたが，例えば英語や  

理科とかは，どういうことができたら 5 ですか，どういう研究

ノートが 4 ですかというような評価が大事になっていくと。 

あと一ついうと，説明するというときに，誰に説明をする か

によって説明の質が変わってきますよね。例えば靴でいうと，

3000 円の靴の中ではこれがいい靴だとか，ランニングシューズ

の中でこの靴がいい靴だというように，そのランクの中で  

良し悪しがあると思います。評価もそうで，結局これってどの

レベルなのかなというそのあたりのイメージをそろえてあげ 

ないと，ある人は科学者のレベルで評価している，ある人は  

高校生のレベルで評価しているなんていうことがあったりしま

す。そういうレベルをそろえてあげることも，ルーブリックを

作る際に大事なんですよね。ちなみに先ほどの物理の授業に 

関して，先生主体過ぎると笠先生はおっしゃっていたんです 

けれども，逆にそれって生徒が終わった後に「あれってこうだ

よね」と話していたと言うことは，生徒の誤概念をちゃんと 

とらえているからこそ，生徒が解決したくなるような問いに 

なっていて，それはそれでいい課題なのかなと思いました。 

逆に英語で，単語のミスをどう扱うかっていうときに，単語の

ミスに関してであれば英語の時間に小テストなどで確認すれば

いいわけだし，僕らが言い間違いをせずに発表しているかとい

うと，噛むし，ミスもするわけじゃないですか。でもちゃんと

説明して伝えるということが大事なわけで。パフォーマンス 

課題において全部を問うのではなく，その時間でしか問えない

ことを問うて，逆に他の時間でも確認できる単語のミスは違う

時間に確認すればいいのかなと思いました。あとはパフォーマ

ンス課題の複雑さをどう評価していくのかというところについ

てお話できればなと思います。例えば物理で電気抵抗に関する 

ことを勉強してパフォーマンス課題をだしました。そしたら 

生徒たちは絶対思いますよね。「あ，これは電気抵抗をつかう

んだな」とか，終わった後にそれを問うとしたら，「ああこの

単元のまとめなんだな」とか。生徒からしたら「これを使えば

いい」というアシストがある課題ですよね。でも現実ではどれ

を使えばいいかのアシストはありませんよね。教科横断のいい

ところとすれば，その単元から離れたところに問いができる 

ので，どうアプローチしていこうかという幅があるんですよね。

アシストがないからこそ，手引きがないからこそ，どうアプロ

ーチしたらいいんだろうと考えて，もう一個先の思考ができる

んですよね。教科横断だから，この教科の知識をつかうんだな

とかいう手引きはあって，「これってもしかしてあの教科のこ

とつかうのかな」とか試行錯誤をしていくことがAIに負けない

というところにつながっていくのかなと思いますし，問いを 

立てるときの一個の軸にできるのかなと思います。以上です。

ありがとうございました。 
 
 

 
第 2 回 運営指導委員会 令和 8 年 2 月 17 日(火) 16：40～ 
◯運営指導委員   中西・笠・高木・西堀・泉・隅田・大貫 
◯管理機関     真鍋・平尾 

◯高松第一高等学校 北堀・片山・寒川・鶴見・松岡・新谷・萱原・川西・丸山・山下・本田・石川・後藤・小谷・松本・ 

中名・松山・帆玉・増田・岩澤・川田・空・間杉・十河・餅・武内・大山 
＜ポスター発表会，成果報告会に関する指導・助言＞ 
(泉泉先先生生)今日のポスター発表に関してのコメントです。今回きかせてもらって，最

も気になったのは，仮説がものすごく弱くなっているなと感じます。本質に迫

るような仮説がでてきていないなというところを，ものすごく感じました。例

えば，先行研究は調べているんだけども，それが本当に正しいのかどうかとい

うことに関して，ちゃんと追証をしていない，どう考えてもそれおかしいだろ

というような文献に関して，それを鵜呑みに信じてやってるというところがあ

って，ちょっとそこに違和感を感じたというか，そういうことでした。 
(西西堀堀先先生生)では今日の発表を見させていただいての感想を述べさせてもらいます。

今，泉先生がおっしゃられたところ，非常に私も感じるところで，先ほどの 1

年間のスケジュールをみると中間発表会，何回かやられてますよね。なのに，

どうしてそこらへんのところができていないのかなとちょっと思いますね。つ

まり，どうして外部の方，大学の人とか，もう少し他の人とそういう議論がで

きるチャンスがあれば，たぶん解決できるようなところができていないのがい

くつもみられたかなというところを感じました。 
(岸岸澤澤先先生生)ほとんど今日は物理関係の発表しかみていないんですけども，身近なテ

ーマで面白いテーマが多いというふうに思いました。物理の場合はですね，な

かなかその理論的な背景をきちんとおさえた研究というのは難しくてですね，

どっちかというと工学的な，こうやったらこうなりますよ，という先ほどの話

と少し違うんですけども，仮説をきちんと立てるのが非常に難しいものが多い
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第 2 回 運営指導委員会 令和 8 年 2 月 17 日(火) 16：40～ 
◯運営指導委員   中西・笠・高木・西堀・泉・吉村・大貫 
◯管理機関     真鍋・平尾 

◯高松第一高等学校 北堀・片山・寒川・鶴見・松岡・新谷・萱原・川西・丸山・山下・本田・石川淳・後藤・小谷・松本・ 

中名・帆玉・増田・岩澤・川田・間杉・十河佳・餅・武内・大山 
 
(大大貫貫先先生生 ) 

高校生の探究の成果も見させていただいて，非常に勉強に 

なりました。成果の方を拝見させていただいて，まず一つ，

パフォーマンス課題などの部分でカリキュラムマップが出てきた

と思うんですが，こういう時，普通，研究者は，そんなことは

ない・使うべきだっていうべきなんでしょうけど，学校に合っ

ていないなら使わないでおくべきだと思うので，やっぱり今の

実状で合っていないというか，消化不良を起こしてる状況で 

あれば，なんらかの調整をしなきゃいけないんだろうな，使わ

ない選択肢も含めて考えていかなきゃいけないんだろうなって

いうのがあると思います。長期的ルーブリックとかカリキュラ

ムマップをシンプルにしていくっていう時に，シンプルに何を 

伸ばしていきたいのかなっていうところがやっぱりあるのかな。

形骸化したものを使い続けることほど無駄なことはないので，

まず何を残さなきゃいけないのかなっていうところが気になっ

ているところです。例えば今日で言うと，「未来」を見ていた

時に，何かを深めていく時に教科固有の部分を深めていく部分

と，教科横断的に深めていく部分があるなって思っていて， 

例えば教科固有でいうと，英語のアニメーションを訳した時に

翻訳をするっていうのは，単に言葉を横から縦にするだけの話

ではなく，なじみのある言い方にするとか。有名なのはあれで

すよね。「おおきなかぶ」って日本の教科書載ってますけど，

あれ光村図書と他の教科書では訳し手が違うから訳がちょっと

違うんですよね。訳は正確じゃなくても伝わるものがあって，

そういうものを入れていくのも訳としては出てくる。スイミー

だってそうですよね。伊勢海老っていう言葉は向こうにはない

けども，ロブスターを伊勢エビって訳しているわけで。そうい

うふうに細かい文字数合わせをどうしたらいいのかなとか，

しゃべっているときどうしたらいいのかなって，そういうことを

考えていくとか，太陽をお日さまって訳していたのが，すごい

良い訳だなと思ったんですけど，そういうのが教科に返ってい

くっていう意味で，今やってることが教科の固有のものとして，

ちゃんとその教科の内容につながってるかどうかっていう部分

の伸びをどう見ていくのかっていうこと。それと例えば，体育

の説明の時に，「勝ち取れ，俺の陣地」って説明したと思うの

ですが，見られた方はあれで最初にルールが分かったのか， 

ちょっと難しかったんじゃないかなと思ってて。あれは「これ

はいろいろなものでビンゴをマスの中に作っていくゲームです。

じゃんけんをして…」という風に最初大きなことを言って徐々

に狭めていくと，分かりやすくなっていく部分があると思うん

です。でもそれって実は，体育の説明だけじゃなくて，旅行 

プランを説明するときだってそうでしょうし，理系の課題研究

を説明する時だって，細かいことを羅列しても伝わらないから，

この目的が何であって，そのためにどうしていくのかって， 

全体との関係が見えたら分かりやすいですよね。教科横断的に

つけていく力なんだろうなって思った時に，じゃあ教科横断的

につけていくものは何で，このゼミだったり深めていく部分で

つけていきたいような教科を越えるものは何なのかなって， 

そこに初めてルーブリックとかそういうものが見えてくるん 

じゃないかなって思ったりしました。今回，日本語でポスター

セッションをやって，英語じゃなくて日本語でやった時に， 

結構お見合い状態が続いたのかなって思っていて。生徒さん 

同士で，あの場って深めていくためのもので，だから英語だと

なかなか深まらないよね。じゃあ，日本語にしてみましょうか

って話があって，今回日本語にした時に，じゃあそれで深まっ

たかどうかがポイントだと思うんです。その時にどういう風に

対話していくのかっていうところ，これもやっぱりあの場で 

何を質問したらいいのか分からなくて止まってしまったのか，

結局，現状の課題としてあった部分はあって。質問内容が分か

らなかったのか，どう質問したらいいのか分からなかったのか，

それは聞き手の問題なのか，それとも喋り手の方が相手に合わ

せて，この言葉って何なの？この専門用語って何なの？って 

ことをちゃんと説明できてたかどうかとか，そういったものっ

て結構ポイントじゃないかなって思っていて。そういった  

サイエンスコミュニケーションをしていく時の発表の仕方が 

できてたのかどうかとか，そういったことが改めて問われて 

くるんだろうなって思います。英語で発表することの意義も 

もちろんあるとは思うんですけど，やっぱり，あの場だと  

次どうしていくのか，特にまだ課題研究は続いていくと思うの

で，深めていくことが目的になった時に，日本語において  

深めていけるような対話がちゃんとできていたかどうかって 

いうところ。そこの力がどう伸びてたのかなっていうところを

位置づけていくこともあるのかなって思いました。  
(吉吉村村先先生生 ) 

愛媛大学の吉村です。今日は本当に高校生の素晴らしい研究

を聞かせていただいて本当によかったです。私の方からは， 

一高の強みと気づいたことを言わせていただこうと思います。

やっぱり一高の強みは，生徒たちからの素朴なテーマ。   

そういう最初の研究のきっかけが生徒の方から出ている。  

本当に強みだなと思ってます。そこから研究に仕上げていただ

くっていうようなところが，一高の良さかなと思います。  

またやっぱり物理系は強いなって印象です。次に，2月13日に

小等中等教育局からの通達が多分もう校長先生のところには 

降りてきてると思うんですけれど，「高校教育改革グランド 

デザイン」というのが出て，おそらく一高さんの目指すところ

は理数系人材の育成，類型 2 というところで特徴づけられて 

いくんだろうなと思うんですが。最終的には，2040年に文理の

区分のない，そういう生徒づくり，そういうところに特化して

いこうというのが全体でも示されてます。そちらも視野に  

入れて動いていかないといけないと思っています。その時に 

大きな力が要りますよね。初期の頃は特理のコース・クラスを

ターゲットとして一部の先生方で進めていたところを，どんど

んと全ての先生方が関わるように，全てのクラスが関わるよう

にしながらここまで来られてると思うんです。最終的には  

文理の区別なく人材を育てていかないといけないんですが， 

今日のご発表の中にもありましたが授業改善のところですね。

チームとしての取り組みが少し弱くなってるという実態を少し

見させていただいたような気がします。これもしょうがないか

と思ってます。文理の区別なくやっていくことになった時に，

数ではなく，一旦ここでもう一回，質に戻ると言いますか， 

そこを頑張られたらいいかなというふうに思ってます。   

ですから，全員で頑張りましょうということはやめないに  

しても，やっぱりある程度，少数精鋭で本当にやりたい授業，

そういうものを楽しんでやる先生方，やらされて数で１本出せ

とか 2本出せとかではなくて，本当にどこかとどこかの教科が

タイアップして，こんなことやってみたいと，そういうのを 

もう一度，基本に戻るといいますか，数少なくてもいいので，

そういう先生方の後ろ姿で見せるのはいいかなと思いました。

ここ最近，生成 AI というのがありますから，先生方はちょっ

と楽してもらったらいいと思うんです。生徒たちがゼロから 
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聞いてアイデアをそこからもらうのは，僕ちょっと反対なん 

ですけど，先生はいいと思うんですよね。例えば，何かやって

みたいと，このメンバーで何かやってみたいと思った時に， 

ちょっと AI に入れてみて，そこからどんな発想が得られるか，

そういうちょっと楽をしながらでもやろう，という人たちで 

やってみるというのがいいかなと思いました。最後にもう一つ

ですが，4 番目の柱で地域への普及・波及，そういうのがあり

ましたよね。そちらもこれから頑張っていかないといけないか

なと思うんです。増田先生のお話の中で大人もサイエンスに 

触れる機会が少ないというのがあったと思うので，そこに一高

さんがどんどん関わっていく形になればいいかなと思っていま

す。手前味噌ながら，私も学校の運営をちょっとさせてもらっ

ているんですけど，うち（愛媛大学附属高等学校）ではですね， 

学校の枠を超えて色々やろう。ただし，先生方に負担はかけ 

たくはないんで，いろんな学校とタイアップしているんです。 

例えば海外研修。うちは国際交流が強い学校なのでそこ活かし

たい。けれど，なかなかそういう企画とか引率が大変じゃない

ですか。だとすると，いろんな学校が海外研修をもう作って 

ますので，そこと連携をして計画と引率はそちらに。で，  

生徒だけ送る。逆に向こうの学校，向こうの生徒さんもこっち

に参加してもらう。そういうのをやって，今まで 2 ヶ国しか 

行けてなかったのが，今 6 ヶ国に行っています。どんどん  

タイアップをして，計画と実行はそれぞれの学校で，生徒たち

はどんどんどんどん学びの数を広げていく，そういうことを 

やってます。増田先生に色々お世話になったんですが，理科の

実験室の拡充をしようということで，うちも作って，それを 

地域の中学生・高校生に開放しています。そうやってどんどん

学校の枠を越えて，いろんな所で学校の施設や学びを使っても

らう。で，そこにうちの理科部も関わってますから，そこで 

相互交流があって，お互いに切磋琢磨できる，武者修行に出る

といいますか。そういうのをやりながら，色々学びの機会を 

増やしています。それからもう一つ。最近始めたのはですね，

子どもがうちの学校に合格してくれたら親も学べるんだよと， 

普通の授業のところに普通に入っていいと。これは授業参観 

ではなくて，生徒として入ってもらいますので，なんなら制服

着て来ても良いよと。車で登校するのは駄目だよ，自転車・ 

バスで登校するとか，そんな風にして何週間か保護者も生徒と

同じような形で入っていく。ただ自分の娘・息子のクラスは駄

目なんです。で，同じ学年も控えてくださいと。そういうこと

をして，社会人と言いますか，保護者もクラスの中に入れる 

ようにして，そうすると子ども達の学び方も変わりますし， 

先生方の努力もちょっと変わる。でもそんなに先生方は大きな

負担はないですよね。日々の授業があるってだけなので，あま

り大きな負担をかけることなく，我々の教育っていうものを 

どう広げていこうかということを日々色々考えてやってるとこ

ろでございます。いろんなところで，相互交流，刺激をしあっ

て，そういう活動ができればなというふうに思っております。

いろいろ勉強させてもらいました。ありがとうございます。  
(泉泉先先生生 ) 

まず研究成果報告会に関することから話をしたいんですけど，

萱原先生，なぜ今日，質問の時間をとらなかったのですか。

（時間が）押しているのはわかります。押しているのはわかる

けれども，質問の時間は取るべきです。それと，前回言った 

実験ノートですけれども，持ってきました。もしよかったら 

皆さんで見てください。これは笠先生が，京都教育大学の村田

先生からノートの取り方ってこうあるべきなんだという話を 

聞いて，僕が教授になったら一番良いノートを作ろうと思って

設計したノートです。もしあれだったら使ってみてください。

今年で退官しますけれど，2 箱だけ余ったのでお持ちします。

今日の話なんですけれども，「未来への学び」というのを見せ

ていただきました。その中で，あそこで司会をされてた方は 

学生さんですか。一番最初の質疑の時に，質問が何も出なかっ

たので，次から工夫されて，みんなで話をしてくださいという

風な形でやりましたよね。で，もし学生さんだったら，   

ものすごく引き出しのある人だなという話をしようかなと  

思ったんですけれども，プロだったので。で，あそこでもう 

ひとつ踏み込めばよかったかなと思っていて，マイクを生徒 

たちの中に投げればよかったんです。投げて，その中の何気 

ない会話を拾い上げる，それが質問の第一歩になるかと思い 

ました。そうすると質問が数回出るような形になるんじゃない

かなと思います。で，それからもう一つ，理系のところを  

見たんですけども，理系の学生とは思えないような感じでした。

何を思えないといったかというと，質問が出たときに理系の 

学生であればポケットにこれくらいのメモを持っていて，  

メモ書きをするはずなんですよ，質問されたことを。それが 

できている学生がいませんでした。それにものすごく違和感を

感じました。課題研究でもそうなんですけど，ノートを持って

いるから，そこに書いているのはわかるんですけど，そこで 

書くより先に，これくらいの大きさの手帳を持っておいて， 

それに書いた方が良いような気がします。それからもう一つは，

今日の話の中でも，特に色んな所で賞を受けたという話があり

ましたけど，それに関して，もしかするとそれが悪い面に  

働いているんじゃないかなというところが，今日 2，3 見受け

られたのでその話をします。発表では，本来の筋ではないこと

を言ってたりとか，そこでは必要のないデータを出していたり

とか，そのようなものが散見されました。それはなんか賞を 

獲ろうということに対して，気が行きすぎているんじゃないか

なという気がして，ものすごく気になりました。だから本来の

筋があるならば，本来の筋に従った発表をすべきだと思います。

それから，増田先生が，支流が集まって大きな川になるという

お話をどこかでされてたような気がしたんですけれども，  

川の水が混ざるときには必ず何らかの装置が必要です。だから

混ぜるための装置みたいなものを作らないと，川の水は勝手に

は混ざりません。アマゾンの川の支流があるところの川の水は，

濁流が流れているところと清流が流れているところは，決して

混ざりません。そこには何らかの混ぜる装置が必要なんです。

だからその装置を考えることが重要なんじゃないかなと思った

りもしました。バラバラの話ばかりで恐縮ですけど，以上です。 
(西西堀堀先先生生 ) 

広島大学の西堀です。今日は発表ご苦労様でした。いろいろ，

説明についてはいろんなご意見があると思いますが，私は熱心

に聞かしていただきました。その中で，大筋じゃないかもわか

りませんけれども，パフォーマンス課題の話をしてもらったと

きに，50 名中，41 名中，何名中って沢山でてたんですけど，

数字がどんどんどんどん変わっていくのは，なんで変わってい

くんだろうなと思いながら見ておりました。この 50 名が一体

ここの先生方の内の何%なのかっていうような。少し批判的に

それを見ていました。偏りがあるデータではないと信じており

ますけども，偏りはありませんよとか説明があったらよかった

かなと思ってました。もうひとつ，やっぱり懸念事項は，  

ものすごく色んな取り組みをしていらっしゃるので，先生方が

本当に大丈夫かなということを一番心配しています。いろんな

ところに行っても今，働き方改革ということが言われてますの

で，ぜひぜひそこのところも，管理職の先生方のみならず， 

先生方ご自身も，やる気のある内はいいですが，ちょっと気を

抜いたときには，年を取ってくるとすぐに感じますので，  

そういったところを気にしていただければと思ってます。  

それから，色んな発表会を私も見ようと努力はしたんですけど，

あまりにポスターが面白すぎたので，ずっと滞在してしまいま

した。非常に熱心に取り組んでいて，いいところは色んな  

先生方が言ってらっしゃったので，こうしたらいいんじゃない

かなということで少しお話しします。泉先生のお話の中の   
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「本来の筋」というキーワードを使わせていただくと，生徒 

さん方のいろんな発表，独創的にいろいろ考えてやってて  

くれるのは非常にいいんですけれど，目標というものと目的と

いうものが取り違えてあって，目的って書いてあるとこを  

見るとほとんどが目標で，何かをこうするんだ，そんなのが 

できればというようなところが目的に書いてある。目的が書い

てあれば，研究に対する結論が出てきたときに，必ず目的と 

その結論が一致しないといけない。整合性がとれていないと 

いけないですけれども，目標であれば，別に到達できなくても

いいわけなんですよね。それは目標なんですから。という  

ところが一番聞いててモヤモヤして，目標を目的と言っている

生徒さんが大部分でしたので，そこのところ先生方でもう一度

見ていただければと思ってます。それから，発表にまだ慣れて

ないかなと思いましたので，あまり強くは言いませんでしたけ

ども，もっと自信を持って色んな話をしてもらったらいいかな

と。あのなんていう昆虫だったかな，ヒラタコクヌストモドキ，

面白いですよね，絶対これまず名前だけでウケる。あの昆虫の

名前はコクヌストモドキなんですよね。コク，ヌスットです 

よね。要するに穀物を盗っ人する昆虫なんですよね。    

というところを，多分聞いてる人が素通りするようなところを

「だからコクヌスットなんだ」っていうところで逆に聞いて 

いる人の立場で面白いなと思わせるようなものを入れてみると，

やってる本人たちがたぶん一番楽しくなってくる，これ   

コクヌスットなんだ，漢字で書いてみたいなと思うくらいの 

ところですよね。だから今後進めていくと，そういったことも

わかるだろうと思います。そういったところも先生方，もう 

少しこうしたらどうっていうのを言っていただけると良いかな

と思いました。で，一番強く感じたのは，大学の学生もみんな

そうなんですけれども，やっぱり自分が一番よくやっているの

で一番よく知っている。それは認識しててくれるんですが， 

聞いている人も自分と同じ知識があって，同じだと思って聞い

ていると誤解しています。聞いている人は初めてこの図表を 

見せられて，いきなりここはこうなりましたと言われても， 

それなんの図？というところも。何の説明もなく。あ，道を 

間違うの発表は，この図の横軸はこれで，縦軸はこれで，こう

いう傾向になりますときちんと言ってくれたのが非常にわかり

やすかったですが，他の大部分のところはそういった説明は 

なく，時間が短かったのもあってかポイントだけ。そういった

ところも聞いている人の立場を意識して練習をしていただける

といいかなと思いました。それから，質疑応答についても， 

私は本当に泉先生の言われる通りだと思います。やっぱり受け

た質問については必ずメモ，記録をして，それをちゃんと次に

生かすということは非常に重要かなと思います。記録すれば 

必ず記憶に返ってきます。けど記憶だけだと全部忘れてしまい

ますので，やっぱり記録というのは重要なのです。きちんと 

記録をして，それに対して必ず回答できるように。泉先生の 

ご指摘にあったように皆さん記録していない，そのひとつの 

原因はあのカード（コメントシート）にあるかなと。みんな 

一生懸命カードを書いて，誰も質問するような状況じゃないん

ですよね。しょうがなく紙に書いてない人だけが質問する。 

紙に書いてない生徒さんは何か質問できるけど，一生懸命書い

てくれるので。結局，２つのことを同時にやろうっていうのは

難しいなと。質問をするっていうことであれば質問をするで，

そのときに紙はメモにしておいて例えば後日質問するとか， 

いやそれも難しいですね。どういうふうにしたら効率的か  

ちょっと私はわかりませんけども，そういった目の前の対面の

やりとりでいろんなことをやろうと思うと，２つのことを  

一緒には多分できないので。そういうことが問題というわけで

はなく，現象であったかと思います。いうところが見られた 

ところです。先生方が非常に丁寧に言われたので，ポイント 

だけお話させていただきました。以上です。 

(高高木木先先生生 ) 
香川大学の高木です。今日はお疲れ様でした。毎回こちらに

来させていただいたら，色んな新しい気づきがあって大変面白

いと思っていますので，これからも頑張っていろんなことを 

やっていただけたらなと思っております。今日は，活動の内容

で良いなと思ったところを少しお話しさせていただこうかと 

思います。香川大学の理科教室の方でも，以前は学生全員に，

合宿形式で塩江とか小豆島とかに行って，植物採集をしたり，

それから岩石の鑑定をしたり，そういう活動をしていたんです

けれども，色んな事情で何年間かやっておりませんでした。 

しかし，SR の活動では，高知に行って岩石の採集をし，採集

したものを今度は愛媛の専門家のところで実際に同定をする 

ところまでやるというのは本当にうらやましいなと思った次第

です。香川県内でも，歴史民俗博物館にそういう施設はあるん

ですけれども，なかなか専門家の方がそこにはいらっしゃらな

くて，モデルでどのように同定をするのかを説明するだけにな

っていますので，こういう形で色んな活動をしていただくと，

生徒は一連の活動が身について，色んなところで興味・関心が

高まって，今回も最後のアンケートに結果が現れたのだと  

思います。やり方が身についたとか，最後までやり抜くとか，

前向きな態度ができるようになったとか。これは今のタイパや

コスパっていうのをすぐ言う大学生が身の回りに沢山いますの

で，最後までやり抜くとかってなかなか身につかないことなん

ですけど，やっぱりこういう一連の活動をスーッとやると， 

それぞれ生徒が興味を持つところが必ず沢山あって，それを 

生かした活動が最終的なアンケート結果に繋がるんじゃないか

なと思って聞かせていただいたところです。もうひとつ，  

西堀先生が働き方改革をおっしゃられてましたので，言おうか

言うまいかどうしようかと思ってたんですけども，この活動の

ところ，本当に先生方皆さん一生懸命取り組んでくださってい

て，全員参加，全員で SSH を盛り上げよう，それも本当に 

大切なことだし，みんなで力を合わせることは日本人得意です

よね。みんなで頑張る。なんですけども，やっぱり全員参加 

そのものが目的になるのではなくて，専門性は皆さん違って 

いらっしゃいますので，先生方の特性を活かした活動というの

もちょっと考えていただいたら，先生方のご負担は少し減る 

だろうし，それぞれの教科の学びがより生きるのではないかな

と思った次第です。発表のところも，いろいろちょっと   

気になるところはありましたけれども，今回は本当に，他の 

クラスの方も見せていただいたりと，いいところが沢山目に  

ついた会だったなと思っております。この調子で，またこれ 

からの第Ⅳ期頑張っていただけたらなと思っているところです。

以上でございます。 
(笠笠先先生生 ) 

よろしくお願いします。泉先生が言っておられたことに賛成

で，せっかくこのように成果報告会でみんな集まっていて， 

いろんな学校の先生との交流は非常に重要であるし，それを 

共有するということが重要ですよね。個人的に質問という時間

はとられたんでしょうけども，それを会として共有しておくと 

いうことが大事だという位置づけをもう少しした方がいいよう

に，会の持ち方としては思います。それはなぜかというと， 

高松一高はすごく先進的な取り組みをしていると思うんですけ

ども，それを香川県や四国全体に広げ，そこの人たちと交流す

ることによって，評価する人がどういう評価をしてくれるかに

よって，先生方も自分たちのよいところに気がついたり自信を

もったりできると思うので，貴重な機会であり大事なものだと

位置づけていただけた方が良いのではないかと思います。それ

がすごく気になりました。もったいないなと思いました。お互

いに言いっぱなしだと，アクティブ・ラーニングにならないか

ら。やっぱり自分が聞きたいことがあって来ていると思うので，

言いっぱなしにされても，それはこっちにとっても役に立たな
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いしという点があると思いました。それが一番気になりました。

あとは，この発表資料の一枚目の左下ですけども，視野の  

広がりとかうまいこといっているんですけども，ちょっと  

違和感があるところがあって。例えば，「視野の広がり」とい

う所にアクティブ・ラーニングと書いていますが，やはり   

アクティブ・ラーニングの目的は深い理解が一番のものであっ

て，それを視野の広がりといううまい言葉で言うのは焦点が 

ずれちゃってしまっているような感じがします。こういう点は

気をつけた方がいいような気がします。単純なことですけども，

アクティブ・ラーニングで一番大事なのは，それによって知識

が表面的な知識理解ではなく，本当にわかるということが保証

されるということですから。そういう一番大切なことはいつも

確認するべきです。次の専門深化型課題研究のところについて

も，「多様な価値の創造」というのもちょっとそぐわないので

はないかと。研究の仕方を身につけるということですよね。 

本当に研究とは何かということをより深い，自分自身での学び

の仕方を身につけていくという貴重な機会だということを  

強調するべきだと思います。多様な価値の創造ってなかなか 

できないことですから。あまり美辞麗句に流されないように 

したほうがいいかなと思います。あとは先程もありましたが，

パフォーマンス課題やチームとしての取り組みが少し弱くなっ

ているという点は，何か原因があると思います。パフォー  

マンス課題でも本当に自分たちが専門性を活かしてよいものを

つくる。やはり教科の専門家ですので，そこが一番自信のある

ところだと思うので，それをパフォーマンス課題にすれば  

新たな可能性が生まれるということだと思う。その辺をもう 

一度練り直したほうがいいかなと思いました。一年目で少し 

安心してしまっている感じがします。それと，この一年目， 

一年生をどうモニターしていくかというのが大事なことです。

どんな風に育っていくか，注意を払っておくべきかと思います。

あと，FCI は物理の先生方が頑張っているというのがよく  

わかる。理系の方が多少点数がよいですけど，絶対値でいうと  

特理のほうがよくて。理系はスタートが低かった分，ゲインが

大きくなっている。それは本当に素晴らしいことです。低い子

もぐっと伸びているという，そういう素晴らしいことが起きて

いるのだと思います。また，頑張って絶対値が 70％以上に伸び

れば，もっといい。60でニュートン力学のほとんどがわかりか

けというレベルなので，平均がそれくらいなら。70とか 80と

かいくと完全にわかっている状態ですよね。平均が 80 になる

とすごいことですけども，それは本当に学力自体がすごく上が

っているのだと思います。そういう見方になる。あとは指標で

すけども，ルーブリックの指標，FCI の指標，アンケートの 

指標など出していましたけど，やっぱり女子の理系への進学率

とかも丁寧にフォローして，それは質的なものでも結構ですけ

ども，いろいろな指標を用意して，次の中間発表などに備える

必要があると思いました。子どもたちの発表でいうと，AS は

非常に面白くて，本当に感心するような，最初に見たときに 

比べたら格段に進歩をしている。自転車のものとかもそうです

けども，発想が面白くて一生懸命研究しているのでほめてあげ

て，もっともっと伸ばしてほしいなと思いました。先生方も 

お疲れ様だったと思います。以上です。 
(中中西西先先生生 ) 

今日はお疲れ様でした。先生方がだいぶ出されているので 

特に話すことはないですが，少し気がついたところだけを。 

課題研究については，テーマとしては非常に面白いところを 

テーマとして取り組んでいるんですけども，テーマの前提の 

ところの調べが弱いと思います。聴衆の素人に対してちゃんと

説明してから，自分たちの研究について説明するというような

部分がまだできていないチームも何個かあったと思います。 

そのベースの上で彼らの研究のテーマがあるので，そこを  

おさえないと，実は分かっていることをずっとやっていたとか

もありますし，そういうところに気をつけながら指導をされた

らいいかなと思います。「未来への学び」は最初だけ見せて 

もらいましたが，なかなかああいう経験は少ないでしょうから，

実際に自分でやって発表するというのは，まだ少し慣れていな

いのかなと。聞いている方も，発表する方も，議論するという

雰囲気ができればいいのかなと。なぜそれをやるのかというと，

発表するためではなく，理解するとか，わからないところは 

質問して自分の理解を深めるという場でもある。そういうのが

全体としてもう少しあった方がいいのかなと思います。質問 

することが恥みたいな雰囲気というか，わからないことを認め

るのが難しいというか，世間的にも未だにそうで，議論すると

いうことが，質問するということが。質問している人だけが 

知らなくて周りは知っているかというと，そうではないので，

そういうところができると，もっと課題研究の目的というのが

達成できるのではないかなと思いました。難しいとは思うので

すけども。それが今日の感想です。他はあまり見られなかった

ので。だけど，興味はあって，融合科目みたいなのがどうなっ

ているのかは，私は前から興味があるので，どうなるのか， 

将来的には文科省が文理の境をなくすという通達がきていると

ありましたけども，以前から，理系だけを伸ばしてというのは

少し変で，学問なり教養なりというか，そういうものは文理の

境目なしで深めうるべきものであると思うんです。そういう 

ことがここですでに試行されているというのが，先進的だと 

思っています。新しいからこそ，うまくいくかどうかはこれ 

からとして，ぜひ続けてもらいたいと思っています。    

あと気になったところでいうと，４本柱の目標で，１番目の 

カリキュラムマネジメントのところの「視野の広がり」という

ところについてで，視野の広がりってどういう視野の広がり 

かなというのがよくわからない感じかなと。それは学生の視野

ないしは理解の深さをいうのか，カリキュラムマネジメントの

視点でというと教員側の視野の広がりなのか，自由度，授業の

組みやすさの視野なのか，それがわかりにくいと思いました。

多分，学生の視野でしょうけどね。文章の表現はフィックス 

されているものなのかもしれませんけれども，少し紛らわしい

なと。それと第一目標の最終目的が，授業改善アクティブ・ 

ラーニングを使った深い学び，理解というところをきちんと 

確認していただいて。また，チームでというところで，先生方

がチームでやっていくというところは，教員全体をひっぱって

いくということでなかなか大変だとは思うのですが，これは 

波があると思うんですね。だけど，継続していくことが重要で，

チームでやるからこそいろいろなアイデアが出やすいというこ

とだと思います。もう少し活性化させようということも必要か

もしれませんけれども，波があるものなので，あまり目先の 

数値に左右されず，継続していくことが大事だと思います。 

あとは，外部連携などの市民講座とか，そういう活動の起点と

なる活動をだいぶやっておられるというところで，これは  

なかなかいいなと思います。特に，保護者さんとか小中の教員

などを組み込んだ理科講座はなかなかいいと思います。まさに

日本の社会の中で，一般の市民というか大人がサイエンスなり，

文系のサイエンスもそうですけども，そういうのに接する  

機会が少ないと思うんです。そういうところを普及していくと

なると，どんどんしんどくはなるかもしれませんが，じわじわ

と継続的にやっていただくことでいいのではないかと思います。

そういうことで一高の先進的な取り組みがだんだん広がって 

いく，知られていくという効能もあると思います。ただ，  

無理のない範囲で。「働いて働いて働いて」の世の中にどうも

なっているようですけれども，そこまで頑張る必要はないので，

継続できる範囲でやっていただければと思います。あともう 

一点は，以前の期の目標では女性研究者の育成というのが  

あったと思うんですけど，今回はあまり表には現れていないで

すよね。日本の社会としてはまだ問題が消えた訳ではないので，
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そういう社会的な課題も意識しながら，教育の方向性を出すと

いう所も気配りしながらやっていただければと思います。  

以上です。 
 

＜質疑応答＞ 
(萱原 )泉先生，先ほど見せていただいた，メモのノートに関して，

例えばどんなノートを使っているか教えていただきたいです。

そのときの質問をまとめているとか，ノートの書き方でもいい

んですけども，ノートをどういうところを意識して書かれてい

るかというのを教えていただきたいです。 
(泉泉先先生生 ) 

どんな質問があったか，どう答えたかを書く。それから一番

大切なのは，一日たって，明日，もっとよく答えようと思った

らどう答えるかを，自分のもっているデータを使って，もっと

良い答え方というのをメモしておく。そういう訓練をしていけ

ば，だんだん質問もできるようになってくるし，よくなってい

くと思います。もうひとつは次実験するとしたらどういう実験

を組むかという所だと思います。 
(萱原 )ありがとうございます。泉先生からご寄付いただく実験 

ノートについてなんですが，本校でも記していく内容について

何が必要かを考えておくべきだというご意見もいただいており

まして，何をメモするのか生徒たちにも伝える機会を作ってい

こうと思います。ありがとうございました。 
 
(校長 )先ほど吉村先生から，教員はもうAI使っていけばという言

葉がありましたけど，昨年のこの発表会のときに，指導委員の

先生方が大学で普通に使っていると。実際に先生方がどのよう

に生成AIを使われているのかを教えていただきたいです。 
(吉吉村村先先生生 ) 

生成 AI は私自身も使っています。いろいろ原稿作ってその

推敲だったり。大学院生には，教材研究するときに積極的に 

使わせています。教材研究に AI を使うと，生徒の反応を無視

した難易度の高いものになりすぎるので，そのあたりはおさえ

ながら使っています。ゼロからアイデアを聞くのは教育的には 

よくないので，自分たちのアイデアを入れてから使うよう， 

生徒には伝えています。 
(泉泉先先生生 ) 

僕は少し面白い使い方をしていて，今年の卒論発表した生徒

のテーマを AI に読ませました。すると，モンシロチョウにつ

いて行った研究については，AIから「今のところわかっていな

い」と返ってきたので，これはちゃんとオリジナリティがある

ものだと判断して，自信をもって発表会場に送り出しました。 

もう一人の学生は，ある化合物についての研究を行ったんです

けども，内容を入れた途端に「そういうことは原理からしてで

きるわけない」という答えが返ってきました。これはいいや，

ちゃんとした科学になっていると思って，こう返ってきたので

自信を持ってやりなさいと伝えました。そのような使い方を 

しました。 
(吉吉村村先先生生 ) 

追加でもう一つ。高校の先生であれば，うちの先生方は  

進路指導の総合型選抜などの面接練習をまず AI にさせてから，

教員とやらせています。まずは AI に話してから，対人にと。

そういうところで業務の削減もしています。 
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委員会 運営指導委員より 指導助言を受けて 

第 1 回 
（9/26） 

成果 
・教科横断型授業（コラボ授業）に積極的に取り組み，新しい

授業に向かっての取り組みができている。 
・関東合宿をはじめとする行事において，卒業生の活用が上手

く進んでいるのではないか。卒業生の層が厚い学校であるた

め，学校の力として引き続き活用していってほしい。  

 

指導ならびに助言 
① 生成 AI をはじめとする ICT の発展に合わせ，高校として，

また市の教育機関としてどのように活用していくのか， 

また，生徒にどう向き合わせるのかを真剣に考えていく 

必要がある。 
 
② 実験の安全性を教員が担保しながら，行った方が教育効果を

得られる実験は行うべきである。モデル実験に関しても， 

何故そのモデルを使うのかという必然性を教員は常に考え，

利用していくべきである。 
 
③ 研究授業をはじめ，日頃の授業から，生活から遊離しない 

授業作りを心掛けるべきである。また，課題研究において

も，先行研究を調べるだけではなく，社会のニーズという 

視点を取り入れることで，充実した問を立てることができる

のではないか。 
④ 課題研究では，しっかりとノートをとる習慣を身につけさせ

た方がよい。今後の発展の事も考え，教員がチェックをする

仕組みづくりをしてはどうか。 
⑤ パフォーマンス課題や課題研究の評価ルーブリックでは， 

評価の言葉の充実も大切ではあるが，それよりは評価者 

どうしでの各評価段階に対するイメージを共有し，共通の 

尺度を持っていることが重要である。 
 

 

①市教委訪問の際，生成 AI の高松市における利用規程を 

管理機関である市教育委員会に確認した。生徒の得られる

メリット・デメリットの双方を見極め，教科やチームで 

生徒にとって効果的な利用法に関する意見を出し合い， 

段階的に実践を積み重ねていく。 

②実験を演示実験で実施するか生徒実験で実施するか， 

教育効果・安全管理・クラスの状況などを考慮した上で 

実施方法を検討し実施していく。モデル実験に関しては，

モ デ ル を 用 い る 意 義 が 生 徒 に 伝 わ る 授 業 作 り を 

行っていく。 

③生徒たちの身近な課題や社会のニーズに常にアンテナを 

張り巡らせ，教科・科目のチームで共有し，授業改善に 

活かしていく形態作りに努める。また，課題研究に関して

は他校の取り組みテーマの傾向を把握し生徒に伝える 

など，生徒の視野を広げる取り組みを行う。 

④ノートの書き方に関しては課題研究前に本校教員による 

講座も行っている。ノートの取り方，必要事項については

ご意見を参考に，講座の内容を改良していく。 

⑤校内の運営委員会や各教科のグループで，ルーブリックが

示す人物像について具体的な生徒事例をもとに協議し， 

各評価段階における生徒の共通イメージを形成する。 

新転任者においても他の教員と同様の理解を持てるよう，

教員間で毎年情報共有をしていくようにする。 

第 2 回 
（2/17） 

成果 
・課題研究では，生徒自身の素朴な疑問や興味から始まる研究

テーマ設定が良さであり，強みである。 
・物理の先進的な取り組みの成果が，FCI の結果などに表れて

いる。 
・Ⅲ期までの取り組みで，全校体制で研究開発を進めていく 

姿勢ができている。 
・小中学生だけでなく，保護者をはじめとした地域の大人が 

サイエンスに触れる機会を提供する取り組みが進められて 

いる。  

 

指導ならびに助言 

① AS などの課題研究において，発表会等で，聴衆からの 

質問をメモする習慣をつけた方が，研究のさらなる深化に 

つながる。 

 

② ポスター発表会を日本語で行うことで研究の深化を図るので

あれば，サイエンスコミュニケーションの手法を意識した 

指導を行うとよいのではないか。 

 

 

 
 

③ カリキュラムマネジメントや長期ルーブリックの運用に 

関しては定期的に内容を見直し再設定していくことを 

検討してはどうか。 

 

 

④ 学校全体での取り組みは評価できる点であるが，先進的な 

取り組みを進めていくにあたって一度原点に立ち返った

「質」を求める取り組み，連携を考えてもよいのでは 

ないか。 

 

⑤ 他校とのタイアップイベントを検討し，教員の業務改善・ 

負担軽減へ繋げてみてはどうか。 

 

①実験ノートの書き方講座の内容を更新し，発表会で受けた

質問を記録する重要性とその整理方法を指導する。また，

質問内容を分析させ，自らの説明の課題を抽出・改善する

サイクルを確立させる。 

②サイエンスコミュニケーションの手法を学ばせ，相手の 

立場や反応にあわせた伝え方を身につけさせる。また， 

質問された内容やコメントシートを振り返り，発表内容を

改良していく時間も用意する。加えて，発表を聞く側と 

しての姿勢や観点と，研究を深化させていくための質問の

仕方を身につけさせることで，発表会を活発にしていける

ように指導方法を改良していく。 

③教育研究係や教務部と連携し，今年度の実施状況や 

これまでの改善点を定期的に検証する機会を設ける。 

また，それにより表出した本校の開発における根幹となる

ところを全体で共有することで，根幹を踏まえた内容の 

見直しと再設定を行っていく。 

④先進的な取り組みを継続しつつ，授業改善におけるチーム

としての協働の在り方を再確認する。内発的動機に基づき

教科横断で本質的な授業づくりに挑戦する実践を支援し，

その実践をモデルとして共有することで，学校全体の 

授業改善へと波及させていく。 

⑤今年度からⅣ期が始まり，サイエンスネットワークの 

形成にも取り組んでいる。管理機関と連携し，他校種との

タイアップの時期や形態について検討を進めていく。 

 
 

資料-16

 


